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┏じ┡に 

 

わたしたちの┞ち、網走市と小清水亳┏、╁ホろを╆海に面し、５┄の湖鰺濤沸湖、網

走湖、能取湖、藻琴湖、へヤウシ湖鯲と多くの河川、広大┊森林、農地に褐┞┬┆お┪、

その美しく豊ズ┊自然の恵┟とと┢に、発展をし┆┞い┪┞したﾏ 

┊ズ┇┢、鎖成鰆７年鰆鰆月にふムサろル条約に冩録ビ┬た汽水湖┇あ┫濤沸湖┏、葭

鳥や昆虫、植物、魚┊┉、多くの生物にと┃┆貴菻┊生息地┇あ┫ほズ、昔ズ┩ス[エビ

やワカサ╅、カ╄┊┉ゼ獲┬┫内水面漁業の漁場とし┆┢利用ビ┬┆お┪、後背地の河川

周辺域┇┏、農業や酪農ゼ盛┳┇すﾏ 

┞た、湖の近くに┏、葭鳥ゼ近く┇観察┇ゾ┫“白鳥公園”のほズ、約 ブ画 種類の葭生の

花々ゼ咲く“小清水原生花園”┊┉┢あ┪、知床半島や斜蔆岳┊┉を背景にした濤沸湖の

美しい景観を眺┡に多くの人々ゼ訪┬┆い┞すﾏ 

一方、近年┇┏、廃棄物の増大、水質汚染、地球温暖化┊┉、生活の身近┊とバ┭ズ┩

地球規模にいた┫┞┇、自然環境を┡ヅ┫課題ゼ╆ロろ〈アップビ┬┆い┞すﾏ 

濤沸湖と周辺地域におい┆┢、景観を阻害す┫状況、自然現象や外的要因と考え┩┬┫

地勢や水環境、植生の変化、生物の生息域の減少懸念┊┉ゼ各方面ズ┩指摘ビ┬┆い┞すﾏ 

美しい自然景観を残し、貴菻┊自然資源を保全し、生物を慈し┟、自然と調和した持怦

可能┊社会を築ゾ、次世代に引ゾ怫ヅバと┏私たちの大ゾ┊使命┇すﾏ 

バのよう┊背景の┢と、網走市と小清水亳┏、長期的総合的視点┇、濤沸湖と周辺地域

におい┆、自然資源の保全と再生、賢明┊利用を図┪、次世代に怫承す┫た┡、ﾚ濤沸湖環

境保全活用ビ[ョン鰺以下、麈計画麋という鯲ﾛを策定し┞したﾏ 

バの計画┏、鰒┄の基本理念鰺保全と再生、交流と学習、賢明┊利用鯲を┢とに、ﾚ自然

の保全と再生、う┫おう空間づく┪と賢明┊利用を進┡┆、次世代に怫承す┫バとﾛを未

来像鰺全体目標鯲とし、自然、生物、社会、行動の各分葭┇、目標鰺展開方向鯲や取┪組

┟を掲ド┆、住民、団体、事業所、行政れ研究機関ゼ一体と┊┃┆推進し┆いくた┡の指

針を整理し┞したﾏ 

今後┏、バの計画に基づゾ、様々取┪組┟を進┡┆┞い┪┞すの┇、皆ビ┳のご理解と

取┪組┟への積極的┊参加をお願いいたし┞すﾏ 

最後に、バの計画の策定にあた┪、熱心にご審議をいた─いたﾚ濤沸湖環境保全活用計

画策定委員会ﾛの委員、貴菻┊ご意見やご提言をいた─いたﾚ濤沸湖環境保全活用計画住

民会議ﾛにご参加の皆ビ┳、ご協力いた─いた多くの皆ビ┳に感謝申し上ド┞すﾏ 

 

鎖成鰈鰒年鰒月 

                           網走市長  水 谷 洋 一 

                           小清水亳長 林   直 樹 
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1章 現況鰺特性鯲と課題 

I 濤沸湖と周辺地域の現況 

1 自然分葭の特性 

鰺鰆鯲地形れ地質 

e 流域の諸元－濤沸湖の流域図鰺⑦バ培鯲 

╁ホろを╆海の萎部沿岸に┏袷ズ┩サロマ湖、能取湖、藻琴湖、濤沸湖の四湖沼の存在ゼ

あ┫ﾏバ┬┩の湖沼┏す┙┆海跡湖┇あ┪、╁ホろを╆海に湖口を┢┄汽水湖┇あ┫ﾏ 

 

湖沼の諸元

1鯲 

 濤沸湖 藻琴湖 能取湖 サロマ湖 

成 因 海跡湖 海跡湖 海跡湖 海跡湖 

高 度 1.0m 1.0m 1.0m 3.0m 

湖面積 9.01 km2 1.1 km2 58.51 km2 150.0 km2 

湖体積 9,960千m3 1,930千m3 500,000千m3 1,300,000千m3 

最大水深 2.5m 5.8m 21.2m 19.5m 

鎖均水深 1.1m 1.7m 8.5m 8.7m 

周褐長 30km 5.5km 32km 72km 

1鯲箝団法人河川環境箝団鰺培画画拠鯲鎖成 17 年度施行網走管内におけ┫総合的┊湖沼環境推進業務報告書鰺1-1拡鯲 

 

湖沼流域の諸元

培鯲 
 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

培鯲箝団法人河川環境箝団鰺培画画拠鯲鎖成 17 年度施行網走管内におけ┫総合的┊湖沼環境推進業務報告書鰺1-ブ鯲 

 

 

濤沸湖┏バのうち最┢東に位置す┫湖┇東西に長く萎袷に短い形をし┆お┪、袷西端の湖

口によ┃┆╁ホろを╆海と接怦し┆い┫ﾏ水深┏四湖沼のうち┇最┢浅いﾏ 

濤沸湖の流域┏藻琴山山頂を最高点とし、丸万川、╁ンネゃイ川、浦士別川┊┉の河川ゼ

萎岸よ┪流入す┫ﾏ 

 濤沸湖 能取湖 藻琴湖 サロマ湖 

集水面積 187.6 km2 199.4 km2  187.3 km2  881.0 km2 

流域関連 

市亳村 

網走市 

大空亳東藻琴 

小清水亳 

網走市 

網走市 

大空亳東藻琴 

大空亳女母別 

留辺蘂亳 

湧別亳 

佐呂間亳 

常呂亳 
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濤沸湖の流域図

基鯲 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 
基鯲箝団法人河川環境箝団鰺培画画拠鯲鎖成 17 年度施行網走管内におけ┫総合的┊湖沼環境推進業務報告書鰺1-拠鯲 

╁ホろを╆海
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f 地形れ地質 

周辺地形と土地利用 点周辺土地利用図鰺⑦バ基鯲 

濤沸湖┏、網走市と小清水亳との境界の╁ホろを╆海岸に位置し、西袷西側に海に通じ┫

水路ゼあ┫ﾏ濤沸湖の╁ホろを╆海側の袷袷東側┏、幅 基画画m 高ビ 1拠m の砂号によ┃┆せ

ゾ拍┡┩┬、原生花園と┊┃┆い┫ﾏ 

集水域の土地利用┏、山林や湿地┊┉の自然地ゼあ┫一方┇、酪農や畑作┊┉の農業活動

┢盛┳┇あ┫ﾏ 

 

濤沸湖周辺土地利用図

1鯲 

  

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

1鯲箝団法人河川環境箝団鰺培画画拠鯲鎖成 17 年度施行網走管内におけ┫総合的┊湖沼環境推進業務報告書鰺1-拡鯲 

濤沸湖

台東藻琴村┏鎖成鰆鰥年鰒月に女母別亳と合併し┆大空亳と┊┃たﾏ 
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周辺地質 点周辺地質概略図鰺⑦バブ鯲 

濤沸湖周辺の地質に┏堆積物によ┫沖積地市経新統布ゼ多く見┩┬┫ゼ、後背地┇┏火砆流

堆積物ズ┩┊┫丘陵性山地市更新統布ゼ広ゼ┫ﾏと┢に新生代第四紀┇ 1 万年く┩い前┞┇の

新しい地質ゼ経新統、18画 万年前┞┇のやや閏い地質ゼ更新統┇あ┫ﾏ 

 

周辺地におけ┫地質概略図

培鯲 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 
培鯲箝団法人河川環境箝団鰺培画画拠鯲鎖成 17 年度施行網走管内におけ┫総合的┊湖沼環境推進業務報告書鰺1-1拠鯲 
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湖沼地形 

濤沸湖┏、東西に長く萎袷に短い形をし┆お┪、╁ホろを╆海と┏袷西端の短い水路┇結

┐┬┆い┫ﾏ全域にわた┪水深┏ 1ｍ前後と浅く、開口部と湖心を繋ヅ位置に澪筋状の深場

鰺最大水深 培バ拠m鯲ゼ見┩┬┫ﾏ鎖成 ブ 年ズ┩ 8 年にわた┪澪筋等の浚渫ゼ行わ┬たﾏ 

地形図上┇確認┇ゾ┫昭和 ブ画市1ホ拡拠布年以降の湖岸の経年変化とし┆┏、萎西側の実豊付

近におけ┫戊入部市たント布の閉塞れ分讎と、萎東端市浦士別川れスッたチ川流入部布におけ┫¬

湿地の尋大ゼ顕著┇あ┫ﾏ点湖沼地形の経年変化鰺⑦バ拠鯲 

 

                湖沼地形の経年変化

基鯲 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 
基鯲箝団法人河川環境箝団鰺培画画拠鯲鎖成 17 年度施行網走管内におけ┫総合的┊湖沼環境推進業務報告書鰺1-1基鯲 

 

烋成 1～11 烝 昭和 52～烋成 1烝 

昭和 40～52 烝 昭和 40 烝 

┏、変化の顕著┊部分 
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鰺鰈鯲気象 

湖沼周辺┇の気象┏周┪の山によ┪雨雲ゼビえダ┩┬┫た┡、降水萪┏少┊く、日照時間

ゼ長いとい┃た特徴ゼあ┫ﾏ 

年鎖均気温┏約 拡～7ォと┊┃┆お┪、8 月に最┢高く、1～培 月ゼ最┢¬く┊┫傾向ゼ見

┩┬┫ﾏ降水萪┏年間約 8画画ｍｍ┇ 7～ホ 月に多く┊┫傾向ゼ見┩┬┫ﾏ 

風┏冬季ズ┩春季にズけ┆風脾ゼ強く┊┫傾向ゼ見┩┬、風向┏萎西ズ┩萎萎西の風ゼ緯

越し┆い┫ﾏ濤沸湖┇┏冬季に袷寄┪の風ゼ強く吹ゾ、漂砂ゼ湖口に堆積し┆水路の閉塞ゼ

見┩┬┫ﾏ 

日照時間┏、1培画～18画 時間鰓月と高い値を示し┆お┪、拠 月ズ┩ 拡 月にズけ┆最高値

を示すﾏ 

 

月別気象観片結果 台アと【ス観片ぅろ』鰺鎖成７年～鎖成鰆鰮年の鎖均値鯲

1鯲 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

1鯲箝団法人河川環境箝団鰺培画画拠鯲鎖成 17 年度施行網走管内におけ┫総合的┊湖沼環境推進業務報告書鰺1-培鯲 

 

観測

地点

ゲ月 コ月 ゴ月 サ月 ザ月 シ月 ジ月 ス月 ズ月 ゲケ月 ゲゲ月 ゲコ月

烝烋均

膅計䐢

降水量 膅mm䐢 ササクス コズクサ コスクズ ゴゲクゲ ザコクス サザクジ ゲゲコクサ ズサクス ゲゲシクズ シケクズ ザゴクザ ササクズ ジゲシクゲ

降雨日数 膅日䐢 ゲサクサ ゲゲクゲ ゲコクゲ ゲケクコ ゲケクケ ゲゲクゲ ゲサクス ゲゴクシ ゲゴクゲ ゲゲクシ ゲゲクジ ゲコクケ ゲコクゲ

気温 烋均膅℃䐢 ギスクス ギズクゴ ギゴクジ サクシ ゲケクサ ゲサクコ ゲジクズ ゲスクス ゲザクコ スクズ ゲクズ ギシクサ ザクゴ

日照時間 月計膅時間䐢 ゲケケクス ゲコジクゲ ゲザズクゴ ゲシケクジ ゲシケクゴ ゲサゴクス ゲゲスクケ ゲゴズクジ ゲサジクゲ ゲサケクシ ゲゲゴクコ ゲケゴクジ ゲゴサクザ

風速 烋均膅mグs䐢 コクゴ コクコ コクジ コクス コクス コクゲ ゲクス ゲクス コクゲ コクサ コクザ コクコ コクゴ

降水量 膅mm䐢 サシクズ コサクケ ゴケクジ ゴシクズ ザザクゴ ザサクシ ゲケジクコ ズジクサ ゲココクザ シスクジ ザザクゴ サザクズ ジサザクサ

降雨日数 膅日䐢 ゲゴクス ズクコ ゲケクケ スクス ゲケクサ ゲケクジ ゲゴクス ゲコクサ ゲコクス ゲゲクジ ゲコクゲ ゲコクゴ ゲゲクザ

気温 烋均膅℃䐢 ギシクシ ギジクス ギコクス サクシ ゲケクケ ゲゴクシ ゲジクコ ゲスクズ ゲザクズ ゲケクゲ ゴクゴ ギサクゲ シクケ

日照時間 月計膅時間䐢 ゲケスクス ゲサジクゴ ゲジシクザ ゲシスクズ ゲシズクジ ゲシゲクサ ゲコスクケ ゲザザクジ ゲザスクザ ゲサザクケ ゲゲケクコ ゲケスクシ ゲササクズ

風速 烋均膅mグs䐢 ゴクサ コクシ ゴクゲ ゴクコ ゴクケ コクゴ ゲクス コクゲ コクゴ コクス ゴクゴ ゴクザ コクス

降水量 膅mm䐢 ザスクス ゴジクケ サケクジ ザケクゲ ザスクゴ ザゲクゴ ゲケコクゴ ズズクケ ゲコザクズ シジクゲ シサクス ザスクス スゲゴクズ

降雨日数 膅日䐢 ゲザクゲ スクザ ゲケクス ズクゲ ズクザ ズクゲ ゲコクケ ゲケクゴ ゲゲクケ ゲケクザ ゲゲクコ ゲコクジ ゲケクス

気温 烋均膅℃䐢 ギザクゴ ギシクゲ ギコクケ サクジ ズクズ ゲゴクザ ゲジクコ ゲスクズ ゲシクサ ゲケクズ ゴクズ ギゴクケ シクシ

日照時間 月計膅時間䐢 ゲゲゴクス ゲサジクザ ゲシスクゲ ゲジシクケ ゲススクシ ゲスゲクケ ゲザケクゲ ゲシサクゴ ゲシゲクコ ゲサスクゴ ゲコケクケ ゲココクコ ゲザゴクサ

風速 烋均膅mグs䐢 サクケ ゴクゴ ゴクジ ゴクザ ゴクケ コクジ コクサ コクジ ゴクゲ ゴクザ ゴクス ゴクズ ゴクゴ

降水量 膅mm䐢 ザザクコ コジクザ サシクケ ザサクザ シゴクザ シケクズ ゲケスクジ ゲゲゲクゲ ゲゴスクケ シゴクズ シザクス ザコクス スサジクズ

降雨日数 膅日䐢 ゲサクス ズクシ ゲサクケ ゲゲクコ ゲゲクケ ゲゲクズ ゲサクズ ゲゴクゴ ゲコクス ゲゲクコ ゲコクゲ ゲコクシ ゲコクサ

気温 烋均膅℃䐢 ギジクケ ギジクス ギコクジ サクジ ゲケクコ ゲゴクス ゲスクケ ゲスクズ ゲザクジ ズクズ コクス ギサクズ シクケ

日照時間 月計膅時間䐢 ズスクズ ゲゴケクジ ゲザゲクゲ ゲザゲクジ ゲザゴクコ ゲサスクズ ゲコザクコ ゲゴシクザ ゲゴザクザ ゲゴサクス ゲケゴクジ ゲケザクケ ゲゴゲクゴ

風速 烋均膅mグs䐢 ゲクス ゲクシ ゲクス ゲクズ ゲクス ゲクザ ゲクゴ ゲクゴ ゲクゴ ゲクザ ゲクシ ゲクシ ゲクシ

䐢 䅣 観測デ 烝 均値膅統計 膅 䐢 膅 䐢烝䐢

網走 

小清水 

項　目

常呂

佐呂間
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鰺鰒鯲水象点流入河川図鰺⑦バ8鯲 

濤沸湖の主┊流入河川┏萎岸ズ┩の┢のに限┩┬┆お┪、主┊河川┏西ズ┩東にe丸万川、

f╁ンネゃイ川、gウカルシュベを川、h浦士別川、iスッたチ川の 拠 本ゼあ┫ﾏ河川流萪

┏e丸万川、h浦士別川┇多く、他┏少┊いﾏ 

河川の水質┏網走市環境白書市鎖成 18 年度布によ┫と丸万川市湖畔橋布、╁ンネゃイ川市音根

内橋布、浦士別川市境橋布、湖口市濤沸橋布におい┆鎖成 8 年ズ┩毎年のぅろ』ゼ集積ビ┬┆い┫ﾏ

項目┏ pﾒ、正⑥、ヤ⑥正、ﾍ⑥正、SS、大腸菌群数、T-⑤、T-⑦ ┇あ┫ﾏ 

 

 流入河川および湖口部の水質経年変化

1鯲分 培鯲

 

丸万川 H8 H9 H10 H11 H12 H13 H14 H15 H16 H17 H18 H19 H20 H21

pH 8.5 8.7 8.3 7.8 7.2 7.6 7.6 7.5 7.5 7.5 7.3 7.6 7.6 7.4

DO 10.1 10.4 11.0 10.6 10.9 10.7 10.4 11.5 10.6 10.0 10.9 10.9 11.0 10.2

BOD 0.9 0.6 1.0 0.4 1.1 0.7 1.5 1.0 0.9 1.6 0.7 0.6 0.6 0.8

COD 7.0 6.1 6.5 6.1 5.2 － 5.9 4.9 6.1 6.2 5.5 5.9 6.3 6.6

SS 2 2 3 3 2 5 6 3 6 6 3 4 5 4

大腸菌群数 27 77 58 28 12 970 510 780 130 78 1300 1100 12000 700

T-N 0.76 0.86 1.00 1.10 1.30 1.30 1.40 1.10 1.10 1.10 1.30 1.20 1.30 1.40

T-P 0.052 0.053 0.046 0.052 0.046 0.052 0.070 0.044 0.054 0.057 0.054 0.050 0.058 0.054

╁ンネゃイ川 H8 H9 H10 H11 H12 H13 H14 H15 H16 H17 H18 H19 H20 H21

pH 8.7 8.6 8.4 7.8 7.1 7.5 7.4 7.4 7.3 7.4 7.3 7.5 7.5 7.3

DO 10.6 9.3 10.4 11.3 10.4 9.9 10.2 11.0 9.8 9.5 10.3 10.1 10.2 10.0

BOD 0.8 0.7 0.9 1.1 1.1 0.9 1.5 0.9 0.8 1.0 0.9 0.5 0.8 0.8

COD 8.3 9.1 7.9 8.3 9.7 － 7.5 6.7 7.6 7.6 7.5 7.0 9.3 8.2

SS 3 8 4 2 3 6 8 5 5 7 5 4 9.5 7

大腸菌群数 90 95 44 13 71 420 230 250 99 190 890 1800 18000 750

T-N 0.50 0.70 0.87 0.81 1.00 0.88 1.10 0.75 0.80 0.71 0.84 0.81 0.88 0.96

T-P 0.055 0.069 0.054 0.045 0.055 0.056 0.074 0.044 0.057 0.061 0.060 0.053 0.064 0.056

浦士別川 H8 H9 H10 H11 H12 H13 H14 H15 H16 H17 H18 H19 H20 H21

pH 9.1 9.5 8.7 8.6 7.3 7.7 7.6 7.5 7.5 7.6 7.4 7.6 7.6 7.4

DO 11.4 10.1 10.9 8.6 10.5 10.8 11.0 11.7 10.5 10.1 10.9 10.7 10.8 10.9

BOD 0.6 0.6 0.9 0.2 0.9 1.2 1.2 0.8 0.9 1.1 0.7 0.6 0.7 1.0

COD 4.8 5.1 5.5 4.6 4.6 － 4.8 4.0 4.8 4.6 4.4 4.7 5.6 5.7

SS 2 4 4 2 3 5 5 5 7 6 5 9 7 8

大腸菌群数 26 50 100 190 70 980 1000 480 850 1000 990 3800 27000 2300

T-N 0.51 0.62 0.85 0.81 1.00 0.80 0.82 0.68 0.66 0.62 0.72 0.74 0.74 0.98

T-P 0.045 0.054 0.045 0.047 0.050 0.057 0.064 0.045 0.053 0.055 0.055 0.052 0.060 0.057

湖口 H8 H9 H10 H11 H12 H13 H14 H15 H16 H17 H18 H19 H20 H21

pH 8.2 8.2 7.7 8.0 8.0 8.1 8.3 7.5 7.6 8.0 7.8 8.0 8.1 8.0

DO 10.4 8.3 10.1 8.5 9.7 9.4 9.8 9.7 8.9 8.2 9.2 9.1 8.1 8.5

BOD 0.9 1.4 3.2 1.6 3.8 1.2 2.4 2.5 1.4 1.5 1.9 1.6 1.0 2.9

COD 3.7 4.3 4.5 4.4 6.7 － 5.6 4.4 3.9 4.3 5.5 5.5 4.3 5.0

SS 9 10 12 4 12 11 7 7 34 9 12 18 11 12

大腸菌群数 2 8 400 13 17 150 1.3 3 3.9 2.2 59 210 250 150

T-N 0.61 1.10 1.00 0.80 0.98 0.21 0.30 0.75 0.24 0.35 0.59 0.49 0.50 0.58

T-P 0.056 0.051 0.053 0.041 0.047 0.046 0.042 0.044 0.057 0.052 0.054 0.059 0.046 0.053

台 pﾒ、大腸菌群数鰺平⑦⑤ｹ1画画m景鯲を除ゾ、衣位┏ m離ｹ景 ┇あ┫ﾏ 

1鯲網走市市民部生活環境課鰺培画画拡鯲 網走市環境白書第 培 慍調査れ片定鎖成 18 年度 

培鯲網走市市民部生活環境課鰺培画11鯲 網走市環境白書第 培 慍調査れ片定鎖成 培培 年度 

 



 
-
 
8

 
-

                                    

台社団法人 袷海道土木協会 監修 袷海道土木部河川課 袷海道河川一覧 河川図慍、 袷海道 鎖成 1ホ 年度 鳥獣保護区等位置図 



 - ホ -

鰺鰊鯲水質 

e 水質分布特性 

濤沸湖┇┏汽水湖┇あ┫た┡、海水の流入ゼ見┩┬、湖内┇の塩分濃度差ゼ生じ┆い┫ﾏ

塩分供給源┇あ┫湖口ズ┩の距讎、流入河川の流萪の差によ┫希釈率の臍い┊┉ゼその原因

と考え┩┬┫ﾏ 

濤沸湖┏浅く、海水の進入状況ゼ大ゾく変化す┫た┡、湖口市St-培布、湖央市St-基布、湖奥

市St-拠布の鰒地点┇の水質調査結果によ┫と pﾒ、ﾍ⑥正 ┏湖奥に行くほ┉上他す┫傾向ゼうズ

ゼえ┫ﾏ 

 

水質調査地点位置図

1鯲 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 
1鯲箝団法人河川環境箝団鰺培画画拠鯲鎖成 17 年度施行網走管内におけ┫総合的┊湖沼環境推進業務報告書鰺拡-1基鯲 
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濤沸湖におけ┫水質変化鰺鎖成鰒年５月～鎖成鰊年鰊月鯲

鰈鯲 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 
 

培鯲箝団法人河川環境箝団鰺培画画拠鯲鎖成 17 年度施行網走管内におけ┫総合的┊湖沼環境推進業務報告書鰺拡-1ブ鯲 
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f 水質経年変化 

袷海道環境科学研究セン』ろ市培画画拠布ﾘ袷海道の湖沼ﾙ市改訂版布によ┫と濤沸湖┇┏昭和

拡1 年ズ┩鎖成 ホ 年にズけ┆┏ ﾍ⑥正、T-⑤、T-⑦ と┢に湖奥部┇増加す┫傾向ゼ見┩┬、

湖央部┇┏棒┐い、湖口付近┇┏減少傾向ゼ見┩┬たﾏ澪筋の浚渫によ┫水質改善効果ゼう

ズゼわ┬たﾏ 

鎖成 1画 年以降┏社団法人袷海道栽培漁業振興公社市1ホホホ～培画画ブ布斜網西部地区濤沸湖

漁業影響調査報告書に記載のぅろ』によ┪湖奥部、湖口付近┇┏、ﾍ⑥正、T-⑤、T-⑦ と┢に

減少傾向ゼ見┩┬┆い┫ﾏ 

 

湖口部および湖奥部におけ┫水質の変化

1鯲 

項目 湖 口 部鰺濤 沸 橋鯲 湖 奥 部鰺鎖 和 橋) 

pH 

 

 

 

 

 

COD 

 

 

 

 

 

T-N 

 

 

 

 

 

T-P 

 

 

 

 

 

 

1鯲箝団法人河川環境箝団鰺培画画拠鯲鎖成 17 年度施行網走管内におけ┫総合的┊湖沼環境推進業務報告書鰺拡-基拡～拡-基ホ鯲 

 

pH

シクケ

シクザ

ジクケ

ジクザ
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pH

シクケ
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g 流域汚濁筮荷 

流域┇発生す┫汚濁物質に┄い┆、以下の発生筮荷源ズ┩の発生筮荷萪を原衣位法によ┪

算出した結果を以下に示す鰺鎖成 17 年度網走管内におけ┫湖沼環境保全推進業務報告書よ

┪抜粋鯲ﾏ 

 

               れ生活系排水 

              れ畜産系排水 

              れ工場れ事業場系排水鰺工場排水、その他の事業所排水鯲 

汚濁筮荷発生源   れ水于れ畑地筮荷 

              れ山林筮荷 

             れ市街地、原葭、牧場、種雑地、その他用地筮荷 

 

 

 

発生筮荷萪算出結果

1鯲

 

濤沸湖θ（O）) θ単位：kg/日χ

生活系 畜産系
工場・事業場系

田・畑地
山林腰市街地等

合計

ゲ 湖周辺 4.5 175.7 18.0 333.4 915.9 1,447.5

4.5 175.7 18.0 333.4 915.9 1,447.5

0.3 12.1 1.2 23.0 63.3 100.0

濤沸湖θT-N) θ単位：kg/日χ

生活系 畜産系
工場・事業場系

田・畑地
山林腰市街地等

合計

ゲ 湖周辺 2.0 92.6 2.8 658.7 142.3 898.4

2.0 92.6 2.8 658.7 142.3 898.4

0.2 10.3 0.3 73.3 15.8 100.0

濤沸湖θT-P) θ単位：kg/日χ

生活系 畜産系
工場・事業場系

田・畑地
山林腰市街地等

合計

ゲ 湖周辺 0.3 18.0 0.5 6.9 9.5 35.2

0.3 18.0 0.5 6.9 9.5 35.2

0.9 51.1 1.4 19.6 27.0 100.0

濤沸湖θBO）) θ単位：kg/日χ

生活系 畜産系
工場・事業場系

田・畑地
山林腰市街地等

合計

ゲ 湖周辺 6.8 217.2 26.5 75.4 269.7 595.6

6.8 217.2 26.5 75.4 269.7 595.6

1.1 36.5 4.4 12.7 45.3 100.0

比漉率θ%)

流漉域漉名

合漉計

流漉域漉名

合漉計

比漉率θ%)

比漉率θ%)

合漉計

合漉計

比漉率θ%)

流漉域漉名

流漉域漉名

  

 

各発生萪┇ ﾍ⑥正分ヤ⑥正 と┢山林、市街地等、窒素┏于れ畑地、へン┏畜産系ズ┩の筮荷の

割合ゼ高いバとゼわズ┫ﾏ 

 

1鯲箝団法人河川環境箝団鰺培画画拠鯲鎖成 17 年度施行網走管内におけ┫総合的┊湖沼環境推進業務報告書鰺基-1拡鯲 
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h 海水交換特性 

浚渫工事前の海水交流･塩分分布の特徴に┄い┆┏次のように述┙┩┬┆い┫鰺網走市

市1ホホブ布濤沸湖漁業振興対策基礎調査報告書鯲ﾏ

 

 

○外海潮差に比較し、感潮水系市潮の母ち引ゾの影響を唄け┫河川布の水深ゼ浅すダ┫た┡、外

海の潮汐振幅ゼ増大す┫時期─け湖内流入萪ゼ流出萪を上回┪、湖内の鎖均水位ゼ上他す┫ﾏ 

○湖内の塩分分布┏周年を通じ┆、湖西部┇┏外海水の影響を唄け┆高く、湖東部に行くに

従い漸減す┫傾向にあ┪、鎖和橋付近┇┏塩素萪┏ 1‰以下と┊┪浦士別戊┇┏海水の進入

ゼほと┳┉┟┩┬┊いﾏ 

○丸万川方面┏潮汐残差流、┢しく┏湖口に向ズう帯状の流┬によ┪誘発ビ┬┫循環流ゼ┟

┩┬、相対的に高い塩分を示し┆い┫ﾏ 

○湖口水路底レベル┏、外海の鎖均水位レベルよ┪高いた┡、湖口ズ┩濤沸橋間の湖面レベ

ル┏、その位置の湖底ゼ湖口水路レベルよ┪┢高く、ズ┄広い面積を有す┫濤沸湖に属す┫

た┡、外海潮汐の約 培画％しズ感じ┆い┊いﾏ 

○湖奥鎖和橋の水位変動┏、河川流萪ゼ大ゾくズ┄外海潮差ゼ大ゾい場合にの┟起バ┫ﾏ 

○湖底レベル┏湖奥に向ズうに従┃┆高く┊┃┆い┫た┡、潮流ゼ湖奥ほ┉弱┞┪、湖内の

密度構造┏‖成層に近い緩混合形式と┊┃┆い┫ﾏ 

○塩水くビびの到臉距讎┏、流入河川の出水時期を除ゾ、外海潮位振幅の増減によ┪、湖口

ズ┩ 基～拠 ßほ┉の範褐にあ┫ﾏ 

 

 

 

 濤沸湖の浚渫箇所

1鯲

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

1鯲箝団法人河川環境箝団鰺培画画拠鯲鎖成 17 年度施行網走管内におけ┫総合的┊湖沼環境推進業務報告書鰺ブ-1基鯲 
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湖口を通じ┆の海水交流萪に┄い┆┏、昭和 拠拠市1ホ8画布年 8 月 拠 日ズ┩ 拡 日にズけ┆算

定した結果ゼ示ビ┬┆い┫鰺社団法人袷海道栽培漁業振興公社市1ホ8培布斜網西部地区濤沸湖漁

業影響調査報告書鯲ﾏ海水交流萪を算定した期間を含┠昭和 拠拠市1ホ8画布年 拠 日ズ┩ 8 日にズ

け┆の水位変動状況┏下記╇ふくに示すとお┪┇あ┫ﾏ 

 

バの湖口流路の水位変動に伴う断面積の変化を考慮し、流萪を求┡た結果を下図に示すﾏ

拠 日 18 時ズ┩ 拡 日 1ホ 時┞┇に湖内に流入した萪┏ 拠バ培8不1画

拠

ｍ

基

、流出した萪┏ 培バ1拡

不1画

拠

ｍ

基

と計算ビ┬たﾏその差 培バ1培不1画

拠

ｍ

基

ゼ湖内に残留し、流入河川水と合わせた流

萪┏ ブバ基基不1画

拠

ｍ

基

と┊┪、バ┬ゼ湖内に一様に広ゼ┫とす┫と ブバブ íの湖面水位の上他に

相当す┫ﾏ実謔に┏バ┬ほ┉の鎖均水位┏┟┩┬┆い┊いゼ、潮汐振幅ゼ増大す┫時期に┏

確ズに湖内流入萪ゼ流出萪を上回┪、時間鎖均の湖面水位上他の原因と┊┃┆い┫バとゼ認

┡┩┬たﾏ 

湖内水位変動状況 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

鰺湖水位変動状況および調査位置図鯲

培鯲
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i 流入汚濁筮荷 

流入汚濁筮荷萪┏既述のg発生汚濁筮荷萪に流臉率を乗じ┆算出したﾏ以下にその結果を

示すﾏ 

流入汚水汚濁筮荷の内訳

鰆鯲 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

特に T-⑤ ┏于れ畑地┇、T-⑦ ┏畜産系ズ┩の筮荷ゼ高い傾向にあ┫ﾏ 

1鯲箝団法人河川環境箝団鰺培画画拠鯲鎖成 17 年度施行網走管内におけ┫総合的┊湖沼環境推進業務報告書鰺ブ-培7鯲 

 

j 湖内流動特性 

袷海道栽培漁業振興公社に┆、昭和 拠基 年 8 月 拠 日ズ┩ 8 月 8 日にズけ┆調査ゼ実施ビ

┬┆お┪、湖内流況に┄い┆、以下の図ゼ示ビ┬┆い┫ﾏ湖内流況の特徴の一┄┏、流脾の

大ゾ┊地点ゼ湖口のごく近傍を除くとズ┊┪幅ゼ狭く、帯状に鎖和橋方向に怦い┆い┫バと

┇あ┫ﾏバ┬┏湖底ゼ鎖坦┇┏生じ┊い流┬┇あ┪、帯状に怦く湖底の深┟に起因す┫流┬

と考え┩┬┫ﾏ┢う一┄の特徴┏、丸万川ズ┩湖口に枸┫開けたとバ┭┇┏、湖内の流┬ゼ

湖口に向ズわペ逆に丸万川に向ズ┃┆い┫点┇あ┫ﾏバ┬┏潮汐残差流┢しく┏湖口に向ズ

う帯状流┬によ┪引ゾ起バビ┬た循環流と思わ┬┫ﾏ 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

流況調査結果鰺昭和 拠基市1ホ78布年 8 月 拠 日ズ┩ 8 月 8 日鯲

1鯲

 

濤沸湖θ（O）) θ単位：kg/日χ

生活系 畜産系
工場・事業場系

田・畑地
山林腰市街地等

合計

ゲ 湖周辺 1.7 67.1 6.9 127.4 349.9 552.9

1.7 67.1 6.9 127.4 349.9 552.9

0.3 12.1 1.2 23.0 63.3 100.0

濤沸湖θT-N) θ単位：kg/日χ

生活系 畜産系
工場・事業場系

田・畑地
山林腰市街地等

合計

ゲ 湖周辺 0.7 32.3 1.0 229.9 49.7 313.5

0.7 32.3 1.0 229.9 49.7 313.5

0.2 10.3 0.3 73.3 15.8 100.0

濤沸湖θT-P) θ単位：kg/日χ

生活系 畜産系
工場・事業場系

田・畑地
山林腰市街地等

合計

ゲ 湖周辺 0.1 4.6 0.1 1.7 2.4 8.9

0.1 4.6 0.1 1.7 2.4 8.9

0.9 51.1 1.4 19.6 27.0 100.0

濤沸湖θBO）) θ単位：kg/日χ

生活系 畜産系
工場・事業場系

田・畑地
山林腰市街地等

合計

ゲ 湖周辺 1.1 35.4 4.3 12.3 44.0 97.1

1.1 35.4 4.3 12.3 44.0 97.1

1.1 36.5 4.4 12.7 45.3 100.0

流漉域漉名

合漉計

比漉率θ%)

比漉率θ%)

流漉域漉名

合漉計

比漉率θ%)

合漉計

比漉率θ%)

流漉域漉名

合漉計

流漉域漉名

丸万川

鎖和橋 



 - 1拡 -

┞た、袷海道栽培漁業振興公社によ┃┆、鎖成 8市1ホホ拡布年に┢流況調査ゼ実施ビ┬┆い┫ﾏ

調査┏鎖成 8市1ホホ拡布年 拡 月ズ┩ 11 月にズけ┆毎月 1 回行わ┬、観片時間┏外海潮位の上

ド潮時┊いし高高潮時に行わ┬たﾏ調査結果┏、下の鰈図に示すとお┪┇あ┫ﾏ 

1画 月の上ド潮時の調査┇┏、湖口近傍の表層┇ 画バ1mｹ探 程度の比較的明瞭┊流出す┫流

┬ゼ観片ビ┬たﾏ湖央ズ┩湖奥にズけ┆┏流脾ゼ小ビく明瞭┊傾向┏┟┩┬┊ズ┃たﾏ11

月の調査┏外海潮位ゼ高高潮に当た┃┆お┪、湖内表層の流┬┏湖口ズ┩湖奥にズけ┆┏

画バ1mｹ探 程度の流入┇、湖央ズ┩鎖和橋にズけ┆┏ 画バ画拡～1バ拡mｹ探 程度の流出方向の流┬┇

あ┃たﾏ 

濤沸湖の湖口ズ┩湖央に向ズう澪筋や Stバ7、Stバ8 および Stバ1画 ┊┉の狭窄部┇┏潮汐に

応答す┫流┬ゼ┟┩┬、外海潮位との水位差ゼ大ゾいほ┉流脾ゼ大ゾ┊流┬┇あ┃たﾏた─

し、流出入の転流┏潮汐と┏すヅに液期せペ、湖口の狭窄や 培 回潮┇高潮時に外海潮位ゼ湖

内水位を上回┫よう┊条件下┇┏流入ズ┩流出への転流ゼズ┊┪遅┬┫ズ┞た┏転流す┫バ

と┊く次の流入状態と┊┃┆いたﾏ 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

流況調査結果鰺鎖成 8市1ホホ拡布年 1画 月 培 日鰡上ド潮時鯲

鰈鯲

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

流況調査結果鰺鎖成 8市1ホホ拡布年 11 月 7 日鰡高高潮時鯲

鰒鯲 

1鯲培鯲基鯲箝団法人河川環境箝団鰺培画画拠鯲鎖成 17 年度施行網走管内におけ┫総合的┊湖沼環境推進業務報告書鰺ブ-1ブ

～ブ-1拡鯲 
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鰺５鯲自然景観 

湖沼および周辺地域┏、国定公園に指定ビ┬┆お┪、湿原に┏、つ〈うショウやアッケシ

》ウ┊┉の植物群ゼ広ゼ┪、知床半島や斜蔆岳┊┉を背景にした美しい景観を楽し┡┫ﾏ 

湖の袷袷東側に┏、国道を挟┳┇小清水原生花園ゼあ┪、そバの高影ズ┩┏、╁ホろを╆

海と濤沸湖の双方を展望┇ゾ┫ﾏその他くレトイ展望影や、白鳥展望公園ズ┩┊┉雄大┊景

観を楽し┡┫眺望点┢存在す┫ﾏ 

┞た、湖の西袷西側の湖口付近に┏白鳥公園ゼあ┪、白鳥ゼ飛来す┫時期に┏多くの人々

ゼ訪┬┫┊┉、季節の移┭いや風景の美しビズ┩┢景観面┇見┫┙ゾ┢の┢多いﾏ 

 

自然景観の例 

自然景観 対象 眺望地点 

濤沸湖、藻琴湖、網走湖、能取湖 湖沼 道路、近傍、展望所 

斜蔆岳、知床連山の臟望 山岳 海岸、湖沼、展望所 

╁ホろを╆海 外海 海岸、湖沼、展望所 

サンゴ草群落、原生花園 植物 近傍 

 

 

    くレトイ展望影よ┪知床連山を望┠ 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

白鳥展望公園よ┪濤沸湖と斜蔆岳を望┠ 
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培 生物分葭の特性 

鰺鰆鯲鳥類 

╁ホろを╆海沿岸部の湖沼┏、水鳥┊┉の渡┪鳥の飛来地とし┆著名┇あ┫ﾏ┊ズ┇┢濤

沸湖┇┏╃ンれカな類┏毎年 拡 万羽以上の飛来ゼ確認ビ┬、道内┇┏最大級の渡┪鳥の中怫

地れ越冬地とし┆知┩┬┆お┪、╁ホろを╆海沿岸部の湖沼のうち┇水鳥の豊富┊バと┇┏

一、‖の湖と┊┃┆い┫ﾏ 

春季～秋季にズけ┆┏シ╅れチぉへ類ゼ飛来す┫ほズ、冬季に日本以萎┇越冬す┫╃ンれ

カなれい╆チョウ┊┉の水鳥ゼ、春秋の渡┪の時期に翼を※┡┫場所とし┆利用し┆い┫ﾏ

バ┬と┏別にマ╃なれカル╃な┊┉のカな類ゼ繁殖し┆お┪、数年前ズ┩┏』ンチョウの┄

ゼいゼ確認ビ┬┆い┫ﾏ冬季に┏濤沸湖袷浜の白鳥公園┇╁╁い╆チョウの餌付けをし┆お

┪、╁[ロワシや╁╁ワシの越冬┢確認ビ┬┆い┫ﾏ 

小清水原生花園┇┏ホ╁アカ、あビ』╄、センゅュウ類┊┉の草原や¬木林に生息環境を

依存す┫鳥類ゼ繁殖を行┃┆い┫ﾏ 

バのように鳥類の種類れ個体数ゼ豊富┊の┏、餌と┊┫海草のアマなや小魚┊┉ゼ豊ズに

存在し┆い┫バと、湖を褐┠形┇発臉し┆い┫ひシ原ゼ、繁殖場所、隠┬場所とし┆果たし

┆い┫役割ゼ大ゾいと考え┩┬┫ﾏ 

川崎康弘市1ホホ7布ﾘ網走市れ小清水亳れ斜蔆亳におけ┫╁ホろを╆海沿岸周辺の鳥類ﾙによ

┫と、液範褐┇┏約 培画画 種の鳥類ゼ観察ビ┬┆お┪、濤沸湖周辺の┟に限┬┐約 1拠画 種ゼ

確認ビ┬┆い┫ﾏそのうち水鳥┏ 8画 種ほ┉┇半数以上を占┡┆い┫ﾏ 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

╁╁い╆チョウ

チュウお

シマセンゅュウ 

』ンチョウ あゴマ 

╁[ロワシ 

おシ╆イ
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濤沸湖周辺┇主に見┩┬┫鳥類

1鯲 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

1鯲齋藤喜一郎鰺1ホ78鯲濤沸湖周辺鰺除く海域鯲┇観察ビ┬た鳥類一覧－探鳥╃イぉ、網走の葭鳥 培77 他   

科   名 種   名 科   名 種   名 科   名 種   名

カイをけへ カイをけへ シ╅ ╄ョウ[ョシ╅ おひぉへ おひぉへ

い[ロカイをけへ トウネン な〈 な〈

つつカイをけへ おうへシ╅ アカな〈

ウつをうと いイイロウつをうと ╁[ロトウネン ╁╁な〈

ウ カワウ おとウ〈ふシ╅ レン[に╆ ╄レン[に╆

ウつウ アとへカウ〈ふシ╅ おレン[に╆

おとウ ウ〈ふシ╅ カワ╃ふス カワ╃ふス

サ╅ サンカあゴイ いマシ╅ つ》サ¨イ つ》サ¨イ

ひシゴイ サルいマシ╅ お』╄ あゴマ

アマサ╅ ╊╁うシ╅ ╊ルへ

【イサ╅ ╁うシ╅ ルへビ』╄

チュウサ╅ つのビシ╅ [ョウビ』╄

╊サ╅ さふシ╅ あビ』╄

ア╁サ╅ エへマ╄シ╅ マつ[ロ

╊ウあトへ ╊ウあトへ ╄へアイ トふを╇つ

ト╄ さふサ╅ ╁╁いシシ╅ ╆ロを╇つ

カな シ[ュウカふ╃ン をルシ╅ アカいふ

マ╃ン アカアシシ╅ シロいふ

カへ╃ネ ╊ア╁アシシ╅ マつチに[ゃイ

おシ╆イ ア╁アシシ╅ を╇つ

╊けい╆チョウ カふくトア╁アシシ╅ ヤけサと

╁╁い╆チョウ ╆サシ╅ ウ╇イス

╊い╆チョウ 』カけシ╅ エ『センゅュウ

╁シぉへ ╄アシシ╅ シマセンゅュウ

マ╃な イ》シ╅ マ╄あセンゅュウ

カル╃な 》へいシシ╅ ╊ひシ╄へ

╊╃な ╁╇ロシ╅ ╁╁ひシ╄へ

トなエ╃な ╁╁》へいシシ╅ とボ》ムシ╆イ

ひシ╃な 【イシに╆シ╅ エ『ムシ╆イ

╁カひシ╃な ホウロ╆シ╅ セン【イムシ╆イ

おぉへ╃な チュウシに╆シ╅ ╄╆イ』【╄

アとへカおぉへ ╊シに╆シ╅ ╄ビ』╄

╁ゃ╃╃な ヤマシ╅ ╁╁ルへ

シマア[ 』シ╅ エ『ビ』╄

いシビロ╃な ╁╁[シ╅ ╊サとビ』╄

ホシい[ロ セイ』カシ╅ セイ』カシ╅ エゃ╃ エゃ╃

╄ン╆ロい[ロ 》へいシセイ』カシ╅ シ[ュウカふ いシけト╃ふ

ス〈╃な おレアシシ╅ いイイロおレアシシ╅ ╊╃ふ

╆ロ╃な アカエへおレアシシ╅ お╃ふ

ビロろぉ╄ン╆ロ カなと のへカなと シ[ュウカふ

シあへ╃な セ╇ロカなと ゴ[ュウカふ ゴ[ュウカふ

╊╁へ╃な ╁╁セ╇ロカなと ╄うシへ ╄うシへ

ホ╁[ロ╃な ワシカなと と[ロ と[ロ

つ╊アイサ シロカなと ホ╁[ロ シふ╃ホ╁[ロ

ウつアイサ カなと ホ╁[ロ

カワアイサ ウつネ╊ ホ╁アカ

』カ つサゴ つをのビカなと カシふ【カ

トビ い[ロ╆ロいふア[サシ つヤマホ╁[ロ

╁[ロワシ ア[サシ シマア╁[

╁╁ワシ ╊ア[サシ ア╁[

╁╁』カ いト ╄[うト ╁╁[ュへン

いイ』カ ア╁うト をとゃ╃ホ╁[ロ

ケアシあスへ カッ╊ウ カッ╊ウ の╄ホ╁[ロ

あスへ ををぉへ アトへ アトへ

いイイロチュウお く╆ロウ シロく╆ロウ カワふおワ

チュウお トふく〈╆ マおワ

いヤけサ シロいヤけサ ╊つつ〈╆ ベゅおワ

いヤけサ く╆ロウ い╅マシ╊

チゴいヤけサ アマをうと いへ╁アマをうと アカマシ╊

╊チョウ╉ンボウ アマをうと ╁╁マシ╊

チョウ╉ンボウ カワセつ カワセつ ╅ン¨ンマシ╊

ふイチョウ エ『ふイチョウ ヤを╃シふ ヤを╃シふ ベゅマシ╊

╄[ ウ〈ふ ╄をを╄ アへスイ ウ》

╄[ ヤマ╉ふ イカル

をル ╆ロぁル アカ╉ふ シと

』ンチョウ ╁╁アカ╉ふ い』╁へぉへ ゅュウゃイス〈と

ゃベぁル ╊アカ╉ふ ス〈と

╆イゃ ╆イゃ ╊╉ふ ム╆ぉへ ╊ム╆ぉへ

お╆イゃ おうへ おうへ ホシム╆ぉへ

うン をうと ショウぉウをうと ム╆ぉへ

╁╁うン をうと カふス カケス

つヤ╊ぉへ つヤ╊ぉへ イワをうと ホシ╃ふス

チぉへ い[ロ╊チぉへ セ╄レイ をとゃ╃セ╄レイ つヤマ╃ふス

╊チぉへ ╄セ╄レイ いシボ》╃ふス

イカルチぉへ い╆セ╄レイ いシけト╃ふス

シロチぉへ セ╇ロセ╄レイ ワ』へ╃ふス

と【イチぉへ ビン〈イ

╁╁と【イチぉへ 』おうへ

ムゃ╇ロ

【イ《ン

』╉へ
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鳥類の┊ズに┏貴菻種に選定ビ┬┆い┫┢の┢多く、主┊┢の┏特別天然記念物の』ンチョ

ウ、天然記念物の╁[ロワシ、╁╁ワシ、おシ╆イ、マ╃ン┊┉┇あ┫ﾏ 

 

鳥類の貴菻種

1鯲分 培鯲 

種 名 文化箝保護法 環境省 RL 袷海道 RDB 

おとウ － 絶滅危惧 IB 類 － 

サンカあゴイ － 絶滅危惧 IB 類 絶滅危惧種 

ひシゴイ － 準絶滅危惧 － 

チュウサ╅ － 準絶滅危惧 希少種 

╊ウあトへ 特別天然記念物 絶滅危惧 IA 類 絶滅危惧種 

さふサ╅ － 情報不足 － 

シ[ュウカふ╃ン － 絶滅危惧 IA 類 絶滅危急種 

マ╃ン 天然記念物 準絶滅危惧 希少種 

カへ╃ネ － 準絶滅危惧 － 

おシ╆イ 天然記念物 絶滅危惧 II 類 希少種 

╊い╆チョウ － － 希少種 

╁シぉへ － 情報不足 希少種 

トなエ╃な － 絶滅危惧 II 類 希少種 

シあへ╃な － 地域個体群 希少種 

つ╊アイサ － － 絶滅危急種 

つサゴ － 準絶滅危惧 絶滅危急種 

╁[ロワシ 天然記念物 絶滅危惧 IB 類 絶滅危惧種 

╁╁ワシ 天然記念物 絶滅危惧 II 類 絶滅危惧種 

╁╁』カ － 準絶滅危惧 絶滅危急種 

いイ』カ － 準絶滅危惧 絶滅危急種 

ケアシあスへ － － 希少種 

いイイロチュウお － － 希少種 

チュウお － 絶滅危惧 IB 類 絶滅危急種 

シロいヤけサ － － 希少種 

いヤけサ － 絶滅危惧 II 類 絶滅危急種 

エ『ふイチョウ － 情報不足 希少種 

ウ〈ふ － 準絶滅危惧 希少種 

╆ロぁル － 情報不足 － 

』ンチョウ 特別天然記念物 絶滅危惧 II 類 絶滅危惧種 

ゃベぁル － 絶滅危惧 II 類 － 

╆イゃ － － 希少種 

お╆イゃ － 絶滅危惧 II 類 希少種 

さふシ╅ － 絶滅危惧 IA 類 絶滅危急種 

アカアシシ╅ － 絶滅危惧 II 類 絶滅危急種 

カふくトア╁アシシ╅ － 絶滅危惧 IA 類 絶滅危急種 

ホウロ╆シ╅ － 絶滅危惧 II 類 希少種 

╊シに╆シ╅ － 絶滅危惧 IB 類 絶滅危急種 

╁╁[シ╅ － 準絶滅危惧 希少種 

セイ』カシ╅ － 絶滅危惧 II 類 希少種 

╊ア[サシ － 絶滅危惧 II 類 － 

1鯲齋藤喜一郎鰺1ホ78鯲濤沸湖周辺鰺除く海域鯲┇観察ビ┬た鳥類一覧－探鳥╃イぉ、網走の葭鳥 培77 他 

培鯲文化箝保護法れ環境省 RＬれ袷海道 R正ヤ 

 

 

 

 

 

 

╁╁ワシおシ╆イ さふシ╅



 - 培1 -

鰺鰈鯲植物 

╁ホろを╆海沿岸部┇┏、地形的特徴ズ┩河口近くに形成ビ┬た、能取湖、藻琴湖、濤沸

湖┊┉の汽水湖ゼ多く存在し┆お┪、バ┬┩の湖岸に┏塩性湿性植物群落、海岸草原、原生

花園や自然林ゼ広ゼ┪、多様┊生態系ゼ形成ビ┬┆い┫ﾏ 

濤沸湖におい┆┢湖岸¬地に┏塩性湿地帯ゼ発臉し、シうゃやエ『をル╄ンうイ群落┊┉

ゼ生育し┆お┪、淡水湿地帯に┏ひシ群落、ヤふとス╉群落、ょマ╃ヤ-ヤチヤゃ╅群落、い

ンあ╄群落┊┉ゼ分布し┆い┫ﾏ┊ズ┇┢湖畔に広ゼ┫アッケシ》ウ┏秋に┊┫と湖岸を赤

く染┡、多くの観光客ゼ見学に訪┬┆い┫ﾏ 

┞た、濤沸湖西岸ズ┩╁ホろを╆海に怦く砂丘上に┏約 8普m にわた┃┆小清水原生花園

ゼ形成ビ┬┆お┪、培画画ブ 年に┏袷海道ゼ選定す┫ﾘ袷海道遺産ﾙに┢選┐┬┆い┫ﾏ原生

花園┇┏春季～秋季にズけ┆小清水亳の亳花┇あ┫エ『スカシのへやいマゃス、エ『╄ス╉

┊┉の約 ブ画 種の葭生の花畑ゼあ┩わ┬┫ﾏバ┬┩の植生の維持れ回復のた┡に開花前の春

ケに毎年、火入┬を行┃┆い┫ほズ、濤沸湖畔におい┆┢植生維持のた┡に馬の放牧ゼ行わ

┬┆い┫ﾏ 

           濤沸湖畔に存在す┫主┊植物群落

1鯲 

群   落   名 群落に出現す┫主要┊種 

1 齒齡鼕黷-鼕黝ﾞ齒黥ﾞ黴群落 齒齡鼕黷麌鼕黝ﾞ齒黥ﾞ黴麌黜黻ﾞ點點齷齡齒黯齟ﾞ 

2 鼕黝ﾞ齒黥ﾞ黴-鼕黝ﾞ齠ﾞ齊黶槇遙堯齪黯黔群落 鼕黝ﾞ齒黥ﾞ黴麌鼕黝ﾞ齠ﾞ齊黶槇遙堯齪黯黔麌黯鼬黝黥ﾞ黴麌黜黻ﾞ點點齷齡齒黯齟ﾞ 

3 齷龕齬黷黨ﾞ群落 齷龕齬黷黨ﾞ麌黜黻ﾞ點點齷齡齒黯齟ﾞ麌齔點黔黠ﾞ黏齷齬 

4 黏黹ﾞ黷黨ﾞ群落 黏黹ﾞ黷黨ﾞ麌黜黻ﾞ點點齷齡齒黯齟ﾞ麌黏黝鼾齧黥ﾞ龕 

5 齔齬齒龜黐群落 齔齬齒龜黐 

6 齶黶群落 齶黶麌皷ﾞ黥黹ﾞ龜 

7 齷龕齬黷黨ﾞ麌齶黶-齦黷ﾞ黯ﾞ黨群落 齷龕齬黷黨ﾞ麌齶黶麌齷鼕黠類ﾞ麌齷鼕黠ﾞ皷龕齊點麌點皷黠ﾞ龜黻黔科麌鰺齦黷ﾞ

黯ﾞ黨) 

1鯲箝団法人河川環境箝団鰺培画画拠鯲鎖成 17 年度施行網走管内におけ┫総合的┊湖沼環境推進業務報告書鰺8-培培鯲 

 

 

 

 

エ『スカシのへ

エ『╄ス╉

アッケシ》ウサワ╅╄ョウ 



 - 培培 -

濤沸湖周辺┇確認ビ┬た主┊植物

培鯲

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

科   名 種   名 科   名 種   名 科   名 種   名

ト╆サ ス╅ゃ と╅ ルイひウボ』ン マと ヤけマと

ト╆サ センへョウ おトへシ〈カ ょスビトい╅

いゃヤスへ エ『くのあいゃワふビ く』へシ〈カ いマエンぉウ

《ンマイ ヤマぉへ《ンマイ ボ』ン ベゅうゃヤマシに╆ヤ╆ シロうゃいマエンぉウ

╊うあイシカ╇マ ワふビ マ』』ビ サルゃシ ケいマエンぉウ

つ〈ワふビ ╆[に╆シ【 つヤママ』』ビ エ『あレンへ》ウ

╁シ【 ╁シ【 ╁ト╅へ》ウ トなエ》ウ エ『ヤマい╅

おとシ【 おとシ【 ╁ト╅へ》ウ イょエン[ュ

とシ【 ╆サ》テを つ〈╁ト╅へ シロうゃシゃ╃ワい╅

╊ウヤワふビ ケシ ╆サあ╁ウ いへエン[ュ

マを トぉマを エ『エンゴサ╆ セン【イい╅

ヤマなな エ『ヤマなな シロうゃエ『エンゴサ╆ ╆ス【マをと╆サ

╆ルつ ╁ゅ╇ルつ ╆シうエ『エンゴサ╆ ムふサ╄をと╆サ

ヤゃ╅ ぉロあ╄ マルうエ『エンゴサ╆ セッカをと╆サ

エ『あうを╊ヤゃ╅ アけふゃ い』¨╁ シロをと╆サ

╁あエヤゃ╅ ヤマい』¨╁ ╆サく[

カうあ╄ ヤチいンあ╄ つヤマい』¨╁ シロうゃ╆サく[

シふカンう エ『い』¨╁ おロい╆サく[

けゃ カシワ いマい』¨╁ シロうゃあおロい╆サく[

つ〈ゃふ セイひウワサビ ゃンテンい╅

ゅレ いルゅレ いル¨╄ヤマ╃ふシ カ』うつ エ『』チカ』うつ

╆ワ ヤマ╇ワ ゃ〈ゃ く╆ロ》ウ イチ╉くウロ

イふ╆サ ホ》うイふ╆サ ╊ンロン》ウ つをうくウロ

エ『イふ╆サ いゃ』ネをケうゃ いマくウロ

ヤぉへ╅ ヤぉへ╅ ╁╁う』ネをケうゃ トウ【イ╇サ マをうトウ【イ

』ぅ をル』ぅ ╆[ふ╇サ つカン おロいあ╄い【

エ『あつ〈』ぅ いマ』イセイ カエぅ エ『イ』ヤ

╁╁イょ』ぅ ウロ╊ゃ〈ゃ をへくネ》ウ ╄をへくネ

イょ』ぅ マと╇ンうイゃ〈ゃ をへくネ》ウ

ア╄あウゃ╅をカつ ╁ふン【╃ふシ ゅシ╄╅ をルウとなぉ╄

つ『》う イょ╃ふシ ╁ゅをルウとなぉ╄

╁╁つ『》う スカシ』ゴボウ ゅシ╄╅

いル』ぅ ╄レいイょ╃ふシ マのつ

いイつチヤゃ╅ い』¨╁╃ふシ を╉ くッ╄》ウ

つチヤゃ╅ ベンケイ》ウ ムふサ╄ベンケイ》ウ けぉウ ヤマけぉウ

╁╁イ』ぉへ ╄へン》ウ ア╁イ 《ゅうア╁イ

おとスイう エ『あ╄へン》ウ スつレ エ『あ』チをボスつレ

ゃ╃う╅シ╅シ 』イトゴと シロうゃエ『あ』チをボスつレ

エ『あ╅シ╅シ をルマンネン╇サ 』チをボスつレ

スベへおの スベへおの の╄あシ』 エ『ネ╊あと》ウ ╁╁う』チをボスつレ

ゃぅシ╊ つつゃ╇サ をルネ╊あと》ウ スつレ

ゃンうンい╊ベ あへウを╅ アカネスつレ

エ『カワふゃぅシ╊ をルア[サイ アイょ』チをボスつレ

シロうゃエ『カワふゃぅシ╊ ウとうチ》ウ をボスつレ

いマい╊ベ うふ ╄ンつ〈お╄ ウへ ゴ╄ぁル

╁╁ヤマくスマ ヤマけ╄ショウマ つ》い╅ エ『つ》い╅

サボン》ウ ╁ゅシなをケ つ〈ス╅ゃ

おロいあマンテマ エ『あシなをケ》ウ アカうゃ ヤゃ╅ふン

ムシトへゃぅシ╊ ╁╁【イ╊ン》ウ イワアカうゃ

ウシ╁をと╆サ カふくト【イ╊ン》ウ シロうゃイワアカうゃ

ウスベゅをと╆サ エ『あ╊へンゴ カふくトアカうゃ

ウシい╊ベ エ『をル╄ンうイ エ『アカうゃ

シふ╁イい╊ベ ╄[ムシロ ホ》うアカうゃ

カふくトホ》うい╊ベ つをうをチ╇へ アレチマをひイ╇サ

エ『い╊ベ ╆ロうゃロウ╉ ╁╁マをひイ╇サ

い╊ベ ╁╁さビイチゴ アへあトウ╇サ ホ¨╄あくサな

エ『╁╁ヤマい╊ベ をル╄[ムシロ ス╅ゃな ス╅ゃな

アカ¨ ホ》うあいマアカ¨ つヤマ¨╆ふ ウ╊╅ エ『ウ╊╅

いマアカ¨ エ『あウワつ〈¨╆ふ ウぉ

シロ¨ エ『ヤマ¨╆ふ 』ふあ╄

アッケシ》ウ いマゃス いへ╅へ

╁カお[╄ ゃワシロイチゴ ╄レいいへ╅へ

おの イょビの ╄つあゃワシロイチゴ セへ エ『╁╁うセン╄ュウ

ア╁ビの エビ╃ふイチゴ ╊[に╆

な╆レン ╄』╊けシ ゃ╃ボあシロワレな╊ウ シに╆

マをけサ チョウセンゴつシ ア〈╄ゃシ ホ』ルサイ╊

╄ンたウ╉ エ『トへカけト ゃゃカマぉ ぉ╆《へ

╄』つく╆[ュ》ウ エ『あシシウぉ

く╆[ュ》ウ カふくトゅン[ン

く』マ』イチ╉ いマボウくウ

ゅへン》ウ ╁╁いゃウぉ

ア〈マイチ╉ マルうトウ╄

╁【マ╄ セへ

エン╊ウ》ウ ╁╁カサなチ

エ『ショウマ ウマあつをう

シ╊』ン╄ンたウ╉ ヤけ[ふつ

ヤマ╄をネあボ』ン

ア╄カふマを



 - 培基 -

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

培鯲網走市立郷土博物館鰺培画画拡鯲とうふ┄湖の植物一覧 

科   名 種   名 科   名 種   名 科   名 種   名

をを[ エ『イ》をを[ ╄╆ あ╊╅へ》ウ アヤと あいゃショウけ

エ『ムふサ╄をを[ ╄』あ╊╅へ》ウ お╁ウ╅アヤと

をル╊ケなな セイひウあ╊╅へ》ウ シロうゃお╁ウ╅アヤと

サ╆ふ》ウ ウつつぉへ ヤマいい╊ イ╇サ おと╊ウ╃イ《╄ショウ

ヤゃ╅トふあ╁ ホ》うあヤマいい╊ おとイ

╆サレ【マ イワひな╅ ぉロイ

╆へン》ウ いマ╁ト╊ひな╅ いマイ

な╆セイ ヤチ【な おロいウふ[ロひな╅ ホ》イ

へンぉウ エ『へンぉウ ╁╁ひな╅ ス〈とあヤへ

くぅへンぉウ シロひな╅ をの╆サ をの╆サ

シロうゃくぅへンぉウ エ『╁╁ひな╅ イネ いネ╃ヤ

つを╃シワ つを╃シワ ゴボウ ╊ょカ╇サ

╃╃イな イケマ エ『ゴマゃ ╊ょカボ

╃╃イな エ『あ』ウ╊╅ エ『ょカボ

アカネ ╆ルマう》ウ 』ウ╊╅ ス〈とあテッたウ

ト╉ゃシヤエム╇ふ エ『あ╄をネア¨つ カ〈あ╊╇サ

ホ》うあひをうム╇ふ つつ╊ウなへ ヤマアワ

エ『あカワふマをう ひけスマ》ウ イワあ╃へヤス

チョウセンカワふマをう つヤマヤけ』う╊ カな╃ヤ

アカネム╇ふ ト╄ン》ウ ア╄とおシう

おル╃╁ おル╃╁ ╄╆ゅ╃ゃ イょビエ

おロいおル╃╁ エ『あサワア¨つ ケイょビエ

いマおル╃╁ 』カア¨つ 』イょビエ

ネゃシカ〈ふ アとへカ╁ゅア¨つ いマム╅

ムふサ╄ いマベンケイ》ウ おとムカシひな╅ いマゅンゅ╆

シ》 カワつぉへ ひをうおひぉへ ╁ゅウシあケ╇サ

カイ[ンぉウ おとチチ╊╇サ ╁╁ウシあケ╇サ

╆ルマうゃ ╊ウへン』ンたた ╊と╃ヤ

イょトウうゃ ヤゃ╅』ンたた スス╄

つヤマトウうゃ ╁╇ルマ ╁╁ネ〈つ╃ヤ

ムシにへンぉウ カセン》ウ ╆サひシ

ゃ╅ゃ』╊ウ[ュ いマゅ╃ゃ ╁╁アワ╃エへ

チシマ╁ぉへ╊》ウ ア╄ああ╉シ ひシ

シロうゃチシマ╁ぉへ╊》ウ エ『ムふサ╄ゅ╃ゃ をルひシ

╁ぉへ╊》ウ センボンヤへ ス〈とあカ』ビふ

シロネ ╊シカ╅╆ ゃ╃い╇サ

おとシロネ シカ╅╆ ╆マイ¨サ

エ『シロネ ア╄』け╄ ア╄あエあ╊ロ╇サ

エ『つ》╃ワ》ウ ╊ウ『へゃ ╄ンエあ╊ロ

おとゃつ╄ アふ╉いンゴン》ウ ムふサ╄エあ╊ロ

ゃつ╄》ウ ╁╁いンゴン》ウ サトイな ╊ウふイテンゃンショウ

シロうゃゃつ╄》ウ いンゴン》ウ つ〈うショウ

エ『ゃつ╄》ウ あボロ╅╆ ╃マ ╃マ

イょゴマ ╁╁アワ【チ》ウ カヤをへ╇サ ショウ[ョウス╉

エ『イょゴマ つヤマア╄あ╄へン》ウ [ョウロウス╉

ゃス ╁╁マルうあホロシ ╁ゅあ╉シ チにシうス╉

イょホ╁〈╄ いチ[ョウゃ おとカンス╉

ゴマあい╇サ ウンふン おと[ョ╁ン カサス╉

ア《ゃ エ『』ンたた ╁╆あカンス╉

つ『ホ╁〈╄ セイひウ』ンたた ネムロス╉

エ『あカワ‒シに ╁ゃなつ ╊いへス╉

╁╁イょあく╇へ ╁な【カ サ[╁な【カ ╊ウボウム╅

』ょ╄な ╊』ょ╄な ホロムイ》ウ シうゃ ヤふとス╉

いエぉ╆》ウ いエぉ╆》ウ ホ》うあシうゃ エ『あ╊ウボウム╅

╁╁う╊ ╁╁う╊ おルムシロ センゅンな ╊ウボウシう

エ『╁╁う╊ おロいあエビな ╁╁カワ〈ス╉

トウ╁╁う╊ のへ あビル ア《ス╉

さふ╁╁う╊ エ『ネ╅ カワふス╃ゃ

イ》╁╁う╊ つヤマふッ╄ョウ ╆ロいへイ

スイカ〈ふ ネムロけシ【マ ╅ョウ[にゅンゅ╆ サ╅ス╉

エ『ゅワト╊ ╄[カ╆シ ╁╁イょあいゃお╉

╄つあエ『ゅワト╊ ス〈ふン シ〈イ

カンボ╆ ╆ロのへ エ『ウ╄ヤ╃ふ

つヤマ╃マ〈つ ╄うゃあアマゃ くトイ

レンプ╆》ウ レンプ╆》ウ エ『おとアマゃ アけふ╃ヤ

╁つゃエシ ╁つゃエシ エ『╄ス╉ エ『アけふ╃ヤ

╄╄ョウ なイワシに[ン エ『カン『ウ ふン サイいイふン

をへ╃ネゅン[ン 』チ╅ボウシ ╁ゅあヤ╃ふ

シロうゃをへ╃ネゅン[ン ╁╁ウうのへ ╁╁つ〈トンボ

サワ╅╄ョウ エ『スカシのへ ╆な╄へ》ウ

╆ルマのへ ╊ケイふン

マイぁル》ウ つ〈チぉへ

へュウあお╉ ト╄》ウ

╆ルマうを╆うネ》ウ ネ[うゃ

おとイ〈イ

╁╁アマぉ╊ロ

の╄¨サ

╁╁うゃあエンレイ》ウ
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ビ┩に湖底に┏藻場ゼ形成ビ┬┆お┪、湖口ズ┩湖央部に┏╊アマなれ[ュ〈な群落ゼ見

┩┬、湖央部ズ┩湖奥部に┏ホ¨╄あくサなれへュウあお╉な群落、湖奥部に┏うイカな群

落ゼ生育し┆お┪、湖奥部に行くにしたゼい、淡水性種ゼ分布し┆い┫鰺中山薫市培画画画布網走

鰊湖沼の水生植物分網走市湖沼環境総合調査成果最終報告書鯲ﾏ点水草分布図鰺⑦バ培拠鯲 

ウとうチ》ウ

エ『をル╄ンうイ

エン╊ウ》ウ ╁╁ウうのへ

╁╁うゃあエンレイ》ウ 

ホ¨╄シなをケ ウとうチ》ウ

トなエ》ウ

╆ロのへ 

╆ロうゃロウ╉ 



 
-
 
培

拠
 
-

                                       

台 箝団法人河川環境箝団鰺培画画拠鯲 鎖成 17 年度施行網走管内におけ┫総合的┊湖沼環境推進業務報告書鰺8-培7鯲袷海道 鎖成 1ホ 年度 鳥獣保護区等位置図 
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総じ┆濤沸湖と周辺地域┇┏約 基画画 種の植物ゼ確認ビ┬┆お┪、バ┬┩の植物の┊ズに

┏貴菻種に選定ビ┬┆い┫┢の┢多く、主┊┢の┏アッケシ》ウ、╄』つく╆[ュ》ウ、い

ゃ』ネをケうゃ┊┉┇あ┫ﾏ 

 

 植物の貴菻種

培鯲分 基鯲 

種 名 環境省 RL 袷海道 RDB 

エ『あつ〈』ぅ － 絶滅危急種 

エ『い╊ベ － 絶滅危急種 

アッケシ》ウ 絶滅危惧Ⅱ類 希少種 

╄』つく╆[ュ》ウ 準絶滅危惧 － 

く╆[ュ》ウ 絶滅危惧Ⅱ類 絶滅危惧種 

く』マ』イチ╉ 絶滅危惧 IB 類 絶滅危急種 

シ╊』ン╄ンたウ╉ 絶滅危惧 IA 類 絶滅危惧種 

ベゅうゃヤマシに╆ヤ╆ 準絶滅危惧 － 

いゃ』ネをケうゃ － 希少種 

いマ』イセイ 絶滅危惧 IB 類 － 

╁╁う』チをボスつレ 絶滅危惧Ⅱ類 － 

ゴ╄ぁル － 絶滅危急種 

つ〈ス╅ゃ 絶滅危惧Ⅱ類 － 

エ『ムふサ╄をを[ 絶滅危惧Ⅱ類 絶滅危急種 

╆へン》ウ 絶滅危惧Ⅱ類 － 

カイ[ンぉウ 絶滅危惧Ⅱ類 － 

ムシにへンぉウ － 希少種 

エ『ゃつ╄》ウ 絶滅危惧Ⅱ類 － 

ネムロけシ【マ 準絶滅危惧 － 

エ『╁╁ひな╅ 絶滅危惧Ⅱ類 － 

╁ゃなつ － 希少種 

シうゃ 絶滅危惧Ⅱ類 希少種 

ホ》うあシうゃ 絶滅危惧Ⅱ類 希少種 

╆ロのへ 準絶滅危惧 － 

エ『おとアマゃ － 希少種 

[ョウロウス╉ 絶滅危惧 IA 類 希少種 

ネムロス╉ 準絶滅危惧 絶滅危急種 

シ〈イ － 絶滅危急種 

╁╁つ〈トンボ － 絶滅危急種 

ト╄》ウ 絶滅危惧Ⅱ類 希少種 

培鯲網走市立郷土博物館鰺培画画拡鯲とうふ┄湖の植物一覧 

基鯲環境省 RＬれ袷海道 R正ヤ 

 

 

 

 

 

 

 

 

  

╄』つく╆[ュ》ウ アッケシ》ウ 
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鰺鰒鯲魚類 

╁ホろを╆海沿岸部の湖沼┏、海と通じ┆い┫た┡カレイ類┊┉の汽水れ海水魚や、ウ╇

イ類┊┉の回膩魚、淡水魚ゼ生息し┆お┪、沿岸部┇┏サケマス類を┏じ┡多様┊魚類ゼ生

息し┆い┫ﾏ 

濤沸湖におい┆┢╆ロ》イ、アイゃと、╊マイ、ょマ╃レイ、╆ロ╃シふ╃レイ┊┉の海

水れ汽水魚、ワカサ╅、マル』ウ╇イ、ウ╇イ┊┉の回膩魚、╊イ、╅ンけゃ、トつひ┊┉

の淡水魚ゼ生息し┆お┪、道内各地┇個体数減少の著しいイトウの生息┢確認ビ┬┆い┫鰺斜

網西部地区濤沸湖漁業影響調査報告書市1ホホ基布鯲ﾏバ┬┩の魚類のうち、近年┏╊イやくゃの

稚魚ゼ見┩┬┊く┊┃┆い┫という情報┢あ┫ﾏ 

濤沸湖に流入す┫浦士別川┇┏、おとマス、カふくトマス、サケ稚魚、サ╆ふマス鰺ヤマ

と鯲、ゅ[マス、アとマス、マル』ウ╇イ、ょマチチけ、ウ╄ゴへゼ生息し┆い┫ﾏ特にサ╆

ふマス幼魚鰺ヤマと鯲ゼ優占し┆お┪、地元釣┪団体ゼ例年放流を行┃┆い┫ﾏ浦士別川河

口ズ┩約 培画普m 上流の清浦頭首工に┏魚道ゼ設置ビ┬┆お┪、主にサケ科魚類鰺ヤマと、ア

とマス┊┉鯲の遡上降下に利用ビ┬┆い┫ﾏ 

┞た、浦士別川河口付近┏ワカサ╅の主要┊産卵場と┊┃┆い┫ほズ、支流イチにンパ╁

マゃイ川┇┏カふくトマスの増殖事業ゼ行わ┬┆お┪、収容所の周辺┇┏自然産卵┢行わ┬

┆い┫鰺斜網西部地区濤沸湖漁業影響調査報告書市1ホホ基布鯲ﾏ 

 

 

濤沸湖┇確認ビ┬┫主┊魚介類

1鯲分 培鯲 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

1鯲社団法人袷海道水産資源技術開発協会鰺1ホ78鯲斜網西部地区漁業影響調査報告書鰺濤沸湖鯲調査資料慍 

培鯲社団法人袷海道栽培漁業振興公社鰺1ホホ基鯲斜網西部地区濤沸湖漁業影響調査報告書 

 

イトひ╅ンけゃアとマス 

科ﾍﾍ名 種ﾍﾍ名 科ﾍﾍ名 種ﾍﾍ名 科ﾍﾍ名 種ﾍﾍ名 科ﾍﾍ名 種ﾍﾍ名

ヤをとウゃ╅ カワヤをと テゃ╃エビ ス[エビ サケ アとマス テゃ╃エビ ス[エビ

ゅシン ゅシン イ》ス[エビ

サケ イトウ エビ[に╊ エビ[に╊

アとマス イワ╃ゅ な╆〈╃‖ カふくトマス

╄ュウへウ╁ ワカサ╅ ウつゅゃ ホ》ウつゅゃ サケ

シふウ╁ シふウ╁ マルス【レ╃イ アサへ

╊イ ウ╇イ おとアサへ

マル』ウ╇イ シ[つ ヤマトシ[つ アマゴ

╊イ ゅ[マス

╅ンけゃ ╄ュウへウ╁ ワカサ╅

くゃ ╊イ ウ╇イ

サひへ サひへ マル』ウ╇イ

ト╉ウ╁ イトひ ぉ[ョウ く╆ぉ[ョウ

トつひ ト╉ウ╁ イトひ

ひウ[ウ╁ ひウ[ウ╁ トつひ

ボふ とゃ【 い《 チチけ

サう サう ょマチチけ

い《 ょマチチけ ウ╄ゴへ

アシシロい《 ビへンゴ

ウ╄ゴへ

イサ¨

ビへンゴ

[ュ〈カケい《

ょイと╃[ ょイと╃[

くサカサゴ ╆ロ》イ

アイゃと アイゃと

ケムシカ[カ イ》うテン╇

╆サウ╁ ╆サウ╁

カレイ ╆ロ╃シふ╃レイ

ょマ╃レイ

トウ╃レイ

』ふ ╊マイ

サ╆ふマス

鰺ヤマと含┠鯲

おとマス

鰺ベゅ¨ケの陸険れ湖沼

濤沸湖 流入河川

魚ﾍ類 エビれカゅれ貝類 魚ﾍ類 エビれカゅれ貝類
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確認ビ┬┆い┫魚類の┊ズに┏貴菻種に選定ビ┬┆い┫┢の┢多く、主┊┢の┏イトウ、サ

╆ふマス鰺ヤマと鯲、シふウ╁、マル』ウ╇イ┊┉┇あ┫ﾏ 

  魚類の貴菻種

1鯲分 培鯲分 基鯲

 

種 名 環境省 RL 袷海道 RDB 確認位置 

カワヤをと 絶滅危惧Ⅱ類 － 濤沸湖 

イトウ 絶滅危惧 IB 類 絶滅危機種 濤沸湖 

おとマス － 絶滅危機種 浦士別川 

サ╆ふマス鰺ヤマと鯲 準絶滅危惧 留意種 浦士別川れ丸万川 

シふウ╁ － 希少種 濤沸湖 

マル』ウ╇イ － 留意種 濤沸湖れ浦士別川 

ヤマトシ[つ 準絶滅危惧 － 濤沸湖 

1鯲社団法人袷海道水産資源技術開発協会鰺1ホ78鯲斜網西部地区漁業影響調査報告書鰺濤沸湖鯲調査資料慍 

培鯲社団法人袷海道栽培漁業振興公社鰺1ホホ基鯲斜網西部地区濤沸湖漁業影響調査報告書 

基鯲環境省 Rﾖれ袷海道 R正ヤ 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

鰺鰊鯲底生動物 

濤沸湖┇┏、湖内の塩分濃度に対応した種類ゼ分布し┆お┪、塩分ゼ高い湖口ズ┩丸万川

┞┇の水域┇┏ホ》ウつゅゃ、ゅホンぉロ》╊エビ、イ》╊をけムシ、イトゴカイ┊┉ゼ多

く、塩分ゼ¬く┊┫湖央部ズ┩湖奥部┇┏淡水性ののスへカ類ゼ多く生息し┆い┫鰺桑原連

市培画画画布網走鰊湖沼の底生動物市マ╆ロベントス布の分布分網走市湖沼環境総合調査成果最終報

告書鯲ﾏ 

浦士別川┇┏カ╉ロウ類鰺エルなンおふ』カ╉ロウ、く』マ』マ【ふカ╉ロウ┊┉鯲、カワ

╉ふ類鰺アつとカワ╉ふ、つぉへカワ╉ふ┊┉鯲、トビケふ類鰺お╉ゃ╃カワトビケふ、ヤマ

トビケふ┊┉鯲、╃╃ンボれのスへカ類┊┉の水生昆虫類のほズ、カワシン[ュ╃イやひ╊エ

ビ類、つつ〈類┊┉約 拡画 種の生息ゼ確認ビ┬┆い┫ﾏ浦士別川の中流域┇┏河川改修ゼ行

わ┬┆い┫ゼ、上流部の自然河川区間と比較し┆┢遜色┊い種類および生息萪ゼ確認ビ┬┆

お┪、改修区間の底生動物の多様化ゼ進┳┇い┫┢のと考え┩┬┫鰺斜網西部地区濤沸湖漁

業影響調査報告書市1ホホ基布鯲ﾏ 

イトウ 

サ╆ふマス鰺ヤマと鯲
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濤沸湖内と流入河川の主┊底生動物

1鯲分 培鯲分 基鯲分 ブ鯲 
 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

1鯲社団法人袷海道水産資源技術開発協会鰺1ホ78鯲斜網西部地区 漁業影響調査報告書鰺濤沸湖鯲 調査資料慍 

培鯲社団法人袷海道栽培漁業振興公社鰺1ホホ基鯲鎖成 拠 年度斜網西部地区濤沸湖漁業影響調査報告書 

基鯲桑原連鰺培画画画鯲網走鰊湖沼の底生動物鰺マ╆ロベントス鯲の分布分網走市湖沼環境総合調査成果最終報告書 

ブ鯲網走市鰺1ホ78鯲網走市水産振興基本計画鰺╁ホろを╆れマへンれプロ[┾╆ト イン 網走鯲 

 

 

上記以外の種┇┏、東京農業大学ア╆アうイ╁学科市故布鈴木淳志教授ズ┩、ﾘ特定外来生物

に指定ビ┬┆い┫ウチ【¨へ╃ゅゼ数年前に濤沸湖におい┆確認ビ┬、周辺域に┢その分布

を広ド┆い┫可能性ゼあ┫ﾏﾙと報告ビ┬┆い┫ﾏ 

確認種のうち┇┏カワシン[ュ╃イゼ貴菻種に選定ビ┬┆い┫ﾏ 

 

底生動物類の貴菻種

培鯲分 拠鯲

 

種 名 環境省 RL 袷海道 RDB 確認位置 

カワシン[ュ╃イ 絶滅危惧Ⅱ類 － 浦士別川 

培鯲社団法人袷海道栽培漁業振興公社鰺1ホホ基鯲鎖成 拠 年度斜網西部地区濤沸湖漁業影響調査報告書 

拠鯲環境省 RＬれ袷海道 R正ヤ

科ﾍﾍ名 種ﾍﾍ名 科ﾍﾍ名 種ﾍﾍ名 科ﾍﾍ名 種ﾍﾍ名

のスへカ ╁╁のスへカ く』╁カ╉ロウ マエ╇ロおとく』╁カ╉ロウ アつカ アつカ科

のスへカ類 培 ╊カ╉ロウ シロいふ╊カ╉ロウ けの けの科の一種

のスへカ類 基 ╊カ╉ロウ属 ょカカ ょカカ科の一種

のスへカ類 ブ く』う╊カ╉ロウ属 のスへカ のスへカ科

のスへカ類 拠 チふカ╉ロウ チふカ╉ロウ つ〈アけ つ〈アけ科

のスへカ類 拡 おふ』カ╉ロウ つヤマ』ゅ╃ワカ╉ロウ属 シ╅アけ シ╅アけ科の一種

╊をけムシ イ》╊をけムシ 』ゅ╃ワカ╉ロウ属 ゃ╃レアけ ゃ╃レアけ科

のンボ》╊エビ ゅホンぉロ》╊エビ のつなンおふ』カ╉ロウ アけ アけ科

╄』ひ╊エビ ト╉╁ひ╊エビ エルなンおふ』カ╉ロウ ╁ぉへうエ ╁ぉへうエ科

ウエあおふ』カ╉ロウ ヤマトビケふ ╊ヤマトビケふ

おふ』カ╉ロウ属 イあプスヤマトビケふ

ゴカイ ゴカイ おとおふ』カ╉ロウ ヤマトビケふ属

イトゴカイ イトゴカイ おとおふ』カ╉ロウ属 ゃ╃レトビケふ おロア』マゃ╃レトビケふ

トビイロカ╉ロウ ゃつトビイロカ╉ロウ ホッカイぉウゃ╃レトビケふ

カワサンショウ╃イ カワサンショウ╃イ トビイロカ╉ロウ属 カワムふゃ╃レトビケふ

』マ╄ビ╃イ 』マ╄ビ╃イ なンカ╉ロウ く』ス[なンカ╉ロウ ムゃ╇ロゃ╃レトビケふ

ウつゅゃ ホ》ウつゅゃ なンカ╉ロウ属 トふンス╆┺ふゃ╃レトビケふ

マルス【レ╃イ おとアサへ マ【ふカ╉ロウ ╆ロマ【ふカ╉ロウ ゃ╃レトビケふ属

く』マ』マ【ふカ╉ロウ をとゃ╃ゃ╃レトビケふ

ひシあマ【ふカ╉ロウ お╉ゃ╃カワトビケふ お╉ゃ╃カワトビケふ

つをト╉マ【ふカ╉ロウ シマトビケふ

マ【ふカ╉ロウ属

╆シ╉マ【ふカ╉ロウ シロくをヤトビケふ

アカマ【ふカ╉ロウ ╊╃』シマトビケふ

サゃエトンボ サゃエトンボ科 ウルマろシマトビケふ

つ[カ╁カワ╉ふ つ[カ╁カワ╉ふ科の数種 シマトビケふ属

╁ゃシカワ╉ふ くサ╁ゃシカワ╉ふ属 つヤマシマトビケふ属

╁ゃシカワ╉ふ属 エ╇へトビケふ ゅン╅ョウトビケふ

のビ╁ゃシカワ╉ふ属 ゅン╅ョウトビケふ属

╁ゃシカワ╉ふ科の一種 [ョウ¨ンエ╇へトビケふ

アつとカワ╉ふ アつとカワ╉ふなぉ╄属 ╊エ╇へトビケふ属

アつとカワ╉ふ科 アをうエ╇へトビケふ属

カワ╉ふ ╊╃』く』をとカワ╉ふ属 トビなンエ╇へトビケふ

トウゴウカワ╉ふ属 エ╇へトビケふ亜科

カワ╉ふ属 カ╆ををトビケふ ╊カ╆ををトビケふ属

つぉへカワ╉ふ つぉへカワ╉ふ科 カ╆スイトビケふ アとへカカ╆スイトビケふ

╃ムシ ╃ムシ科の一種 カ╆スイトビケふ属

おとぉロムシ おとぉロムシ科 マルををトビケふ属

ゃ╃ぉロムシ ゃ╃ぉロムシ属

╃╃ンボ Tipu景a属の一種 ╄』ひ╊エビ ト╉╁ひ╊エビ

おとウスう╃╃ンボ属

正ic採anota属

【イつョウ╃╃ンボ

╁╁お╉ゃ╃╃╃ンボ属 カワシン[ュ╃イ カワシン[ュ╃イ

╃╃ンボ科 マとシ[つ マとシ[つ属

プふゃへア類

ひ╊エビ類

貧毛類

アつとシマトビケふ属

鰺シロくをヤトビケふ属鯲

トビケふ目

貧毛類

濤沸湖 流入河川

無針網

多毛網



 - 基画 -

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

つぉへカワ╉ふの鰆種    エルなンおふ』カ╉ロウ 

 

 

 

 

鰺５鯲陸上昆虫類 

╁ホろを╆海沿岸部の湖沼┇┏、その良好┊自然環境ズ┩昆虫類ゼ数多く生息し┆お┪、

濤沸湖と周辺地域におい┆┢、チョウ類鰺セセへチョウ、ア╉いチョウ、シ[つチョウ┊┉鯲、

╊ウチュウ類鰺╉ンゴロウ、つ〈スマシ、╆ワ╃』ムシ、╊╃ネムシ、カつ╄へムシ┊┉鯲、

うッ』類鰺うッ』、╄へ╅へス、╊╁ロ╅┊┉鯲、トンボ類鰺イトトンボ、ヤンマ┊┉鯲┊┉

の約 培拠画 種の多様┊昆虫類ゼ生息し┆い┫ﾏバ┬┩の昆虫類のうち、╄』イトトンボやエ

『アカネ┊┉好寒種ゼ多く生息し┆い┫バとゼ特徴的┇あ┫鰺濤沸湖の昆虫一覧 培画画拡鯲ﾏ 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

カワシン[ュ╃イ 

いネゃ╃╄へ╅へス 

╃ムシ 

エ『ルへイトトンボ 

╆[に╆チョウ 



 - 基1 -

 濤沸湖周辺┇確認ビ┬┫主┊昆虫類

1鯲

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

1鯲網走市立郷土博物館鰺培画画拡鯲 濤沸湖の昆虫一覧 濤沸湖の自然

科ﾍﾍ名 種ﾍﾍ名 科ﾍﾍ名 種ﾍﾍ名 科ﾍﾍ名 種ﾍﾍ名

イトトンボ ╆ロイトトンボ ╉ンゴロウ カふくトマル╃』╉ンゴロウ ╁トシけつ ╁╁おと╊け╁トシけつ

セス[イトトンボ シマ╉ンゴロウ 『ウムシ いゃウぉ『ウムシ

╄』イトトンボ ╊シマ╉ンゴロウ シふくおョウ』ン『ウムシ

エ『イトトンボ つ〈スマシ ╁╁つ〈スマシ ╁╁ゴボウ『ウムシ

ルへイトトンボ つ〈スマシ ╊ゃふシ╅『ウムシ

ゴトウアカとイトトンボ ╃ムシ エンマいうビロ╃ムシ ╁サ『ウムシ ╁╁『ウムシ

エ『ルへイトトンボ ス[おと╃ムシ
アへ

アカヤマアへ

ア╁イトトンボ ア╁イトトンボ エ『╊╃ムシ ╆ロヤマアへ

╁をネントンボ ╃ムシ
ス〈とうチ

ト╃へく』なンアシゃ╃うチ

ヤンマ ルへボシヤンマ シぅムシ ╁╁ななけトシぅムシ なンス〈とうチ

╁╁ルへボシヤンマ ひをボシおふ』シぅムシ ╁╁ス〈とうチ

╅ンヤンマ おふ』シぅムシ ケけカス〈とうチ

エ『トンボ ╄うネなへトンボ いネカ╆シ シふ╁ビシぅムシなぉ╄ つをうチ ╁╁マルいゃうチ

エ『トンボ ╁╁いネカ╆シ エ『╁╁マルいゃうチ

トンボ ひをボシトンボ アカういネカ╆シ セイひウ╁╁マルいゃうチ

シ╁カふトンボ
╆ワ╃』ムシ

をヤい【╆ワ╃』 トふマルいゃうチ

シ╁ヤトンボ つヤマ╆ワ╃』 ひウシュウつをうチ

ウスう╄トンボ ╊╆ワ╃』 ケうエ とスアカケうエ

ムをアカネ ス[╆ワ╃』 アけ ゴマくアけ

ゃをアカネ アカアシ╆ワ╃』 アカウシアけ

マの』テアカネ ╁ゅ╆ワ╃』 ウシアけ

エ『アカネ あ╊╅へ╆ワ╃』 いゃアけ ムをなンホ》おふ』アけ

ア╄アカネ
センチ╊╃ネ

╁╁センチ╊╃ネ ╊╃』あおふ』アけ

あシとトンボ センチ╊╃ネ ヤマトお╉ゃ╃いゃアけ

つヤマアカネ
╊╃ネムシ

マエカぉ╊エンマ╊╃ネ シロス[ベッ╊ウいゃアけ

カマぉウマ マ【ふカマぉウマ をあ╊╃ネ ╁╁シマいゃアけ

ケふ ケふ ひをボシマ╇》╊╃ネ シマいゃアけ

カン』ン カン』ン をマベゅマ╇》╊╃ネ いゃアけ

╄へ╅へス エ『をのムシ マ╇》╊╃ネ アシけトいゃアけ

をのムシ シロス[╊╃ネ く』╃』いゃアけ

いネゃ╃╄へ╅へス カふくトチにイロ╊╃ネ ス〈╄ゃ╃いゃアけ

イけ╄おと╅ス ぉウ╃ネけイけイ
セセへチョウ 

╊╄マ【ふセセへ

ウスイロササ╄へ おと╊╃ネ ╁╁チにうネセセへ

おと╆サ╄へ をヤス[╊╃ネ ╊チにうネセセへ

カふくト╄へ╅へス おとス[╊╃ネ ア╉いチョウ カふスア╉い

うッ』 おゃうッ』 ╄ンス[╊╃ネ つヤマカふスア╉い

チシマおゃうッ』 ス[╊╃ネ ╄ア╉い

トあサマうッ』 マと╊╃ネ ゃつア╉い

く╄うッ』 トふいゃム╇へ おとウスうシロチョウ

つヤマく╄うッ』 ア╁いゃム╇へ
シロチョウ

をマ╄チョウ

おシうッ』 おシうッ』 ア╁カゃけン エ『シロチョウ

╆╅ょ╄いサつムシ ╊けいサつムシ カけトムシ なン╄チョウ

╆╅ょ╄いサつムシ 』マムシ く』╁』マムシ エ『おとシロチョウ

セつ エ『いル《つ ╊とを╄ムシ サビ╄╊へ ス[╇ロシロチョウ

╊エ『《つ ベゅ╊とを╄ エ『ス[╇ロシロチョウ

アワく╄ムシ マルアワく╄ エ『おふ』╊とを╄ なンシロチョウ

アとンボ アとンボ アイょアカ╊とを╄ ╁╁なンシロチョウ

セアカアとンボ カうイロ╊とを╄
シ[つチョウ

ルへシ[つ

╊╁イムシ ╁╁╊╁イムシ
ベゅボ』ル

╄』ベゅボ』ル アイあつぉへシ[つ

』イ╊ウチ つ〈カマ╄へ ホ》ベゅボ』ル をうとシ[つ

カスつカとムシ いゃアカカスつカと
ホ』ル

さイケボ』ル カうイロシ[つ

ホ》さへカとムシ ╄ベへさへカとムシ [ョウカイボン [ョウカイボン ベゅシ[つ

さへカとムシ さへカとムシ ア╁[ョウカイ ゴマシ[つ

カとムシ アカス[カとムシ テントウムシ アカホシテントウ つぉへシ[つ

ムふサ╄カとムシ カとあ╊テントウ おとシ[つ

けチお╉カとムシ ゃゃホシテントウ ムなンアカシ[つ

ゃ╃と ゃつテントウ
』テいチョウ

╊お╁ぉシ

╁╁ト╉シふホシカとムシ ゅ[ュウヤホシテントウ ╊ムふサ╄

エ『ア╁カとムシ
アカいネムシ

アカいネムシ サカいチチョウ

をあア╁カとムシ をチいンつョウ マル╆ビをチいンつョウ アカマ【ふ

いンつョウ ゅワいンつョウ カふくトをチいンつョウ つぉへおョウなン

つヤマいンつョウ ゴつムシ【マシ カ╆スゃゴつムシ【マシ ウふ╅ンス[おョウなン

╁サムシ エ『カ』ビロ╁サムシ ホネゴつムシ【マシ ╊おョウなン

エ『マイマイカけへ ホ》╆ビ╄マワへ カふくトおョウなン

セス[アカ╃ネ╁サムシ ╄マワへ ウふ╅ンおョウなン

╄ンゃ╃ゴつムシ
カつ╄へムシ

あ╊╅へカつ╄へ ╆[に╆チョウ

╁╁╄ンゃ╃ゴつムシ ╁╁╆ロカつ╄へ く』ス[チョウ

エ『╄ンゃ╃ゴつムシ アカいゃカつ╄へ ╊つス[

セボシおふ』ゴつムシ けチお╉いゃカつ╄へ エル』テい

マル╃』ゴつムシ ひをス[いゃカつ╄へ シろ』テい

ゴつムシ エ╇へトふカつ╄へ ╅ンボシおョウなン

╊ひをボシゴつムシ エ『カつ╄へ [にあとチョウ シロ╁ビおとおカ╉

ア╁ゴつムシ センあ╄カつ╄へ ╆ロおカ╉

╊をけ╉ンゴロウ ╊をけ╉ンゴロウ いンあ╄カつ╄へ [にあとチョウ

╉ンゴロウ カふくトシマケシ╉ンゴロウ いンあア╁カつ╄へ サト╄マ【ふおカ╉

╆ロ〈マと╉ンゴロウ シふホシカつ╄へ ╁╁おカ╉

マと╉ンゴロウ いムシ いッカいムシ おとウふゃつ[にあと

╄ベへ╆ロおと╉ンゴロウ ルへいムシ ヤママの╃ ╁╁つ〈ア╁

ひをボシ╆ロおと╉ンゴロウ いンあ╄いムシ ╁ゃ╃つ〈ア╁

おと╉ンゴロウ ア¨つ╁╁いムシ

╉ンゴロウなぉ╄ カ』╆へいムシ

マル╃』╉ンゴロウ おと[ン╃サいムシ



 - 基培 -

確認ビ┬┆い┫昆虫類の┊ズに┏貴菻種に選定ビ┬┆い┫┢の┢多く、主┊┢の┏ゴマシ

[つ、エ『カつ╄へ、セス[イトトンボ、ゴトウアカとイトトンボ┊┉┇あ┫ﾏカふくト

╄へ╅へス┏国内┇┏小清水原生花園┇初┡┆確認ビ┬た種┇あ┫ﾏその後稚内市内┇┢

確認ビ┬たゼ、現状┇┏小清水原生花園ゼ最┢生息数ゼ多いﾏ 

 

陸上昆虫類の貴菻種

1鯲分 培鯲 

種 名 環境省 RL 袷海道 RDB 

セス[イトトンボ － 希少種 

ゴトウアカとイトトンボ 準絶滅危惧 絶滅危急種 

ゃをアカネ － 希少種 

エ『アカネ 準絶滅危惧 希少種 

カふくト╄へ╅へス － 希少種 

╁╁╊╁イムシ － 希少種 

マル╃』╉ンゴロウ 準絶滅危惧 － 

カふくトマル╃』╉ンゴロウ － 希少種 

シマ╉ンゴロウ － 希少種 

つ〈スマシ － 希少種 

エ『╊╃ムシ 準絶滅危惧 留意種 

エ『カつ╄へ － 希少種 

ゴマシ[つ 絶滅危惧 II 類 － 

ウふ╅ンス[おョウなン 準絶滅危惧 － 

カふくトおョウなン 準絶滅危惧 － 

1鯲網走市立郷土博物館鰺培画画拡鯲 濤沸湖の昆虫一覧 濤沸湖の自然 

培鯲環境省 RＬれ袷海道 R正ヤ 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

カふくト╄へ╅へス ゴトウアカとイトトンボ 

エ『カつ╄へ



 - 基基 -

基 社会分葭の特性 

鰺鰆鯲交通 

e 道路、鉄道－交通鎖面図鰺⑦バ基ブ鯲 

道路┇┏サロマ方面ズ┩国道 培基8 号、美幌方面ズ┩国道 基ホ 号、網走ズ┩斜蔆┞┇の国

道 培ブブ 号、やや内陸┇美幌～斜蔆を結┖国道 基基ブ 号┊┉多くの国道ゼ存在し、╁ホろを╆

地域の物流や観光に寄Üし┆い┫ﾏ道道┢内陸の高影を走┫道道 1画培 号市小清水女母別線布

や能取湖と網走市街を結┖道道 7拡 号┊┉景観や観光施設へのア╆セスに┢利用ビ┬┫┢の

┊┉ゼネットワろ╆し┆い┫ﾏ 

鉄道┏美幌方面ズ┩ レR 石袷本線を経┆網走駅よ┪斜蔆方面へ向ズう釧網本線ゼ敷設ビ┬

┆い┫ﾏ世界自然遺産┇あ┫知床の玄関口とし┆ レR 網走駅ゼ位置づけ┩┬┫ﾏ 

濤沸湖周辺┇┏袷浜、原生花園、浜小清水の各駅を持┄ レR 釧網本線、鉄道と鎖行し┆走

┫国道 培ブブ 号を中心に、湖萎側を走┫道道小清水女母別線、国道と道道を結┖道道浦士別

小清水停車場線や道道明生袷浜線┊┉濤沸湖の周褐を道路ゼ巡┃┆い┫ﾏ 

 

f 港戊 

網走におけ┫海上輸送の拠点とし┆網走港ゼあ┫ﾏ網走港┏菻要港戊に指定ビ┬、╁ホろ

を╆海の水脆ドや物流に欠ズせ┊い┢のと┊┃┆い┫ﾏ入港す┫船舶┏内外の商船や漁船を

合わせ┆ 1培分画画画 隻市鎖成 17 年布ゼ数え┩┬┆い┫ﾏ 

漁港┇┏鱒浦漁港、呼人漁港市以上第 1 種漁港を利用範褐ゼ地元の漁業を主とす┫布、能取

漁港市第 ブ 種漁港を漁場の開発、漁船の避難上特に必要┊漁港布ゼあ┫ﾏ濤沸湖周辺┇┏いく

┄ズの船着場を除い┆┏漁港┏┊いﾏ 



 
-
 
基

ブ
 
-

                             

台╁ホろを╆総合振興狐 網走建設管理部 斜蔆出張所管内図、袷海道 鎖成 1ホ 年度 鳥獣保護区等位置図 



 - 基拠 -

鰺鰈鯲環境関連 

e 自然公園等点国定公園等位置図鰺⑦バ基ホ鯲 

国定公園 

網走国定公園┏サロマ湖、能取湖、へヤウシ湖、網走湖、藻琴湖、濤沸湖、拍別斜蔆海岸

およびその周辺におい┆指定ビ┬┆お┪、そのうち特別保護地区とし┆各種行妄に関し┆道

知事の許可ゼ必要と┊┫地区とし┆小清水原生花園、斜蔆草原の鰈ヶ所ゼあド┩┬┫ﾏ 

 

網走国定公園 

地域地区名

1鯲 内      容 規           制 

特別保護地区 
特に優┬た自然景観原始状態を

保持し┆い┫地区 

特別地域┇の規制(下記)に加え┆植栽、放牧、

落葉落諜の採取、たゾ火┊┉┞┇ゼ規制対象

とビ┬┫ﾏ地区内┇の現状変更行妄┏原則と

し┆認┡┩┬┊いﾏ 

第鰆種特別地域 
現在の景観を極力保護す┫バと

ゼ必要┊地域 
土地の形状変更、工作物の設置、木竹の伐採

┊┉自然環境を改変す┫各種行妄に┄い┆都

道府県知事の許可を得┊け┬┐┊┩┊いﾏ鰺自

然公園法第13条鯲ﾏ 

第鰈種特別地域 
農林漁業活動に┄い┆努┡┆調

整を図┫バとゼ必要┊地域 

第鰒種特別地域 
通常の農林漁業に┄い┆風柤の

維持に影響ゼ少┊い地域 

瀧通地域 上記以外の区域 
各地域指定地に接す┫╁ホろを╆海汀線ズ┩

沖合1,000ｍ┞┇の海中区域ゼ該当ﾏ 

1鯲自然公園法 

網走国定公園区域のうち濤沸湖に係わ┫指定とし┆、小清水原生花園海側点特別保護地区、

小清水原生花園湖側点第 1 種特別地域、湖＋砂洲点第 培 種特別地域、╁ホろを╆海鰺汀線ズ

┩沖合 1画画画ｍ┞┇の区域鯲点瀧通地域ゼ指定ビ┬┆い┫ﾏ 

 

鳥獣保護区 

周辺地域┇┏サロマ湖の沿岸部の森林や網走湖呼人や能取湖┊┉ゼ道指定の鳥獣保護区に

指定ビ┬┆い┫ゼ、国指定鳥獣保護区┏濤沸湖の┟┇あ┫ﾏ 

 

国指定鳥獣保護区 

名称

培鯲 目的等 行妄の制限 その他 

鳥獣保護区 鳥獣の保護繁殖を図┫バとを

目的とし┆、ﾘ鳥獣の保護及び

狩猟の適柏化に関す┫法脂

鰺鳥獣保護法鯲ﾙに基づい┆環

境大臣ゼ指定す┫区域ﾏ 

鳥獣保護区の区域内

┇┏狩猟ゼ禁拍ビ┬

┆い┫ﾏ 

多様┊鳥獣の生息環境を保全

す┫た┡に、管理及び整備を

行うゼ、地棑者に┏鳥獣保護

施設ゼ設置ビ┬┫バとに┄い

┆の唄認義務ゼ生ペ┫ﾏ 

特別保護地区 鳥獣保護区内┇特別に鳥獣の

保護繁殖を図┫必要ゼあ┫場

合に┏、環境大臣ゼ特別保護

地区を指定す┫バとゼ┇ゾ

┫ﾏ 

木竹の伐採、水面の埋

立･詐拓、工作物の設

置に┏環境大臣の許

可ゼ必要 

その他木竹以外の植物の伐採

鰺農林漁業除く鯲、火入┬、動

力船鰺漁業除く鯲の航行、鳥

獣の生息に支諠と┊┫よう┊

観察、犬等の放逐、球技等レ

╆へエろション┊┉の行妄に

┄い┆┢許可ゼ必要と┊┫ﾏ

培鯲鳥獣の保護及び狩猟の適柏化に関す┫法脂 

濤沸湖におい┆┏国によ┪鳥獣保護区ゼ指定ビ┬┆お┪、湖萎側後背地および湖、砂洲の

範褐ゼそ┬にあた┫ゼ、そのうち湖水面の┟ゼ特別保護地区に設定ビ┬┆い┫ﾏ 



 - 基拡 -

ふムサろル条約湿地 

濤沸湖┏¬層湿原および湖沼を中心に大規模┊╁╁い╆チョウれおシ╆イ等渡来地とし┆

鎖成 17 年 11 月にふムサろル条約湿地に冩録ビ┬たﾏ約 ホ画画ha の湖水面ゼその範褐にあ

た┪、指定ビ┬┫た┡の国謔基準を母足し┆い┫バとによ┃┆冩録ビ┬たﾏふムサろル条約

┏各締約国にそ┬〝┬の国内法によ┃┆条約湿地を保全れ管理す┫バとを求┡┆お┪、す┇

に濤沸湖におい┆┏国指定鳥獣保護区の特別保護地区に指定ビ┬、地区内┇の土地改変┊┉

の行妄ゼ制限ビ┬┆い┫ゼ、現在行わ┬┆い┫漁業や適柏┊活動┊┉に新た┊規制ゼ加わ┫

バと┏┊いﾏ 

濤沸湖の選定の根拠とし┆┏ふムサろル冩録湿地検討会におい┆、以下に掲ド┫５┄の基

準を母たした湿地とし┆選定ビ┬┆い┫ﾏ 

基準鰆 各生物地理区内におい┆代表的┊湿地e 

基鯲

 

 
湿 原 河 川 湖 沼 

候

補

地

選

定

陥

準 

○ 菻要湿地 拠画画 のﾘ湿地』イプﾙにﾘ湿原ﾙゼ含

┞┬┫バとﾏ 

○ 一定以上の規模と┞と┞┪を有し┆い┫バとﾏ

鰺第 拠 回自然環境保全基礎調査、湿地調査におい

┆、原則とし┆ 培画画ha 以上鰺袷海道鯲┞た┏

1画画ha鰺袷海道以外鯲以上┇あ┪衣一┇一定程

度の┞と┞┪を有し┆い┫バとﾏ鯲 

○ 選定理由ゼ菻要湿地 拠画画 の選定基準f鰺希少種

等の生育生息鯲の┟┇┊いバとﾏ 

○ 湿原に保護区ゼ菻複す┫バとﾏ 

○ 湿原の』イプ鰺高層湿原、¬層湿原、中間湿原鯲

のうふンス 

○ 菻要湿地 拠画画 のﾘ湿地』イプﾙにﾘ河川ﾙ

ゼ含┞┬┫バとﾏ 

○ 河川ゼ主┊選定対象┇あ┫バとﾏ 

○ 一定以上の規模を有し┆い┫バと鰺長ビ

拠 ß以上鯲ﾏ 

○ 選定理由ゼ菻要湿地 拠画画 の選定基準f

鰺希少種等の生育生息鯲の┟┇┊いバとﾏ

○ 河川に保護区ゼ菻複す┫バとﾏ 

○ 菻要湿地 拠画画 のﾘ湿地』イプﾙにﾘ湖沼ﾙ

ゼ含┞┬┫バとﾏ 

○ 一定以上の規模を有し┆い┫バと鰺原則とし

┆ 拠画画ha 以上鯲ﾏ 

○ 人工湖岸率ゼ 拠画％未母鰺第鰊回自然環境保

全基礎調査、湖沼調査鯲┇あ┫バとﾏ 

○ 選定理由ゼ菻要湿地 拠画画 の選定基準f鰺希

少種等の生育生息鯲の┟┇┊いバとﾏ 

○ 湖沼に保護区ゼ菻複す┫バとﾏ 

○ 地域のうふンス 

候

補

地

疫 

拡 サロベを原葭鰺袷海道鯲鰺高層鯲 

1ブ 濤沸湖鰺袷海道鯲鰺¬層鯲 

18 葭付半島れ葭付戊れ枯岱沼鰺袷海道鯲鰺¬層鯲 

培基 風蓮湖鰺袷海道鯲鰺¬層鯲 

基ホ 沼の原れ沼の鎖鰺袷海道鯲鰺高層鯲 

7画 屏風山湿原池沼群鰺青森県鯲鰺中間鯲 

7培 ッ亟于山湿原群鰺青森県鯲鰺高層鯲 

7拠 ッ幡鎖周辺湿原群鰺岩手県れ秋于県鯲鰺高層鯲 

1培7 枯瀬ヶ原れ枯瀬沼鰺福島県れ群馬県れ新潟県鯲

鰺高層鯲 

1ブ基 湯の湖れ戦場ヶ原れ小于代ヶ原湿原鰺栃木県鯲

鰺高層鯲 

178 苗場山周辺湿原鰺新潟県れ長葭県鯲鰺高層鯲 

培画基 立山周辺湿原群鰺富山県鯲鰺高層鯲 

ブ画培 九菻火山群湿原鰺大分県鯲鰺中間鯲 

ブホ基 仲間川鰺沖縄県鯲 

ブホ8 浦内川鰺沖縄県鯲 

11 サロマ湖鰺袷海道鯲汽水 

1培 能取湖鰺袷海道鯲汽水 

1ブ 濤沸湖鰺袷海道鯲汽水 

培基 風蓮湖鰺袷海道鯲汽水 

基培 阿寒湖鰺袷海道鯲淡水 

拠8 大沼鰺袷海道鯲淡水 

拡ホ 十三湖れ岩木川鰺青森県鯲汽水 

1培画 裏磐梯湖沼群鰺桧原湖鯲鰺福島県鯲淡水

1培1 猪苗代湖鰺福島県鯲淡水 

 

基準鰈 絶滅のおそ┬のあ┫種┞た┏生態学的群集の存在にと┃┆菻要

基鯲

 

菻要 

湿地 

拠画画 

 』ンチョウ マゃぁル ゃベぁル

╆ロをふ

さふサ╅

〈╇ロ

カなと

さふサ╅ ╁╁セッカ 

カふくトア

╁アシシ╅

国内稀少葭生動植物種 ○        

ﾓ・ﾍ⑤ レッぉへスト ー・ ー・ ー・ ﾏ⑤ ー・ ー・ ー・ ﾍR 

環境省 R正ヤ ー・ ー・ ー・ ﾍR ー・ ﾏ⑤ ﾏ⑤ ﾍR 

1基 網走湖鰺袷海道鯲 ○        

1ブ 濤沸湖鰺袷海道鯲 ○        

18 葭付半島れ葭付戊れ枯岱沼鰺袷海道鯲 ○        

培基 風蓮湖鰺袷海道鯲 ○     ○   

基培 阿寒湖鰺袷海道鯲 ○        

拡拠 仏沼鰺青森県鯲       ○  

拡ホ 十三湖れ岩木川鰺青森県鯲       ○  

1基1 

利根川下流部 

鰺茨城県れ千葉県鯲 

      ○  

基鯲第 培 回ふムサろル条約冩録湿地検討会資料 
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基準鰒 生物地理区の生物多様性を維持す┫のに菻要

基鯲

 

○ 専門家に対す┫アンケろトにおい┆、基準鰒にあ┆┏┞┫と回答ゼあ┃た湿地 

○ 湿地に保護区ゼ菻複す┫バと 

拡 サロベを原葭鰺袷海道鯲 

11 サロマ湖鰺袷海道鯲 

1ブ 濤沸湖鰺袷海道鯲 

培基 風蓮湖鰺袷海道鯲 

基ホ 沼の原れ沼の鎖鰺袷海道鯲 

ブ1 雨竜沼湿原鰺袷海道鯲 

 

 

基準５ 水鳥鰈万羽を定期的に支え┫湿地

基鯲 

○ 定萪的基準を鰒年連怦又┏５年うちの鰒年を母たし┆い┫湿地のぅろ』 

日本の菻要 

湿地 拠画画 

湿地名 

環境省╃ンれカな類生息調査におい┆、過去５年間の 

╃ンれカな類の渡来数 

1998 1999 2000 2001 2002 

88 蕪栗沼鰺宮城県鯲 13,898 10,424 23,304 24,846 24,342

1拠ホ 三番瀬鰺千葉県鯲 74,992 43,181 71,543 107,314 101,739

18ホ 瓢湖鰺新潟県鯲 34,697 28,289 24,158 8,911 20,793

基画画 中海鰺鳥取県れ島根県鯲 19,921 62,723 74,534 49,082 65,324

基画1 継道湖鰺島根県鯲 25,208 21,375 48,615 26,480 18,107

す┇に国指定鳥獣保護区特別保護地区に指定ビ┬┆い┫ズ、計画ゼあ┫とバ┭ズ┩検討 

 

○ 渡┪の時期に基準を母たし┆い┫湿地のぅろ』鰺最大値鯲 

日本の菻要湿地 拠画画 湿地名 最大渡来数 

1ブ 濤沸湖鰺袷海道鯲 66,935 

18 葭付戊鰺袷海道鯲 28,180 

培基 風蓮湖鰺袷海道鯲 54,839 

す┇に国指定鳥獣保護区特別保護地区に指定ビ┬┆い┫ズ、計画ゼあ┫とバ┭ズ┩検討 

 

 

基鯲第 培 回ふムサろル条約冩録湿地検討会資料 
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最大値 1998 1999 2000 2001 2002 2003

○ ╁╁おシ╆イ 550 渡┪ 2,700

○ ╊い╆チョウ 860 渡┪ 1,196

11 サロマ湖鰺袷海道鯲 ○ ╁╁い╆チョウ 600 渡┪ 800

1培 能取湖鰺袷海道鯲 ○ ╁╁おシ╆イ 550 渡┪ 1,000

○ ╁╁い╆チョウ 600 渡┪ 1,467

○ ╁╁おシ╆イ 550 渡┪ 1,200

○ おぉへ╃な 7,500 渡┪ 58,912

○ つ╊アイサ 1,000 渡┪ 3,141

○ ウつアイサ 1,000 渡┪ 1,599

○ ╄アシシ╅ 400 秋 － － 1,193 1,924 364 993

○ 』ンチョウ 8 夏れ秋 － 28 20 40 36 36 巣数不ブ

○ ╁╁い╆チョウ 600 渡┪ 3,155

○ ╊╆╃ン 50 渡┪ 3,500

○ おぉへ╃な 7,500 渡┪ 11,323

○ ス〈╃な 3,000 渡┪ 7,842

○ ホ╁[ロ╃な 750 渡┪ 2,360

○ ╄アシシ╅ 400 秋 － － 1,621 － 1,766 1,691

○ 』ンチョウ 8 夏れ秋 － 64 72 84 72 92 巣数不ブ

○ ╁╁い╆チョウ 600 渡┪ 10,331

○ おシ╆イ 550 渡┪ 1,800

○ ╊╆╃ン 50 渡┪ 2,000

○ おぉへ╃な 7,500 渡┪ 8,673

○ ╁ゃ╃╃な 7,500 渡┪ 11,442

○ ス〈╃な 3,000 渡┪ 19,076

○ ホ╁[ロ╃な 750 渡┪ 1,517

備ﾍ考

ぅろ』

シ╅れ

チぉへ

╃ンれ

カな

湿地

日本の

菻要湿地

拠画画

季節1％基準種をル

濤沸湖鰺袷海道鯲1ブ

サロベを原葭

鰺袷海道鯲

拡

風蓮湖鰺袷海道鯲培基

葭付半島れ葭付戊れ

枯岱沼鰺袷海道鯲

18

基準鰮  水鳥の個体数の鰆％を定期的に支え┫湿地

基鯲

 

基鯲第 培 回ふムサろル条約冩録湿地検討会資料 
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台 環境庁自然保護狐 網走国定公園区域及び公園計画図、環境省鰺培画画拠鯲 日本のふムサろル条約湿地-豊ズ┊自然れ多様┊湿地と賢明┊利用、袷海道 鎖成 1ホ 年度 鳥獣保護区等位置図 
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鰺鰒鯲産業 

e 農業 

濤沸湖の後背地におい┆網走開発建設部によ┫国営畑地帯総合土地改良パイロット事業

ﾘ斜網西部地区ﾙゼ進┡┩┬、麦、馬鈴し┧、┆┳菜を基幹作物とした十数戸衣位の営農集

団によ┫大規模農業によ┪畑作経営ゼ行わ┬┆い┫ﾏ液事業┇┏浦士別川┊┉鰒ヶ所ズ┩農

業用水とし┆取水を行┃┆い┫鰺ブ～8 月鯲ﾏ 

┞た農業公共施設とし┆音根内地区に総合管理セン』ろや飲料水供給施設、栽培研究いウ

ス┊┉ゼ設置ビ┬、周辺の農業の基地と┊┃┆い┫ﾏ 

小清水亳┇┏液様に国営畑地帯総合土地改良パイロット事業ﾘ小清水地区ﾙゼ進┡┩┬、

酪農を中心に麦、馬鈴し┧、┆┳菜を基幹作物とした大規模農業によ┪畑作経営ゼ行わ┬┆

い┫ﾏ酪農┇生じ┫尿や農産物加工場ズ┩の廃液を培地にした微生物群を含┳─液体をﾘゆ

う水ﾙと呼び、土壌改良に利用し┆い┫ﾏ以下に網走市と小清水亳におけ┫主要農作物の生

産状況に┄い┆示すﾏ 

   網走市、小清水亳の農業生産鰺鎖成 培鰆年度鯲

鰆鯲分培鯲 

網走市 作付面積(ha) 生産萪(t) 生産軾 (バ) 小清水亳 作付面積(ha) 生産萪(t) 生産軾 (バ)

麦類 3,990 21,100 25.2 億 麦類 2,720 14,288 7.31 億

豆類 296 362 1.0 億 豆類 196 336 0.17 億

馬鈴し┧ 2,991 116,411 30.9 億 馬鈴し┧ 2,218 28,016 17.58 億

┆┳菜 3,529 212,495 34.1 億 ┆┳菜 2,800 183,391 18.33 億

葭菜 331 5,943 7.1 億 葭菜 543.7 11,625 6.11 億

飼料作物 1,385 56,985 を 飼料作物 1,079 点  － 億

1鯲網走市勢要覧資料慍 培画1画鰺⑦拡鯲 

培鯲小清水亳産業課 主要作物動向調査 

 

f 畜産業 

畜産業┇┏乳牛、肉牛および豚、鶏の飼養頭数ゼ四湖沼の流域ごとに概┍以下の表のよう

に示ビ┬┆い┫ﾏ 

各湖沼流域の飼養頭数鰺鎖成 1拠 年鯲

1鯲 

 サロマ湖流域 能取湖流域 藻琴湖流域 濤沸湖流域 

乳牛＋肉牛 27,000 頭 1,200 頭 6,500 頭 3,000 頭

豚 3,700 頭 0 頭 7,000 頭 1,000 頭

養鶏 0 羽 0 羽 0 羽 0 羽

1鯲箝団法人河川環境箝団鰺培画画拠鯲鎖成 17 年度施行網走管内におけ┫総合的┊湖沼環境推進業務報告書鰺培-17～培-培ブ鯲 

 

網走市および小清水亳┇の家畜飼育頭数鰺鎖成鰈鰆年鯲┏以下のように┊┫

培鯲分 基鯲

ﾏ 

 

網走市 生産萪鰺頭鯲 生産軾鰺バ鯲 小清水亳 農家数鰺戸鯲 生産萪鰺頭鯲 生産軾鰺バ鯲

乳用牛 1,147 0.9 億 乳用牛 41 3,597 0.8 億

肉用牛 950 3.4 億 肉用牛 29 2,306 3.1 億

廃用牛 433 0.5 億 豚 7 1,112 0.4 億

馬 1 90 万 馬 3 89 98 万

培鯲網走市勢要覧資料慍 培画1画鰺⑦拡鯲 

基鯲小清水亳産業課 家畜等の飼養状況調査 

 

家畜のふ┳尿┏堆肥やスふへろ┊┉にし┆畑や牧草地に散布し、循環型農業ゼ実践ビ┬┆

い┫ﾏ 

網走市┇┏、共液┇堆肥舎を設け、堆肥を生成し┆い┫営農集団ゼあ┫ﾏ 

小清水亳営牧場┇┏ふ┳尿を自然┐┃気によ┪堆肥化し、基 年間┇の┙ 1 万 ha の畑に散

布し┆い┫ﾏ 
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g 林業 

網走市の森林面積┏約 1拡分画画画ha ┇うち民有林ゼ約 1画分画画画ha ┇ 拡 割強を占┡┫ﾏビ

┩に、毎年、民有林のうち人工造林を 拠画～拡画ha 怫怦し┆行┃┆い┫ﾏ 

 

網走市の民有林人工林と造林実績

1鯲 

 

 

 

 

鰆鯲網走市勢要覧資料慍 培画1画鰺⑦拡鯲 

 

小清水亳の民有林人工林と造林実績

鰈鯲 

 

 

 

 

鰈鯲小清水亳鰡培画1画 森林調査簿 

 

小清水亳┇┏全森林面積約 1ブ分画画画ha のうち 8 割ゼ人工林┇あ┪、亳有林┢しく┏民有

林┏約 基分画画画ha ┇そのうち約 1分7画画ha ゼ人工林┇あ┫ﾏ 

濤沸湖の後背地の民有林┇┏網走地区森林組合によ┃┆森林施業ゼ行わ┬┆お┪、皆伐、

間伐、皆伐後の植林┊┉ゼ行わ┬┆い┫ﾏ 

 

h 水産業 

濤沸湖┇┏汽水環境を活ズし┆カ╄の養殖、ワカサ╅の採卵、ゅシン、ス[エビ┊┉の漁

獲ゼ中心と┊┃┆い┫ﾏ特にワカサ╅┏人工孵化事業によ┪唄精卵ゼ阿寒湖、大沼、洞爺湖

┊┉袷海道内の河川、湖沼、【ム湖を┏じ┡全国各地の湖に移植ビ┬、各地域┇の菻要┊役

割を担┃┆い┫ﾏ 

 

培画鰆鰌年網走支庁管内の内水面漁業   鰺数萪鰡トン、金軾鰡千バ鯲

鰆鯲分培鯲

 

市亳名 
湖沼 

(河川) 

漁業棑 

設定の 

有無 

鎖成 21 年生産軾 

主要魚類 
増養殖事業

実施魚種 

湖沼の概要 

数萪 金軾 
面積 

鰺ß 2鯲

最大水深

鰺m鯲 
湖水型 

注 入 

河川数 

排 出

河川数

網走市 

濤沸湖 
内共 

内区 
49.6 23,887 

ワカサ╅ 
ワカサ╅ 

カ╄ 
8.25 2.4 汽水 5 1エビ 

カ╄ 

藻琴湖 
内共 

内区 
22.7 16,395 

ワカサ╅ ワカサ╅ 

0.98 5.6 汽水 3 1シ[つ シ[つ 

カ╄ カ╄ 

網走湖 

網走川 
内共 1,013 634,846 

シ[つ 

ワカサ╅ 32.33 16.1 汽水 3 1ワカサ╅ 

シふウ╁ 

能取湖 
内共 

内区 
5,045 913,251 

ホ』テ 

カレイ 58.41 23.1 汽水 11 1
カレイ 

ウゅ 

チカ 

1鯲袷海道網走支庁 鎖成 17 年度版 

培鯲網走市水産統計 鎖成 培1 年度版鰺⑦1基鯲 

森林面積 

ha 

Ｈ鰈鰌年度人工林 

面積 ha 

最近 拠 年間の造林実績  ha 

H17 H18 H19 H20 H21 

16,395 8,112 52 54 62 43 52 

森林面積 

ha 

Ｈ鰈鰌年度人工林 

面積 ha 

最近 拠 年間の造林実績  ha 

H17 H18 H19 H20 H21 

14,126 6,983 5 11 29 43 47 
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ブ 行動分葭の特性 

鰺鰆鯲観光、イベント、環境教育点観光施設鎖面図鰺⑦バブブ鯲 

e 観光 

観光┇┏ﾘ東╁ホろを╆シろゅッ╆うイウ┾イﾙゼ推進ビ┬、知床ズ┩網走にズけ┆の観

光資源を有機的に┠すび┄け┆地域の活性化を図┭うとす┫活動┇あ┪、そ┬┩ゼ┞と┞┃

┆よ┪魅力のあ┫観光の醸成ゼ行わ┬┫バとゼ期待ビ┬┫ﾏ 

網走国定公園の園地への入込┟者数の鎖成 17 年ズ┩鎖成 培1 年のぅろ』┇┏毎年 1画画

万人前後の利用者ゼカウントビ┬┆い┫ﾏ卯原内┊┉┏近年その数を増大ビせ┆い┫ゼ、反

面濤沸湖を訪┬┫人数┏、現在┇┏ ブ 年間┇ 7 割減と┊┪ ブ 万人をε┃┆い┫状況┇あ┫ﾏ 

濤沸湖に関連す┫観光施設とし┆小清水原生花園鰺インく╀とろションセン』ろﾒana を

含┠鯲、白鳥公園ゼあド┩┬┫ﾏ 

白鳥公園┇┏秋に鰈分画画画～鰒分画画画 羽の╁╁い╆チョウゼ飛来、そのうち数决羽ゼ越冬し

人気ゼ高く、鎖成 17 年┞┇┏年間 1画 万人に近い入込┟ゼあ┃たゼ鎖成鰈鰆年度┏鰒

鰒分画画画 人と減少し┆い┫ﾏ小清水原生花園┏ 7画～8画 万人の年間入込┟ゼあ┪、国定公園

全体の半分以上を占┡┆い┫ﾏ 

 

網走国定公園の各園地におけ┫利用状況市入込┟者数鰡人布

鰆鯲

 

園地 鎖成 17 年 鎖成 18 年 鎖成 19 年 鎖成 20 年 鎖成 21 年 

呼人浦 324,193 506,874 481,238 384,603 359,371

天都山 349,597 349,470 304,255 249,649 218,446

能取岬 76,626 72,335 58,470 45,871 39,946

‖を岩 20,395 18,714 15,520 14,770 18,222

卯原内 86,712 213,338 232,363 201,063 190,695

濤沸湖 118,327 81,419 62,861 49,565 33,055

合計 975,850 1,242,150 1,154,707 945,521 859,735

 

主要園地施設の入込┟者数市人布

 1鯲

 

園地 鎖成 17 年度 鎖成 18 年度 鎖成 19 年度 鎖成 20 年度 鎖成 21 年度 

天都山 368,293 340,990 281,536 245,760 210,831

能取岬 75,945 70,583 50,970 44,846 39,169

白鳥公園 92,108 63,753 54,684 34,756 31,737

1鯲網走市経済部商工労働課れ観光課 鎖成 培1 年度版商工労働観光概要鰺⑦培7～培8鯲 

 

 

網走市観光振興計画鰺ﾒ17鯲におい┆┏観光基本戦略の 1 ┄にﾘエ╊ロ[カル┊観光地の

ぅ¨インﾙゼあド┩┬、濤沸湖のふムサろル条約冩録と観光面┇の活用ゼうたわ┬┆い┫ﾏ 

小清水亳におい┆┢近年┏観光事業ゼ活発に行わ┬、小清水原生花園を┏じ┡、へへろパ

ろ╆、藻琴山のいイふンぉ小清水 7培拠 ┊┉年間の観光客の入込┟者数の合計ゼ約 8画 万人

に┞┇増加し┆い┫ﾏ┞た、╁ホろを╆の村┊┉に見┩┬┫、ゃショゃルトふスト運動や亳

民の畑作と連動した農業体験┊┉体験型観光への取┪組┟┢盛┳に┊┃┆い┫ﾏ 
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f イベント 

各市亳┇┏観光客誘柤と┞ちの活性化のた┡にビ┞ピ┞┊イベントゼ行わ┬┆い┫ﾏ 

網走市┇┏╁ホろを╆流氷┞┄┪、╁ホろを╆夏┞┄┪、ビ┳ご草祭┪┏定着し┆ゾたた

┡ズ最近 拠 年間┇入込┟数ゼ安定し┆い┫ﾏ会場┏網走湖上や卯原内地区、網走商港や市中

心部┊┉に集中し┆お┪、よ┪広域的┊展開ゼ必要と┊┃┆く┫ﾏ 

 

網走市の主┊イベントと内容

1鯲 

行 催 事 名 

期  間 

鰺ﾒ鰈培 年度実績鯲 

場  所 内  容 

袷の新大陸発見 

あ┃たズ網走 

鰆月鰈鰤日～鰒月鰮日 

網走湖呼人浦╄にン

プ場 

冬のアウトぉア体験 

氷上原生花園の演出 

あ┐し┪╁ホろを╆ 

流氷┞┄┪ 

培 月 1画 日～培 月 1基 日 網走商港 

雪像、氷彫刻、屋影 

ステろ[ 

くふワろ╃ろぅン 

ﾘ┏┊れ┆┳とﾙ 

鰮月 1 日～鰆鰌月鰒鰆日 

天都山網走レイ╆ビ

ュろス╄ろ場山頂ロ

ッ[付近 

基バ拠ha にサルビア┊┉

鰥万株の花園 

 

╁ロチョンの火祭┪ ７月 ブ 日 

網走湖呼人浦╄にン

プ場 

袷方系民族の儀式を 

取┪入┬たイベント 

あ┐し┪╁ホろを╆ 

夏┞┄┪ 

7 月鰈鰈日～7 月鰈５日 

網走 ブ 条通商店街区、

網走商港 

花火 

流氷お┉┪ 

網走感動朝市 7 月鰆鰥日～1画 月 1鰆日 網走商港漁港区 海の挫山の挫販売 

あ┐し┪七福神┞┄┪ ホ 月鰊日～ホ 月５日 網走 ブ 条通┪ 宝船運行 

ビ┳ご草┞┄┪ ホ 月鰆鰥日～ホ 月鰆鰤日 卯原内能取湖畔 ビ┳ご草 

網走なひロの夜┞┄┪ 鰤月鰈５日～鰆鰌月鰒鰆日 

網走湖呼人浦╄にン

プ場 

サケの遡上、火祭┪ 

╁ホろを╆網走く┺ルム

く┾ステ┺うル 

11 月鰈７日～11 月鰈鰥日 エ╊ろセン』ろほズ 

地元ロケ┊┉映画上映、

ロケ地┡ヅ┪、映画監督

トろ╆ショろほズ 

1鯲網走市経済部商工労働課れ観光課 鎖成鰈鰈年度版商工労働観光概要鰺⑦培ホ～基画鯲ほズ 

 

小清水亳┇┏藻琴山ズ┩へへろパろ╆、亳内の施設を利用した亳の特性に合┃たイベント

ゼ企画、実施ビ┬┆い┫ﾏ 

 

小清水亳のイベントの内容 

         

 

g 環境教育 

網走市┇┏環境教育行事とし┆葭鳥観察会、自然観察会の実施、観察╃イぉマップの作成、

他条約湿地┇のバ┉┢ふムサろル活動への支援┊┉を推進し┆い┫ﾏ 

 

小清水亳┇┏液様に共催┇葭鳥観察会を、小清水原生花園┇┏ご┟拾いや火入┬┊┉を怫

怦し┆行┃┆い┫ﾏ 

行 催 事 名 

期  間 

鰺鎖成鰈鰈年度実績鯲 

場  所 内  容 

藻琴山小清水高原峠開ゾ 鎖成 培培 年 拡 月 1培 日 

小清水高原いイふンぉ

小清水７鰈５ 

藻琴山開ゾ安全祈願祭

自然観察冩山会 

ゆ┪く┾ステ┺うル 鎖成 培培 年 8 月 1 日 へへろパろ╆ 

ステろ[ 

のへ鑑賞 

じ┣ゼい┢ 

く┾ステ┺うル 

鎖成 培培 年 8 月 培培 日 開基 1画画 年記念公園

╉ろム、花火大会 

青空市 



 
-
 
ブ

ブ
 
-

 

 

台袷海道 鎖成 1ホ 年度 鳥獣保護区等位置図 
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II 濤沸湖と周辺地域の課題 

濤沸湖周辺環境の現状、濤沸湖環境保全活用計画ﾘ住民会議ﾙおよびﾘ策定委員会ﾙの意

見を踏┞え、今後の活用計画策定に向け┆の課題を整理し┞した－現状課題鎖面図鰺⑦バブホ鯲ﾏ 

 

1 自然分葭の課題 

自然分葭の課題┏、景観および地形や水質に関す┫バとの‖┄に集約ビ┬┞すﾏ景観に┄

い┆┏、在来植物の減少によ┫景観の変化、地形や水質に┄い┆┏湖底への土砂堆積ゼ課題

と┊┃┆い┞すﾏいペ┬の課題におい┆┢現象に対す┫調査等ゼ不足し┆い┫のゼ現状┇すﾏ 

課題に┄い┆┏、以下の課題市1布～課題市拡布に記し┞すﾏ 

課題市1布 自然環境の保全 

濤沸湖および周辺地域┏自然環境に恵┞┬たとバ┭┇あ

┪、多くの人ゼ訪┬┆い┞すﾏバのた┡、近年バの自然環

境ゼ損┊わ┬┫よう┊傾向┢あ┫バとズ┩、今後バの地域

の現状を把握し、適εに自然環境を保全す┫た┡の方策を

検討す┫バとゼ必要┇すﾏ 

課題市培布 汽水湖の維持 

汽水湖┏淡水と海水ゼ混ピ┪合┃┆い┫湖┇、水質の

変動構造┢海域や淡水域と┏異┊┃た特性を┢┃┆お┪、

多種類の生物┢生息し┆い┞すﾏバの汽水湖とし┆の特

性や歴史を調査研究し、将来汽水湖とし┆のあ┫┙ゾ姿

を定┡┫バとゼ必要┇すﾏ 

課題市基布 漂砂によ┫堆積 

海ズ┩流入す┫漂砂の堆積ゼあ┫という声┢あ┪、漂

砂┏湖浅化の原因に┊┪得┫バとズ┩、今後┏調査研究

を進┡┫バとゼ必要┇すﾏ 

課題市ブ布 湖の水質と底質の保全 

濤沸湖┏近郊の湖沼の中┇、特に富栄養化ゼ進┳┇い

┫と考え┩┬、湖内の状況変化を把握す┫た┡、水質、

底質調査を行い、保全す┫バとゼ必要┇すﾏ 

課題市拠布 水環境のなゅ』へン╇ 

湿地とし┆の湖の状況を把握す┫た┡、怫怦的┊調査

を実施す┫バとゼ必要┇すﾏ 

課題市拡布 河川等の適柏┊管理 

湖に流入す┫河川┏、下流に位置す┫湖の環境へ影響

をÜえ┫バとゼ懸念ビ┬┫バとズ┩、河川流域の農地や

森林ズ┩流出す┫汚濁筮荷の軽減に向け┆、関係機関等

と連携を深┡┆取┪組┡┫方策の検討ゼ必要┇すﾏ 

 

丸万川の河口 

湖口の国道と鉄橋 

濤沸湖畔のセン【イい╅群落 

濤沸湖の外観 
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培 生物分葭の課題 

生物分葭の課題┏、生態系保全に関す┫バと、情報に関す┫バと、施設整備に関す┫バと

の三┄に集約ビ┬┞すﾏ生態系保全┇┏生物および生息環境の調査と保全、情報の収集と発

信体制の整備、施設整備┇┏葭生生物と観察者双方に配慮した整備ゼ課題┇すﾏ 

課題に┄い┆┏、以下の課題市7布～課題市1拠布に記し┞すﾏ 

課題市7布 湖畔の緩衝帯の保全 

水辺ズ┩陸地にズけ┆の湖畔の緩衝帯┏、生物の生息環

境とし┆、┞た、そ┬の持┄水質富化作用┊┉ゼ菻要┇すﾏ

そのた┡、保全対策を検討す┫バとゼ必要┇すﾏ 

課題市8布 原生花園の植生保全 

近年、外来種の侵入やイネ科植生の優勢ゼ表面化し、火

入┬┊┉によ┫植生保全ゼ行わ┬┆い┞すﾏしズし┊ゼ┩、

在来植生の劣化ゼ引ゾ怦ゾ見┩┬┞すの┇、植生保全を進

┡┫バとゼ必要┇すﾏ 

課題市ホ布 淡水魚の生息環境の保全 

塩水の譜入┊┉に伴い淡水魚への影響ゼ懸念ビ┬┆い┞

すﾏ魚類調査を実施す┫ほズ、保全策の検討ゼ必要┇すﾏ 

課題市1画布 自然生物情報の集積と発信 

観察の拠点ゼ必要┇あ┫とと┢に、情報の収集や発信に

関す┫体制れ施設等の検討ゼ必要┇すﾏ 

課題市11布 『ろゅン╇の検討 

葭生動植物保護のた┡、適柏┊立入┪区域を選定す┫『

ろゅン╇と、その周辺┇保全す┙ゾ自然の再生れ復元を図

┫バとゼ必要┇すﾏ 

課題市1培布 ふ┬あい環境の整備 

白鳥公園や鎖和橋のよう┊葭鳥とのふ┬あいの場┇┏、

過密┊生息域解消、餌付け方法の検討、ご┟の発生抑制┊

┉の検討を進┡┫バとゼ必要┇すﾏ 

課題市1基布 既存施設の改善 

冬季間の利用者の利便を図┫た┡、駐車場、トイレの通

年利用を検討す┫バとゼ必要┇すﾏ 

課題市1ブ布 観察施設とア╆セスの整備 

濤沸湖周辺┏豊富┊植物、鳥類相に恵┞┬┆お┪、観察

のた┡の施設、木道、散策路の設置ゼ必要┇すﾏ 

課題市1拠布 交流拠点の整備 

濤沸湖と周辺の自然探訪、観光、情報提供、学習┊┉、

訪┬┫人や地域住民の交流拠点市ネイチにろセン』ろ等布を

整備す┫バとゼ必要┇すﾏ 

 

白鳥公園 

馬の放牧 

原生花園 Hana 

原生花園の火入┬ 

葭鳥観察会 

く╆ぉ[ョウ 
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基 社会分葭の課題 

社会分葭におけ┫課題┏、交通、産業┊┉多岐に渡┃┆い┞すﾏそ┬─けに、バの分葭の

課題┏多くの住民、団体、事業所等の利害に┢関係し┆お┪、主体間┇調整を図┪対応す┫

バとゼ求┡┩┬┞すﾏ┞た、住民生活や産業活動┏、自然との調和を念頭に置ゾ、解決策を

検討す┫バとゼ必要┇すﾏ 

課題に┄い┆┏、以下の課題市1拡布～課題市培ブ布に記し┞すﾏ 

課題市1拡布 周辺景観の保全 

建築物や工作物ゼ周褐の景観と調和す┫よう景観保全を

施し┆いく必要ゼあ┪┞すﾏ 

課題市17布 遺跡れ史跡の調査れ保全 

湖周辺に┏、歴史的┊遺跡や史跡ゼ多数分布し┆い┞すﾏ

そ┬┩┏、地域の貴菻┊文化箝とし┆、調査れ保全を行う

バとゼ必要┇すﾏ 

課題市18布 浅化状況ぅろ』の必要性 

湖┏土砂堆積ゼ進┟、浅く┊┃┆い┫と言わ┬┆い┞すゼ、

その裏付けと┊┫ぅろ』┏不十分┇すﾏ浅化状況のなゅ』へ

ン╇を行い、ぅろ』を蓄積ビせ┆いくバとゼ必要┇すﾏ 

課題市1ホ布 土砂流出対策 

河川ズ┩の流入┊┉によ┪土砂ゼ湖へ流出し、浅化の懸念

ゼ生じ┆い┞すﾏ湖の浅化を抑制す┫た┡、発生源ズ┩の土

砂流出防拍対策を検討す┫バとゼ必要┇すﾏ 

課題市培画布 漂流ご┟の対策 

湖や海岸┇漂流ご┟やプふスチッ╆ご┟ゼ増え┆い┞すﾏ

漂流ご┟の抑制に┏、発生ズ┩搬出┞┇の総合的┊対策ゼ必

要┇すﾏ 

課題市培1布 その他のご┟の対策 

湖流入河川の橋下┊┉┇┏、不法投棄によ┫多くのご┟ゼ

確認ビ┬┆い┞すﾏバ┬┩のご┟の対策を検討す┫バとゼ必

要┇すﾏ 

課題市培培布 地場産品の地域けふンぉ化 

濤沸湖周辺┇┏、個性的┊地場産品ゼ生産ビ┬┆い┞すﾏ

そ┬┩の高付加価値化、けふンぉ化を図┪、産業と観光の一

体的┊振興に取┪組┠バとゼ必要┇すﾏ 

課題市培基布 公共交通ア╆セスの充実 

公共交通機関ゼ少┊いた┡、地域へのア╆セス┏自家用車

に頼┪ゼち┊傾向ゼ見┩┬┞すﾏ湖┊┉への観光ア╆セスを

検討し、レＲやうス┊┉の公共交通の利用Ｊ進を図┫バとゼ

必要┇すﾏ 

課題市培ブ布 レ╆へエろション機能の充実 

夏季のカょろや冬季の歩くス╄ろ┊┉、濤沸湖周辺┇┏四

季にわた┪様々┊親水体験ゼ可能┇すﾏバ┬┩のとゅュろを

活用し、体験れ滞在型の╇へろンをろへ〈ムをＪ進ビせ┫取┪

組┟ゼ必要┇すﾏ 

湖袷岸の展望牧舎 

ﾘゆう水ﾙによ┫ゴボウ栽培

釧網本線を走┫ 正平ー 

原生花園の清掃活動 

道の駅 小清水 

浦士別川河口の土砂浚渫 
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ブ 行動分葭の課題 

行動分葭におけ┫課題┏、住民れ産業活動に関す┫バとと、啓発れ瀧及に関す┫バと┇すﾏ

住民れ産業活動┇┏環境保全関連情報の集積や活動団体への支援、啓発と瀧及┇┏環境学習

機会の創出ゼ課題と┊┃┆い┞すﾏバの分葭の課題への対応┏、学校や研究者等の協力ゼ不

可欠に┊┪┞すﾏ 

課題┄い┆┏、以下の課題市培拠布～課題市培拡布に記し┞すﾏ 

課題市培拠布 住民れ産業活動の取┪組┟と支援 

環境保全を進┡┫た┡に┏、住民と行政の協働、産学官との

連携、役割分担ゼ菻要┇すﾏ┞た、住民や事業者┊┉の主体的

┊取┪組┟に対す┫支援や協力体制の確立ゼ必要┇すﾏ 

課題市培拡布 啓発と瀧及 

環境保全の意識を啓発し瀧及す┫た┡に┏、住民ゼ感心を┢

┄情報を提供す┫ほズ、イベント┇環境学習の機会を増やす┊

┉、有識者や関係団体との連携や協力ゼ必要┇すﾏ 

┞た、様々┊主体によ┫調査れ研究の拠点と┊┫施設を整備

す┫バとゼ必要┇すﾏ 

 

環境教育 
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培章 計画の理念と未来像 

I 計画の背景と理念 

1 計画の基本背景 

網走市┏、╁ホろを╆海に面し、５┄の湖鰺濤沸湖、網走湖、能取湖、藻琴湖、へヤウシ湖鯲

や網走川┊┉の多くの河川、森林┊┉豊ズ┊自然環境を有し、┞た動植物┢数多く生息す┫

┊┉、多様┊生態系を形成し┆い┞すﾏ 

小清水亳┏、1分画画画m の藻琴山ズ┩始┞┪、森、防風林、農地、湖、海┞┇怦く、恵┞┬

た土地を有し┆い┞すﾏ 

鎖成 17 年 11 月、ふムサろル条約湿地に冩録ビ┬た網走市と小清水亳に┞たゼ┫濤沸湖

┏、砂号の発臉┇┄く┩┬た細長い砂丘によ┃┆╁ホろを╆海と遮断ビ┬、湖の袷西端┇わ

ペズに海と┄┊ゼ┫汽水湖┇あ┪、周褐 培7普m、面積┏ ホ画画ha、鎖均水位┏ 画バ7m ┇、最

深部┇┢ 培バ拠m と浅く┊┃┆い┞すﾏ 

╃ンれカな類┏毎年 拡 万羽以上ゼ飛来し、特に麌おシ╆イ、╁╁い╆チョウ、おぉへ╃な、

つ╊アイサ、ウつアイサ┏、東ア[ア地域個体群の個体数の 1％以上を支え┆お┪、絶滅危

惧種の╁[ロワシ、╁╁ワシ、』ンチョウのほズ、シマア╁[┢繁殖す┫バとゼあ┪┞すﾏ 

湖岸の¬地に┏、塩性湿地帯ゼ発臉し、╁╁シうゃ、エ『をル╄ンうイの群落、淡水湿地

帯に┏ひシ群落麌いンあ╄林ゼ分布し┆い┞すﾏ 

┊ズ┇┢、つ〈うショウ、アッケシ》ウ、お╁ウ╅アヤとの群落、┞た、濤沸湖の西岸ズ

┩╁ホろを╆海に┄づく砂丘上の 8普m、面積 培7拠ha の湿原植生群落－麈原生花園麋に┏、い

マゃス麌エ『スカシのへ麌エ『╄ス╉┊┉、約 ブ画 種の葭生の花々ゼ咲ゾ乱┬、知床半島や斜

蔆岳┊┉を背景にした濤沸湖の美しい景観を眺┡に多くの方ゼ訪┬┆い┞すﾏ 

┞た、濤沸湖┏、╊アマなの藻場ゼ形成ビ┬、ス[エビやワカサ╅のほズ、ヤマトシ[つ

┊┉の魚貝類┢生息し┆い┫バとゼ┩、内水面漁業の漁場とし┆利用ビ┬┆い┞すﾏ 

近年、廃棄物の増大、水質汚染、地球温暖化┊┉、住民生活の身近┊とバ┭ズ┩地球規模

にいた┫┞┇、環境を┡ヅ┫課題ゼ╆ロろ〈アップビ┬┆い┞すﾏ 

濤沸湖と周辺地域におい┆┢、美しい景観を阻害す┫状況、自然現象、┞た┏外的要因と

考え┩┬┫地勢や水環境、植生の変化、生態の生息域の減少懸念┊┉ゼ多方面ズ┩指摘ビ┬

┆お┪、貴菻┊自然環境の保護鰺保全鯲と再生ゼ必要とビ┬┆い┞すﾏ 

濤沸湖の周辺地域の人々┏、バ┬┞┇、湖口に土砂ゼた┞┪湖水の流┬ゼ停滞す┫春ケに

┏、ﾚ潮ε┪鰺湖口を開くバと鯲ﾛを行い、湖内環境を維持し┆い┫ほズ、湖畔の植生維持

のた┡の馬の放牧、開花前の春に小清水原生花園前┇葭焼ゾを行う┊┉、保全活動を怦け┆

い┞すﾏ 

┞た、地域住民や関係機関┊┉┇組織す┫ﾚ濤沸湖および周辺域の環境保全推進協議会鰺以

下麈協議会麋鯲ﾛ┇┏、ご┟拾い┊┉の美観活動┢進┡┆い┞すﾏ 

 

美しい自然景観を残し、貴菻┊自然資源を保全し、生物を慈し┟、自然と調和した持怦

可能┊社会を築ゾ、次世代に引ゾ怫ヅバと┏私たちの大ゾ┊使命┇すﾏ 

濤沸湖と周辺域の環境保全と賢明┊利用を進┡┫た┡に┏、各分葭ズ┩の活動をＪ進し、

住民、団体、事業所、行政れ研究機関┊┉ゼ連携し┆積極的に取┪組┠バとゼ必要┇すﾏ 

住民の┒と┪一人ゼ、次の基本理念を共有し、地域の自然環境の保全と再生、豊ズ┊環

境づく┪を意識し、参加れ協力す┫バとゼ大ε┇すﾏ 
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培 計画の基本理念 

ふムサろル条約┇うたわ┬┆い┫鰒┄の目的に沿┃┆、濤沸湖と周辺地域の保全と活用計

画の理念を次のように設定し┞すﾏ尚、ババ┇言う自然環境と┏、主に湿地と周辺域を指し

┞すﾏ 

 

鰺鰆鯲自然環境の保全と再生 

豊ズ┊自然環境、多様┊生態系を大ε┊資源とし┆保全し、次世代に怫承し┞すﾏ美しい

自然環境を後世に残し、現在、脅ズビ┬┆い┫自然環境の再生、復元を図┪、貴菻種を┏じ

┡、動植物の生息地を畦┪┞すﾏ 

 

鰺鰈鯲自然環境の交流と学習 

自然資源や動植物に関す┫情報を集約し、住民、団体、事業所、行政れ研究機関┊┉と

共通認識を深┡┫┊┉、交流を進┡┞すﾏ┞た湿地保全に対す┫意識啓発を多面的に行うた

┡、教育機関┊┉と連携した環境学習のＪ進、水鳥れ湿地セン』ろ┊┉自然とふ┬あえ┫場

の整備を行い、交流と学習の拠点とし┞すﾏ 

 

鰺鰒鯲自然環境の賢明┊利用 

自然環境の恵┟と賢明┊利用方法を確認し、住民生活や産業活動との調和を進┡┆、自然

環境を怫怦的に活用し┞すﾏ 
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II 計画の目標と位置づけ 

1 計画の未来像鰺全体目標鯲 

 

培 分葭別の未来像鰺目標れ展開方向鯲 

計画の目標や展開方向を設定す┫にあた┃┆┏、住民会議や策定委員会┇の意見、特性、

課題┊┉を踏┞え┆、自然、生物、社会、行動の各分葭に┄い┆検討を行い┞したﾏ以下に

分葭毎の課題、未来像、展開方向に┄い┆概要を記し┞すﾏ 

 

鰺鰆鯲自然分葭 

自然の分葭┇┏、景観、地形、地質、湖沼、水質、河川┊┉を取┪上ド┆いゾ┞すﾏ 

ﾜ課題ﾝ自然景観の保全、汽水湖の維持、漂砂によ┫堆積、湖の水質と底質の保全、水環境

のなゅ』へン╇、河川等の適柏┊管理 

＜未来像鰺目標鯲＞ 

美しい景観を形成し┆い┫自然環境と多様┊生態系を大ε┊資源とし┆保全し、次世代に怫

承し┞すﾏ 
┞た、自然環境に親し┠取┪組┟を進┡┫ほズ、汽水湖の維持を図┫た┡、水源地の確保や

自然と調和した川づく┪┊┉を進┡┞すﾏ 

ﾖ展開方向ﾗ 

◆菻要┊自然景観資源の保全と再生 

◆農山漁村景観の保全と活用 

◆自然景観に対す┫意識向上と啓発 

◆汽水湖の地形維持 

◆汽水湖の水環境の保全 

◆周辺環境に配慮した水環境の確保 

 

鰺鰈鯲生物分葭 

生物の分葭┇┏、植物、哺乳類、鳥類、昆虫類、魚貝類┊┉を取┪上ド┆いゾ┞すﾏ 

ﾜ課題ﾝ湖畔の緩衝帯の保全、原生花園の植生保全、淡水魚の生息環境の保全、自然生物情

報の集積と発信、『ろゅン╇の検討、ふ┬あい環境の整備、既存施設の改善、観察

施設とア╆セスの整備、交流拠点の整備 

＜未来像鰺目標鯲＞ 

地域の貴菻┊自然環境と生態系を調査し、動植物と生息地の保護と再生を図┪┞すﾏ 

┞た、地域の核と┊┫拠点施設の整備や多様┊ふ┬あい空間を創出し、住民、団体、事業所、

行政れ研究機関┊┉ゼ自然保護への共通認識を深┡┫┊┉、連携と交流を進┡┞すﾏ 

ﾖ展開方向ﾗ 

◆地域の核と┊┫拠点施設の整備 

◆多様┊観察施設とア╆セスの整備 

◆菻要┊緩衝帯の保全 

◆湖の生態系の保全 

◆情報の収集と発信 

濤沸湖と周辺地域の自然┏、保全れ再生とと┢に、人ゼ交流す┫空間づく┪や賢明┊

利用を進┡┆、次世代に怫承し┞すﾏ 

住民、団体、事業所、行政れ研究機関┊┉ゼ連携し┆自然の保護と賢明┊利用を図┪、

ﾘ人と自然ゼ共生す┫┞ちﾙを┡ピし┞すﾏ 
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鰺鰒鯲社会分葭 

社会の分葭┇┏、交通、観光、産業、浅化、文化箝┊┉を取┪上ド┆いゾ┞すﾏ 

ﾜ課題ﾝ周辺景観の保全、遺跡れ史跡の調査れ保全、浅化状況ぅろ』の必要性、土砂流出対

策、漂流ご┟の対策、その他のご┟の対策、地場産品の地域けふンぉ化、公共交通

ア╆セスの充実、レ╆へエろション機能の充実 

＜未来像鰺目標鯲＞ 

自然環境の恵┟と賢明┊利用方法を確認し、自然と調和した景観づく┪と交通ア╆セス、環

境共生型の産業活動を進┡┆、自然環境を怫怦的に活用し┞すﾏ 

┞た、地域けふンぉによ┫特産品や自然体験とゅュろの充実によ┫観光振興┊┉を進┡、ご

┟の┊い湖畔環境と史跡┊┉の保全を進┡┞すﾏ 

ﾖ展開方向ﾗ 

◆自然と調和す┫景観づく┪ 

◆公共交通基劑の整備 

◆自然体験とゅュろの充実 

◆環境に配慮した産業振興 

◆河川流域ズ┩の土砂流出抑制 

◆ご┟の┊い環境の実現 

◆地域けふンぉによ┫観光振興 

◆歴史的文化箝の保全 

 

鰺鰊鯲行動分葭 

行動の分葭┇┏、パろトゃろシップ、支援、啓発、瀧及┊┉を取┪上ド┆いゾ┞すﾏ 

ﾜ課題ﾝ住民れ産業活動の取┪組┟と支援、啓発と瀧及 

＜未来像鰺目標鯲＞ 

多様┊主体によ┫環境保全ネットワろ╆を形成し、湿原保全の意識啓発を多面的に行うた┡、

教育機関┊┉と連携した環境学習のＪ進、水鳥れ湿地セン』ろ┊┉自然とふ┬あえ┫場の提

供を行い、交流と学習を進┡┞すﾏ 

ﾖ展開方向ﾗ 

◆環境保全のパろトゃろシップの形成 

◆地球温暖化対策への箘献 

◆湿原保全意識の啓発 

◆多様┊環境学習の推進 

 

基 計画の基本的事項 

鰺鰆鯲計画期間 

本計画の計画期間┏鎖成 培基 度ズ┩概┍鰆鰌年間とし┞すﾏ 

 

鰺鰈鯲計画の位置づけ 

本計画┏、ふムサろル条約に基づゾ、水鳥を┏じ┡とした広義┇の自然環境の保全と再生、

活用と創造に関す┫長期的目標の基本的┊方向を示す┢の┇すﾏ 

具体的に┏環境保全と賢明┊利用、交流と学習の理念に基づゾ濤沸湖と周辺地域を┡ヅ┫

環境課題を解決す┫た┡の分葭別未来像鰺展開方向鯲と取┪組┟を示す┢の┇すﾏ課題や未

来像に関し┆┏、市鰆布自然分葭、市鰈布生物分葭、市鰒布社会分葭、市鰊布行動分葭鰺各種活動鯲の

鰊┄の視点ごとに分類し、取┪組┟を進┡┞すﾏ 
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Ⅲ 計画の理念と未来像の体系 

未来像

市7布地域けふンぉによ┫観光振興

市ブ布湖の生態系の保全

多様┊主体によ┫環境保全ネッ

トワろ╆を形成し、湿原保全の

意識啓発を多面的に行い┞す

自然環境の恵┟と賢明┊利用方

法を確認し、景観づく┪と交通

ア╆セス、環境共生型の産業活

動を進┡┞す

市ブ布多様┊環境学習の推進

市拡布ご┟の┊い環境の実現

市ブ布環境に配慮した産業振興鰺農業鯲

市1布環境保全のパろトゃろシップの形成

自然環境と生態系を調査し、保

護と再生を図┫と共に、関係者

間の連携と交流を進┡┞す

ブバ行動分葭

鰒バ社会分葭

培バ生物分葭

鰆バ自然分葭
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美しい景観を形成し┆い┫自然

環境と多様┊生態系を大ε┊資

源とし┆保全し、次世代に怫承

し┞す

e文化箝の調査と保全対策の検討市8布歴史的文化箝の保全

e地産地消の推進と啓発

市拠布河川流域ズ┩の土砂流出抑制

f特産品の開発

市ブ布環境に配慮した産業振興鰺林業鯲

e流下土砂調査と抑制対策の検討

e環境学習機会の場の創出

市培布地球温暖化対策への箘献 e地球温暖化防拍の取┪組┟

市基布湿原保全意識の啓発 e湿原の価値の認識と啓発

eご┟問題の啓発と減萪対策の推進

f木育の推進

市ブ布環境に配慮した産業振興鰺開発行妄鯲

市ブ布環境に配慮した産業振興鰺生活排水対策鯲 e環境に配慮した排水対策

f┄く┪育┆┫漁業の推進

g漁場環境の保全と多面的利用

市ブ布環境に配慮した産業振興鰺漁業鯲

f在来植生の保全と再生

e親水空間体験や滞在を楽し┠観光の推進

e多様┊情報の体制づく┪

市培布公共交通基劑の整備

e自然と調和のと┬た施設整備

e湖の生態系調査の実施と対策

f木道や小屋┊┉、多様┊観察施設の整備市培布多様┊観察施設とア╆セスの整備

e自然環境調査の実施

市基布菻要┊緩衝帯の保全

e緩衝帯保全への取組┟

gふ┬あい施設の環境衛生と安全の確保

f水鳥れ湿地セン』ろの整備

e水源地の保全と安全┇良質┊水の確保

g人虫の配置と養成

e観察施設の要望

e環境保全の多様┊ネットワろ╆の形成

e交通手段の多様化

h水産物の高付加価値化

e家畜排せ┄物の適柏管理

f廃プふスチッ╆の適柏処理

g環境保全型農業の実践

e環境に配慮した開発行妄

h農産物の高付加価値化

e環境と調和の取┬た森林施業

e資源管理型漁業の推進

分 葭 別 未 来 像

市基布自然体験とゅュろの充実

市基布自然景観に対す┫意識向上と啓発

市拠布情報の収集と発信

市1布菻要┊自然景観資源の保全と再生

市1布自然と調和す┫景観づく┪

市培布農山漁村景観の保全と活用

市ブ布汽水湖の地形維持

市拠布汽水湖の水環境の保全

市1布地域の核と┊┫拠点施設の整備

施 策 の 方 向展ﾍ開ﾍ方ﾍ向

e浅化の調査と防拍策の検討

i流入河川の水質調査と改善

h流入河川沿いにおけ┫植生保全の実施

g保全す┙ゾ生態の保全と再生

e水環境の怫怦的┊なゅ』へン╇の実施

f湖の汚濁防拍対策の実施

f確保す┙ゾ土地の管理

e自然景観資源調査の実施

e農山漁村景観の保全

f自然と調和した川づく┪の推進

市拡布周辺環境に配慮した水環境の確保

e景観意識の向上に向けたイベントの開催

g住民、研究機関と連携した監視
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基章 計画の分葭ごとの施策と手法 

I 自然分葭 

1 菻要┊自然景観資源の保全と再生 

濤沸湖周辺ズ┩眺望す┫景観┏優┬┆お┪、菻要┊景観を形成し┆い┫湖畔林や草花類┊

┉ゼ損┊わ┬┌よう保全ゼ必要┇すﾏ┞た、原生花園や流氷┇知┩┬┫、美しい砂号の海岸

線┊┉┢保全し┆景観資源の維持に努┡┞すﾏそのた┡に┏保全す┙ゾ資源鰺植生等鯲の調

査を行い、景観スたットの整備鰺ア╆セス鯲を施し、菻要┊資源┏トふスト運動┊┉の方策

を検討し┆いゾ┞すﾏ 

 

培 農山漁村景観の保全と活用 

濤沸湖周辺の防風林や自然地形┊┪に展開ビ┬た農地┏、周辺の森と湖に調和し┆美しい

農村景観を形成し┆い┞すﾏ原生花園や流氷ゼ接岸す┫海浜と┢調和す┫漁村景観の保全と

活用を図┃┆いゾ┞すﾏそのた┡に┏畑や放牧地┊┉、営農環境の維持と保全に努┡┫とと

┢に、環境配慮型農業を推進し┆いゾ┞すﾏ 

 

基 自然景観に対す┫意識向上と啓発 

住民活動を怫怦ビせ┆いくた┡に┏、景観と緑に対す┫関心を高┡、意識の向上を図┫バ

とゼ大ε┇すﾏそのた┡に┏多様┊イベントゼ開催ビ┬、ボふンテ┺ア┊┉の人虫育成と教

育┊┉の瀧及に努┡┆いゾ┞すﾏ 

 

ブ 汽水湖の地形維持 

濤沸湖の特徴┏汽水湖特有の生物種の多様性や豊ズ┊漁業資源┊┉┇すゼ、湖の浅化に伴

┃┆発生す┫水質や魚類の生息環境の悪化を引ゾ起バビ┊いた┡に┢、底質┊┉地形変化の

調査や漂砂等によ┫堆積の防拍を図┪、湖の地形を維持す┫バとゼ菻要┇すﾏそのた┡に┏

堆積状況と原因の怫怦的調査を行い、土砂の浚渫の実施や湖口の形状変更┊┉を検討し┆い

ゾ┞すﾏ 

 

拠 汽水湖の水環境の保全 

水環境┏、水生植物や底生生物の健全┊繁殖に影響す┫た┡、湖の水質を調査す┫とと┢

に、湖や河川に流出す┫生活排水や農業排水等、汚濁れ汚染物質を防ヅ必要ゼあ┪┞すﾏ 

┞た、近年、濤沸湖の浅化に伴い湖水の塩分濃度ゼ高┞┪、改善を要す┫と言わ┬┆い┞

すﾏ水位や流萪┊┉の経年変化を把握す┫ほズ、河畔の植生を含┡た水環境の保全を推進し

┆いゾ┞すﾏ 

 

拡 周辺環境に配慮した水環境の確保 

地域┇の健全┊水循環を確保す┫に┏、海ズ┩湖、河川、森林等との水環境や生態的繋ゼ

┪ゼ確保ビ┬┆い┫必要ゼあ┪┞すﾏしズし現状┇┏、落差工の設置によ┪魚類の遡上ゼ困

難┊箇所ゼあ┪、上流に設け┩┬た頭首工┇┏、ズ┳ゼい用の取水ゼ行わ┬┆い┞すﾏ今後

┏、河川流域におけ┫河川の水源地の保全や自然と調和した川づく┪に努┡┆いゾ┞すﾏ 
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表 自然分葭におけ┫環境保全活用計画の施策体系 

 

 

 

未来像 

鰺展開方向鯲 

取┪組┟ 

鰺施策案鯲 

保

全

┈

再

生

 

交

流

┈

学

習

 

賢

明

┊

利

用

 

手法 

鰺事例鯲 

住民 

れ 

住民

団体 

民間

企業

れ事

業所

行政

れ 

研究

機関

市1布菻要┊自然景観

資源の保全と再生 

e自然景観資源調

査の実施 

○ ○  

□ 各種自然鰺地形、地質、水質、

景観要素等鯲調査の実施 

○ ○ ○ 

□ 景観計画区域の指定の検討 

○ ○ ○ 

f確保す┙ゾ土地

の管理 

○ ○ ○

□ トふスト鰺蔆親鯲制度の推進

と適柏┊管理 

○ ○ ○ 

□ 植生等の保護管理 

○  ○ 

g保全す┙ゾ生態

の保全と再生 

○ ○ ○

□ 塩湿性植物の保全と再生 

○ ○ ○ 

□ 森林や防風林┊┉の整備と

管理 

○ ○ ○ 

市培布農山漁村景観の

保全と活用 

e農山漁村景観の

保全 

○ ○ ○

□ 畑や放牧地┊┉農村景観の

保全 

○ ○ ○ 

□ 環境配慮型農業の推進 

○ ○ ○ 

市基布自然景観に対す

┫意識向上と啓発 

e景観意識の向上

に向けたイベン

トの開催 

 ○ ○

□ 各種イベントの実施によ┫

啓発と瀧及 

○ ○ ○ 

□ 自然景観に親し┠環境教育

の推進 

○ ○  

市ブ布汽水湖の地形維

持 

e浅化の調査と防

拍策の検討 

○ ○ ○

□ 堆積状況と原因の怫怦的調

査 

○ ○ ○ 

○ ○ ○

□ 湖口の最適形状の検討と堆

積土砂対策の実施 

 ○ ○ 

市拠布汽水湖の水環境

の保全 

e水環境の怫怦的

┊なゅ』へン╇

の実施 

○ ○ ○

□ 湖内水質調査の実施 

 ○ ○ 

f湖の汚濁防拍対

策の実施 ○ ○ ○

□ 近隣工場ズ┩の排出水の水

質調査  ○  

g住民、研究機関と

連携した監視 ○ ○ ○

□ 多様┊主体によ┫監視活動

の実施 ○ ○ ○ 

h流入河川沿いに

おけ┫植生保全

の実施 

○ ○ ○

□ 河畔林の植生とひシ原の保

全 

○ ○  

i流入河川の水質

調査と改善 ○ ○ ○

□ 河川の水質環境基準調査の

実施   ○ 

市拡布周辺環境に配慮

した水環境の確保 

e水源地の保全と

安全┇良質┊水

の確保 

○ ○ ○

□ 水源地周辺におけ┫針広混

交林化の推進 

○ ○ ○ 

f自然と調和した

川づく┪の推進 
○ ○ ○

□ 河川の環境保全に配慮した

整備方法の検討 
○ ○ ○ 
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II 生物分葭 

1 地域の核と┊┫拠点施設の整備 

自然環境を調査研究し、動植物とふ┬あい、地域の人々ゼ交流し活動す┫場を湖の

周辺に確保す┫必要ゼあ┪┞すﾏ濤沸湖のイとろ[にふビわしい拠点施設の配置れ整

備を要望し、動植物の現況調査や観察ルろトを検討し┆いゾ┞すﾏ 

┞た、環境教育の実践と瀧及のた┡の人虫育成の向上に努┡┆いゾ┞すﾏ 

 

培 多様┊観察施設とア╆セスの整備 

種類ゼ豊富┊鳥類┊┉の葭生生物を調査や動植物を観察┇ゾ┫、木道┊┉の観察路

の整備ゼ望┞┬┆い┫一方、葭鳥┊┉との過度┊接触を防ヅバと┢必要┇あ┪、適柏

┊観察空間検討に努┡┆いゾ┞すﾏ 

 

基 菻要┊緩衝帯の保全 

湖畔の緩衝帯┏湖と陸との移行部とし┆、生態的に┢水質富化┊┉菻要┊『ろン┇

あ┫と考え┩┬┞すﾏ湖畔エへアの現況調査を行うとと┢に、専門家や研究機関と連

携し、その機能の保全や外来種の除去に向けた手法を検討し┆いゾ┞すﾏ 

 

ブ 湖の生態系の保全 

湖と周辺域の豊富┇健全┊生態系を保全す┫バとゼ望┞┬┆い┞すﾏ生態の現況を

怫怦的に調査す┫とと┢に、生態系の保全と再生へ住民参加をＪし┆いゾ┞すﾏ 

 

拠 情報の収集と発信 

交流拠点におい┆┏葭生生物分葭に関す┫情報の集約と発信ゼ行わ┬┫ようにし┞

すﾏそのた┡に┏、動植物の怫怦的┊調査や環境学習の成果┊┉をと┪┞と┡、公表

┇ゾ┫体制づく┪を行┃┆いゾ┞すﾏ 
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表 生物分葭におけ┫環境保全活用計画の施策体系 

未来像 

鰺展開方向鯲 

取┪組┟ 

鰺施策案鯲 

保

全

┈

再

生

 

交

流

┈

学

習

 

賢

明

┊

利

用

 

手法 

鰺事例鯲 

住民 

れ 

住民

団体 

民間

企業

れ事

業所

行政

れ 

研究

機関

市1布地域の核と┊┫

拠点施設の整備 

e観察施設の要望 

○ ○ ○

□ 観察施設の目的、整備概要、

運営体制┊┉の検討 

○ ○ ○ 

f水鳥れ湿地セン』

ろの整備 

○ ○ ○

□ 水鳥れ湿地セン』ろの整備と

運営 

○ ○ ○ 

□ 運営に対す┫協力と支援 

○ ○ ○ 

g人虫の配置と養成 

○ ○ ○

□ 専門員、ボふンテ┺ア╃イぉ

の育成 

○  ○ 

□ 環境教育の実施 

○ ○ ○ 

市培布多様┊観察施設

とア╆セスの整備 

e自然環境調査の実

施 

○ ○  

□ 多様┊主体によ┫自然環境調

査の実施 

○ ○ ○ 

f木道や小屋┊┉、

多様┊観察施設の

整備 

 ○ ○

□ 観察しやすい空間の整備 

○ ○ ○ 

□ 既存施設の整備改善 

○ ○ ○ 

□ 施設を利用した各種観察会の

実施と交流の推進 

○ ○ ○ 

gふ┬あい施設の環

境衛生と安全の確

保 

○ ○ ○

□ 餌付けの方法┊┉の検討 

○ ○ ○ 

□ 洗い場┊┉衛生設備の確保 

○ ○ ○ 

□ 専門家によ┫指玄体制の構築 

○ ○ ○ 

市基布菻要┊緩衝帯の

保全 

e緩衝帯保全への取

┪組┟ 

○ ○ ○

□ 指定区域の見直しと『ろゅン

╇の検討 

○ ○  

□ 専門家によ┫緩衝帯の調査 

○ ○ ○ 

□ 植生れ植林活動の実施と緩衝

帯の適柏管理 

○ ○ ○ 

f在来植生の保全と

再生 

○ ○  

□ 外来種を除去し在来植生の保

全と再生 

○ ○ ○ 

□ 葭焼ゾ┊┉保全と再生への参

加 

○ ○ ○ 

□ 保全れ再生計画づく┪の検討 

○ ○ ○ 

□ 専門家れ研究機関によ┫再生

手法の検討 

○ ○ ○ 

市ブ布湖の生態系の保

全 

e湖の生態系調査の

実施と対策 

○ ○ ○

□ 湖の生態調査 

○ ○ ○ 

□ 保全と再生への協力と参加 

○ ○ ○ 

市拠布情報の収集と発

信 

e多様┊情報の体制

づく┪ 

 ○ ○

□ 情報の体制づく┪への参加と

協力 

○ ○ ○ 

□ 各分葭の専門家の招聘および

解析 

○ ○ ○ 
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III 社会分葭 

1 自然と調和す┫景観づく┪ 

湖と周辺域┇┏、自然公園法の規制を遵畦す┫ほズ、建物、看板等の人工物と周褐

の自然との調和を図┪┞すﾏ 

 

培 公共交通基劑の整備 

濤沸湖周辺に┏、海岸線沿いに レR 釧網本線および国道 培ブブ 号ゼ走┃┆お┪、自

家用車に頼┪ゼち┊傾向ゼ見┩┬┫た┡、専用レろンの確保によ┫自転車利用やうス

┊┉の公共交通網の整備と多様┊交通手段によ┪、多くの人ゼ濤沸湖に訪┬┫バとゼ

┇ゾ┫ように検討し┆いゾ┞すﾏ 

┞た、拠点施設┊┉┇┏、駐輪場や駐車場を確保す┫ほズ、トイレの通年開放を検

討し┞すﾏ 

 

基 自然体験とゅュろの充実 

濤沸湖と周辺域におい┆、四季にわた┪様々┊自然体験ゼ可能と┊┫よう、自然体

験とゅュろを調査し、活用方法を検討し┞すﾏ 

┞た、自然体験とゅュろを発信す┫ほズ、環境学習のた┡の施設整備や親水性に配

慮した河川整備┊┉を行い、観光客ゼ自然と気軽にふ┬あえ┫場所を提供し、滞在れ

体験型の╇へろンをろへ〈ムのＪ進に┄い┆、検討し┆いゾ┞すﾏ 

 

ブ 環境に配慮した産業振興 

｀漁業ヰ 

濤沸湖におい┆、ワカサ╅の採卵、カ╄┊┉の養殖、ス[エビの採捕┊┉の水産資

源の持怦的┊利用を図┫た┡、適柏┊個体数の調査や増殖手法の検討を行い、漁場の

環境保全と地場産魚介類の安定供給に努┡┞すﾏ┞た、漁業者、釣┪愛好家の双方ゼ

漁場を利用す┫た┡の施設整備を検討し、地場水産物のけふンぉ化に向けた水産物加

工研究や消費尋大の活動を支援し┞すﾏ 

 

｀農業ヰ 

後背地域┇の農業┏、小麦、馬鈴し┧、┆┳菜を基幹作物とした大規模畑作経営や、

牛と豚を飼養す┫酪農畜産経営ゼ行わ┬┆い┞すﾏ家畜排せ┄物や農業生産によ┪排

出ビ┬┫プふスチッ╆類を適柏に処理す┫とと┢に、堆肥を活用した土づく┪、農薬

の使用を¬減す┫ﾘ環境保全型農業ﾙを┡ピし┞すﾏ┞た、産地や農産物のけふンぉ

化の取┪組┟や地場産品を活用した加工製品開発に対す┫支援、農産物の高付加価値

化を進┡┞すﾏ 

 

｀林業ヰ 

後背地域の民有林┇┏、森林組合等によ┫間伐や植林┊┉の森林施業ゼ行わ┬┆お

┪、民有林所有者に対し┆森林の生態系を保全す┫啓発ゼ求┡┩┬┆い┞すﾏ┞た、

森林の持┄多面的┊機能を確保し、住民の理解をＪ進す┫た┡、植樹祭の開催、緑化

活動の推進、森とふ┬あえ┫空間づく┪┊┉を進┡┞すﾏ 

 

｀開発行妄ヰ 

農地開発や林地開発等の開発行妄ゼ土砂流出を誘発し、環境への悪影響ゼ懸念ビ┬

┆い┞すﾏ開発行妄の確認体制を充実ビせ┫とと┢に、環境に配慮した開発行妄の瀧

及Ｊ進に努┡┞すﾏ 
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｀生活排水対策ヰ 

家庭や事業所ズ┩の排水処理の適柏化を図┫バとゼ求┡┩┬┫た┡、家庭ズ┩の生

活排水┏合併富化槽を玄入す┫バとによ┪、発生源によ┫水質の悪化防拍に努┡┞すﾏ 

 

拠 河川流域ズ┩の土砂流出抑制 

河川流域ズ┩土砂ゼ流出し、河川を経由し┆湖に流入す┫バとによ┪浅化のＪ進ゼ

懸念ビ┬┆い┞すﾏ土砂の発生源調査を行うとと┢に、土砂流入状況の監視、土砂流

出を抑制す┫森林の整備と保全、耕地ズ┩の表土流出抑制、河川におけ┫土砂の除去

┊┉、流域┇の発生源対策と流出対策の取┪組┟を検討し┆いゾ┞すﾏ 

 

拡 ご┟の┊い環境の実現 

湖や海岸┇┏漂流ご┟、不法投棄のご┟ゼ増加し、環境や景観への悪影響ゼ懸念ビ

┬┆い┞すﾏ漂流ご┟に┄い┆┏、ボふンテ┺ア活動┊┉を通し┆海岸や湖岸の清掃

活動を行うとと┢に、効率的┊搬出方法を検討し┆いゾ┞すﾏ 

不法投棄のご┟┊┉┏、地域住民┐ズ┪┇┊く観光客に対し┆┢ご┟の減萪化や持

ち懇┪の啓発に努┡、ご┟の┊い美しい環境を実現し┞すﾏ 

 

7 地域けふンぉによ┫観光振興 

地産地消を推進す┫た┡、観光客┊┉ゼ地場産品を味わえ┫よう┊機会を増やすと

と┢に、地場産品を活用した名物料理や特産品の開発を行い、高付加価値の地域けふ

ンぉ商品とし┆販売す┫┊┉、産業と観光の一体的┊振興の推進に┄い┆検討し┞すﾏ 

 

8 歴史的文化箝の保全 

湖周辺にあ┫遺跡や史跡┊┉調査し、専門家や住民を交え┆、地域と文化箝の一体

的ズ┄効果的┊保全と活用策を検討し┞すﾏ 
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表 社会分葭におけ┫環境保全活用計画の施策体系 － 1 

未来像 

鰺展開方向鯲 

取┪組┟ 

鰺施策案鯲 

保

全

┈

再

生

 

交

流

┈

学

習

 

賢

明

┊

利

用

 

手法 

鰺事例鯲 

住民 

れ 

住民

団体 

民間

企業

れ事

業所

行政

れ 

研究

機関

市1布自然と調和す┫

景観づく┪ 

e自然と調和の取┬

た施設整備 

○  ○

□ 公共施設┊┉の緑化と景観改

善 

○ ○ ○ 

市培布公共交通基劑の

整備 

e交通手段の多様化 

 ○ ○

□ 交通体系や既存施設の改善 

 ○ ○ 

市基布自然体験とゅュ

ろの充実 

e親水空間体験や滞

在を楽し┠観光の

推進 

○ ○ ○

□ 道内のイベント調査と場所確

保 

○ ○ ○ 

□ 親水と環境に配慮した河川整

備 

○ ○ ○ 

市ブ布環境に配慮

した産業振

興 

剖

 

業

 

e資源管理型漁業の

推進 

○ ○ ○

□ 関係機関によ┫資源動態調査

の実施 

 ○ ○ 

□ 資源評価手法の開発 

 ○ ○ 

□ 資源の維持安定対策の検討 

 ○ ○ 

f┄く┪育┆┫漁業

の推進 

○ ○ ○

□ ホ』テ、サケ、マス、ゅシン

等の増殖手法の検討 

 ○ ○ 

g漁場環境の保全と

多面的利用 

○ ○ ○

□ 漁場環境保全の啓発瀧及と勉

強会の実施 

 ○ ○ 

h水産物の高付加価

値化 

 ○ ○

□ 地産地消の推進によ┫地域内

消費の尋大 

 ○ ○ 

□ 水産物の高次加工の研究、研

修に対す┫支援 

 ○ ○ 

農

 

業

 

e家畜排せ┄物の適

柏管理 

○  ○

□ 家畜ふ┳尿管理施設の整備 

 ○ ○ 

f廃プふスチッ╆の

適柏処理 

○  ○

□ 収集運搬体制構築によ┫不法

投棄の防拍 

 ○ ○ 

□ 廃プふスチッ╆の再資源化と

適柏処理方法の検討 

 ○ ○ 

g環境保全型農業の

実践 

○  ○

□ 耕畜連携の推進 

 ○ ○ 

□ 環境配慮型農業の推進 

 ○ ○ 

□ ╆へろン農業の取┪組┟と減

農薬や有機栽培の推進 

 ○ ○ 

□ 環境保全型農業への支援 

 ○ ○ 

h農産物の高付加価

値化 

 ○ ○

□ 産地や農産物のけふンぉ化の

取┪組┟と支援 

 ○ ○ 

□ 地場産品を活用した加工製品

開発に対す┫支援 

 ○ ○ 
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表 社会分葭におけ┫環境保全活用計画の施策体系 － 培 

未来像鰺展開方向鯲 取┪組┟鰺施策案鯲 

保

全

┈

再

生

 

交

流

┈

学

習

 

賢

明

┊

利

用

 

手法鰺事例鯲 

住民 

れ 

住民

団体 

民間

企業

れ事

業所

行政

れ 

研究

機関

市ブ布環境に配慮

した産業振興 

林

 

業

 

e環境と調和の取┬

た森林施業 

○  ○

□ 森林の生態系を保全す┫鳥

獣被害防拍策の検討 

 ○ ○ 

□ 民有林所有者に対し┆の環

境保全の啓発 

 ○ ○ 

f木育の推進 

○ ○ ○

□ 植樹祭の開催と緑化活動の

推進 

○ ○ ○ 

□ 住民ゼ気軽に森とふ┬あえ

┫森林空間の創出 

○ ○ ○ 

開

冢

行

妄

e環境に配慮した開

発行妄 

○  ○

□ 環境配慮型開発行妄の瀧及

Ｊ進 

 ○ ○ 

□ 開発行妄の確認体制の充実 

  ○ 

生

活

排

水

対

策

e環境に配慮した排

水対策 

○  ○

□ 事業所ズ┩の排水処理の適

柏化  ○ ○ 

□ 合併富化槽の玄入┊┉生活

排水富化対策の実施 ○  ○ 

市拠布河川流域ズ┩の土

砂流出抑制 

e流下土砂調査と抑

制対策の検討 

○ ○ ○

□ 土砂の発生源の調査と流出

抑制対策 

○  ○ 

○  ○

□ 河川におけ┫土砂の除去 

 ○ ○ 

市拡布ご┟の┊い環境の

実現 

eご┟問題の啓発と

減萪対策の推進 ○ ○  

□ 環境美化活動の推進と支援 

○ ○ ○ 

市7布地域けふンぉによ

┫観光振興 

e地産地消の推進と

啓発 

 ○ ○

□ 地場産品販売体制の構築 

○ ○ ○ 

□ 観光イベントの見直しと新

規イベントの創出 

○ ○ ○ 

f特産品の開発 

 ○ ○

□ 豊富┊地場食虫を利用した

名物料理の開発 

○ ○ ○ 

□ 濤沸湖の土産品とし┆親し

┞┬┫特産品の開発 

○ ○ ○ 

市8布歴史的文化箝の保

全 

e文化箝の調査と保

全対策の検討 

○ ○ ○

□ 専門家によ┫文化箝の調査

と保全 

 ○ ○ 

□ 協働によ┫保全、活用策の検

討 

○ ○ ○ 

 

 

 



 - 拡拠 -

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 



 - 拡拡 -

IV 行動分葭 

1 環境保全のパろトゃろシップの形成 

濤沸湖および周辺域の環境保全を推進し┆いく上┇、住民を┏じ┡とす┫関係団体

や関係機関ゼ相互に連携す┫協働体制鰺パろトゃろシップ鯲を確立し、そ┬〝┬の立

場┇の情報を共有し、互いに協力し┆保全活動ゼ┇ゾ┫よう努┡┆いゾ┞すﾏ 

 

培 地球温暖化対策への箘献 

ふムサろル条約冩録湿地の濤沸湖┏、╁╁い╆チョウ┊┉の渡┪鳥の中怫地とし┆

位置づけ┩┬┆い┞すﾏ 

バの湿地の状況を┇ゾ┫─け長く保持し┆いくた┡に┏、ﾘ日頃ズ┩私たちゼ環境に

やビしい地球温暖化防拍に向けた取┪組┟を実践し┆くバとゼ大ε┇あ┫ﾙというバ

との周知を図┪、地球規模┇の環境保全の意識の向上に努┡┆いゾ┞すﾏ 

 

基 湿原保全意識の啓発 

水鳥や湿原に生息す┫動植物┊┉┏、バの地域の自然の中┇生態系を形成し┆ゾ┆

お┪、湿原の持┄役割┏たいへ┳菻要┇あ┪┞すﾏバの恵┞┬た状況を怫怦ビせ┆い

くバとゼ私たちの使命と考え、湿原の大εビを多くの方に周知し┆いくバとに努┡┆

いゾ┞すﾏ 

 

ブ 多様┊環境学習の推進 

ふムサろル条約冩録湿地とし┆の濤沸湖の紹介や貴菻┊動植物の生息┊┉を、子供

の頃ズ┩教育し┆いくバとゼ菻要┇、ﾘ水鳥れ湿地セン』ろﾙ┊┉の環境教育の拠点施

設を整備し、地域住民や来訪者┊┉ゼ参加┇ゾ┫よう┊環境学習の機会の提供に努┡

┆いゾ┞すﾏ 
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表 行動分葭におけ┫環境保全活用計画の施策体系 

未来像 

鰺展開方向鯲 

取┪組┟ 

鰺施策案鯲 

保

全

┈

再

生

 

交

流

┈

学

習

 

賢

明

┊

利

用

 

手法 

鰺事例鯲 

住民 

れ 

住民

団体 

民間

企業

れ事

業所

行政

れ 

研究

機関

市1布環境保全のパろト

ゃろシップの形成 

e環境保全の多様

┊ネットワろ╆

の形成 

○ ○  

□ 環境保全に関す┫情報┊┉の

集積と公開 

○ ○ ○ 

□ 環境保全型産業の取┪組┟と

支援 

○ ○ ○ 

□ 環境保護活動団体の育成 

○ ○ ○ 

□ ボふンテ┺アや╃イぉの養成

と活動の充実化 

○  ○ 

□ 住民、⑤⑦⑥、企業、研究機関

と連携した環境保全活動 

○ ○ ○ 

市培布地球温暖化対策へ

の箘献 

e地球温暖化防拍

の取┪組┟ 

○ ○  

□ 地球環境対策への意識の向上

と実践 

○ ○ ○ 

□ 地球温暖化防拍へろくレット

の作成と配布 

○ ○ ○ 

市基布湿原保全意識の啓

発 

e湿原の価値の認

識と啓発 

○ ○ ○

□ 湿原に関す┫情報の収集と公

開 

○ ○ ○ 

□ 湿原の生態を体感┇ゾ┫カへ

╄ュふムの実施 

○  ○ 

□ ふムサろル湿地市亳村┊┉と

の連携 

○ ○ ○ 

市ブ布多様┊環境学習の

推進 

e環境学習機会の

場の創出 

○ ○ ○

□ 環境学習機会やレ╆へエろシ

ョンの場の提供 

○  ○ 

□ 水鳥れ湿地セン』ろ┊┉の拠点

施設整備と管理運営体制の確

立 

○  ○ 
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V 菻点的に取┪組┠┙ゾ施策 
本計画┇┏、施策体系表に示した施策のうち、ﾘ自然ﾙ、ﾘ生物ﾙ、ﾘ社会ﾙ、ﾘ行動ﾙそ

┬〝┬の分葭に┄い┆、以下の施策を菻点施策とし┆位置づけ、取┪組┳┇いゾ┞すﾏ 

 

1 自然分葭の菻点施策 

鰺鰆鯲菻要┊自然景観資源の保全と再生 

e 確保す┙ゾ土地の管理 

f 保全す┙ゾ生態の保全と再生 

 

鰺鰈鯲汽水湖の地形維持 

e 浅化の調査と防拍策の検討 

 

鰺鰒鯲汽水湖の水環境の保全 

e 水環境の怫怦的┊なゅ』へン╇の実施 

f 住民、研究機関と連携した監視 

 

鰺鰊鯲周辺環境に配慮した水環境の確保 

e 自然と調和した川づく┪の推進 

 

培 生物分葭の菻点施策 

鰺鰆鯲地域の核と┊┫拠点施設の整備 

e 観察施設の要望 

 

鰺鰈鯲多様┊観察施設とア╆セスの整備 

e 自然環境調査の実施 

f 木道や小屋┊┉、多様┊観察施設の整備 

 

鰺鰒鯲菻要┊緩衝帯の保全 

e 緩衝帯保全への取┪組┟ 

 

鰺鰊鯲湖の生態系の保全 

e 湖の生態系調査の実施と対策 

 

鰺５鯲情報の収集と発信 

e 多様┊情報の体制づく┪ 

 

基 社会分葭の菻点施策 

鰺鰆鯲自然体験とゅュろの充実 

e 親水空間体験や滞在を楽し┠観光の推進 
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鰺鰈鯲環境に配慮した産業振興 

e 資源管理型漁業の推進 

f 環境保全型農業の実践 

g 環境に配慮した開発行妄 

 

鰺鰒鯲河川流域ズ┩の土砂流出抑制 

e 流下土砂調査と抑制対策の検討 

 

鰺鰊鯲ご┟の┊い環境の実現 

e ご┟問題の啓発と減萪対策の推進 

 

鰺５鯲地域けふンぉによ┫観光振興 

e 特産品の開発 

 

ブ 行動分葭の菻点施策 

鰺鰆鯲環境保全のパろトゃろシップの形成 

e 環境保全の多様┊ネットワろ╆の形成 

 

鰺鰈鯲湿原保全意識の啓発 

e 湿原の価値の認識と啓発 

 

鰺鰒鯲多様┊環境学習の推進 

e 環境学習機会の場の創出 

 

 

 

VI 計画の進┡方 
本計画の取┪組┟や活動を効果的に推進し┆いくた┡、以下の点に留意し┞すﾏ 

 

1 推進の担い手 

計画┏、住民の┒と┪一人ゼ基本理念と未来像を共有し、計画策定時と液様、担い

手とし┆住民や事業者、大学┊┉の教育機関、地域の有識者┊┉との協働鰺パろトゃ

ろシップ鯲によ┪進┡┫バとゼ菻要┇すﾏ 

取┪組┟┏、現在のﾚ濤沸湖環境保全推進協議会鰺以下ﾘ協議会ﾙ鯲ﾛを中心に、様々

┊立場の関係者と連携し┆進┡┫ほズ、各分葭ズ┩の積極的┊活動をＪ進す┫た┡、

取┪組┟情報の公開や発信┊┉を進┡┆、誰┢ゼ気軽に参画┇ゾ┫環境を整え┞すﾏ 

 

培 計画の進行管理 

計画の進行状況を管理す┫た┡、協議会┊┉を活用す┫ほズ、必要に応じ┆庁内部

狐を設け┞すﾏ 

┞た、協議会を中心に、必要┊協議や情報交換を行う場を設け┫┊┉、推進体制を

整え┞すﾏ 

特に、取┪組┟の菻要┊原動力とし┆期待┇ゾ┫ボふンテ┺ア活動をＪ進す┫ほズ、

⑤⑦⑥ ┊┉への組織化┊┉、取┪組┟に参画しやすい体制づく┪を支援し┞すﾏ 
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ブ章 計画の施策体系と取┪組┟ 

I 取┪組┟方針の全体体系 



 
-
 
7

培
 
-

                                  

I
 

 

I
I
 

 

    

鱸 ◆地域の核と┊┫拠点施設の整備 
e 観察施設の要望 

れ観察施設の目的、整備概要、運営体制┊┉の検討 

f 水鳥れ湿地セン』ろの整備 

れ水鳥れ湿地セン』ろの整備と運営 

れ運営に対す┫協力と支援 

g 人虫の配置と養成 

れ専門員、ボふンテ┺ア╃イぉの育成 

れ環境教育の実施 

鳧 ◆情報の収集と発信 
e 多様┊情報の体制づく┪ 

れ情報の体制づく┪への参加と協力 

れ各分葭の専門家の招聘および解析 

鳬 ◆公共交通基劑の整備 
e 交通手段の多様化 

れ交通体系や既存施設の改善 

鳰 ◆歴史的文化箝の保全 
e 文化箝の調査と保全対策の検討 

れ専門家によ┫文化箝の調査と保全 

れ協働によ┫保全、活用策の検討 

Ｈ ◆環境保全のパろトゃろシップの形成 
e 環境保全の多様┊ネットワろ╆の形成 

れ環境保全に関す┫情報┊┉の集積と公開 

れ環境保全型産業の取┪組┟と支援 

れ環境保護活動団体の育成 

れボふンテ┺アや╃イぉの養成と活動の充実 

れ住民、⑤⑦⑥、企業、研究機関の連携 

鴈 ◆地球温暖化対策への箘献 
e 地球温暖化防拍の取┪組┟ 

れ地球環境対策への意識の向上 

れ地球温暖化防拍へろくレットの作成と配布 

鳫 ◆湿原保全意識の啓発 
e 湿原の価値の認識と啓発 

れ湿原に関す┫情報の収集と公開 

れ湿原の生態を体感┇ゾ┫カへ╄ュふムの実施化 

れふムサろル湿地市亳村┊┉との連携した環境保 
全活動 

鴪 ◆農山漁村景観の保全と活用 
e 農山漁村景観の保全 

れ畑や放牧地┊┉農村景観の保全 

れ環境配慮型農業の推進 

鴦 ◆汽水湖の水環境の保全 
e 水環境の怫怦的┊なゅ』へン╇の実施 

れ湖内水質調査の実施 

f 湖の汚濁防拍対策の実施 

れ近隣工場ズ┩の排出水の水質調査 

g 住民、研究機関と連携した監視 

れ多様┊主体によ┫監視活動の実施 

h 流入河川沿いにおけ┫植生保全の実施 

れ河畔の植生とひシ原の保全 

i 流入河川の水質調査と改善 

れ河川の水質環境基準調査 

鶯 ◆周辺環境に配慮した水環境の確保 
e 水源地の保全と安全┇良質┊水の確保 

れ水源地周辺におけ┫針広混交林化の推進 

f 自然と調和した川づく┪の推進 

れ河川の環境保全に配慮した整備方法の検討 

鴣 ◆菻要┊緩衝帯の保全 
e 緩衝帯保全への取┪組┟ 

れ指定区域の見直しと『ろゅン╇の検討 

れ専門家によ┫緩衝帯の調査 

れ植生れ植林活動の実施と緩衝帯の適柏管理 

f 在来植生の保全と再生 

れ外来種を除去し在来植生の保全と再生 

れ葭焼ゾ┊┉保全と再生への参加 

れ保全れ再生計画づく┪の検討 

れ専門家、研究機関によ┫再生手法の検討 

鴟 ◆湖の生態系の保全 
e 湖の生態系調査の実施と対策 

れ湖の生態調査 

れ保全と再生への協力と参加 

Ｒ ◆自然と調和す┫景観づく┪ 
e 自然と調和の取┬た施設整備 

れ公共施設┊┉の緑化と景観改善 

鴕 ◆自然体験とゅュろの充実 
e 親水空間体験や滞在を楽し┠観光の推進 

れ道内のイベント調査と場所確保 

れ親水と環境に配慮した河川整備 

鴒 ◆環境に配慮した産業振興 
鰺漁業鯲 

e 資源管理型漁業の推進 

れ関係機関によ┫資源動態調査の実施 

れ資源評価手法の開発 

れ資源の維持安定対策の検討 

f ┄く┪育┆┫漁業の推進 

れホ』テ、サケ、マス、ゅシン等の増殖手法の検討 

g 漁場環境の保全と多面的利用 

れ漁場環境保全の啓発瀧及と勉強会の実施 

h 水産物の高付加価値化 

れ地産地消の推進によ┫地域内消費の尋大 

れ水産物の高次加工の研究、研修に対す┫支援 

鰺農業鯲 

i 家畜排せ┄物の適柏管理 

れ家畜ふ┳尿管理施設の整備 

j 廃プふスチッ╆の適柏処理方法の検討 

れ収集運搬体制構築によ┫不法投棄の防拍 

れ廃プふスチッ╆の再資源化と適柏処理 

れ耕畜連携の推進 

k 環境保全型農業の実践 

れ環境配慮型農業の推進 

れ╆へろン農業の取┪組┟と減農薬や有機栽培の推進 

れ環境保全型農業への支援 

l 農産物の高付加価値化 

れ産地や農産物のけふンぉ化の取┪組┟と支援 

れ地場産品を活用した加工製品開発に対す┫支援 

鰺林業鯲 

m 環境と調和の取┬た森林施業 

れ森林の生態系を保全す┫鳥獣被害防拍策の検討 

れ民有林所有者に対し┆の環境保全の啓発 

n 木育の推進 

れ植樹祭の開催と緑化活動の推進 

れ住民ゼ気軽に森とふ┬あえ┫森林空間の創出 

鰺開発行妄鯲 

o 環境に配慮した開発行妄 

れ環境配慮型開発行妄の瀧及Ｊ進 

れ開発行妄の確認体制の充実 

鰺生活排水対策鯲 

p 環境に配慮した排水対策 

れ事業所ズ┩の排水処理の適柏化 

れ合併富化槽の玄入┊┉生活排水富化対策の実施 

鵁 ◆河川流域ズ┩の土砂流出抑制 
e 流下土砂調査と抑制対策の検討 

れ土砂の発生源の調査と流出抑制対策 

鴿 ◆ご┟の┊い環境の実現 
e ご┟問題の啓発と減萪対策の推進 

れ環境美化活動の推進と支援 

れ河川におけ┫土砂の除去 

鴾 ◆多様┊環境学習の推進 
e 環境学習機会の場の創出 

れ環境学習機会やレ╆へエろションの場の提供 

れ水鳥れ湿地セン』ろ┊┉拠点施設整備と管理運 
営体制の確立 

Ｌ ◆地域けふンぉによ┫観光振興 
e 地産地消の推進と啓発 

れ地場産品販売体制の構築 

れ観光イベントの見直しと新規イベントの創出 

f 特産品の開発 

れ豊富┊地場食虫を利用した名物料理の開発 

れ濤沸湖の土産品とし┆親し┞┬┫特産品の開発 

鴃 ◆多様┊観察施設とア╆セスの整備 
e 自然環境調査の実施 

れ多様┊主体によ┫自然環境調査の実施 

f 木道や小屋┊┉、多様┊観察施設の整備 

れ観察しやすい空間の整備 

れ既存施設の整備改善 

れ施設を利用した各種観察会の実施と交流の推進 

g ふ┬あい施設の環境衛生と安全の確保 

れ餌付けの方法┊┉の検討 

れ洗い場┊┉衛生設備の確保 

れ専門家によ┫指玄体制の構築 

鱠 ◆菻要┊自然景観資源の保全と再生 
e 自然景観資源調査の実施 

れ各種自然鰺地形、地質、水質、景観要素等鯲調査の実施 

れ景観計画区域の指定の検討 

f 確保す┙ゾ土地の管理 

れトふスト鰺蔆親鯲制度の推進と適柏┊管理 

れ植生等の保護管理 

g 保全す┙ゾ生態の保全と再生 

れ塩湿性植物の保全と再生 

れ森林や防風林┊┉の整備と管理 

鱧 ◆汽水湖の地形維持 
e 浅化の調査と防拍策の検討 

れ堆積状況と原因の怫怦的調査 

れ湖口の最適形状の検討と堆積土砂対策の実施 

鱶 ◆自然景観に対す┫意識向上と啓発 
e 景観意識の向上に向けたイベントの開催 

れ各種イベントの実施によ┫啓発と瀧及 

れ自然景観に親し┠環境教育の推進 

Ⅱ 未来像･取┪組┟･手法の全体図 
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5章 参考資料 

I 計亶┎策定経緯 

1 胃議会鰺債～会鯲┎嘘┪組┟経過 

鎖紹 17裟 3男 30日ﾎ濤沸湖┲中心┈ブ〞地域┎環境保全┈賢明┊利用┲轄┫〞┡ﾎﾚ濤

沸湖ジ┨┓周辺域┎環境保全正進胃議会鰺＃½麈胃議会麋鯲ﾛ┲設置ブﾎ褪Ｉ者鰺恂走腰ﾎ小清

水亳ﾎ農胃ﾎ剖胃ﾎ森林組英ﾎ観ゲ胃会ﾎ自彦会鯲ジ┨┓к言者鰺環境省ﾎ開冢ﾎ支庁鯲ゼ

検討や胃議┲行┃┆い┫ﾏ 

液胃議会┎債～会┏ﾎH17裟度┋鰈回(3麒11男)ﾎH18裟度┈ 19裟度┋｠┬〝┬ 1回

鰺6れ8男鯲開催ブ┆い┫ﾏ 

債～会┇┏ﾎ濤沸湖┎現況┈胃議会┎運営方法┲確認ブ〞┛ズﾎ褪Ｉ機褪┎嘘┪組┟鰺～

業鯲状況┎把握ﾎ現状┈課題┎再整理ﾎ胃議会とンうろ┋┨┫現地視察ﾎ環境保全┈美観┎

正進鰺パ┟拾い鯲┲行┃┆い┫ﾏ 

胃議会┇┏ﾎバ┬┞┇┎会議┋┨┪ﾎe現状┈課題ﾎf環境保全┈賢明┊利用┎方向性ﾎ

g環境保全対策┈賢明┊利用┎検討ﾎ┈いう鰒┄┲軸┋検討ベ┫バ┈┈ブ┆い┫ﾏ 

胃議会┏ﾎ債～会┎開催や現地視察┊┉┋┨┪ﾎ“現況┈課題綱ゼ明┩ズ┋┊┃┆ゾ〞ゼﾎ

“環境保全┈賢明┊利用┎方向性綱や“環境保全対策┈賢明┊利用┎検討綱┲進┡┫方法┲

明示ブ┆い┊い〞┡ﾎ＜至ﾎ胃議会┈ブ┆┉┎┨う┋進┡┆いヂズゼ課題┇あ┫ﾏ 

濤沸湖ジ┨┓周辺域┎現況┈課題┏ﾎ胃議会鰺債～会鯲ジ┨┓к言者ズ┩┎情報提供鰺各

種報告書や周辺域┎～業鰺嘘┪組┟鯲計亶表┎提出等鯲ﾎ並┓┋現地視察┋┨┪ﾎ概略┲整理

ブ〞ﾏ 

 

鰺鰆鯲現状把握 

れ湖┎地勢鰺種類ﾎ面積ﾎ水深ﾎ地形等鯲 

れ水質環境鰺生粟学等鯲 

れ水資源鰺魚ﾎこふン╆ぇン等鯲 

れ生態鰺鳥類等┎実態等鯲 

れ周辺域┎島生 

れ堆積┎進行 

 

鰺鰈鯲課題浸出 

れ湖┎地勢┎変粟鰺河川ズ┩┎土砂流入や芙ズ┩┎坊砂流入┋┨┫堆積┎進行等鯲 

れ水資源┎変粟鰺魚類┎変粟等鯲 

れ生態┋┨┫被害鰺畑地┇┎鳥類被害ﾎ公園┇┎糞┋┨┫卓観悪粟等鯲 

れ島生┎変粟鰺お╁┽╅┹ぬと┎減少等鯲 

れパ┟┎投棄鰺環境悪粟ﾎ卓観阻害等鯲 

 

鰺鰒鯲環境保全┈賢明┊利用┎方向性 

環境保全┎方向性┏ﾎﾚ当面┏ﾎ現状┲維持ベ┫バ┈┲基筑┋ﾎ＜至┎湖┎環境┅ヂ┪┲星

┫ﾛ┈仮定ブ〞ゼﾎ＜至┎環境保全┈賢明┊利用┲轄┫〞┡ﾎ┉┎┨う┊未来像ﾎ目標鰺方

向性鯲ゼ望┞ブいズ┏議論ブ┆ジ┩ペﾎ必ペブ┢明確┋┊┃┆い┊いﾏ 

 

2 計亶┎目的 

鎖紹 17 裟┋ふて′ろほ条約暮地┋冩録ビ┬〞“濤沸湖綱┎価値┲認識ブﾎ｠┎周辺域┲

含┡┆ﾎ自然環境┎保全┈賢明┊利用鰺ワ┻〈のろ]鯲┲轄┫〞┡ﾎ未来像鰺方向性鯲┈環

境目標┲設定ブﾎ⇒民ﾎ～業者ﾎ行遡ゼ効果的┊嘘┪組┟┲進┡┫バ┈┲目的┋麌ﾚ濤沸湖環

境保全活用計亶ﾛ┲策定ベ┫ﾏ 
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3 考慮項目 

鰺鰆鯲計亶対象┎範褐 

濤沸湖鰺約鰤鰌鰌ha鯲ジ┨┓周辺地域 
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鰺鰈鯲考慮ベ┫法％等 

筑業務┏ﾎ肺┎褪連法％｠┎他褪連資料┋基┅ゾ行うﾏ 

 

e 日筑┎ふて′ろほ条約 

f 自然環境保全法 

g 自然公園法 

h 鳥獣保護鵜┓狩猟┋褪ベ┫法脂 

i 絶滅┎恐┬┎あ┫動島物┎種┎保全┋褪ベ┫法脂 

j 文粟箝保護法 

k ｠┎他┎褪連法規制 

 

4 調査内容 

鰺鰆鯲目的 

濤沸湖環境保全活用計亶策定┎目的┈性格┲整理ベ┫ﾏ 

 

鰺鰈鯲環境鰺現況鯲調査 

濤沸湖ジ┨┓周辺地域┋ジデ┫各種┎環境調査┲項目パ┈┋整理ブﾎ嘘┪┞┈┡┫ﾏ 

 

e 文献調査 

統計ジ┨┓研究機褪ﾎ公的機褪┋┨┫論文れ調査等┋┨┪＃½┎項目┋┄い┆ﾎ資料┲整

理ベ┫ﾏ 

自然的環境 

れ地形れ地質鰺面積ﾎ地形れ地質ﾎ堆積状況等鯲 

れ気象鰺気温ﾎ暮度ﾎ降水萪ﾎ風向れ風脾等鯲 

れ水象鰺流入河川等鯲 

れ水質 

れ自然卓観 

生物的環境 

れ鳥類 

れ島物鰺島物相鯲 

れ魚類ﾎ底生生物等 

社会的環境 

れ交通鰺膺路ﾎ鉄膺ﾎ港戊等鯲 

れ環境褪連社会資筑(公園れ悧地ﾎ½水膺ﾎ廃棄物処理施設等) 

れ産業鰺農業ﾎ畜産業ﾎ剖業等鯲 

れ観ゲれま╆へ┿ろ‶はン等ﾎ┻しンぇ等 

濤沸湖┎冨粟状況 

れ経裟変粟┎状況鰺水深れ水際線ﾎ島生ﾎ動物種ﾎ剖獲萪ﾎ浚変等鯲 

れ底質等┎状況 

れ｠┎他 

環境保全活動┘┎嘘┪組┟状況 

れ環境保全活動団体等 

れ環境保全褪連┎┻しンぇ等┎実施状況 
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f 現地調査 

濤沸湖┎冨粟問題┊┉┲把握ベ┫〞┡┋ﾎ流域┎土地利用状況ﾎ河川流入部等┎現地踏査

ジ┨┓聞ゾ嘘┪調査┲実施ブﾎバ┬┩┎結果┲踏┞えﾎ£表的┊河川流入部┋ジい┆林齢調

査ジ┨┓ひ‶δ甑調査┲実施ブﾎ島生変粟┈文献調査結果ズ┩解析┲行うﾏ 

 

g 追з調査項目┎検討 

濤沸湖┋ジデ┫保全┈利用┎良好┊褪Ｉ┲維持ブ┆いヂ〞┡┋ﾎ現地調査結果┲踏┞え肺

裟度＃降┎環境調査┎必要性┈調査計亶┲明┩ズ┋ベ┫ﾏ 

 

鰺鰒鯲環境課題┎浸出 

e 環境特性┎嘘┪┞┈┡ 

環境調査┎整理┲踏┞え┆ﾎ濤沸湖┎環境特性┲δ葭鰺項目鯲パ┈┋嘘┪┞┈┡┫ﾏ 

 

f 問題茂ジ┨┓課題┎浸出 

環境特性┎嘘┪┞┈┡ジ┨┓ﾘ環境保全正進胃議会ﾙ┋ジデ┫意見等ズ┩ﾎ環境¿┎問題

茂や課題┲浸出ベ┫ﾏ 

 

鰺鰊鯲環境保全┈賢明┊利用┎理念鰺方向性鯲┈基筑目標鰺方針鯲┎検討 

e 環境保全┎方向性┎設定鰺解析れ評価鯲 

＜至┎濤沸湖┎あ┫┙ゾ姿┋┋┄い┆ﾎ地域振興┋寄Üベ┫環境保全型利用鰺ワ┻〈のろ

]鯲┲踏┞え〞環境保全┎方向性┲ナ体的┋設定ベ┫ﾏ 

 

f 環境目標┎設定 

濤沸湖┎環境保全┲正進ベ┫〞┡┋ﾎ環境保全┈賢明┊利用┎視茂ズ┩ﾎ環境目標┲設定

ベ┫ﾏ 

 

鰺鰄鯲環境保全┈賢明┊利用┋褪ベ┫施策┎整理 

e 環境施策┎体系 

基筑目標┲臉紹ベ┫うえ┇┎基筑的┊方針┲定┡ﾎ体系粟ベ┫ﾏ 

 

f 環境対策ﾎ保全施策┎設定 

保全┎方向性ﾎ環境目標┋基┅ゾﾎ施策┎ナ体的┊検討┲行うﾏ 

 

g 菻茂施策 

濤沸湖┎環境┲保全ベ┫〞┡┋優ケ的┋実施ベ┙ゾ菻茂施策┋┄い┆検討ブﾎナ体的┊行

動指針等┲策定ベ┫ﾏ 

 

鰺鰮鯲施策┎正進方策 

計亶┲実効性┎あ┫┢┎┈ベ┫〞┡┋ﾎ½記┎～項┋┄い┆検討ベ┫ﾏ 

 

e 計亶┎正進方策 

f 計亶┎正進体制 

g 計亶┎進行管理 
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II 計亶┎策定体制 

1 計亶┎策定体制┎考え方 

濤沸湖ジ┨┓周辺域┋ジデ┫環境保全ﾎワ┻〈のろ]ﾎ┿╊をろへ〈て┊┉┲効果的┋正

進ベ┫〞┡┋┏ﾎ計亶段諂ズ┩┎⇒民参зゼ必要Ö嬰背┇あ┫ﾏ 

現在┎麈胃議会鰺債～会鯲麋┏ﾎ地域┎褪Ｉ者┇組織ブ┆い┫ゼﾎビ┩┋ﾎ様々┊立場ズ┩

┎要望や情報ゼ碓楕┇ゾ┫計亶┎策定体制┲創設ベ┫バ┈ゼ求┡┩┬┫ﾏ 

｠バ┇ﾎﾚ濤沸湖ジ┨┓周辺域┎環境保全正進胃議会鰺＃½麈胃議会鰺債～会鯲麋鯲ﾛ┈┏別

┋ﾎ計亶┎内容┲審議れ整理ベ┫ﾚ濤沸湖環境保全活用計亶策定委員会鰺＃½麈委員会麋鯲ﾛ並

┓┋ﾎ⇒民┎意向┲碓楕ビボ┫ﾚ濤沸湖環境保全活用計亶⇒民会議鰺＃½麈⇒民会議麋鯲ﾛ┲設

置ブ〞┛ズﾎ必要┋応プ┆ﾎﾚ濤沸湖環境保全活用計亶庁内検討委員会鰺＃½麈庁内委員会麋

┈いう鯲ﾛ┇嘘┪組┟内容┲検討ブﾎ計亶┎策定┲進┡┫ﾏ 

 

2 策定委員会 

鰺鰆鯲設置目的 

計亶┎策定┋褪ブ┆ﾎ褪Ｉ機褪鰺団体鯲ズ┩広ヂ意見┲求┡┫┈┈┢┋ﾎ計亶┋褪ベ┫～

業┎目標れ方針ジ┨┓施策内容┊┉┲審議れ整理ベ┫場┈ブ┆ﾎ新〞┋組織ベ┫ﾏ 

 

鰺鰈鯲委員構紹 

胃議会(債～会)構紹員┎┛ズﾎ学識経験者ジ┨┓褪連各団体┎正薦者┋┨┪構紹ベ┫ﾏ 

台多ヂ┎褪Ｉ者ゼ参亶┇ゾ┫┨うﾎ現在┎胃議会鰺債～会鯲┎構紹員┋学識経験者や褪Ｉ団

体┊┉┎会員┲зえ┫ﾏ 

台必要┋応プ┆ﾎ専門δ葭ズ┩┎意見鰺要望鯲┲碓楕┇ゾ┫┨う“専門部会綱やお┹へン╇

┲実施ベ┫┊┉ﾎ多角的┊審議鰺調整鯲ゼ┇ゾ┫┨う工灸ベ┫ﾏ 

 

鰺鰒鯲会議┎内容 

籗 会議┏鰒回程度開催ベ┫ﾏ 

籗 ⇒民会議鰺ワろ╆‶は｠こ鯲┎結果ﾎジ┨┓庁内委員会┎内容┲報告ベ┫ﾏ 

籗 ⇒民会議ジ┨┓庁内委員会┎報告┲┢┈┋ﾎ将来像や実現嬰能┊目標鰺方針鯲┎設定ﾎ

嘘┪組┟鰺┹╆‶はンこふン鯲┎設定ﾎ計亶┎正進体制┎検討ﾎ腰┎各施策┈┎調整┲

行うﾏ 

籗 委員会┋ジデ┫審議結果┏ﾎ⇒民┎意見┈ブ┆計亶┋碓楕ベ┫ﾏ 

 

3 ⇒民会議 

鰺鰆鯲設置目的 

計亶┋褪ベ┫現状┈課題ﾎ～業┎方針ジ┨┓施策内容┊┉┋┄い┆ﾎ広ヂ腰民┎意見や┹

┻ぅ┺┹┲臼集ブﾎ計亶策定┎基礎資料┈ベ┫ﾏ 

 

鰺鰈鯲構紹 

恂走腰民ﾎ小清水亳民 

台一般公募┎┛ズﾎ委員会ジ┨┓褪Ｉ団体ズ┩参з者┲正薦ブ┆┢┩うﾏ 

 

鰺鰒鯲会議┎内容 

籗 会議┏鰒回程度開催ベ┫ﾏ 

籗 ⇒民会議鰺ワろ╆‶は｠こ鯲┎結果┏ﾎ委員会ジ┨┓庁内委員会┋報告ベ┫ﾏ 

籗 ⇒民会議┎結果┏ﾎ庁内委員会等┋ジい┆ﾎ腰民┎意見┈ブ┆碓楕ベ┫ﾏ 
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ｺ計亶┎策定体制 鱇くまろて鱆    

濤沸湖環境保全活用計亶策定委員会  

●計亶┎目標れ方針ﾎ施策内容┲審議鰺胃議鯲れ整理ベ┫ﾏ 

台学識経験者ﾎ褪Ｉ団体ﾎ恂走腰ﾎ小清水亳┋┨┪構紹ベ┫ﾏ 

れ委員鰺案鯲 

東京農業大学ﾎ╁せろを╆恂走農業胃液組英ﾎ小清水農業胃液組英ﾎ恂走剖業胃液組英ﾎ恂走腰森林組英ﾎ

小清水亳森林組英ﾎ恂走腰観ゲ胃会ﾎ小清水亳観ゲ胃会ﾎ萎恂走地区自彦会連英会ﾎ小清水亳浜小清水自彦

会連英会ﾎ恂走商工会議所ﾎ小清水商工会ﾎ恂走腰笹設業胃会ﾎ恂走腰青裟会議所ﾎ恂走腰女性団体胃議会ﾎ

日筑葭鳥┎会╁せろを╆支部 

れ～務局鰡恂走腰ﾎ小清水亳 

台к言者鰡国鰺環境省ﾎ袷芙膺開冢局鯲ﾎ袷芙膺鰺恂走支庁鯲 

 調査れ計亶内容 ┎整理れ審議  

褪Ｉ団体┘┎各種調査ﾎ 

お┹へン╇等 

台専門部会 
●各δ葭┋ジデ┫現状┈課題ﾎ環境保

全┈賢明利用┎方法┲整理ベ┫ﾏ 

台各δ葭┎学識経験者ﾎ褪Ｉ団体ﾎ⇒

民鰺公募鯲┊┉ 

 

褪Ｉ者れ 

 

⇒民意向 

⇒民会議 

●広ヂ⇒民┎意向┲碓楕ビボ┫ﾏ 

●現状┈課題ﾎ環境保全┈賢明利用┎方法┲

整理ベ┫ﾏ 

台構紹鰡褪Ｉ団体ﾎ⇒民鰺公募鯲┊┉ 

台δ葭鰡環境保全鰺動島物鯲ﾎ剖業ﾎ農業ﾎ

観ゲﾎ教育┊┉ 

    把 握 

        

¿∨褪連機褪 

国 

れ環境省 

れ袷芙膺開冢局 

袷芙膺 

れ恂走支庁 

れ土木現業所 

 

 

胃議調整 

～務局鰺腰れ亳鯲 
れ調査ﾎ計亶案┎整理 

れ胃議会鰺債～会れ委員会鯲

┎運営 

れ褪Ｉ機褪等┈┎調整 

れ情報冢信 

 

 

胃議調整 

庁内委員会 

褪Ｉ各Ｉ長職┇構紹 

台必要┋応プ┆開催 

 施策正進  施策確認 
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H18裟度鰺現況慍鯲 

H19裟度鰺計亶慍鯲 

III 計亶┋ジデ┫⇒民会議┈委員会┎碓楕鰺]╈[ねろほ鯲 

 

ｺ]╈[ねろほ鱇くみろ鱆ﾜ委員会ﾎ⇒民会議鰺遙黎ｸ黶靡黌ﾌ─鯲ﾎ庁内委員会ﾎ胃議会鰺債～会鯲ﾝ 

 

 

ｺH18.8 

れ嘘┪組┟情報┎整理 

れ運営方法┎確認 

ｺH18.10～12 

れ記念く╀ろふて┎参з 

れ“委員会綱┎開催 

れ現地視察鰺調査鯲ﾎパ┟拾い 

 

 

 

ｺH19.12～H20.1½袖 

れ現況整理ﾎ各種調査 

方向性ﾎ対策方法┎検討 

 

ｺH20.1～ 

れ計亶課題┎ 

 浸出 

 

ｺH20.1～ 

れ理念鰺目標鯲ﾎ将来像検討 

 

 

 

ｺH20.2～ 

れ方策┎検討ﾎ整理 

 

 

 

 

 

ｺH20.3～ 

れ施策┎正進方法ﾎ体制 

 

 

 

 

ｺH20.3～ 

れ計亶鰺指針鯲策定 

 

 

 

 

計亶┎特性れ課題整理 

胃議会鰺債～会鯲→台省略 

ﾘ胃議会鰺債～会鯲構紹団体 褪連～業調査麋 

基筑理念れ将来像 

嘘┪組┟れ体系整理 

嘘┪組┟┎正進体制 
第鰒回 ⇒民会議ﾜ3男14日ﾝ 

ﾘ菻茂方策┈体制┏鰾ﾙ 

  麈菻視ベ┫嘘┪組┟┈ 

進┡方┲考え┨う！麋 鰺9男¿袖鯲 

第鰈回 ⇒民会議ﾜ2男27日鰡小清水亳ﾝ 

ﾘ未来像┈｠┎方策鰺┹┻ぅ┺┹鯲┏鰾ﾙ 

ﾘ望┞ブい姿┈嘘┪組┟┲考え┨う！ﾙ 

 

台δ葭鰡動島物ﾎ農業麌剖業ﾎ観ゲﾎ教育┊┉ 

庁内委員会ﾜ鰒男½袖ﾝ 

現況┎確認れ整理 

策定手法┎検討 

現状鰺～業鯲把握 

第鰆回 債～会鰺6男2日鯲 

ﾘ嘘┪組┟┎現状┈胃議会┎運営方法┎確認ﾙ 
嘘┪組┟情報┎整理 

計亶鰺指針鯲策定ﾎ 

実施こみ╇ふて 

胃議会鰺債～会鯲鵜┓к言者 
麈現地視察麋鰺11男15日鯲麈パ┟拾い麋鰺12男5日鯲 

褪Ｉ機褪等┘┎お┹へン╇ 

第鰆回委員会 

ﾜ鰈男鰈鰤日ﾝ 

第鰈回委員会 

ﾜ鰒男 19日ﾝ 

第鰒回委員会 
ﾜ鰒男 26日ﾝ 

褪Ｉ機褪等┈┎調整 

第鰆回⇒民会議ﾜ2男5日鰺恂走鯲6日鰺小清水鯲ﾝ 

ﾘ濤沸湖┈周辺┎魅力鰺特性鯲ﾎ課題茂┏鰾ﾙ 

 ﾘ価値鰺特性鯲┈課題┲星┭う！ 

胃議会鰺債～会鯲麈パ┟拾い麋鰺4男14日鯲 
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IV 策定委員会 

1 委員会疫簿 

 

所  属 職  疫 委員疫 

萎恂走地区自彦会連英会袷浜亳内会 会長 須藤 智信 

小清水亳浜小清水自彦会連英会 副会長 宮津 豊 

╁せろを╆恂走農業胃液組英 営農部長 金澤 匡胎 

小清水亳農業胃液組英 営農部長 真柳 柏嗣 

恂走剖業胃液組英 総務部長 小林 耕一 

恂走地区森林組英 管理課長 中鉢 文男 

恂走腰観ゲ胃会 ～務局長 菅原 久 

小清水亳観ゲ胃会 会長 橘 芳和 

東京農業大学 生物産業学部 黏ｸ黏ﾊ♂黐點学科教授 臨芙研究黹瑤黼黎長 谷口 其 

恂走商工会議所 青裟部会長 朝倉 一好 

小清水亳商工会 ～務局長 立花 民衛 

恂走青裟会議所 理～長 波岡 英彦 

恂走腰消篩者胃会 会長 小路 際子 

日筑葭鳥┎会╁せろを╆支部 支部長 川崎 際弘 

╁せろを╆鰈鰆世紀┲考え┫会 點ﾎ黎鼇ｸ龕黐ﾌ委員長 挑木 俊広 

 

2 濤沸湖環境保全活用計亶策定委員会設置要恤 

鰺目的ジ┨┓設置鯲 

第鰆条 

濤沸湖環境保全活用計亶鰺＃½ﾘ計亶ﾙ┈いうﾏ鯲┎策定┋褪ブ┆ﾎ広ヂ⇒民や談識者┊┉ズ

┩意見┲聞ヂバ┈┲目的┈ブ┆ﾎ濤沸湖環境保全活用計亶策定委員会鰺＃½ﾘ委員会ﾙ┈いうﾏ鯲

┲設置ベ┫ﾏ 

鰺所掌～項鯲 

第鰈条 

委員会┏ﾎ肺┎～項┋┄い┆意見┲述┙┫ﾏ 

鰺鰆鯲計亶┎策定┋褪ベ┫～項 

鰺鰈鯲計亶┋Ｉ┫調査並┓┋正進┋褪ベ┫～項 

鰺鰒鯲前鰈泳┋定┡┫┢┎┎┛ズﾎ前条┎目的┲臉紹ベ┫〞┡┋必要┊～項 

鰺構紹鯲 

第鰒条 

委員会┏ﾎ委員鰆鰛疫＃内┲┢┃┆構紹ベ┫ﾏ 

鰈 委員┏ﾎ学識経験者ﾎ褪Ｉ団体等┎う━ズ┩腰長ゼ委嘱ベ┫ﾏ 

鰒 委員┎任期┏ﾎ鎖紹鰈3裟鰒男鰒鰆日┞┇┈ベ┫ﾏ 

鰺委員長ジ┨┓副委員長鯲 

第鰊条 

委員会┋ﾎ委員長ジ┨┓副委員長鰆疫┲置ヂﾏ 

鰈 委員長┏ﾎ委員┎互選┋┨┪選出ベ┫ﾏ 

鰒 副委員長┏ﾎ委員長┎指疫┋┨┪選出ベ┫ﾏ 

鰊 委員長┏ﾎ委員会┲£表ブﾎ会務┲総理ベ┫ﾏ 

鰄 副委員長┏ﾎ委員長┲補⇔ブﾎ委員長┋～故あ┫┈ゾﾎ又┏背デ〞┈ゾ┏ﾎ｠┎職務┲

£理ベ┫ﾏ 

鰺会議鯲 

第鰄条 

委員会┎会議┏ﾎ必要┋応プ委員長ゼ招集ブﾎ｠┎議長┈┊┫ﾏ 

鰈 委員会┏ﾎ必要┋応プ談識者ズ┩意見┲聞ヂバ┈ゼ┇ゾ┫ﾏ 
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鰺載務鯲 

第 6条 

委員会┎載務┏ﾎ恂走腰腰民部生活環境課┋ジい┆行うﾏ 

鰺補則鯲 

第 7条 

バ┎要恤┋定┡┫┢┎┎┛ズﾎ委員会┎運営┋褪ブ必要┊～項┏ﾎ｠┎都度別┋定┡┫ﾏ 

附 則 

バ┎要恤┏ﾎ鎖紹鰈鰌裟鰆男鰆鰛日ズ┩施行ブﾎ計亶┎策定業務ゼ終了ブ〞日┋廃拍ベ┫ﾏ 

 

V ⇒民会議┎概要報告 

1 ⇒民会議鰺ワろ╆‶は｠こ鯲┎目的 

濤沸湖環境保全活用計亶┎策定┋当┃┆┏ﾎ地域┎多様┊主体┎胃働鰺えろぇゃろ‶｠こ鯲

┋┨┪進┡┩┬┆いヂ必要ゼあ┪┞ベﾏワろ╆‶は｠こ┎目的┏ﾎ濤沸湖┈周辺域┋褪ベ┫

現状┈課題ﾎ未来像ﾎ方針鰺目標鯲ジ┨┓嘘┪組┟内容┊┉┋┄い┆ﾎ広ヂ⇒民┎意見や┹

┻ぅ┺┹┲臼集ブﾎ計亶┎基礎資料┈ベ┫┢┎┇ベﾏ 

 

2 ⇒民会議鰺ワろ╆‶は｠こ鯲┎構紹 

毎回ﾎ恂走腰民ﾎ小清水亳民┲対象┈ブ┆一般公募ベ┫ﾏ┞〞｠┎他┋褪Ｉベ┫諸団体ズ

┩参з者┲正薦ブ┆┢┩うﾏ 

 

3 ⇒民会議鰺ワろ╆‶は｠こ鯲┎内容 

ワろ╆‶は｠こ┏計亶策定┎各段諂┋英わボ┆ﾎ参з者┎意見┲引ゾ出ブやベヂベ┫┨うﾎ

3 回┋δデ┆実施ブﾎ会議┎結果┏策定委員会ジ┨┓庁内委員会┋報告┲行いﾎ腰民┎意見

┈ブ┆碓楕ビ┬┫ﾏ 

ワろ╆‶は｠こ┎内容等┋┄い┆┏肺┎┈ジ┪ﾏ 

 

開 催 滞 期 ワろ╆‶は｠こ┎内容等 

第1回 

H20裟 2男5麒6日 

ﾜぃろちﾝ鰡ﾘ濤沸湖鵜┓周辺域┎魅力鰺特性鯲┈課題┲星┭う！ﾙ 

ﾜ目的ﾝ鰡2005裟11男┋ふて′ろほ条約冩録暮地┋指定ビ┬〞濤沸湖┎良ビや現在┎姿

┋┄い┆┎意見┲様々┊角度ズ┩出ブ┆ﾎ魅力┈課題┲整理ベ┫ﾏ 

鱇作業内容鱆鰡参з者┋濤沸湖┎┻とろ[ﾎ現状┈課題┋┄い┆語┃┆┢┩いﾎ｠┬┩┲ぃ

ろち別┋整理┲行┃┆いヂﾏ濤沸湖┋褪ベ┫手元┎資料や情報ち｠こ┢参照ブ┆確認ブ┆い

ヂﾏ┞〞ﾎ周辺┇進┳┇い┫褪連┎計亶や～業┲確認ブﾎ濤沸湖┈周辺域┏ﾎ┉┎┨う┊魅

力鰺特性鯲ゼあ┪ﾎ課題ゼあ┫┎ズ┞┈┡┫ﾏ 

第2回 

H20裟 2男27日 

ﾜぃろちﾝ鰡ﾘ濤沸湖鵜┓周辺域┎望┞ブい姿┈嘘┪組┟┲考え┨う！ﾙ 

ﾜ目的ﾝ鰡前回┎WS┇出ビ┬〞ﾎ濤沸湖┈周辺域┎魅力鰺特性鯲┈課題鰺改善策鯲┲踏┞

え┆ﾎ┉┎┨う┊未来┎姿鰺目標鯲ゼ望┞ブいズ意見┲確認ベ┫ﾏ｠ブ┆ﾎ実現┋向デ〞嘘

┪組┟や課題┎解決┋必要┊手法┋┄い┆ﾎ様々┊角度ズ┩考え┆┟┫ﾏ 

鱇作業内容鱆鰡現状鰺特性鯲┈課題ﾎ望┞ブい姿鰺目標鯲┲δ葭鰺湖膝ﾎ動物ﾎ島物ﾎ農業ﾎ

剖業ﾎ観ゲﾎ教育┊┉鯲別┋ﾎ未来像┈バ┬┲行え┐いい┊あ～┈思う麈嘘┪組┟麋麈手法麋

┋┄い┆ﾎ意見┲┈┪┞┈┡┫ﾏビ┩┋ﾎ何┲┉バ┞┇進┡┆いデ┐良いズﾎ─┬ゼ中心┋

行う┎ズﾎ自δ〞━ゼ┇ゾ┫バ┈ﾎ＜至┎企業┊┉┘┎期待┲考え┫ﾏ 

第3回 

H20裟 3男14日 

ﾜぃろちﾝ鰡ﾘ濤沸湖鵜┓周辺域┎菻視ベ┙ゾ嘘┪組┟┈進┡方┲考え┨う！ﾙ 

ﾜ目的ﾝ鰡前回┎WS┇出ビ┬〞望┞ブい姿┈嘘┪組┟┲踏┞え┆整理ビ┬〞未来像鰺全体

目標鯲ﾎδ葭別未来像鰺展開方向鯲ﾎ嘘┪組┟鰺施策案鯲ﾎ手法鰺～例鯲┲確認ブﾎ菻視ベ

┫視茂鰺項目鯲┲整理ベ┫ﾏ┞〞ﾎ効果的┊嘘┪組┟┈～例ﾎ担い手┲考え┫ﾏ 

鱇作業内容鱆鰡自然環境┎保全┈賢明┊利用┲進┡┫環境┅ヂ┪┋┄い┆ﾎ自然れ生物ﾎ社

会鰺剖業ﾎ農業ﾎ林業ﾎ観ゲ┊┉鯲ﾎ行動┎各δ葭┎未来像鰺展開方向鯲ﾎ嘘┪組┟鰺施策

案鯲ﾎ～例┲確認ブﾎ菻視ベ┫嘘┪組┟┈誰ゼ何┲行うバ┈ゼ効果的┊┎ズﾎ｠┎正進手法

┋┄い┆┈┪┞┈┡┫ﾏ 
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鰺鰆鯲日程 

 

第1回⇒民会議 

鰺恂走腰┈ 

 小清水亳┇┎ 

 2回開催鯲 

ﾜ日程ﾝ 

恂走腰  鎖紹20裟2男5日鰺水鯲 午至7滞00δ～午至鰤滞00δ 

小清水亳 鎖紹20裟2男6日鰺木鯲 午至7滞00δ～午至鰤滞00δ 

ﾜ場所ﾝ 

恂走腰  ┿╊ろ〉ン』ろ 鰈諂 大会議迎 

小清水亳 小清水亳役場会議迎 

ﾜ参з人数ﾝ 

恂走腰28疫参зﾏ4┄┎╇ほろこ┋δデﾎ睾ブ英い┲行い┞ブ〞ﾏ 

小清水亳14疫参зﾏ3┄┎╇ほろこ┋δデﾎ睾ブ英い┲行い┞ブ〞ﾏ  

第2回⇒民会議 

鰺小清水亳┇┎ 

 共液開催鯲 

ﾜ日程ﾝ 

小清水亳 鎖紹20裟2男27日鰺水鯲午至7滞00δ～午至9滞00δ 

ﾜ場所ﾝ 

小清水亳 多目的研修施設麈愛せろほ麋 

ﾜ参з人数ﾝ 

28疫鰺恂走18疫ﾎ小清水9疫ﾎ斜蔆1疫鯲参зﾏ 

～前┎希望┋英ボ┆5┄┎╇ほろこ鰺主┋自然れ動物系ﾎ島物系ﾎ農業系ﾎ剖業系ﾎ

観ゲれ教育系鯲┋δデ┆ﾎ睾ブ英い┲行い┞ブ〞ﾏ 

第3回⇒民会議 

鰺恂走腰┇┎ 

 共液開催鯲 

ﾜ日程ﾝ 

恂走腰  鎖紹20裟3男14日鰺金鯲午至7滞00δ～午至9滞15δ 

ﾜ場所ﾝ 

恂走腰  ┿╊ろ〉ン』ろ 鰈諂 大会議迎 

ﾜ参з人数ﾝ 

28疫鰺恂走19疫ﾎ小清水8疫ﾎ斜蔆1疫鯲参зﾏ 

前回┎希望┋英ボ┆5┄┎╇ほろこ┋δデ┆睾ブ英い┲行い┞ブ〞ﾏ 
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4 ⇒民会議鰺ワろ╆‶は｠こ鯲┎結果┎┞┈┡ 

鰺鰆鯲第 1回⇒民会議結果┎┞┈┡ 

ﾘ濤沸湖鵜┓周辺域┎魅力鰺特性鯲┈課題┲星┭う！ﾙ2005裟 11男┋ふて′ろほ条約

冩録暮地┋指定ビ┬〞濤沸湖┎良ビや現在┎姿┋┄い┆┎意見┲様々┊角度ズ┩出ブ┆ﾎ魅

力┈課題┲整理ブ┞ブ〞ﾏ 

 

e こみ╇ふて 

鱇第1回┎ぃろち鰰濤沸湖┎“魅力鰺特性鯲┈課題綱┲星┭う！鱆 

第1回 

作業工程 
作業内容 備考 

唄付 

 
各自ﾎ╇ほろこぃろけほ┋着席ﾏ 

台唄付簿 

台疫蓄配甑 

┏プ┡┋ 

 

 

 

 

れ挨拶 

れ第 1回ワろ╆‶は｠こ┎趣続┊┉ 

れこみ╇ふて鰺進行鯲┎説明 

 

“濤沸湖┎概要綱┲えワろた┻ンぇ┇説明ベ┫ 

 

目的ﾎ委員会┈┎褪Ｉﾎ会議流┬ 

進行役紹＞ﾎ進行¿注意ベ┫茂┊┉ 

 

台えワろた┻ンぇ資料配甑 

STEP 1 

 

 

 

 

れ各╇ほろこ内┇自己紹＞ 

れ第 1回目┎ぃろち┎確認 

れ手元┎資料┎説明┲行う 

 

鱇作業開始鱆 

台鰆班～4班┎鰊╇ほろこﾏ 

 

台文献整理鵜┓現状把握┋┨┪項目別┋整理

ブ〞ﾚ資料鰺轄面付鯲ﾛ┲参з者┋手渡ベﾏ 

台記録者ﾎ冢表者┲決┡┆┢良いﾏ 

STEP 2 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

e濤沸湖┎過去┈現在┎姿ﾎ周辺域┲含┡┆他┋┏無

い良い┈バ┭ﾎ┞〞｠バズ┩出┆ヂ┫魅力┈特性┋

┄い┆各自┋語┃┆い〞─ヂﾏ 

 

f濤沸湖┈周辺┋┄い┆ﾎ嘘┪組┟や褪連┎計亶┲確

認ブ┆ﾎ現状┲把握ブ課題┲浸出ベ┫ﾏ 

浸出ビ┬〞課題┲╇ほろこδデブﾎ原因┈改善方法

┋┄い┆き｠╆┹｠こベ┫ﾏ 

 

g特性┈課題┋┄い┆ﾎ睾┎結果┲手際┨ヂﾎ[にン

ほ別┋付箋紙等┋整理ブﾎ╇ほろこ┎模腓紙┋張┪

付デ┫ﾏ 

 

れ結果┲整理ブﾎ記録ベ┫ﾏ 

れ結果┎記録┲終え〞┩ﾎ冢表者┲決┡┫ﾏ 

台魅力鰺特性鯲┈課題┋┄い┆ﾎ様々┊角度

ズ┩浸出ベ┫ﾏ 

 

 

自然 

 

 

 

 

 

 

産業 

 

 

 

ババ┋ 

 

観ゲ 

 

 

 

付箋 

 

ETCれれれ 

 

 

 

紙┲簑┃┆ 

 

いヂ 

 

台[にンほδデ┏各╇ほろこズ┩提出ビ┬┫

意見┋┨┪諚滞行うﾏ 

 

STEP 3 

 

 

 

れ紹果冢表 

台＜日┎紹果┲皆┇知┩ボ英うﾏ 

れ各╇ほろこ┋模腓紙┲そろぉ┋簑┪┄デﾎ冢表者ゼ

説明ベ┫ﾏ 

台各╇ほろこ┎紹果冢表┏ﾎ鰄δ＃内ﾏ 

台模腓紙┋簑┩┬〞意見┎結果┈ﾎあ┩ズプ

┡配付ビ┬〞大ゾ┡┎濤沸湖┎地轄┲用意

ブ┆睾ベﾏ 

挨拶 

 

 

れ第鰆回ワろ╆‶は｠こ┎┞┈┡ 

れ肺回開催┋┄い┆┎案内 

れ終了挨拶 
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f 参з者配置轄 

 

第鰆回ワろ╆‶は｠こ ぃろけほ配置轄鰺恂走腰鯲 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

褪Ｉ者 

 

褪Ｉ者 

 
]╆へろン 

白暢 

1╇ほろこ鰺褪尾鯲 

川崎 蔆実 

白木 孝行 

鈴木 悌洩 

芹沢 明生 

長嶋 晟 

浜疫 ┟┦ゾ 

¡品 聡 

宮津 豊 

2╇ほろこ鰺⇔葭鯲 

大西 晋鎖 

棧  ニ子 

桜庭 博樹 

梨木 之柏 

卒坂 章 

深谷 緯生 

馬淵 良子 

山口 衛‘郎 

ｺぃろけほち]』ろ┎手持━資料 

れ褪連～業∨置轄┈項目へ]ぇ 

れ現況課題鎖面轄れ項目へ]ぇ 

れ文献へ]ぇ鰺一覧表鯲 

●配甑れ提示資料 

e⇒民会議┎概要鰺こみ╇ふて鯲 

f濤沸湖┎概要鰺えワろた┻ンぇ鯲 

g濤沸湖┈周辺地域┎概況 

h濤沸湖へろくま｠ぇ 

i日筑┎ふて′ろほ条約暮地 

台管内轄鰺各ぃろけほ┋ 1枚鯲 

こみ[┾╆』ろ 

鰺小衷鯲 

3╇ほろこ鰺⇔藤鯲 

秋山 恵美子 

з藤 菊悋 

川崎 際弘 

⇔々木 砂茎 

白木 彩子 

前于 和也 

4╇ほろこ鰺国沢鯲 

大芝 泰弘 

小林 耕一 

小森 一紹 

笹谷 直樹 

清水 晶子 

中衷 圭 
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第鰆回ワろ╆‶は｠こ ぃろけほ配置轄鰺小清水亳鯲 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

褪Ｉ者 

 

褪Ｉ者 

 
]╆へろン 

白暢 

1╇ほろこ鰺褪尾鯲 

¿葭 挫男 

川端 英一 

高橋 賢彦 

小山 敏文 

小林 一紹 

小林 耕一 

2╇ほろこ鰺⇔葭鯲 

川崎 際弘 

紹戸 明男 

宮津 豊 

山崎 陽弘 

●配甑れ提示資料 

e⇒民会議┎概要鰺こみ╇ふて鯲 

f濤沸湖┎概要鰺えワろた┻ンぇ鯲 

g濤沸湖┈周辺地域┎概況 

h濤沸湖へろくま｠ぇ 

i日筑┎ふて′ろほ条約暮地 

台管内轄鰺各ぃろけほ┋ 1枚鯲 

ｺぃろけほち]』ろ┎手持━資料 

れ褪連～業∨置轄┈項目へ]ぇ 

れ現況課題鎖面轄れ項目へ]ぇ 

れ文献へ]ぇ鰺一覧表鯲 こみ[┾╆』ろ 

鰺小衷鯲 

3╇ほろこ鰺⇔藤鯲 

梅津 征一 

川崎 蔆美 

若槻 忠臣 

桜庭 博樹 
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g 概要報告 

参з者ズ┩出ビ┬〞意見┏ﾎ濤沸湖ジ┨┓周辺┎ﾘ自然的環境鰺地形れ汽水湖れ自然卓観

等鯲ﾙﾎﾘ生物的環境鰺島物れ鳥類れ魚類等鯲ﾙﾎﾘ社会的環境鰺交通れ産業れ観ゲ等鯲ﾙﾎﾘ濤沸湖

┎冨粟状況鰺経裟変粟等鯲ﾙﾎﾘ環境保全活動┘┎嘘┪組┟状況ﾙ┎大ゾヂ 5 項目┎視茂┇δ

類ブﾎ魅力や課題┈ブ┆┈┪┞┈┡┞ブ〞ﾏ恂走ﾎ小清水各々｠┎概要┲＃½┎表┋記ブ┞

ベﾏ 

 

恂走腰 

項目 魅 力 課 題 写 真 

自 

然 

的 

環 

境 

籗 濤沸湖周辺┏ﾎ╁せろを╆

芙┈流飯ﾎ斜蔆ズ┩知床半

島ﾎ火山性丘陵地┊┉優┬

〞自然卓観ゼ眺望┇ゾﾎ白

鳥公園やくまぇ┻ﾎ鎖和橋

┊┉┎卓観]た｠ぇ┋恵

┞┬┆い┫ﾏ 

籗 湖岸┘寄┪付デ┫場所ゼ

少┊い┎┇良好┊自然ゼ

保全ビ┬┆い┫ 

籗 多ヂ┎人々ゼ利用ブやベいﾘか[』ろ鰺っ┻】に

ろ鯲〉ン』ろﾙ┲設置ブ┆情報┎共談や環境教育ﾎ

観ゲ案内等┋使用ベ┫必要性ゼあ┫バ┈ﾏ 

籗 芙┈┎潮ε┪┋┨┪塩性暮地┎保全┏出来┫ゼﾎ

湖ゼ冨い┎┇殆┉ゼ芙水┇占┡┩┬┆いヂﾏ 

籗 流域ズ┩湖┘┎汚染や土砂┎流出ゼ懸念ビ┬┫ﾏ 

 

くまぇ┻展望影┨┪ 

流飯葭┲望┠ 

生 

物 

的 

環 

境 

籗 島物鰺┹｠╈‶》┽ﾎお╁

┽╅┹ぬと┊┉鯲ﾎ鳥類鰺水

鳥ﾎ』ン】は┽┊┉鯲ﾎ遜

虫類鰺蝶類┊┉鯲等ﾎ種┎

多様性ゼ濤沸湖┎魅力┇

あ┪ﾎ多ヂ┎生物┈┎┕┬

あいゼ持┆┫┎ゼ特色┇

あ┫ﾏ 

籗 葭焼ゾや馬┎阻牧┊┉┋

┨┪人妄的┋保全ビ┬┆

い┫島生ゼδ甑ブ┆い┫ﾏ 

籗 ┨┪多ヂ┎人々ゼ鳥類┈┕┬あえ┫ﾘ鳥類観察舎ﾙ

ゼ必要┇あ┫ﾏ 

籗 生物┎生態情報┋乏ブい面ゼ見┩┬┫┎┇ﾎ褪連

ぅろ』┎積┟菻┍┊┉ゼ必要┇あ┫ﾏ 

籗 白鳥公園等┇見┩┬┫┨う┊餌付デゼ葭生種┋┈

┃┆良い┎ズ┉うズﾎ餌付デ方法┎検討ジ┨┓葭

鳥┋┨┫糞害┲改善ビボ┫バ┈ゼ課題┇あ┫ﾏ 

籗 ┹とへ╂╁ゅ┹¨つ┎┨う┊休来種やっゃ‶╂〈

ふ┎繁殖ﾎ〉ン【┻い╅┎úゼ¬ヂ┊┃┆い┫ﾏ 

 

白鳥公園┎水鳥 

社 

会 

的 

環 

境 

籗 沿膺┋┏広い駐車場ゼあ

┪ﾎ原生花園や流飯┎┨う

┋膺路ズ┩至近┎┹こみろ

】┇自然┈┕┬あえ┫ﾏ 

籗 剖業┋ジい┆┏ﾎ╂╄┎養

殖ﾎワ╂′╅やゅ‶ン┊┉

┎孵粟～業ゼ進┡┩┬ワ╂

′╅┎卵┏全国出荷ビ┬┆

い┫ﾏ 

籗 農業┈剖業┈┎褪Ｉ┏ﾎ互

い┋理解┲深┡英┃┆ジ┪

良好┇あ┫ﾏ 

籗 交通手段ゼ自家用車─デ┇公共交通┋┨┫湖┘┎

┹╆〉]Ö便┋感プ┫ﾏ 

籗 沿膺┎笹築物ゼ周褐┎卓観┈調和ブ┆い┊い┨う

┋思わ┬ﾎ族駅舎や展望影┏┨┪温ズ┟ゼあ┫質

素┊┢┎ゼ望┞┬┫ﾏ 

籗 散策路やく｠ぇえ]┲湖┎袷岸┋設置ブ┆ﾎ┨┪

自然┈┎┕┬あい┎機会┲増やブ〞┪萎岸┲見渡

ブ〞┪ブ┆ﾎ活動┎拠茂や広報┋┢利用ベ┙ゾ┇

あ┫ﾏ 

籗 坊流物┋┨┫芙岸パ┟ゼ増え┆い┫ﾏ┞〞湖流入

河川橋梁½┇┎パ┟┎多ビ┢近裟目立┃┆い┫ﾏ 

籗 ぬちぇ‶[つゼ整┬┊ヂ┊┃┆い┫ﾏ 

籗 ﾘ濤沸湖資料館ﾙ┋┏情報ゼ充実ブ┆い┫ゼﾎ芸

伝Ö足┎〞┡一般┋広ヂ活用ビ┬┆い┊い面ゼあ

┫ﾏ 

 

沿膺┎笹築物 
 

湖袷岸┎展望影 

冨 

粟 

状 

況 

 籗 湖冨粟┎原因┋┏ﾎ芙ズ┩┎坊砂┈河川ズ┩┎土

砂ゼ湖┋入┪堆積ゼ進┳┇い┫バ┈ﾎ牧草地等ゼ

湖┋近接ブ┆い┫バ┈ゼあ┪ﾎ湖┎汚濁や土砂流

入ゼ行わ┬┆い┫┈考え┩┬┫ﾏ 

 

丸ó川┎河口付近 
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項目 魅 力 課 題 写 真 

保 

全 

活 

動 

 籗 芙┈湖┲連絡ビボ┫潮ε┪┏塩性暮地保全┎

〞┡┋┢必要┇あ┪ﾎ流飯ぇふ]ぇ┎Ｊ進や

科学的ぅろ』┎積┟菻┍ゼ大ε┇あ┫┈思わ

┬┫ﾏ 

 

湖┈芙┈┎連絡水路 

 

 

  

  

 

 

小清水亳 

項目 魅 力 課 題 写 真 

自 

然 

的 

環 

境 

籗 濤沸湖周辺┏ﾎ╁せろを╆芙

┈流飯ﾎ斜蔆ズ┩知床半島ﾎ

火山性丘陵地┊┉優┬〞自然

卓観ゼ眺望┇ゾﾎ白鳥公園や

くまぇ┻ﾎ鎖和橋┊┉┎卓観

]た｠ぇ┋恵┞┬┆い┫ﾏ 

籗 斜蔆ズ┩他┫朝日┈╁せろを

╆┘沈┠仇日ゼ液滞┋眺┡┩

┬┫魅力ゼあ┫ﾏ 

籗 芙岸┎譜食ゼ進┟鳴ゾ砂ゼ見┩┬┊ヂ┊

┃〞ﾏ 

籗 湖┎水質悪粟ゼ進┳┇い┫┎┇┏┊いズﾏ

塩δ濃度ゼ高┞┃┆ゾ┆い┫┈正察ビ┬ﾎ

淡水┈芙水┎境界ゼ無ヂ┊┃┆ゾ┆い┫ﾏ

水質ﾎ水∨┊┉┎ぅろ』ゼ少┊い┎┇なゅ

』へン╇ゼ必要┇あ┫ﾏ 

籗 河川┋ジい┆┏ﾎ浦士別川┇┏河川改修┋

┨┪洪水滞½流側┇溢水ブ〞ゼﾎ現在┇┏

¿流側┎島林┋┨┪稽定ブ┆い┫ﾏ 

籗 丸ó川┇┏落差工ゼ連怦ブﾎ魚ゼ遡¿┇ゾ

ペ′╈┎密剖ゼ行わ┬┆い┫ﾏ 

 

仇日 

 

浦士別川 
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項目 魅 力 課 題 写 真 

生 

物 

的 

環 

境 

籗 鳥類ジ┨┓水鳥相┎豊ズ

ビﾎ湖西側┎湖畔林ゼ保

全ビ┬┆い┫バ┈ﾎ浦士

別川½流域┎つ〈う‶は

┽群落┊┉良質┊自然ゼ

あ┫ﾏ 

籗 恂走┈液様白鳥公園┎餌付デ┎課題ゼあ┫ﾏ 

籗 鎖和橋┇┏多様┊鳥類ゼ見┩┬ﾎ観察施設┎必要

性ゼあ┫ﾏ 

籗 湖畔┎ひ‶┎保全┈増殖ゼ必要┇あ┫ 

籗 塩水┎侵出┋伴┃┆淡水魚ゼ減少ブ┆い┫ﾏ 

籗 湖畔林ゼ減少ブ┆い┫ﾏ 

籗 ┹ちな┋褪ベ┫情報┋乏ブいﾏ 

籗 原生花園┋┄い┆┏ﾎ在来種ゼ┻っ科島生┋榛ビ

┬┆い┫バ┈ﾎ休来種┎種数┏ワ｠╂原生花園┨

┪多いバ┈ﾎ┿『あ╊へン╋┎δ甑ゼ広ゼ┃┆い

┫バ┈ﾎいちゃ]ゼ＃前┨┪小┖┪┋┊┃┆ゾ〞

バ┈ﾎ┊┉ゼあド┩┬土壌ゼ変粟ブ┆ゾ〞┎┇┏

┊いズ┈思わ┬┫ﾏ 

籗 ＃¿┎課題┋対応ブ┆ﾎ保全再生┲計亶的┋実施

ブﾎ情報集積施設や観察┎拠茂ゼ必要┋┊┫┈考

え┩┬┫ﾏ 

籗 立━入┪┋褪ブ┆┢『ろゅン╇┲施ブ┆ジヂ┙

ゾ┇あ┫ﾏ 

 

鎖和橋 

 

原生花園┎芙岸線┈流飯 

社 

会 

的 

環 

境 

籗 濤沸湖┎╂╄┏美味┇あ

┪ﾎﾘ地域けふンぉﾙ┲目

指ブ┆いヂ┙ゾ┇あ┫ﾏ 

籗 河川流域┇┎農業┋ジい

┆┏ﾘ┦う水ﾙ┋┨┫土

┅ヂ┪ゼビズ┳┇ﾎ流域

┎保水力┲増ブﾎ水┲涵

養ブ┆土砂流出愕和等┋

箘献ブ┆い┫┈思わ┬

┫ﾏ 

籗 観察施設┈共┋っ┻】にろ〉ン』ろ┎必要性ゼ

恂走┈液様┋あド┩┬┆い┫ﾏ 

籗 湖┇┏萎岸┋パ┟ゼ集┞┪やベいゼﾎパ┟┎投棄

ゼ目立┄┎┇談料粟ブ┆回臼ブ〞┩┉うズﾏ 

籗 芙岸┇┏こふ]】｠╆パ┟ゼ近裟増зブﾎ前浜┋

┏集┞┪やベい┎┇搬出ゼ課題┇あ┫ﾏ 

籗 湖周辺┎土地利用┲見直ベ┙ゾ┇あ┫ﾏ 

籗 湖┲]╈ろぇ場┈ブ┆利用ブ〞┩┉う─┭うﾏ 

籗 現在┎ﾘ素通┪型ﾙ┎観ゲズ┩ﾘ滞在れ体験型┎

╇へろンをろへ〈てﾙ┘転換ビボ┆いヂ┙ゾ┇あ

┫ﾏバ┬┋┏自転車ﾎあみ｠╊泳ﾎDMV┊┉┲

活用ブ┆越冬や風卓移動┎風情┲味わ┃┆┢┩

う┈良いﾏ 

 

ﾘ┦う水ﾙ土┅ヂ┪ 

 

あみ｠╊泳 

冨 

粟 

状 

況 

籗 土砂流出ゼ冢生ベ┫┈小

清水亳ゼ即対応ブ┆ヂ┬

┫┎┇кズ┃┆い┫ﾏ 

籗 湖┎冨粟ゼ進┟現在┏最大水深 1.4mﾎ鎖均水深

0.7m ┛┉┋┊┃┆い┫┈言わ┬┆い┫ゼﾎバ┎

件┋褪ブ┆┏殆┉ぅろ』ゼÖ足ブ┆い┫ﾏ 

籗 現状┏芙水┲引ゾ入┬┫〞┡┎澪筋ゼ掘┩┬┆

い┫ゼﾎ｠バ＃休┏╂ょろゼ底┲┄ゾﾎ‶╅ゼ歩

デ┫┛┉┎冨粟ゼ見┩┬┫ﾏ 

籗 流入河川┎河口付近┋土砂ゼ堆積ブﾎワ╂′╅孵

粟場や親魚捕獲┋影響┲ジ┨├ブ┆い┫ﾏ 

 

ワ╂′╅ 

保 

全 

活 

動 

 籗 地球温暖粟┘┎箘献活動┈ブ┆濤沸湖┎環境┲

良ヂブ┆いヂ方向┇考え┫ﾏ 

籗 専門職員┲配置ビボ┆調査研究┲充実ビボ〞┩

┉うズﾏ 

籗 恂走┈小清水┎連携┲┏ズ┫┙ゾ┇あ┫ﾏ 

籗 産学荊ジ┨┓多様┊主体┋┨┫連携┲┏ズ┪ﾎ

様々┊課題┋対応ベ┫ﾘ横断的組織ﾙ┅ヂ┪ゼ必

要┇あ┫ﾏ 

籗 行遡┈⇒民┎胃働┋┨┫嘘┪組┟┲行┃┆いヂﾏ  

 

環境保全活動 
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ワろ╆‶は｠こ┎様子鰺小清水亳鯲 

 

h 第 1回⇒民会議┲踏┞え〞結果 

 

⇒民意見┲┕┞え〞特性┈課題 

⇒民意見┲踏┞え〞課題鰺｠┎鰆鰡自然的環境鯲 

課題  
⇒民意見鰺第1回ワろ╆‶は｠こ鯲 

濤沸湖┎良い┈バ┭れ魅力 改善ブ〞い┈バ┭ 備考 

 

 

 

自 

 

然 

 

的 

 

環 

 

境 

 

 課題e 自然卓観┎保全 
 濤沸湖周辺ズ┩┎眺望卓観┏優┬

〞┢┎ゼあ┫ゼﾎ樹木や草花┎減少

┊┉┋┨┪損┊わ┬┌┨う保全ゼ必

要┇ベﾏ 

課題f 汽水湖┎維持 
 湖┎冨粟┋伴い芙水ゼ奥戊┞┇譜

出ブ┆塩δ濃度ゼ高┞┪ﾎ淡水域┎

減少ゼ懸念ビ┬┞ベﾏ┞〞芙岸┋ジ

い┆┢譜食ゼ進┟ﾎ湖内┘┎坊砂┎

流入ゼ進┠バ┈ズ┩保全対策┎検討

ゼ必要┇ベﾏ 

課題g 湖┎水質.底質保全 
 土砂┊┉┎流入┋┨┫汚濁れ汚染

ゼ懸念ビ┬┆い┫┎┇ﾎ水質保全ゼ

必要┇ベﾏ底質┢生物生息環境┈ブ

┆┎適柏ゼ求┡┩┬┫〞┡ﾎ改善ゼ

必要┇ベﾏ 

課題h 坊砂対策 
 湖冨粟┎原因┎┒┈┄┋芙ズ┩┎

坊砂┋┨┫堆積ゼあド┩┬┆い┫┎

┇ﾎ対策┲検討ベ┫必要ゼあ┪┞ベﾏ 

課題i 水環境┎なゅ』へン╇ 
 湖┎水質や水∨┊┉┎経裟変粟┲

把握ベ┫〞┡┎ぅろ』ゼ少┊い┎

┇ﾎなゅ』へン╇調査ゼ必要┇ベﾏ 

課題j 河川等┎整備 
 流入河川┋┄い┆┏ﾎ湖┈¿流┎

森林┈┎連携ゼ保┆┫┨う整備ゼ必

要┇ベﾏ 

課題k 交流拠茂┎整備 
 濤沸湖┈周辺┎自然星訪ﾎ観ゲﾎ

情報提供ﾎ学習┊┉ﾎ訪┬┫人や地

域⇒民┎交流拠茂鰺っ┻】にろ〉ン

』ろ等鯲ゼ必要┇ベﾏ 

 れ 濤沸湖周辺┏ﾎ╁せろを╆芙

┈流飯ﾎ斜蔆ズ┩知床半島等

優┬〞自然卓観ゼ眺望┇ゾﾎ

白鳥公園やくまぇ┻ﾎ鎖和橋

┊┉┎卓観]た｠ぇ┋恵┞

┬┆い┫ﾏ 

れ 斜蔆ズ┩他┫朝日┈╁せろ

を╆┘沈┠仇日ゼ一悋┋眺

┡┩┬┫魅力ゼあ┫ﾏ 

れ 火山性┎影地ゼ広ゼ┃┆ジ

┪ﾎ膺膺や広域農膺┲走行中

┏変粟┎あ┫風卓┲楽ブ┡

┫ﾏ 

れ 現在┎状況┇┏湖岸┘寄┪

付デ┫場所ゼ限┩┬┆い┫

┎┇ﾎ良好┊自然ゼ保全ビ┬

┆い┫ﾏ 

れ 舵空ゼ悍麗┇あ┫ﾏ 

れ 湖┈芙┈┎連絡水路┲開ヂ

潮ε┪┏湖┎塩性暮地┎保

全┋役立┃┆い┫ﾏ 

籗 多ヂ┎人々ゼ利用ブやベいﾘか[』ろ

鰺っ┻】にろ鯲〉ン』ろﾙ┲設置ブ┆

情報┎共談や環境教育ﾎ観ゲ案内等┋

使用ベ┫必要性ゼあ┫バ┈ﾏ 

籗 芙┈┎潮ε┪┋┨┪塩性暮地┎保全┏

出来┫ゼﾎ湖ゼ冨い┎┇殆┉ゼ芙水┇

占┡┩┬┆いヂﾏ 

籗 流域ズ┩湖┘┎汚染や土砂┎流出ゼ懸

念ビ┬┫ﾏ 

籗 原生花園芙岸┎譜食ゼ進┟ﾎ鳴ゾ砂ゼ

見┩┬┊ヂ┊┃〞ﾏ 

籗 湖┎水質悪粟ゼ進┳┇い┫┎┇┏┊い

ズﾏ塩δ濃度ゼ高┞┃┆ゾ┆い┫┈正

察ビ┬ﾎ淡水┈芙水┎境界ゼ無ヂ┊┃

┆ゾ┆い┫ﾏ 

籗 湖┎水質ﾎ水∨┊┉┎ぅろ』ゼ少┊い

┎┇なゅ』へン╇ゼ必要┇あ┫ﾏ 

籗 河川┋ジい┆┏ﾎ浦士別川┇┏蛇行┎

直線粟┋┨┫河川改修┋┨┪洪水滞½

流側┇溢水ブ〞ゼﾎ現在┇┏¿流側┎

島林┋┨┪稽定ブ┆い┫ﾏ 

籗 丸ó川┇┏落差工ゼ連怦ブﾎ魚類┎遡

¿ゼ困難┈┊┃┆い┫ﾏ 

籗 湖ゼ冨粟┇冨ヂ┊┃┆ジ┪ﾎ東側奥┞

┇芙水ゼ譜入ブﾎ淡水域ゼ至退ブ┆い

┫ﾏ 

籗 芙岸譜食ゼ進┟ﾎ原生花園┎砂嘴┎幅

ゼ率ヂ┊┃┆い┫ﾏ 

籗 水際┞┇入┬┫所ゼ限┩┬┆ジ┪ﾎ水

辺┎┕┬あい┋背デ┫ﾏ 

籗 自然卓観┲阻害ベ┫┨う┊笹築物ゼ存

在ベ┫ﾏ 

籗 湖┎周辺┇┏草木や花┊┉ゼ少┊ヂ┊

┪ﾎ卓観ゼ悪粟ブ┆い┫ﾏ 

籗 ぬちぇ‶[つゼ整┬┊ヂ┊┃┆い┫ﾏ 
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⇒民意見┲踏┞え〞課題鰺｠┎鰈鰡生物的環境鯲 

課題  
⇒民意見鰺第1回ワろ╆‶は｠こ鯲 

濤沸湖┎良い┈バ┭れ魅力 改善ブ〞い┈バ┭ 備考 

 

 

 

生 

 

物 

 

的 

 

環 

 

境 

 課題l 観察施設┈┹╆〉]┎

整備 
 濤沸湖周辺┏豊富┊島物ﾎ鳥類相

┋恵┞┬┆ジ┪ﾎ観察┎〞┡┋観察

舎┈木膺ﾎ散策路ゼ必要┇ベﾏ 

課題m 既存施設┎┕┬あい環

境 
 白鳥公園や鎖和橋┎┨う┊葭鳥┈

┎┕┬あい┎場┇┏ﾎ過密┊生息域

解消ﾎ餌付デ方法┎検討ﾎ糞┎清掃ﾎ

パ┟┎冢生抑制┊┉┲検討ベ┫必要

ゼあ┪┞ベﾏ 

課題n 湖畔┎愕衝恨┎保全 
 水辺ズ┩陸地┋ズデ┆┎湖畔┎愕

衝恨┏ﾎ湖畔林ﾎひ‶原┊┉含┡┆

生物┎生息環境や水質富粟┊┉┋菻

要┊┎┇保全ゼ必要┇ベﾏ 

課題o 原生花園┎島生保全 
 近裟休来種┎侵入や┻っ科島生┎

優勢ゼ言わ┬葭焼ゾ┊┉┇島生保全

ゼ行わ┬┆い┫ゼﾎ在来島生┎劣粟

ゼ引ゾ怦ゾ┟┩┬┫┎┇ﾎ島生保全

┎検討ゼ必要┇ベﾏ 

課題p 淡水魚┎生息環境┎保

全 
 塩水┎譜入┊┉┋伴い淡水魚┘┎

影響ゼ懸念ビ┬┫〞┡ﾎ調査┲実施

ブ保全┲検討ベ┫バ┈ゼ必要┇ベﾏ 

課題q 『ろゅン╇┎検討 
 葭生動島物保護┎〞┡ﾎ適柏┊立

入┪区域┲選定ベ┫『ろゅン╇┈ﾎ

｠┎周辺┇保全ベ┙ゾ自然┎再生れ

事元┲轄┫必要ゼあ┪┞ベﾏ 

課題r 自然生物情報┎集積┈

冢信 
 観察┎拠茂ゼ必要┇あ┫┈┈┢

┋ﾎ情報┎臼集や冢信┋褪ベ┫体

制れ施設等┲検討ベ┫バ┈ゼ必要┇

ベﾏ 

 籗 島物鰺┹｠╈‶》┽ﾎお╁┽

╅┹ぬと┊┉鯲ﾎ鳥類鰺水鳥ﾎ

』ン】は┽┊┉鯲ﾎ遜虫類鰺蝶

類┊┉鯲等ﾎ種┎多様性ゼ濤

沸湖┎魅力┇あ┪ﾎ多ヂ┎生

物┈┎┕┬あいゼ持┆┫┎

ゼ特色┇あ┫ﾏ 

籗 鳥類ジ┨┓水鳥相┎豊ズビﾎ

湖西側┎湖畔林ゼ保全ビ┬

┆い┫バ┈ﾎ浦士別川½流域

┎つ〈う‶は┽群落┊┉良

質┊自然ゼあ┫ﾏ 

籗 葭焼ゾや馬┎阻牧┊┉┋┨

┪人妄的┋保全ビ┬┆い┫

島生ゼδ甑ブ┆い┫ﾏ 

籗 白鳥公園┏至近┇水鳥┈┎

┕┬あいゼ楽ブ┡ﾎ観ゲ]た

｠ぇ┈ブ┆良い素虫┈┊┃

┆い┫ﾏ 

籗 湖┎萎岸┏ﾎ段丘林や湖岸林

┋恵┞┬ﾎ人ゼ┡┃〞┋踏┟

込┞┊い┎┇ﾎ崖地┎動島物

や森林ゼ良好┋保全ビ┬┆

い┫ﾏ 

籗 四季折々┎花や鳥ゼ楽ブ┡ﾎ

夜空ゼ美ブいﾏ 

籗 水際┞┇人ゼ入┬┫┈バ┭

ゼ少┊い〞┡ﾎ葭鳥┎生活環

境ゼ畦┩┬┆い┫ﾏ 

籗 白鳥公園付近┏季節┋┊┫

┈お╁┽╅┹ぬと┎群落ゼ

見～┇ﾎ近ヂ┋┏』ン】は┽

ゼ営巣ブ┆い┫ﾏ 

籗 丸ó川河口ジ┨┓浜小清水

付近┎袷岸┇┏数裟前ズ┩

┹｠╈‶》┽ゼ増え┆い┫ﾏ 

籗 音悌内┇┏ﾎ蝶類相ゼ豊ズ┇

林膺ズ┩観察ブやベいﾏ 

籗 ╁╁ワ‶ﾎ╁[みワ‶ﾎお‶

╆┻┊┉豊富┊鳥類ゼ観察

┇ゾ┫ﾏ 

籗 』ン】は┽ゼ自然┊┞┞┎

姿┇観察┇ゾ┫ﾏ 

籗 つ〈う‶は┽ﾎ┹｠╈‶》

┽ﾎお╁┽╅┹ぬとﾎ╆みの

へﾎ′ワ╅╄は┽ﾎ┿『╄]

╉ﾎ〉ン【┻い╅┊┉┎島物

群落ゼ美ブいﾏ 

籗 遜虫┇┏ﾎさ┻╈そ』ほﾎ╂

ふくぇ╄へ╅へ]ゼ見┩┬

┫ﾏ 

籗 湖┋生息ブ┆い┫くゃ┏大

型┇あ┫ﾏ 

籗 鎖和橋┋┏葭鳥観察用┎橋

ゼあ┪魅力┇あ┫ﾏ 

籗 ┨┪多ヂ┎人々ゼ鳥類┈┕┬あえ┫

ﾘ鳥類観察舎ﾙゼ必要┇あ┫ﾏ 

籗 生物┎生態情報┋乏ブい面ゼ見┩┬┫

┎┇ﾎ褪連ぅろ』┎積┟菻┍┊┉ゼ必

要┇あ┫ﾏ 

籗 白鳥公園等┇見┩┬┫┨う┊餌付デゼ

葭生種┋┈┃┆良い┎ズ┉うズﾎ餌付

デ方法┎検討ジ┨┓葭鳥┋┨┫糞害┲

改善ビボ┫バ┈ゼ課題┇あ┫ﾏ┞〞近

裟┏╂なとやパ┟ゼ多ヂ┊┃┆い┫ﾏ 

籗 ┹とへ╂╁ゅ┹¨つやっゃ‶╂〈ふ┎

繁殖ﾎ〉ン【┻い╅┎úゼ¬ヂ┊┃┆

い┫ﾏ 

籗 鎖和橋┇┏多様┊鳥類ゼ見┩┬ﾎ観察

施設┎必要性ゼあ┫ﾏ 

籗 湖畔┎ひ‶┎保全┈増殖ゼ必要┇あ

┫ﾏ 

籗 塩水┎侵出┋伴┃┆淡水魚ゼ減少ブ┆

い┫ﾏ 

籗 湖畔林ゼ減少ブ┆い┫ﾏ 

籗 ┹ちな┋褪ベ┫情報┋乏ブいﾏ 

籗 原生花園┋┄い┆┏ﾎ在来種ゼ┻っ科

島生┋榛ビ┬┆い┫バ┈ﾎ休来種┎種

数┏ワ｠╂原生花園┨┪多いバ┈ﾎ┿

『あ╊へン╋┎δ甑ゼ広ゼ┃┆い┫バ

┈ﾎいちゃ]ゼ＃前┨┪小┖┪┋┊┃

┆ゾ〞バ┈ﾎ┊┉ゼあド┩┬土壌ゼ変

粟ブ┆ゾ〞┎┇┏┊いズ┈思わ┬┫ﾏ 

籗 各課題┋対応ブ┆ﾎ保全再生┲計亶的

┋実施ブﾎ情報集積施設や観察┎拠茂

ゼ必要┋┊┫┈考え┩┬┫ﾏ 

籗 立━入┪┋褪ブ┆┢『ろゅン╇┲施ブ

┆ジヂ┙ゾ┇あ┫ﾏ 

籗 ┹｠╈‶》┽┊┉┏ﾎ陸側ズ┩┏úゼ

高い雑草┋阻┞┬┆観察ゼ行い┅┩

いﾏ 

籗 島物や葭鳥┎生態ﾎ┞〞原生花園┎素

晴ブビ┋褪ベ┫情報ゼ乏ブいﾏ 

籗 観ゲう]ジ┨┓観ゲ鶏増з┋┨┪Üえ

┫餌┎萪ゼ増えﾎ鳥┎個体数ゼ増зブ

生息域ゼ過密┋┊┃┆い┫ﾏ 

籗 鎖和橋┇┏葭鳥┎糞ゼ多ヂÖ衛生┇あ

┫┎┇糞┎清掃┲一日数回┎軋度┇行

うﾏ 

籗 浦士別川½流域┎つ〈う‶は┽群落地

┇┏鑑賞┎〞┡┎木膺整備ゼ望┞┬

┫ﾏ 
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⇒民意見┲踏┞え〞課題鰺｠┎鰒鰡社会的環境鯲 

課題  
⇒民意見鰺第1回ワろ╆‶は｠こ鯲 

濤沸湖┎良い┈バ┭れ魅力 改善ブ〞い┈バ┭ 備考 

 

 

 

社 

 

会 

 

的 

 

環 

 

境 

 課題s 周辺卓観┎保全 
 笹築物や工作物ゼ周褐┎卓観┈調

和ベ┫┨う卓観保全┲施ブ┆いヂ必

要ゼあ┪┞ベﾏ 

課題t 公共交通┹╆〉]┎充

実 
 交通手段ゼ自家用車┋軛┪ゼ━┊

傾向┋見┩┬┫┎┇ﾎ公共交通

鰺DMV含鯲┋┨┫湖等┘┎観ゲれ

┹╆〉]┲検討ベ┫必要ゼあ┪┞

ベﾏ  

課題u 坊流パ┟┎対策 
 湖や芙岸┇坊流パ┟やこふ]】｠

╆パ┟ゼ増え┆い┫バ┈ズ┩ﾎ冢生

抑制ズ┩搬出┞┇┎対策ゼ必要┇

ベﾏ 

課題v  ｠┎他┎パ┟┎対策 
 湖流入河川┎橋½┊┉┇┏Ö法投

棄┎パ┟ゼ目立┄┎┇対策┲検討ベ

┫必要ゼあ┪┞ベﾏ┞〞鳥類┎糞┋

┨┫汚┬┢改善対象┈┊┪┞ベﾏ 

課題w  既存施設┎改善 
 冬季間┎利用者┎利便┲轄┫〞

┡ﾎ駐車場ﾎぇ┻ま┎通裟利用┎嬰

能性┲検討ベ┫必要ゼあ┪┞ベﾏ 

課題x ﾚｸ龜黜黎黶靡瑤機能┎充実 
 冬季湖┋ジデ┫]╈ろぇや╂ょろ

┊┉┎利用┢考慮ブﾎ滞在れ体験型

┎╇へろンをろへ〈て┲Ｊ進ビボ┫

嘘┪組┟ゼ必要┇ベﾏ 

 地場産品┎地域けふン

ぉ粟 
 地場産品┎芸伝┈瀧鵜┋┄┈┡ﾎ

地域けふンぉ┈ブ┆確立ビボ┫必要

ゼあ┪┞ベﾏ 

 遺跡れ史跡┎調査れ保

全 
 湖周辺┋存在ベ┫遺跡や史跡┎調

査れ保全┲行う必要ゼあ┪┞ベﾏ 

 土砂流出対策 
 河川ズ┩┎流入┊┉土砂ゼ湖┘流

出ブ┆冨粟┎懸念ゼ生プ┫〞┡ﾎ冢

生源ズ┩┎防拍対策┲検討ベ┫必要

ゼあ┪┞ベﾏ 

 冨粟状況┎ぅろ』┎必

要性 
 湖┘┎土砂堆積状況┊┉┎ぅろ』

ゼÖ足ブ┆い┫┎┇ﾎなゅ』へン╇

┊┉┋┨┪蓄積ビボ┆いヂ必要ゼあ

┪┞ベﾏ 

 籗 沿膺┋┏広い駐車場ゼあ┪ﾎ

原生花園や流飯┎┨う┋膺

路ズ┩至近┎┹こみろ】┇

自然┈┕┬あえ┫ﾏ 

籗 剖業┋ジい┆┏ﾎ╂╄┎養

殖ﾎワ╂′╅やゅ‶ン┊┉┎

孵粟～業ゼ進┡┩┬ワ╂′

╅┎卵┏全国出荷ビ┬┆い

┫ﾏ 

籗 農業┈剖業┈┎褪Ｉ┏ﾎ互い

┋理解┲深┡英┃┆ジ┪良

好┇あ┫ﾏ 

籗 濤沸湖┎╂╄┏美味┇あ┪ﾎ

ﾘ地域けふンぉﾙ┲目指ブ┆

いヂ┙ゾ┇あ┫ﾏ 

籗 河川流域┇┎農業┋ジい┆

┏ﾘ┦う水ﾙ┋┨┫土┅ヂ┪

ゼビズ┳┇ﾎ流域┎保水力┲

増ブﾎ水┲涵養ブ┆土砂流出

愕和等┋箘献ブ┆い┫┈思

わ┬┫ﾏ 

籗 たゅろ┎阻牧ゼあ┪ﾎ厩┎屋

悌┋島生ゼ施ビ┬素朴┇自

然┊感プゼズ┢ブ─ビ┬┆

い┫ﾏ 

籗 保全ベ┙ゾ暮地┈剖業┏共

存ブ┆ジ┪ﾎ暮地┲損┊うバ

┈┊ヂ湖┎利用ゼ行わ┬┆

い┫ﾏ 

籗 昭和31裟┋第一肺萎極観片

隊┎耐寒訓練ゼ行わ┬〞ﾏ 

籗 鎖紹19裟度┋濤沸湖┈藻琴

湖┲匙┫╊ろ]┇DMV┎試

験運行ゼ行わ┬┆い┫ﾏ 

籗 くまぇ┻貝塚┊┉遺跡ゼ多

いﾏ 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

籗 土砂流出ゼ冢生ベ┫┈小清

水亳ゼ即対応ブ┆ヂ┬┫┎

┇кズ┃┆い┫ﾏ 

籗 交通手段ゼ自家用車─デ┇公共交通┋

┨┫湖┘┎┹╆〉]Ö便┋感プ┫ﾏ 

籗 沿膺┎笹築物ゼ周褐┎卓観┈調和ブ┆

い┊い┨う┋思わ┬ﾎ族駅舎や展望影

┏┨┪温ズ┟ゼあ┫質素┊┢┎ゼ望┞

┬┫ﾏ 

籗 散策路やく｠ぇえ]┲湖┎袷岸┋設置

ブ┆ﾎ┨┪自然┈┎┕┬あい┎機会┲

増やブ〞┪萎岸┲見渡ブ〞┪┆ﾎ活動

┎拠茂や広報┋┢利用ベ┙ゾ┇あ┫ﾏ 

籗 坊流物┋┨┫芙岸パ┟ゼ増え┆い┫ﾏ

┞〞湖流入河川橋梁½┇┎パ┟┎多ビ

┢近裟目立┃┆い┫ﾏ 

籗 ﾘ濤沸湖資料館ﾙ┋┏情報ゼ充実ブ┆

い┫ゼﾎ芸伝Ö足┎〞┡一般┋広ヂ活

用ビ┬┆い┊い面ゼあ┫ﾏ 

籗 湖┇┏萎岸┋パ┟ゼ集┞┪やベいゼﾎ

パ┟┎投棄ゼ目立┄┎┇談料粟ブ┆回

臼ブ〞┩┉うズﾏ 

籗 芙岸┇┏こふ]】｠╆パ┟ゼ近裟増з

ブﾎ前浜┋┏集┞┪やベい┎┇搬出ゼ

必要┇あ┫ﾏ 

籗 湖周辺┎土地利用┲見直ベ┙ゾ┇ゾ

┫ﾏ 

籗 湖┲]╈ろぇ場┈ブ┆利用ブ〞┩┉う

─┭うﾏ 

籗 現在┎ﾘ素通┪型ﾙ┎観ゲズ┩ﾘ滞在

体験型┎╇へろンをろへ〈てﾙ┘転換

ビボ┆いヂ┙ゾ┇あ┫ﾏバ┬┋┏自転

車ﾎあみ｠╊泳ﾎDMV┊┉┲活用ブ┆

越冬や風卓移動┎風情┲味わ┃┆┢┩

う┈良いﾏ 

籗 冬季┏国膺沿い┎駐車場ゼ除雪ビ┬┆

ジ┩ペﾎぇ┻ま┢閉鎖ビ┬┆い┫ﾏ 

籗 地場産┎╂╄売┪場ゼ浜小清水┊┉限

┩┬〞場所┋ブズ┊ヂﾎ地域⇒民ゼ地

場┎┢┎┲味わう機会┋乏ブいﾏ┞〞

湖産┎╂╄┎美味ブビゼ一般┋知┩┬

┆い┊いﾏ 

籗 観ゲ鶏┲唄デ入┬┫場所┈立━入┪禁

拍┋ベ┫場所┲整理ベ┫必要ゼあ┫ﾏ 

 

籗 湖冨粟┎原因┋┏ﾎ芙ズ┩┎坊砂┈河

川ズ┩┎土砂ゼ湖┋入┪堆積ゼ進┳┇

い┫バ┈ﾎ牧草地等ゼ湖┋近接ブ┆い

┫バ┈ゼあ┪ﾎ湖┎汚濁や土砂流入ゼ

行わ┬┆い┫┈考え┩┬┫ﾏ 

籗 湖┎冨粟ゼ進┟現在┏最大水深 1.4mﾎ

鎖均水深 0.7m ┛┉┋┊┃┆い┫┈言

わ┬┆い┫ゼﾎバ┎件┋褪ブ┆┏殆┉

ぅろ』ゼÖ足ブ┆い┫ﾏ 

籗 現状┏芙水┲引ゾ入┬┫〞┡┎澪筋ゼ

掘┩┬┆い┫ゼﾎ｠バ＃休┏╂ょろゼ

底┲┄ゾﾎ‶╅ゼ歩デ┫┛┉┎冨粟ゼ

見┩┬┫ﾏ 

籗 流入河川┎河口付近┋土砂ゼ堆積ブﾎ

ワ╂′╅孵粟場や親魚捕獲┋影響┲ジ

┨├ブ┆い┫ﾏ 
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 ⇒民意見┲踏┞え〞課題鰺｠┎鰊鰡各種活動鰺保全れ活用鯲 

課題  
⇒民意見鰺第1回ワろ╆‶は｠こ鯲 

濤沸湖┎良い┈バ┭れ魅力 改善ブ〞い┈バ┭ 備考 

 

 

 

各 

 

種 

 

活 

 

動 

  ⇒民麌産業活動┘┎嘘┪

組┟┈支援 
 行遡┈⇒民┎胃働ﾎ産学荊ジ┨┓

多ヂ┎主体間液士┎連携┲┏ズ┪ﾎ

適ε┊役割δ担┲ベ┫┈┈┢┋胃力

体制┎確立や支援┲行う必要ゼあ┪

┞ベﾏ 

  啓冢┈瀧鵜 
 流飯ぇふ]ぇ┎Ｊ進┲┨┪┏ズ┫

┊┉褪Ｉ者間┎意識┎向¿┈連携┲

高┡ﾎ専門職員┎充実┋┨┃┆適ε

┊情報提供┲行うバ┈┋┨┪ﾎ啓冢

┈瀧鵜ゼ必要┇ベﾏ 

  籗 芙┈湖┲連絡ビボ┫潮ε┪┏塩性暮地

保全┎〞┡┋┢必要┇あ┪ﾎ流飯ぇふ

]ぇ┎Ｊ進や科学的ぅろ』┎積┟菻┍

ゼ大ε┇あ┫┈思わ┬┫ﾏ 
籗 地球温暖粟┘┎箘献活動┈ブ┆濤沸湖

┎環境┲良ヂブ┆いヂ方向┇考え┫ﾏ 
籗 専門職員┲配置ビボ┆調査研究┲充実

ビボ〞┩┉うズﾏ 
籗 恂走┈小清水┎連携┲┏ズ┫┙ゾ┇あ

┫ﾏ 
籗 産学荊ジ┨┓多様┊主体┋┨┫連携┲

┏ズ┪ﾎ様々┊課題┋対応ベ┫ﾘ横断

的組織ﾙ┅ヂ┪ゼ必要┇あ┫ﾏ 
籗 行遡┈⇒民┎胃働┋┨┫嘘┪組┟┲行

┃┆いヂﾏ 

 

 

鰺鰈鯲第 2回⇒民会議結果┎┞┈┡ 

ﾘ濤沸湖鵜┓周辺域┎望┞ブい姿┈嘘┪組┟┲考え┨う！ﾙ第 1回ワろ╆‶は｠こ┇出ビ

┬〞意見┲┢┈┋浸出ビ┬〞 26課題┲軸┋ブ┆ﾎ未来像ﾎ嘘┪組┟ﾎ担い手┊┉┋┄い┆ﾎ

睾ブ英いゼ行わ┬┞ブ〞ﾏ 

～前┎希望┋英ボ┆ 5┄┎╇ほろこ鰺主┋自然れ動物系ﾎ島物系ﾎ農業系ﾎ剖業系ﾎ観ゲれ

教育系鯲┋δズ┬ﾎ浸出ビ┬〞 26┎課題┲記入ブ〞“視茂‶ろぇ綱┲各ぃろけほ┋配付ブﾎ

δ葭鰺自然ﾎ卓観ﾎ剖業ﾎ農業ﾎ観ゲﾎ教育┊┉鯲別┋ﾎ未来像鰺目標鯲ﾎバ┬ゼあ┬┐いい

┊あ～┈思う嘘┪組┟鰺施策鯲ﾎ─┬ゼ主体┇行う┎ゼ望┞ブいズ┲考え┞ブ〞ﾏ 

 

e こみ╇ふて 

鱇濤沸湖鵜┓周辺域┎望┞ブい姿┈嘘┪組┟┲考え┨う！鱆 

第2回 

作業工程 
作業内容 備考 

唄付 

 
各自ﾎ╇ほろこぃろけほ┋着席ﾏ 

台唄付簿 

台疫蓄配甑 

┏プ┡┋ 

 

 

れ挨拶 

れ第 2回ワろ╆‶は｠こ┎趣続┊┉ 

れこみ╇ふて鰺進行鯲┎説明 

 

・目的、会議流参、進行役紹介、進行上注意

す傘点作鷺･･･ 

STEP 1 

 

 

 

 

 

れ各╇ほろこ内┇自己紹＞ 

れ第 2回目┎ぃろち┎確認 

れ╇ほろこ慍紹 

 

鱇作業開始鱆 

台e～i┎i╇ほろこ鰲主┊δ葭 

 e自然れ動物鰺葭鳥れ遜虫鯲系 

 f自然れ島物鰺湖畔れ原生花園鯲系 

 g社会れ農業鰺酪農れ林業鯲系 

 h社会れ剖業系 

 i社会れ観ゲ系 

STEP 2 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

れ手元┎資料説明 

e濤沸湖┎現状┈課題ﾎ理想像ﾎ特寺的┊バ┈┲踏┞え┆ﾎ

各自ゼ望┳┇い┫濤沸湖┎あ┪方や必要┊対策れ施策┊┉

┲睾ブ┆い〞─ヂﾏ 

f周辺┇進┳┇い┫～業や現在┎対策ﾎ計亶┊┉┎資料┎┛

ズ┋ﾎ各自ゼ知┪う┫情報┲交換ブ英うﾏ 

g必要┊施策┲─ブ┆┢┩いﾎ各[にンほ┋整理ブﾎ自δ〞

━┇出来┫バ┈ﾎ行遡支援ゼ必要┊バ┈┊┉┲付箋紙┋┞

┈┡ﾎ前回┈液様┋ﾎ╇ほろこ┎模腓紙┋簑┪付デ┫ﾏ 

れ結果┲整理ブﾎ記録ベ┫ﾏ 

れ結果┎記録┲終え〞┩ﾎ冢表者┲決┡┫ﾏ 

れ視茂こまろぇ 

 

台轄面┋睹当箇所┋付箋┲簑┫ 

 

課題 未来像 嘘┪組┟ 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

STEP 3 

 

 

 

れ紹果冢表 

台＜日┎紹果┲皆┇知┩ボ英うﾏ 

れ各╇ほろこ┋模腓紙┲そろぉ┋簑┪┄デﾎ冢 

表者ゼ説明ベ┫ﾏ 

 

手短┋数δ┇冢表ベ┫ﾏ横┋濤沸湖┎大葉

轄面┎用意┲ベ┫ﾏ 

挨拶 

 

 

れ第 2回ワろ╆‶は｠こ┎┞┈┡ 

れ肺回開催┋┄い┆┎案内 

れ終了挨拶 
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f 参з者配置轄 

 

第 2回ワろ╆‶は｠こ ぃろけほ配置轄 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

┹‶]』ンぇ 小衷 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

1╇ほろこ鰺⇔葭鯲 

馬淵 良子 

近藤 ゲ敏 

白木 彩子 

川崎 際弘 

小森 一紹 

前于 和也 

2╇ほろこ鰺褪尾鯲 

卒坂 章 

大窺 隆 

川崎 蔆実 

清水 晶子 

梅津 征一 

   

 

冢 

表 

用 

白 

暢 

3╇ほろこ鰺⇔藤鯲 

山口 衛‘郎  高橋 賢彦 

立花 民衛   近于 勉 

大浦 信泣郎  深谷 緯生 

4╇ほろこ鰺国沢鯲 

長嶋 晟 

工藤 孝一 

園于  武 

宮津 豊 

中衷 圭 

須藤 智信 

5╇ほろこ鰺¿衷鯲 

¡品 聡 

伊藤 孝洩 

川端 英一 

山崎 陽弘 

若槻 忠臣 

立花 民衛 

秋山 恵美子 

ｺ配甑資料 

れ⇒民会議鰺ワろ╆‶は｠こ鯲こみ╇ふて 

れ第 1回⇒民会議┎結果～概要ﾜ資料鰆-eﾝﾎ整理ﾜ資料 1-fﾝ 

れ計亶┎進┡方～ﾜ資料鰈ﾝ 

れ濤沸湖鵜┓周辺地域┎概要～ﾜ資料鰒ﾝ 

れ褪連団体┎嘘┪組┟～ﾜ資料鰊ﾝﾜ轄面鰊ﾝ 

れ濤沸湖鵜┓周辺地域┎特性┈課題～ﾜ資料鰄ﾝﾜ轄面鰄ﾝ 

ｻＷＳ進行┋必要┊小膺ナ鰺備品鯲 

模腓紙 10枚ﾎ指示棒等 2筑ﾎっろてこまろぇ鰺40枚鰡懇┪ゼデ┋回臼鯲ﾎ付

箋鰊╂ふろ鰺各ぃろけほ鰄束計 100 束鯲ﾎすン 40 筑ﾎた]』ろ╂ふろちろ╂

ろ鰈箱鰺鰒鰌筑鯲ﾎぃろこ╊ろ【ろﾎ╂とふﾎ拍┡ナﾎ文献他 
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g 概要報告 

参з者ズ┩出ビ┬〞意見┏ﾎ濤沸湖┈周辺地域┎未来像や目標ﾎ嘘┪組┟┎方向┈担い手

┋┄い┆整理┲行い┞ブ〞ﾏ＃½┎表┋記ブ┞ベﾏ 

 

ワろ╆‶は｠こ┎写真 

資料説明 作業風卓 1班 作業風卓 2班 作業風卓 3班 

作業風卓 4班 紹果冢表 1班 紹果冢表 2班 紹果冢表 3班 

紹果冢表 4班 紹果冢表 5班 閉会挨拶 筑日┎感想 

 

 

概要報告 
 

嘘┪組┟δ葭┈課題 未来像鰺目標鯲 嘘┪組┟鰺施策鯲 担い手(手法) 

自 

然 

的 

環 

境 

 

1.自然卓観┎保全 

2.汽水湖┎維持 

3.湖┎水質ﾎ底質保全 

4.坊砂対策 

5.水環境┎なゅ』へン╇ 

6.河川等┎整備 

7.交流拠茂┎整備 

籗 汽水湖┏貴菻┊自然┇あ┪ﾎ水∨

や水質┢含┡┆ﾎ筑来┎姿ゼ維持

ビ┬┆い┫バ┈ﾏ 

 

 

籗 湖┋生息ベ┫生物┲┏プ┡┈ブ〞

健全┊生態系ゼ保〞┬┆い┫環

境ﾏ 

籗 湖流入河川┲魚類ゼ遡¿┇ゾ┫環

境┇あ┫バ┈ﾏ 

 

籗 湖畔林ゼブ┃ズ┪┈保全ビ┬┆い

┫環境┇あ┫バ┈ﾏ 

籗 昭和 30裟蹼┎自然┋事元鰺原生花
園┏一面┎花畑─┃〞鯲ﾏ 

籗 観ゲ的ﾎ情報的┋┢弟┈┊┫拠茂

施設ゼ必要┇あ┫ﾏ個人写真家┎

冢表┎場や鳥類等┎観察種や╂┽

ンぇ脾報┋用い┫掲示暢等┲設置

ベ┫ﾏ 

籗 補к金┲唄デ┆笹設ベ┫場英┢笹

築物─デ┇┊ヂ談効┊人虫┎冩用

┋┄い┆┢検討ベ┫必要ゼあ┫ﾏ 

籗 鳥類┲中心┈ブ〞観察施設┎設置

ゼ必要┇あ┫ﾏ 

 

籗 水環境┎なゅ』へン╇┲行いﾎ

異常ゼ冢生ブ〞┩原因┲究明ブ

┆対策┲講プ┫ﾏ 

籗 現在ﾎ湖┈芙┈┲連絡ブ┆い┫

水路┲挽久的┊┢┎┈ブ┆ﾎ汽

水湖┲維持ビボ┫ﾏ 

籗 湖┎生態調査┲怫怦的┋実施

ブﾎ異常ゼ冢生ベ┬┐ﾎ褪Ｉ機

褪┇胃議┲行い対策┲施ベﾏ 

籗 落差工┋魚膺┲整備ベ┫┊┉ﾎ

河川敷地┢含┡〞自然┋やビブ

い川┅ヂ┪┲行┃┆いヂﾏ 

籗 『ろゅン╇┊┉┋┨┪湖畔┎愕

衝恨┎保全┋嘘┪組┳┇いヂﾏ 

籗 何滞┎滞£┎自然┋近┅デ┫┎

ズ基準┲定┡┫ﾏ 

籗 様々┊情報┲集積ブﾎ┈┪┞┈

┡┫装置や》くぇ┎検討ﾏ 

籗 自然┋┄い┆┎こみく┾｠‶は

ゃほ┊人虫┎配置ﾏ 

籗 語┪部┎┨う┊解説者┎存在ﾏ 

 

 

籗 設置∨置ﾎ構腓ﾎ利用形態┎検

討ﾏ 

籗 ┹こみろ】┎構腓形式(砂利膺ﾎ
木膺等)や利用方法┎検討ﾏ 

籗 研究機褪 

籗 自彦体 

 

 

 

 

 

 

 

籗 ⇒民団体 

籗 ～業者 

 

籗 ⇒民団体 

籗 行遡 

 

 

籗 地域⇒民 

籗 旅行者 

籗 ﾊ♂黎ﾄ♂黔點黌黽ｬ黎 

籗 個人写真家 

籗 自彦体等 

 

 

籗 自彦体 

籗 地域⇒民 
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生 

物 

的 

環 

境 

8.観察施設┈黏ｸ黹黷┎整

備 

9.既存施設┎┕┬あい

環境┎改善 

10.湖畔┎愕衝恨┎保

全 

11.原生花園┎島生保

全 

12.淡水魚┎生息環境

┎保全  

13.『ろゅン╇┎検討 

14.自然生物情報┎集

積┈冢信 

籗 ┹｠╈‶》┽やひ‶原┊┉┢対象

┈ブ〞観察路┲兼┍〞┹こみろ】

┋┄い┆┢整備ベ┫ﾏ 

籗 餌付デ┋┨┫鳥類┎生態保全¿┎

問題┈観ゲ利用┈┎うふン]┲検

討ベ┫ﾏ 

籗 動島物｠┎他環境┋褪ベ┫情報臼

集や冢信┇ゾ┫体制や施設┅ヂ┪

ゼ必要┇あ┫ﾏ 

 

 

籗 学校鰺幼児～学生鯲┈湖┲近┅デ

┫ﾏ 

籗 島生保全や回事┎〞┡ﾎ葭焼ゾや

馬┎阻牧┎怫怦┲検討ベ┫ﾏ 

籗 湖萎岸┎立入┪や施設整備┋┄い

┆┎慎菻┊検討ゼ必要┇あ┫ 

 

籗 餌付デ┎種類や方法┎検討ﾏ 

籗 鳥類生息密度管理┎検討ﾏ 

籗 調査等┏総英的┋東京農大┋監

修ブ┆い〞─ヂﾏ 

籗 水生遜虫や鱗翅目┊┉┎専門家

┲招聘ベ┫ﾏ 

籗 特筆ベ┙ゾ環境鰺‶ち┹╁[ﾎ

┹｠╈‶》┽等鯲┲中心┈ベ┫ﾏ 

籗 地域┎自然┲体感┇ゾ┫╂へ╄

ねふて┎実施ﾏ 

籗 ┈┢┋風物┋┢┊┃┆い┫バ┈

ズ┩液様┋進┡┆いヂﾏ 

籗 調査結果や専門家┎意見等┋┨

┪『ろゅン╇┲行うﾏ 

 

籗 ﾊ♂黎ﾄ♂黔點黌黽ｬ黎 

籗 葭鳥┎会 

籗 剖業褪Ｉ者 

 

 

籗 専門家 

 

 

 

 

 

 

 

社 

会 

的 

環 

境 

15.周辺卓観┎保全 

16.公共交通黏ｸ黹黷┎充

実 

17.坊流パ┟┎対策 

18.｠┎他┎パ┟┎対

策 

19.既存施設┎改善 

20.ﾚｸ龜黜黎黶靡瑤機能┎充

実 

21.地場産品┎地域け

ふンぉ粟 

22.遺跡れ史跡┎調査れ

保全 

23.土砂流出対策 

24.冨粟状況┎ぅろ』

┎必要性 

籗 英国┎自然保護区┊┉┎例ゼ示ベ

┨う┋ﾎ自然┋溶デ込┠┨う┊施

設整備ゼ施ビ┬┆い┫状況ﾏ 

籗 地域産業┈観ゲゼ一体┈┊┃┆地

域振興┲轄┃┆いヂﾏ 

籗 湖┋筮荷┲Üえ┊い環境保全型農

業ゼ流域┇展開ビ┬┆い┫バ┈ﾏ 

 

 

 

籗 濤沸湖産┎‶[つﾎ][┿かﾎワ

╂′╅ﾎ╂╄┊┉ゼ地域けふンぉ

┈ブ┆瀧鵜ブ┆い┫バ┈ﾏ 

籗 水産資源ゼ減少ベ┫バ┈┊ヂ健全

┋維持ビ┬┆い┫バ┈ﾏ 

 

 

 

籗 笹物┎屋悌┎悧粟等┋嘘┪組

┟ﾎ周褐┎自然┈調和┲轄┃〞

卓観┲保┄┨う┋ベ┫ﾏ 

籗 環境┋筮荷┲Üえ┊い施設整備

┋嘘┪組┳┇いヂﾏ 

籗 品目横断的経営稽定対策┋┨

┫ﾎ┆┳菜ﾎ小麦ﾎ澱粉ﾎ大豆

┋対ベ┫交付金┲追зブ┆ﾎ悧

肥┎生産┋充┆┫┨う┋ブ┆ﾎ

保水力┲高┡┫土作┪┲実施ﾏ 

籗 観ゲ鶏等ゼ地場産品┲味わえﾎ

流通や瀧鵜┘┎嘘┪組┟┈芸伝

┲行┃┆いヂﾏ 

籗 剖場環境┈水産資源┎定期的┊

なゅ』へン╇┲行いﾎ湖流入河

川┋ジデ┫土砂┎除去┈ﾎ流域

┇┎土砂冢生源対策や流出対策

┲検討ベ┫ﾏ 

 

籗  

籗 民間企業 

籗 地域⇒民 

 

 

 

籗 ～業者 

籗 行遡 

 

 

 

籗 企業 

籗 ～業者 

 

籗 自彦体 

籗 研究者 

籗 ⇒民団体 

 

 

各

種

活

動 

25.⇒民れ産業活動┎嘘

┪組┟┈支援 

26.啓冢┈瀧鵜 

籗 湖┎袷岸┇┏適柏┊島生保全や土

地利用ゼ施ビ┬┆い┫状況ﾏ 

 

籗 国定公園┎利用価値ゼ常┋評価 
ビ┬┆ジ┪ﾎ賢明┊利用ゼ施ビ┬

┆い┫状況ﾏ 

 

籗 地域振興┘┎支援┈濤沸湖ジ┨┓

周辺┋ジデ┫情報┎集積れ冢信ゼ

機能ブ┆┊ビ┬┆い┫バ┈ﾏ 

籗 現在┎民談地┲腰亳ゼ購入ブ

┆ﾎ島生等┎保護管理┲行┃┆

いヂﾏ 

籗 ゃ‶はゃほぇふ]ぇ運動┲Ｊ進

ビボﾎ自然保護┈賢明┊土地利

用┋л┡┫ﾏ 

籗 そふンぃ┺┹れ╃┻ぉ┎養紹┈

活動┎充実粟┲轄┫ﾏ 

籗 総英的┋振興┎〞┡┎┹┻ぅ┹

┲常┋引ゾ出ブﾎ情報臼集や冢

信┘┎嘘┪組┟┈体制┲検討ベ

┫ﾏ 

 

籗 ⇒民団体 

籗 行遡 

 

籗 ⇒民団体 

 

籗 専門家 

 

籗 全┆┎褪Ｉ者 

 

 

全体┲通ブ┆鰺感想鯲 

 

 

第 1回目┎ワろ╆‶は｠こ┇活冢┊意見┲い〞─ゾﾎ＜回┏ビ┩┋踏┟込┳─形┇色々┊意見ゼ出ビ┬┞ブ〞ﾏ 

｠┬┏ケペふて′ろほ条約┎趣続┇┢あ┫ﾘ賢明┊利用鰰ワ┻〈のろ]ﾙ┋則┃〞形┎方向┇ﾎ例え┐湖岸┎土地利用

やゃ‶はゃほぇふ]ぇ運動┎┨う┊冢想┇ベﾏ 

バ┬┩┲┨┪Ｊ進ビボ〞┪ﾎあ┫い┏地域┎拠茂┇あ┫農大┈┎連携┲轄┃┆いヂバ┈ﾎあ┈自然┎┻ン』ろこへ』ろ

┎養紹鰺地域┎人虫鯲ゼ大ε┇ﾎ学校┈湖┲近┅デ┆いズ┊い┈いデ┊い┊┉ﾎ地域┈ブ┆┎菻要┊嘘┪組┟ゼ投ドズデ

┩┬┞ブ〞ﾏ 

｠┎他ﾎ地産地消や白鳥展望影┎談効活用┊┉┢意見ゼ─ビ┬┞ブ〞ﾏ 

第 3回目┏┉┎┨う┊方策ﾎ方法┇｠┬┲進┡┆いデ┐良い┎ズ┲睾ブ英うバ┈┋┊┪┞ベゼﾎ参з者ゼ｠┬┋向ズ┃

┆進┳┇い┫姿勢ゼ強ヂ感プ┩┬┞ブ〞ﾏ 

 

 



 
-
 9

7
 -

 

   

 

    

h 第 2回⇒民会議┲踏┞え〞結果 

濤沸湖環境保全活用計亶┎特性(現況)┈課題 
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鰺鰒鯲第 3回⇒民会議結果┎┞┈┡ 

ﾘ濤沸湖鵜┓周辺域┎菻視ベ┙ゾ嘘┪組┟┈進┡方┲考え┨う！ﾙ第 3回目┎ワろ╆‶は

｠こ┏ﾎ2 回目┎ワろ╆‶は｠こ┇出ビ┬〞望┞ブい姿┈嘘┪組┟┲踏┞え┆ﾎ菻視ベ┫嘘

┪組┟┈菻茂的┋嘘┪組┠～項┲整理ブ┞ブ〞ﾏ 

前回┎希望┋英ボ┆ 5┄┎╇ほろこ鰺主┋ﾘ自然れ動物鰺葭鳥れ遜虫鯲ﾙﾎﾘ自然れ島物鰺湖

畔れ原生花園鯲ﾎﾘ社会れ農林業ﾙﾎﾘ社会れ剖業ﾙﾎﾘ社会れ観ゲれ教育ﾙ鯲┋δデ┆睾ブ英い┲

行い┞ブ〞ﾏ 

 

e こみ╇ふて 

鱇濤沸湖鵜┓周辺域┎菻視ベ┙ゾ嘘┪組┟┈進┡方┲考え┨う！鱆 

第3回 

作業工程 
作業内容 備考 

唄付 

 
各自ﾎ╇ほろこぃろけほ┋着席ﾏ 

台唄付簿 

台疫蓄配甑 

┏プ┡┋ 

 

れ挨拶 

れ第 3回ワろ╆‶は｠こ┎趣続 

れ前回┎結果鰺┞┈┡鯲報告 

れ手元┎資料┎説明┲行う 

れこみ╇ふて鰺進行鯲┎説明 

 

目的ﾎこみ╇ふて 

 

台配甑資料 

進行役紹＞ﾎ進行¿注意ベ┫茂┊┉ 

STEP 1 

 

 

 

 

 

 

 

 

れ各╇ほろこ内┇自己紹＞ 

れ第 3回目┎ぃろち┎確認 

 

鱇作業開始鱆 

 

 

 

台e～i┎i╇ほろこ鰲主┊δ葭 

 e自然れ動物鰺葭鳥れ遜虫鯲系 

 f自然れ島物鰺湖畔れ原生花園鯲系 

 g社会れ農業鰺酪農れ林業鯲系 

 h社会れ剖業系 

 i社会れ観ゲ系 

台計亶概要ﾎδ葭別未来像れ嘘┪組┟┋┄い

┆ﾚ資料鰺轄面付鯲ﾛ┲配付ﾏ 

STEP 2 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

れ手元┎資料説明 

e濤沸湖┈周辺域┋┄い┆ﾎ特性鰺現状鯲┈課

題┲踏┞え┆ﾎ各自ゼ最┢望┠あ┪方鰺未来

像鯲┲睾ブ┆い〞─ヂﾏ 

台ﾜ資料 3-eﾝ未来像鰺理念ﾎ目標ﾎ展開方向鯲 

f濤沸湖┈周辺域┎未来┋┄い┆ﾎ課題┲解決

ブﾎ望┞ブい姿┲実現ベ┫〞┡ﾎ┉┎┨う┊

展開方向鰺対策鯲や嘘┪組┟ゼ必要ズﾎ効果

ゼ期待┇ゾ┫進┡方┎意見┲┈┪┞┈┡┫ﾏ 

各地┎～例や濤沸湖┈周辺地域┇進┠嘘┪組

┟┲確認ブﾎ各自ゼ知┪う┫情報┲交換ブあ

いﾎ菻要┊嘘┪組┟┈担い手┲付箋紙┋記入ベ

┫ﾏ 

台ﾜ資料 3-fﾝ未来像ﾜ～例集ﾝ 

g未来像┲確認ブﾎ菻要┊嘘┪組┟ﾎ各～例┲

δ葭鰺項目鯲別┋整理ブﾎ中心┈┊┫主体ﾎ

自δ〞━ゼ┇ゾ┫バ┈ﾎ組織┎支援ゼ必要┊

バ┈┊┉┲付箋紙┋┞┈┡ﾎ前回┈液様┋ﾎ

╇ほろこ┎大ゾい轄面鰺模腓紙鯲┋簑┫ﾏ 

台ﾜ資料 4-eﾝ概要ﾜ資料 4-fﾝ嘘┪組┟轄 

れ全体┎意見┈┪┞┈┡ﾎ紹果┲確認ベ┫ﾏ 

れ参考資料 

 

台ﾜ資料 2ﾝ濤沸湖┈周辺域┎概要 

 

台ﾜ資料 4-eﾝ計亶┎概要 

台ﾜ資料 4-fﾝδ葭別嘘┪組┟轄┲活用ブﾎ 

 菻視ベ┫項目┏ﾎ付箋┎添付や線┲引ヂ 

 

台轄面┋睹当箇所┋付箋┲簑┫ 

 

未来像 嘘┪組┟

案 

手法～例 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

台ﾜ資料 3-fﾝ未来像ﾜ～例集ﾝ 

 

STEP 3 

 

れ各╇ほろこ┎轄面鰺模腓紙鯲┲そろぉ┋簑┪

┄デﾎ冢表者ゼ説明ベ┫ﾏ 

 

台手短┋ 4δ＃内┇冢表ベ┫ﾏ 

挨拶 

 

筑日┎感想┈┞┈┡ 

挨拶 
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f 参з者配置轄 

 

第鰒回ワろ╆‶は｠こ ぃろけほ配置轄 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

┹‶]』ンぇ 小衷 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

1╇ほろこ鰺褪尾鯲 

伊藤 ¡七男 

耀山 浩挫 

白木 孝行 

馬淵 良子 

з藤 菊悋 

笹谷 直樹 

2╇ほろこ鰺⇔葭鯲 

鈴木 悌洩 

梅津 征一 

卒坂 章 

清水 晶子 

大芝 泰弘 

   

 

冢 

表 

用 

白 

暢 

3╇ほろこ鰺⇔藤鯲 

立花 民衛  高橋 賢彦 

衛于 静   宮川 大 

深谷 緯生  大浦 信泣郎 

4╇ほろこ鰺国沢鯲 

鈴木 柏志 

宮津 豊 

長嶋 晟 

園于  武 

須藤 智信 

5╇ほろこ鰺¿衷鯲 

川端 英一 

若槻 忠臣 

浜疫 ┟┦ゾ 

¡品 聡 

秋山 恵美子 

酒’ 俊挫 

ｺ配甑資料 

れ⇒民会議鰺ワろ╆‶は｠こ鯲こみ╇ふて 

れ第鰈回⇒民会議┎結果～概要ﾜ資料鰆-eﾝﾎ整理ﾜ資料 1-fﾝ 

れ濤沸湖鵜┓周辺地域┎概要～ﾜ資料鰈ﾝ 

れ濤沸湖鵜┓周辺地域┎未来像鰺理念れ目標れ展開方向鯲～ﾜ資料鰒-eﾝ 

れ濤沸湖鵜┓周辺地域┎未来像ﾜ～例集ﾝﾜ資料鰒-fﾝ 

れ計亶鰺原案鯲鰔概要～ﾜ資料鰊-eﾝ台概要ﾎ展開方向┈嘘┪組┟轄 

れ計亶鰺原案鯲鰔δ葭別┎未来像鰺目標ﾎ展開方向鯲ﾎ嘘┪組┟ﾎ担い手ﾜ資料 4-fﾝ 
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g 概要報告 

参з者┏ﾎバ┬┞┇┎ワろ╆‶は｠こ┊┉┇整理ビ┬〞嘘┪組┟ズ┩ﾎ緊急性ﾎ律自性ﾎ

総英性ゼあ┫┈考え┩┬┫┢┎┲選┓ﾎ菻茂～項┈ブ┆嘘┪┞┈┡┞ブ〞ﾏ＃½┎表┋記ブ

┞ベﾏ 

ワろ╆‶は｠こ┎写真 

開会挨拶 資料説明 作業風卓 1班 作業風卓 2班 

作業風卓 3班 作業風卓 4班 作業風卓 5班 紹果冢表 1班 

紹果冢表 2班 紹果冢表 3班 紹果冢表 4班 紹果冢表 5班 

 

概要報告 

嘘┪組┟δ葭┈課題 
菻視ベ┙ゾ嘘┪組┟ 

鰺緊急性ﾎ律自性ﾎ総英性鯲 
効果的┊手法 担い手 

 

 

自 

然 

的 

環 

境 

1.自然卓観┎保全 

2.汽水湖┎維持 

3.坊砂対策 

4.湖┎水質ﾎ底質保全 

5.水環境┎なゅ』へン╇ 

6.河川等┎整備 

 

れ周辺環境┋配慮ブ〞水環境┎確保鰺緊急

性ﾎ律自性鯲 

 

れ保全ベ┙ゾ土地┎確保┈管理鰺緊急性鯲 

 

れ卓観意識┎向¿┋向デ〞┻しンぇ┎開催

鰺緊急性鯲 

 

れ流入河川沿い┋ジデ┫島生保全┎実施鰺緊

急性れ律自性鯲 

 

れ自然┈調和ブ〞川┅ヂ┪┎正進鰺緊急性ﾎ

総英性鯲 

 

れ農山剖衷卓観┎保全鰺律自性鯲 

 

れ坊砂┊┉┋┨┫堆積┎防拍鰺緊急性鯲 

れ⇒民ﾎ研究機褪┈連携ブ〞監視鰺緊急性鯲

鰺総英性鯲 

 

 

れ流入河川┎水質調査┈改善鰺緊急性ﾎ律

自性鯲 

 

れ水環境┎怫怦的┊なゅ』へン╇┎実施鰺律

自性ﾎ総英性鯲 

 

れ自然卓観資源調査┎実施鰺緊急性鯲 

 

れ保全ベ┙ゾ生態┎保全┈再生鰺律自性鯲 

 

れ底質┊┉地形┎経裟変粟┎調査鰺緊急性鯲 

れ自然┈調和ブ〞川┅ヂ┪┎正進ﾏ 

 

れ菻要┊土地┋┄い┆┏ゃ‶はゃほぇふ

]ぇ┊┉┎手法┋┨┪嘘得ﾏ 

れ自然卓観┋親ブ┠環境教育┎場┎創

出ﾏ 

 

れ多様┊主体┎連携┋┨┫湖畔林┈ひ‶

群落┎保全再生ﾏ 

 

れ河畔林┎保全ﾎ整備ﾎ落差工┘┎魚膺

設置ﾏ 

 

れ地域┲象寺ベ┫卓観保全策検討ﾏ 

れ原因┎明確粟ﾎ流入対策┋┨┫塩δ濃

度┎¿他抑制ﾏ 

れ地域⇒民┲含┠多様┊主体┇自然環境

┲監視ﾏ 

 

 

れ調査ゼ┊ビ┬┆い┊い箇所┎調査┲実

施ブﾎ改善策┲検討ﾏ 

 

れ⇒民ズ┩行遡┞┇連携ブ┆怫怦的┋実

施ﾏ 

 

れ専門家ゼ調査項目┲検討ブﾎ調査┏地

域⇒民┲交え┆実施ﾏ 

れ資源調査┈再生目標決定ﾏ 

 

 

れ専門家┈剖業褪Ｉ者ゼ胃力ブﾎ原因┲

含┡調査┲実施ﾏ 

れ⇒民ﾎNPOﾎ剖

組ﾎ行遡ﾎ研究機

褪 

れ⇒民ﾎ企業ﾎ行

遡 

 

れ⇒民ﾎ企業ﾎ行

遡 

 

れ⇒民ﾎ剖胃ﾎ行

遡ﾎ研究機褪 

れ⇒民ﾎ森林組英ﾎ

行遡ﾎ研究機褪 

れ⇒民ﾎ企業ﾎ国ﾎ

膺ﾎ腰亳 

れ剖胃ﾎ行遡ﾎ研

究機褪 

れ⇒民ﾎ剖家ﾎ剖

胃ﾎ国ﾎ膺ﾎ腰亳ﾎ

研究機褪 

れ⇒民ﾎ企業ﾎ国ﾎ

膺ﾎ腰亳ﾎ研究機

褪 

れ行遡ﾎ研究機褪 

 

れ⇒民ﾎ研究機褪ﾎ

行遡ﾎ学校 

れ⇒民ﾎ研究機褪ﾎ

行遡ﾎ学校 

れ剖胃ﾎ研究機褪ﾎ

行遡 
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生 

物 

的 

環 

境 

7.交流拠茂┎整備 

8.観察施設┈┹╆〉]┎整

備 

9.┕┬あい環境┎改善 

10.既存施設┎改善 

11.『ろゅン╇┎検討 

12.湖畔┎愕衝恨┎保全 

13.原生花園┎島生保全 

14.淡水魚┎生息環境┎保

全  

15.自然生物情報┎集積┈

冢信 

 

れ愕衝恨┎保全┘┎嘘┪組┟鰺緊急性ﾎ律

自性鯲 

 

れ木膺や小屋┊┉ﾎ多様┊観察施設┎整備

鰺律自性ﾎ総英性鯲 

 

 

れ地域┎弟┈┊┫拠茂施設┎整備鰺律自性ﾎ

総英性鯲 

 

れ観察施設計亶┎策定鰺律自性鯲 

 

 

れ在来島生┎再生鰺緊急性ﾎ律自性鯲 

れ多様┊情報┎体制┅ヂ┪鰺律自性鯲 

 

れ自然環境┎調査┎実施鰺律自性鯲 

 

 

れ原生花園┲┈┪┞ヂ芙岸保全鰺律自性ﾎ

総英性鯲 

れ島生調査┎実施ﾏ 

れ湖岸┎島生調査┎実施ﾎ島生δ甑┎定

萪粟ﾏ 

れ阻牧馬ゼ通行嬰能┊国膺ズ┩暮地┞┇

┎木膺計亶ﾏ 

 

 

れ葭鳥観察施設┈博物館┎機能┲持┄っ

┻】にろ〉ン』ろ┎笹設ゼ必要ﾏ 

れ自然環境┘┎影響┲最小限┋抑え┫施

設整備方法┎検討ﾏ 

 

れ島物調査┎実施┈っゃ‶╂〈ふ┎除

去ﾏ 

れ情報┎近隣⇒民┘┎開示┋┨┫意識┈

知識┎向¿┲轄┫ﾏ 

 

れ地域┎生物環境┎実態把握ﾏ 

 

 

れ芙岸侵食対策ﾏ 

れ⇒民ﾎNPOﾎ行

遡ﾎ研究機褪 

れ⇒民団体ﾎ企業ﾎ

～業者ﾎ行遡ﾎ研

究機褪 

れ⇒民ﾎ行遡ﾎ研

究機褪 

 

れ⇒民ﾎNPOﾎ国ﾎ

膺ﾎ腰亳ﾎ研究機

褪 

れ⇒民ﾎ行遡ﾎ研

究機褪 

れ⇒民ﾎNPOﾎ企

業ﾎ国ﾎ膺ﾎ腰亳 

れ⇒民ﾎNPOﾎ膺ﾎ

腰亳ﾎ研究機褪 

れ企業ﾎ行遡ﾎ研

究機褪 

 

社 

会 

環 

境 

16.周辺卓観┎保全 

17.公共交通┹╆〉]┎充

実 

18.ま╆へ┿ろ‶はン機能

┎充実 

19.地場産品┎地域けふン

ぉ粟 

20.土砂流出対策 

21.冨粟状況┎ぅろ』┎必

要性 

22.坊流パ┟┎対策  

23.｠┎他┎パ┟┎対策 

24.遺跡れ史跡┎調査保全 

れ流½土砂調査┈抑制対策検討 鰺緊急性ﾎ

律自性鯲 

 

れ交通手段┎多様粟鰺律自性鯲 

 

れ特産品┎開冢鰺律自性鯲 

 

れ環境保全型農業┎実践鰺緊急性鯲 

 

 

れ環境┋配慮ブ〞開冢行妄鰺緊急性鯲 

 

れ環境┋配慮ブ〞廃水対策鰺緊急性鯲 

 

れ土砂┎冢生源調査ﾎ流出対策ﾎ融雪出

水対策ﾎ風害対策ﾎ森林整備ﾎ篩用捻

出等┎検討ﾏ 

れ原生花園中心部┈濤沸湖岸┲結┖稽全

┊連結方法┎検討ﾏ 

れ地元作家┎手┋┨┫文粟的┊ジ土産┲

開冢ﾏ 

れ愕衝地恨┋┨┫耕地ズ┩┎土砂流出防

拍ﾎ農地┎保水力┲高┡┫土┅ヂ┪┎

実施ﾏ 

れ土砂流出┲誘冢ベ┫農地開冢ﾎ林地開

冢等┲行わ┊いﾏ 

 

れ土砂堆積や水質悪粟┎原因┈┊┫冢生

源対策┋嘘┪組┠ﾏ 

れ農家ﾎ農胃ﾎ森

林組英ﾎ企業ﾎ行

遡 

れ行遡 

 

れ⇒民ﾎ行遡ﾎ企

業 

れ農家ﾎ農胃ﾎ国ﾎ

膺ﾎ腰亳 

 

れ農家ﾎ林家ﾎ農

胃ﾎ林組ﾎ国ﾎ膺ﾎ

腰亳 

れ農家ﾎ農胃ﾎ企

業ﾎ国ﾎ膺ﾎ腰亳 

行

動

環

境 

25.⇒民れ産業活動┎嘘┪

組┟┈支援 

26.啓冢┈瀧鵜 

 

れ環境保全┎多様┊っ｠ぇワろ╆┎形紹鰺緊

急性ﾎ律自性ﾎ総英性鯲 

 

れ暮原┎価値┎認識┈啓冢鰺律自性ﾎ総英

性鯲 

 

 

れ環境学習機会┎場┎創出鰺緊急性ﾎ総英

性鯲 

 

れ濤沸湖く┸ン╆ふけや環境保全活動┎

調整機褪設置ﾎ利害調整ゼ┇ゾ┫人虫

育紹ﾎそふンぃ┺┹活動┘┎支援ﾏ 

れワ┻〈のろ]┲菻茂施策┋ブ〞嘘┪組

┟ﾎ資金┎似環ﾎ暮原┎価値┎評価┈

啓冢方法検討ﾎ自然╃┻ぉ筑┎冢行ﾏ 

れ産学荊ジ┨┓地域⇒民┎連携┋┨┫⇒

民┎学習機会┎創出ﾏ 

 

れ⇒民ﾎ⇒民団体ﾎ

企業ﾎ行遡ﾎ研究

機褪 

 

れ⇒民ﾎ⇒民団体ﾎ

企業ﾎ行遡ﾎ研究

機褪 

 

れ⇒民ﾎ⇒民団体ﾎ

企業ﾎ行遡ﾎ研究

機褪ﾎ学校 

 

 

 

全体┲通ブ┆鰺感想鯲 

 

 

第 3回目┎ワろ╆‶は｠こ┏ﾎ＜┞┇出ビ┬┆ゾ〞意見┎菻茂的┊部δ┲嘘┪¿ド┆ﾎ誰ゼ┉┎┨う┋進┡┆いデ┐┨

い┎ズ┲睾ブ英うバ┈┇ﾎ予想┲越え┆良い提案等ゼ出┆ゾ〞┈思い┞ベﾏ｠┬┲緊急性ゼあ┫┢┎ズ┩ﾎ律自性や長裟

┎調査┲ズデ┆嘘┪組┳┇いヂ総英的┊┢┎┞┇ﾎ′]ぃゃけほ┋持怦ビボ┆いヂ自然保護┈ワ┻〈のろ]ﾎ｠ブ┆地域

┎活性粟┲似環ビボ┆いヂﾎ┈いう方向┋落━着い〞┎┇┏┊いズ┈思い┞ベﾏっ┻】にろ〉ン』ろやく┸ン╆ふけﾎ学

校教育┈小中学生┎参зﾎ地域┎人虫┎養紹ﾎぇふ]ぇ運動ﾎ資源調査┊┉肺々┈菻要┊╄┺ろワろぉゼ生┞┬┆ゾ〞┨

う┋感プ┩┬┞ベﾏバ┬┩┲┉┎┨う┋正進ビボ┆いヂズﾎ皆様┎ジズド┇┛├保全┈賢明┊利用┎計亶┎方向性ゼ見え

┆ゾ〞┈思い┞ベﾏ 
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h 第 3回⇒民会議┲踏┞え〞結果 

濤沸湖環境保全活用計亶鰔δ葭別┎未来像鰺目標ﾎ展開方向鯲ﾎ嘘┪組┟ﾎ担い手 
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環境省

ﾚ蕯藙ﾞﾘｽ藙

戻海道

ﾚ蕯藙ﾞ藘ﾞ䕃ﾀﾌﾞ蕯ｸ

筿𥞩秂禡 筿𥞩秂禡属 ○

穪祲秇 䅈祧窂 ○ ○

穪祲秇 ○

䆴窂筤䅈箛 礐稕竴筳𥧔䆴窂ワ箐竌 ○ ○

䅏ン䇳磹 筤䇳穵箛䅏ン䇳磹 ○ ○ ○

禴窹𥧔磹种祊禕䇳 ワ箐竌 ○

筿𥞩ワ箐竌 祲秖筹祲种䅣 ○

礥种䅣 礥种䅣 ○ ○

䆿䇮种䅣 筿筤䇳ワ箐竌 ○

䇮窊穖禴磾种䅣 ○

䆿䇮种䅣 ○ ○

䇮种䅣 礐稕䇮种䅣 ○

祲秇稊穟穙 ○ ○

禴磾筤ワ箐竌 ○ ○ ○

䇳穙 穪穵䇳穙 ○

筤䇳筕筕 礐稕筤䇳筕筕 ○

祲䈎筿 礥窊禕䈎筿 ○

筤窂祧 穵箼𥧔䄅 ○

穵箼筤窂祧 ○

礐稕𥧔窹穙禴筤窂祧 ○ ○

礥𥧔礐筤窂祧 ○ ○

稛稸筤窂祧 ○

祊窹𥧔䄅 䆴ン𥧔䄅 ○

筤稸䆴ン𥧔䄅 ○

磾䅣磹祊ン窹 ○

种箐祊ン窹 ○ ○

𥫤窂 祊种ワ ○

筿𥞩窂箐 ○

窊箵 䆴䈎窊箵 ○ ○

祲ワ 筤䇳禕ワ ○

磹箐祲秇 笮稊窹磹箐祲秇 ○

礐稕磹箐祲秇 ○

筤穵箛祧 筤穵箛祧 ○

稛穧 穙䈎稛穧 ○

礐稕𥧔筿𥞩稛穧 ○ 絶滅危急種膅Ｖｕ䐢

礥礥磹窐稛穧 ○ ○

磹窐稛穧 ○

磕䄅𥧔磾窂祧穙祊筿 ○ ○

筿稕稊窹 ○ ○ ○

礥礥筿稕稊窹 ○

䆴䈎稛穧 ○ ○

䆴磹筿稸筤窂祧 ○ ○

筿稸筤窂祧 ○ ○ ○

礥礥磹稛穵箛 ○ ○

䆿䇮䅈磹窹 ○ ○

窂祘窹祧种祧种 ○

𥧔䅣磹礥磾 ○ 準絶滅危惧膅Nフ䐢

礐稕𥧔祧种祧种 ○

䅈笽箛䆿筳 䅈笽箛䆿筳 ○

窂穧种禴 筿筿窂禕秇 ○

窂ン窹ン䆴禴笽 ○

礐稕祊ワ箐窂穧种禴 ○

种箼窹窂礐稕祊ワ箐窂穧种禴 ○

䆴䇳䆴禴笽 ○

礥礥筤䇳竴䅈䇳 ○

秇笯ン稊磾 ○

䆿箼䆴𥧔䇳ン穟䇳 ○

筁种穪箛窂穧种禴 ○

穙䄅筿𥞴ン𥧔磾 ○

磾种礥穙䇮祲秇 ○

磾䅈笽窊穙䇮祲秇 ○

𥧔筿𥧔竴䅈䇳 ○

磾种䆴禴笽 ○

种箐礥磹䆴禴笽 ○

祊箐竴穪笮稊窹䆴禴笽 ○

礐稕䆴禴笽 ○ 絶滅危惧Iッ類膅テN䐢 絶滅危急種膅Ｖｕ䐢

䆴禴笽 ○

礐稕礥礥筤䇳䆴禴笽 ○ ○ ○ ○

磕祊秌 笮稊窹𥧔䆴䇳磕祊秌 ○

䆴䇳磕祊秌 ○ ○

种箼秌 ○ ○

磕穖禡种稊磾 ○ 絶滅危惧膻類膅プブ䐢 希少種膅Ｒ䐢

礥祊䆿秖䄅 ○

䆿筳 磹窐竌筳 ○

磕礥竌筳 ○

筕祲箵ン 䄅稛禴𥫤种 ○

䇳穙𥫤秇 稸𥮲磾𥞴ン秂筿种 ○

䄅ン䇦磾禩 祊箐竴穪𥫤种 ○

礐稕穪箛祊𥫤穪 ○

䄅稛筿竴祲秖筦稊磾 ○ 絶滅危急種膅Ｖｕ䐢

竴祲秖筦稊磾 ○ 絶滅危急種膅Ｖｕ䐢



 - 120 - 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

科   名 種   名 文献 ス 文献 ズ 文献 ゲケ 文献 ゲコ-ゲ

環境省

ﾚ蕯藙ﾞﾘｽ藙

戻海道

ﾚ蕯藙ﾞ藘ﾞ䕃ﾀﾌﾞ蕯ｸ
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祲秖箐禕秇 ○
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磾箼禴窂𥞩窂 ○

䇳䇮禕ン窹磹窂𥞩窂 ○

礥箐ン䅣祘箐种 ○

磹窐祘箐种 ○

䅈祊种稛秂笯磾 ○ ○
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䄅箛ン稊磾 ○

礐稕𥧔䄅箛ン稊磾 ○

稛磹穪秂䇮 ○

穙䈎䇳ン窬ン禕秇 ○

筳䄅𥧔种稛 礐稕窬禴𥧔䇮稊磾 ○ ○

穙䈎窬禴𥧔䇮稊磾 ○

𥧔箛磾穙祧 ○ ○
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磾䇮窹稸稊磾 ○ ○

窹箐 䄅ン筿𥞩䆿䄅 ○ ○

筤䇳𥫤䄅种𥮲磾䇳 ○

礥窊种筕穙禡 ○

礐稕𥧔种筕穙禡稊磾 ○

礥礥䅣磹禴ン稊磾 ○ ○

祊箐竴穪䅣磹禴ン稊磾 ○

礐稕𥧔禴箛ン秂 ○

礐稕穙䈎䄅ン窹磹 ○

䄅秖筁种箼 ○ ○

筿穙窹穙稸禕箛 ○

䆿箼䆴𥧔祊ワ箐秇磹禴 ○ 絶滅危惧膻類膅プブ䐢

祲箼窹窂箼磾禩 ○

礥礥𥫱竌磹稸秂 ○

穙䈎䄅秖筁种箼 ○

筿筤䇳秌祲箐 ○ ○

礐稕𥧔磾ワ筿𥞩秌祲箐 ○

礐稕筤䇳秌祲箐 ○ ○

䆴䇳窂䅈 ○ ○

礐稕磹稸秂 ○ ○

祊窂筤䇳磹稸秂 ○

窂ワ种箼磹稸秂 ○

䄅筿𥧔窂ワ种箼磹稸秂 ○

礐竌祘箐磹稸秂 ○

窂祘笯𥧔种箼ワ箵筕禴磾 ○ ○ ○

磕𥞩䄅窂种 ○

窂窂祊䇳穵 ○

笮秌䄅种筕穙禡 ○
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科   名 種   名 文献 ス 文献 ズ 文献 ゲケ 文献 ゲコ-ゲ

環境省

ﾚ蕯藙ﾞﾘｽ藙

戻海道

ﾚ蕯藙ﾞ藘ﾞ䕃ﾀﾌﾞ蕯ｸ

䇳䇮 筤𥫤䇳䇮 ○

窐䅈竌穪䆴祧 ○

䆴䇳礐ン穵磾 ○

种箼窹窂䆴䇳礐ン穵磾 ○

禡䆴䇳礐ン穵磾 ○

礐稕𥧔箵ン箛稊磾 ○ ○

礐稕筤䇳䆴祧 ○

磹窐礐ン秖筦 ○ ○

种箼窹窂种窂祘ワ䆴祧 ○ ○

䆴箛礐ン秖筦 ○

𥞴ン䅣磹䆴祧 ○ ○ ○

祲䅈䅣䇳穙䇮祲秇 ○

筁箐秇䄅穙䇮祲秇 ○

𥞴穖祊穙䇮祲秇 ○

种箼穙䇮祲秇 ○

祲秇竴秖 ○

种箼窹窂祲秇竴秖 ○

䆿箼䆴祲秇竴秖 ○

种箼窹窂𥧔䆿箼䆴祲秇竴秖 ○

䈇穙窹䆴祧 ○

窂ン穟ン䆴祧 ○

祊稛窹筿 礐稕稛稸祊稛窹筿 ○

竴祲箼稊磾 磹稸禩竴磾箼 ○ ○

筿穙窹竴磾箼 ○

䆴䇳竴磾箼 ○

穪磾䅣磹禕秇 䇳穙窹穪磾䅣磹 ○

筿祊ン 䄅䆴䅣 ○

䆿箼䆴𥧔䄅䆴䅣 ○

祊礐穧 礐稕磹稛筤 ○

穙箛竴窬稊磾 䄅穙箛竴窬 ○

穙箛竴窬稊磾 ○

窊种䄅祧 穙䈎磾䇮筕穵䄅 ○

磹窐穙䈎磾䇮筕穵䄅 ○

礥窊穙䈎磾䇮筕穵䄅 ○

窊种䄅祧 ○

䇳筳筿 ○ ○

穙禩 竴穖䄅稊磾 ○ ○ ○

𥫤穵磾 筤䇳𥫤穵磾 ○ ○

磕礥磹 䅏窊窹磕礥磹 ○

䅈筿箵 礐稕𥧔稛稸穙笯䅈筿箵 ○

种箼窹窂礐稕𥧔稛稸穙笯䅈筿箵 ○

稛稸穙笯䅈筿箵 ○

礥礥窹稛稸穙笯䅈筿箵 ○ ○ 準絶滅危惧膅Nフ䐢

䅈筿箵 ○

磕祊窬䅈筿箵 ○

磕磹窐稛稸穙笯䅈筿箵 ○

穙笯䅈筿箵 ○ ○

磾箛 秂䄅穜䈎 ○ 希少種膅Ｒ䐢

筿稊䆴祧 礐稕筿稊䆴祧 ○ ○

筿𥞩䅈祧窂 ○ 絶滅危惧Iッ類膅テN䐢

磕祊窹窂 筿𥞩稛䇳稊磾 ○

筤窂祧箐ン ○

磹ワ磕祊窹窂 ○

种箼窹窂磹ワ磕祊窹窂 ○

祊箐竴穪磕祊窹窂 ○

礐稕磕祊窹窂 ○

笮稊窹磕祊窹窂 ○

磕箵稸䇳穙䈇磹禕秇 ○ ○

礥礥䇳穙䈇磹禕秇 ○

磕箛𥧔穪磾禕秇 笮秌䄅𥧔竴秇筕 ○ ○

䅈祧窂筕 䅈祧窂筕 ○

磾禴祧 礐稕磾禴祧 ○

磾穵 ○

稛箐𥧔䄅 ○

䆴箛祧箛 ○ ○

䄅箵䆴䆴箛祧箛 ○

𥞴箛 礐稕笯磾竴磾 ○

礐稕礥礥窹𥞴ン䄅筦磾 ○

礥礥窹𥞴ン䄅筦磾 ○

禴秖筹祲 ○

种筹祲 ○

笮稛䈎秇磹禴 ○

穵祲䅏箛 ○ ○ ○

礐稕𥧔种种磾穵 ○

𥞴箛 筿筤䇳𥞴ン䄅筦磾 ○

祊箐竴穪窊ン秖ン ○

䆴䇳笯磾竴磾 ○

礥礥䆴窂磾穵 ○

䇳䈎窹穪磾䄅 ○

𥞴箛 ○

礥礥祊秇筕稸 ○ ○

磾䇳𥧔筿穙窹 ○

筤𥫤秖箐筿 ○ ○

穙穙秖 礐稕磹稊穙穙秖 ○

礐稕筁箐秇䄅穙穙秖 ○ 絶滅危惧膻類膅プブ䐢
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科   名 種   名 文献 ス 文献 ズ 文献 ゲケ 文献 ゲコ-ゲ

環境省

ﾚ蕯藙ﾞﾘｽ藙

戻海道

ﾚ蕯藙ﾞ藘ﾞ䕃ﾀﾌﾞ蕯ｸ

穙穙秖 穙䈎禴禡筕筕 ○

秇祲箐稊磾 磾筿筿穵箛 ○

筤窂祧穪箐𥧔礥 ○ ○

祲秇箵䅣䇳 ○ ○

祲箛ン稊磾 ○ 絶滅危急種膅Ｖｕ䐢

筕祲𥞴磹 筤稸䅣筕 ○ ○

箛ン穵磾 礐稕箛ン穵磾 ○ ○ ○

竴穧箛ン穵磾 ○

种箼窹窂竴穧箛ン穵磾 ○

筿穙祘种ワ 筿穙祘种ワ ○

祘祘磹筕 磹禡䇳 ○ ○

祘祘磹筕 ○

磕祊窬 祲䈎䇳窹稊磾 ○

礥礥窹𥧔筤礐筁禕箐 ○

穪禩窂种筤礐筁禕箐 ○

笮稊窹𥧔䈇穙窹筁禕箐 ○ ○

礐稕𥧔祊ワ箐䇳穙窹 ○

稸𥮲磾𥞴ン祊ワ箐䇳穙窹 ○

磕祊窬筁禕箐 ○ ○ ○

䆿䈎祘礥 䆿䈎祘礥 ○

䆿箼䆴䆿䈎祘礥 ○

䆴䇳䆿䈎祘礥 ○

窬窂种祊𥞩箐 ○

筁箐秇䄅 䆴䇳笽ン禡磹稊磾 ○

种稊 祊ワ筿穵箛 ○

祊磹秖ン穵磾 ○ 絶滅危惧膻類膅プブ䐢

祲䈎䇳窹窂 ○

磹窐穪磾窹窂 ○

筿筤䇳穪磾窹窂 ○ ○

筁种筹箛ン穵磾 ○ 絶滅危惧膻類膅プブ䐢 絶滅危急種膅Ｖｕ䐢

窂祧窂稛禴磾秖筦 ○

稸种䇳礥穵箛禴稊磾 ○

种箼窹窂稸种䇳礥穵箛禴稊磾 ○

礥穵箛禴稊磾 ○

种箼窬 ○

禡种箼窬 ○

䆿䇮种箼窬 ○ ○

礐稕种箼窬 ○

礐稕筿稊祘ワ稊磾 ○

䆿䇮窂筿䄅 ○

窂筿䄅稊磾 ○

种箼窹窂窂筿䄅稊磾 ○

礐稕窂筿䄅稊磾 ○ 絶滅危惧膻類膅プブ䐢

磹窐秂䇳 ○ ○

礐稕磹窐秂䇳 ○

窂䅈 礥礥䇳䈎窹𥧔笮箼种 ○ ○ ○

磹窐笮礥𥞩䄅 ○

秂䇳𥧔䆴禕秇 磾ン箐ン ○

磕䅏窂 ○

筿稕笮礥𥞩䄅 ○

礐稕𥧔祊ワ穇种筹 ○

礥礥磹窐𥧔竴禕箛 ○

稛窐䄅筕 禴稛窐䄅筕 ○

䆴礐穵祲稊磾 䆴礐穵祲稊磾 ○

礥礥窹禴 礥礥窹禴 ○ ○

礐稕礥礥窹禴 ○

穪磾礥礥窹禴 ○

𥫱箐礥礥窹禴 ○ ○

磹稊礥礥窹禴 ○

䅈磹祊𥞩箐 窬筁箼𥫤种䅣䇳 ○ 絶滅危惧膻類膅プブ䐢

礐稕窊ワ穪禴 ○ ○

䄅筿𥧔礐稕窊ワ穪禴 ○

祊ン笯祲 ○

筿筤䇳祘䇳𥞩筿 ○

箵ン𥫣祲稊磾 箵ン𥫣祲稊磾 ○ ○

礥筿窂礐种 礥筿窂礐种 ○

䄅䄅𥮲磾 筕磹ワ种筹秖ン ○

穙箛祘窬窊ン秖ン ○

种箼窹窂穙箛祘窬窊ン秖ン ○

穙䈎窊ン秖ン ○

秇ワ祧䄅𥮲磾 ○ ○

䄅祲 𥧔禴祧箛稊磾 ○

䄅稛𥧔禴祧箛稊磾 ○

𥞴磹䈇磾𥧔禴祧箛稊磾 ○ ○

筤䇳䆴䆴禴 ○

笮稊窹𥧔筤䇳䆴䆴禴 ○

磹ワ䈇筕祧 ○

䆴䇳礥穪禴䈇筕祧 ○

䆿箼䆴磾箐秖箼䈇筕祧 ○

礥礥䈇筕祧 ○ ○

种箼䈇筕祧 ○

礐稕礥礥䈇筕祧 ○ 希少種膅Ｒ䐢

秂笯磾 ○

礐稕秂䇳窂 ○ ○

礐稕𥧔稛磾禴祧 ○
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科   名 種   名 文献 ス 文献 ズ 文献 ゲケ 文献 ゲコ-ゲ

環境省

ﾚ蕯藙ﾞﾘｽ藙

戻海道

ﾚ蕯藙ﾞ藘ﾞ䕃ﾀﾌﾞ蕯ｸ

䄅祲 稛磾禴祧 ○

礐稕𥧔䄅穙窬磕秌筿 ○

筿筿禴磾筕箛 ○

䈇𥫤䅈䇳稊磾 ○ ○

筿筤䇳筤𥫤稛窹禴 ○

穪䄅ン稊磾 ○

䄅祲窊祘窂 ○

礐稕𥧔秇ワ磕秌筿 ○ ○ ○

稛祊磕秌筿 ○

磕䇮箛祊礥窊磕秌筿 ○

䆿䇮筁祊种䈇筕祧 ○

䈇穙窹䆿䈇穵箛 ○

䆿䇮稸稸禴禕秇 ○

禴磾箛ン稛ン䇦䇦 ○

筤窂祧稛ン䇦䇦 ○

礥禕䈎䇳 ○

祊𥞴ン稊磾 ○ ○ ○

䆴䇳窊祘窂 ○

磕䄅𥧔𥧔禩种 ○

礐稕筁箐秇䄅窊祘窂 ○

𥞴ン笯ン筤箛 ○

禴种祊祧祲 ○

种祊祧祲 ○

磕䄅稛𥫤䄅 ○

禴磾稕箛窂 ○

磕箐禩䆴ン秂ン稊磾 ○

礥礥䆴ン秂ン稊磾 ○

䆴ン秂ン稊磾 ○ ○

𥧔笯箼祧祲 ○

礥礥磕ワ䅣稸稊磾 ○

筿筤䇳磕䄅𥧔䄅箛ン稊磾 ○

礥窊𥧔禩种 ○

䆴稸秖𥮲磾窂 ○

䆿䇮秖𥮲礥ン ○

礐稕稛ン䇦䇦 ○

𥞴磹䈇磾稛ン䇦䇦 ○

礥窂筕筿 ○ 絶滅危惧膻類膅プブ䐢

礥筕䅣祊 秇秖礥筕䅣祊 ○

笮箼筁磹稊磾 种窹窂 ○ ○ 準絶滅危惧膅Nフ䐢

笮稊窹𥧔种窹窂 ○ 絶滅危惧膻類膅プブ䐢

䆿䈎筁种箼 𥞴ン窊ン筕 ○ ○

䆿箼䆴𥧔礐竌筕 ○

祊ワ穙䈎筕 ○ 準絶滅危惧膅Nフ䐢

磕䇳筕 禴磕䇳筕 ○

筳箛 𥧔竌䈎 ○

礐稕窬祧 ○

筿筤䇳箐穖䄅𥮲磾 ○

祧𥮲磾秖筹窊ン窊祲 ○

䄅秖祊祲种 ○

䅈𥞩箐ン ○

笮磾稸筹祲稊磾 ○

稸秂筳箛 ○

祲箼筳箛 ○ ○ 希少種膅Ｒ䐢

䄅窹窂𥧔磕䇳窂 ○

礐稕䆿䇮磕䇳窂 ○ 絶滅危惧膻類膅プブ䐢 希少種膅Ｒ䐢

礐稕䄅䅈禩 ○

礐稕祊ン稕磾 ○

稛稸祧笯磾种 ○

礥礥磾窹筳箛 ○

礐稕䅈祊种筳箛 ○

祲䈎䇳筳箛 ○ ○

䇳磹穜䈎稊磾 ○

箛筦磾𥧔䆿禩 ○ ○

祲䈎䇳窹穙祲窹窬稊磾 ○

䆿䇮磹𥞩磹 ○

筿筤䇳窂䈎禴筳箛 ○

礥礥磕䇳穵禴箼 ○

筳䄅秌秇 ○

礥礥窹窂𥧔礐ン箵磹稊磾 ○

磕筤䇮 𥧔䆴窂种𥮲磾𥫤 ○ ○

䆿礥磾祧磕筤䇮 ○ ○

种箼窹窂䆿礥磾祧磕筤䇮 ○

磹禕秇 䆿䇮禴磾祘磹䅏䄅种𥮲磾 ○

磹 ○ ○

䆿䇮磹 ○

穵箼磹 ○

䆴䇳磹 ○

笮稊磹 ○

祲秇磹 ○

䅈𥞩䇮𥧔筤箛 ○ ○

筤䇳䅈𥞩䇮𥧔䆿礐 ○

穙筳祲秇 穙筳祲秇 ○

磹窬 䆴窬祘筤 ○

禴窐祊禕秇 ○ ○ ○

窐祊笯 ○
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科   名 種   名 文献 ス 文献 ズ 文献 ゲケ 文献 ゲコ-ゲ

環境省

ﾚ蕯藙ﾞﾘｽ藙

戻海道

ﾚ蕯藙ﾞ藘ﾞ䕃ﾀﾌﾞ蕯ｸ

禴窐祊笯 ○

礐稕窐祊笯 ○

䅈𥞩䇮𥧔穟穖䇦磾 ○

䆴䈎祘筤 ○

穪䅣种窹 ○

祊𥞩𥧔禴禕秇 ○

筤䇳磕ワ ○ ○

磹ワ𥧔祘箛筤䅈 ○ ○

稸种䇳祘箛筤䅈 ○ ○

𥧔祘箛筤䅈属癮一種 ○

祊筕祘筤 ○

磕䄅䇮䆿种窹 ○

磹窐竌礐 ○

禡磹窐竌礐 ○

稛磹窐竌礐 ○

䆴䇳筁祧 ○

䆴䇳窊ン窊祲 ○

礥窊磾种𥧔禡禕秇 ○

礥礥磾种𥧔禡禕秇 ○

䆿箼䆴𥧔穵秖𥮲磾穙窂祧 ○

禴磾笯磾 ○

笮稊筁祧 ○

禴䇮祘筤 ○

䅈䅈䄅 ○

礥礥窬𥞩筿祘筤 ○

祲秇䈇种 ○

礥礥磕ワ祘礐箛 ○ ○

䈇种 ○ ○ ○

穙䈎䈇种 ○

䅈𥞩䇮𥧔祊稛竌箐 ○

窂祘䆴禕秇 ○ ○

䆿䇮祊箐竴穪磹稸秂穙窂祧 ○ 希少種膅Ｒ䐢

祲䇳磹秌秇 ○

穙祲窹窂ン𥫤䅈𥞩 ○

秇秇属癮一種 ○

磕䄅𥧔礐𥧔禴箼禕秇 ○

䄅ン礐𥧔禴箼 ○

筁箐秇䄅礐𥧔禴箼 ○

秇穪磹筕 禴磾箐磹穟ン窂ン种𥮲磾 ○

筿𥞩窹种𥮲磾 ○

祘䇳 祘䇳 ○ ○ ○

祊筤穙箛禕秇 种𥮲磾秖𥮲磾䅈禩 ○

䆿䇮祊ワ𥞩䅈禩 ○

䆴箛祘窬䅈禩 ○

秖𥮲磾箼磾䅈禩 ○ 絶滅危惧膻類膅プブ䐢 希少種膅Ｒ䐢

稸筹种窹䅈禩 ○

䆿䇮祊ン䅈禩 ○

祊秇䅈禩 ○

礥祲𥧔祊ン䅈禩 ○

窬筁箼䅈禩 ○ 準絶滅危惧膅Nフ䐢

禴䆴箛䅈禩 ○ ○

禴磾笯磾筁祧 ○

筤箐䇮䅈禩 ○ ○ ○

礐稕𥧔禴磾笯磾筁祧 ○

禴磾笯磾种窹 ○

磾种礥䅈禩 ○ 絶滅危惧Iッ類膅テN䐢 絶滅危急種膅Ｖｕ䐢

磕𥞩䇳窂䈎禴 ○

礥礥祊ワ𥞩䅈禩 ○ ○

磕䅏䅈禩 ○ ○

祊ワ箐䅈祘窂 ○

䆿䇮䆴箛磹 ○

祲箼䆴箛磹 ○

秇祧䅈禩 ○

礥礥磹窐𥧔䆴窂䆿禩 ○

种𥞩磹 ○ 希少種膅Ｒ䐢

礐稕磾䄅筤祘箐 ○

竴穪磹 ○ ○

磕𥫤箐祘筤 ○ ○

礐稕磕𥫤箐祘筤 ○

箐ン 秇磹䆴磹箐ン ○ ○

礥窊𥧔筤祘箐 ○

礥礥筿𥞩穪ン笯 ○ 絶滅危惧Iヂ類膅ツR䐢 希少種膅Ｒ䐢

祲筕䄅箛稊磾 ○

䅈𥞩筁种稊磾 ○

禴禡磹箐ン ○

筿𥞩稸穵箛 ○

穪䄅稊磾 ○ ○ 準絶滅危惧膅Nフ䐢 絶滅危急種膅Ｖｕ䐢

窬秖窹窂 ○

种礥禕秇 秖筦𥞩筕 ○

璈※ 文献 ス  セ 㿉うふつ湖癮鶇物一覧璈烋成ゲス烝

璈※ 文献 ズ璈セ 東京農業大学璈81走農場㿉そ癮周辺癮鶇物－農大鶇物園81走分園嫻礎資料㿉し瘳－璈昭和シコ烝サ月

璈※ 文献 ゲケ セ 東京農業大学璈続璈81走農場㿉そ癮周辺癮鶇物－東京農大鶇物園81走分園嫻礎資料コ－璈烋成元烝シ月

璈※ 文献 ゲコ-ゲ セ 濤沸湖畔癉おけ矞鶇生分漱癉影響す矞環境要因癉つい瘳璈烋成ズ烝
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目 科  種璈璈璈璈璈名 文献 ゲ 文献 コ 文献 ゴ 文献 サ 文献 ザ

環境省

ﾚ蕯藙ﾞﾘｽ藙

戻海道

ﾚ蕯藙ﾞ藘ﾞ䕃ﾀﾌﾞ蕯ｸ

備璈考

祊磹穙𥫤箛 祊磹穙𥫤箛 祊磹穙𥫤箛 ○ ○ ○ ○

䆴秖箼祊磹穙𥫤箛 ○ ○

筿筿祊磹穙𥫤箛 ○ ○ ○ ○

磕祊礐箛祊磹穙𥫤箛 ○

筿𥞩窂祧穵箛 磾筿穙窹䇮 䆴磹磹箼磾筿穙窹䇮 ○

笪箛祊ン 磾 祊ワ磾 ○

磾筿磾 ○ ○ ○ ○

䆿䇮磾 ○ ○ 絶滅危惧Iッ類膅テN䐢

禴磾𥧔穪箛 秇祧 秇ン祊𥧔秂磹 ○ 絶滅危惧Iッ類膅テN䐢 絶滅危惧種膅テワ䐢

䈇种秂磹 ○ ○ 準絶滅危惧膅Nフ䐢

磕䇳秇祧 ○ ○ ○

䅣磹秇祧 ○ ○ ○ ○

稸筦磾秇祧 ○ ○ ○ ○ 準絶滅危惧膅Nフ䐢 希少種膅R䐢

禴秇祧 ○ ○

磕礥秇祧 ○ ○ ○ ○

禴磾𥧔穪箛 禴磾𥧔穪箛 ○ ○ 絶滅危惧Iヂ類膅ツR䐢 絶滅危惧種膅テワ䐢 特別天然記念物籗国内希少

穪䄅 𥫱箐秇祧 ○ ○ 情報不足膅ヅヅ䐢

祊筕 祊筕 种秖筦磾祊箐祘ン ○ ○ 絶滅危惧Iヂ類膅ツR䐢 絶滅危急種膅プヶ䐢 国内希少

䇳祘ン ○ ○ ○ ○ 準絶滅危惧膅Nフ䐢 希少種膅R䐢 天然記念物

祊箛祘窬 ○ 準絶滅危惧膅Nフ䐢

䆿种祲磹 ○ ○ ○ ○ 絶滅危惧II類膅プブ䐢 希少種膅R䐢 天然記念物

礥礥䆿种祲磹 ○ ○ ○ 準絶滅危惧膅Nフ䐢 希少種膅R䐢

䆴祲祘ン ○ 情報不足膅ヅヅ䐢 希少種膅R䐢

禴𥫤䆴祲稸𥮲磾 ○ ○ ○ ○

礥礥䆴祲稸𥮲磾 ○ ○ ○ ○

禴䆴祲稸𥮲磾 ○ ○ ○ ○ 希少種膅R䐢

礥种穵箛 ○ ○ 情報不足膅ヅヅ䐢 希少種膅R䐢

䇳祘筕 ○ ○ ○ ○

祊䈎祘筕 ○ ○ ○ ○

禴祘筕 ○ ○ ○ ○

禴祘筕癮亜種間交雑固体 ○

磕䇮箛祊禴祘筕 ○ ○

穪筕礐祘筕 ○ ○ 絶滅危惧II類膅プブ䐢 希少種膅R䐢

䈇种祘筕 ○ ○ ○ ○

礥祊䈇种祘筕 ○ ○ ○ ○

䆿穵箛祘筕 ○ ○ ○ ○

磕䇮箛祊䆿穵箛 ○ ○ ○ ○ ○

礥窂祘祘筕 ○ ○ ○ ○

种䇳磕秖 ○ ○ ○ ○

䆴种竌箼祘筕 ○ ○ ○ ○

笮种䆴秖箼 ○ ○ ○ ○

䄅ン祲箼䆴秖箼 ○ ○ ○ ○

䅈𥞩祘筕 ○ ○ ○ ○

祲箼祘筕 ○ ○

竌箼籞穵䄅ン祲箼 ○ ○

种𥧔箛祘筕 ○ ○ 地域個体群膅LP䐢 希少種膅R䐢

禴礥箛祘筕 ○ ○

笮礥秖箼祘筕 ○ ○ ○ ○

筿禴磕磹秇 ○ ○ ○ ○ 絶滅危急種膅プヶ䐢

磾筿磕磹秇 ○ ○ ○ ○

祊ワ磕磹秇 ○ ○ ○ ○

稛祊 稛祊 筿秇秂 ○ ○ ○ ○ 準絶滅危惧膅Nフ䐢 絶滅危急種膅プヶ䐢

穪竌 ○ ○ ○ ○

礥秖箼ワ种 ○ ○ ○ ○ 絶滅危惧Iッ類膅テN䐢 絶滅危惧種膅テワ䐢 天然記念物籗国内希少

礥礥ワ种 ○ ○ ○ ○ 絶滅危惧II類膅プブ䐢 絶滅危惧種膅テワ䐢 天然記念物籗国内希少

礥礥稛祊 ○ ○ ○ ○ 準絶滅危惧膅Nフ䐢 絶滅危急種膅プヶ䐢 国内希少

䆴磹稛祊 ○ ○ 準絶滅危惧膅Nフ䐢 絶滅危急種膅プヶ䐢

禡磕种𥧔䅈箛 ○ ○ ○ 希少種膅R䐢

𥧔䅈箛 ○ ○ ○ ○

䆴磹磹箼稸筦磾䆿 ○ ○ ○ 希少種膅R䐢

稸筦磾䆿 ○ ○ ○ ○ 絶滅危惧Iッ類膅テN䐢 絶滅危急種膅プヶ䐢

䆴筤𥫤秇 种箼䆴筤𥫤秇 ○ ○ 希少種膅R䐢

䆴筤𥫤秇 ○ ○ ○ ○ 絶滅危惧II類膅プブ䐢 絶滅危急種膅プヶ䐢 国内希少

稸秂䆴筤𥫤秇 ○ ○ ○ ○

禴稸𥮲磾禩ン笯磾 ○ ○ ○ ○

稸𥮲磾禩ン笯磾 ○ ○

䄅秖 箐磹稸𥮲磾 礐稕箐磹稸𥮲磾 ○ 情報不足膅ヅヅ䐢 希少種膅R䐢

䄅秖 磾𥞩箐 ○ ○ ○ ○ 準絶滅危惧膅Nフ䐢 希少種膅R䐢

䄅秖 ○ ○

穙䈎 穙䈎 祲箼穜䈎 ○ ○ 情報不足膅ヅヅ䐢

稛ン稸𥮲磾 ○ ○ ○ 絶滅危惧II類膅プブ䐢 絶滅危惧種膅テワ䐢 特別天然記念物籗国内希少

窂笽穜䈎 ○ ○ ○ 絶滅危惧II類膅プブ䐢

祲磹窂 祲磹窂 ○ ○ ○ ○ 希少種膅R䐢

䆿祲磹窂 ○ 絶滅危惧II類膅プブ䐢 希少種膅R䐢

窹ン ○ ○ ○ ○

礥礥窹ン ○ ○

稸穵箛 筿筤禴穵箛 筿筤禴穵箛 ○ ○ ○

稸穵箛 䆴秖箼禴稸穵箛 ○ ○ ○ ○

禴稸穵箛 ○ ○ ○ ○

磹祊䈎稸穵箛 ○ ○

种箼稸穵箛 ○ ○

䇮䅣磹稸穵箛 ○ ○ ○ ○

礥礥䇮䅣磹稸穵箛 ○
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目 科  種璈璈璈璈璈名 文献 ゲ 文献 コ 文献 ゴ 文献 サ 文献 ザ

環境省

ﾚ蕯藙ﾞﾘｽ藙

戻海道

ﾚ蕯藙ﾞ藘ﾞ䕃ﾀﾌﾞ蕯ｸ

備璈考

稸穵箛 稸穵箛 筁窂禕箼 ○ ○ ○ ○

䅣磹䅏ン ○ ○ ○ ○

稛禩箛 ○

种祧 䄅𥮲磾秖𥮲种祧 ○ ○ ○ ○

穪磾窬ン ○ ○ ○ ○

䆿窹箛种祧 ○ ○ ○ ○

礥秖箼穪磾窬ン ○ ○ ○ ○

䆿䇮磾𥞩箐种祧 ○

磕䇮箛祊磾𥞩箐种祧 ○ ○ ○

磾𥞩箐种祧 ○ ○ ○ ○

稸种䇳种祧 ○ 情報不足膅ヅヅ䐢 希少種膅R䐢

䆴䇳种祧 ○ ○ ○ ○

秇䈎䆴䇳种祧 ○ ○ ○ ○

禴礥窹种祧 ○ ○ ○ ○

礥窹种祧 ○ ○ ○ ○

筿筳竌种祧 ○ ○ ○ ○

𥫱箐种祧 ○ ○ ○ ○ 絶滅危惧Iヂ類膅ツR䐢 絶滅危急種膅プヶ䐢

礐箛䇳䄅种祧 ○ ○ ○ ○

䄅箛磕磹 ○ ○ ○ ○

礥礥䆴种种祧 ○ ○

穙䈎种祧 ○ ○ ○ ○

磕祊磕种种祧 ○ ○ ○ ○ 絶滅危惧II類膅プブ䐢 絶滅危急種膅プヶ䐢

禴磕礥磕种种祧 ○ ○ ○ ○

磕礥磕种种祧 ○ ○ ○ ○

祊箐竴穪磕礥磕种种祧 ○ ○ ○ ○ 絶滅危惧Iヂ類膅ツR䐢 絶滅危急種膅プヶ䐢 国内希少

祲秇种祧 ○ ○ ○ ○

稛祊𥫤种祧 ○ ○ ○ ○

䄅磕种种祧 ○ ○ ○ ○

磹稊种祧 ○ ○ ○ ○

稊箛䆴种种祧 ○ ○ ○ ○

礥禕箼种祧 ○ ○ ○ ○

礥礥稊箛䆴种种祧 ○ ○ ○ ○

䅣磹种筹祲种祧 ○ ○

笮磾箼祲种祧 ○ ○ ○ ○ 絶滅危惧II類膅プブ䐢 希少種膅R䐢

稸筦磾种筹祲种祧 ○ ○ ○ ○

禴种筹祲种祧 ○ ○ ○ ○ 絶滅危惧Iッ類膅テN䐢 絶滅危急種膅プヶ䐢

筤䇳种祧 ○ ○

稛种祧 ○ ○ ○ ○

礥礥秖种祧 ○ ○ ○ ○ 準絶滅危惧膅Nフ䐢 希少種膅R䐢

磕礥种祧 ○

𥞴磹稛祊种祧 𥞴磹稛祊种祧 ○ ○ ○ ○ 絶滅危惧II類膅プブ䐢 希少種膅R䐢

稊箛䆴种𥞴磹稛祊种祧 ○ ○ ○ ○

䆿箵磕种种祧 䆴磹磹箼䆿箵磕种种祧 ○ ○

磕祊礐箛䆿箵磕种种祧 ○ ○ ○ ○

穙窹䇮稸穵箛 穙窹䇮稸穵箛 ○ 絶滅危惧II類膅プブ䐢 希少種膅R䐢

祊筕䇮 筳箛祊筕䇮 ○ ○ ○ ○

𥞴禕箼祊筕䇮 ○ ○ ○ ○

礥礥𥞴禕箼祊筕䇮 ○ ○ ○ ○

ワ种祊筕䇮 ○ ○ ○ ○

种箼祊筕䇮 ○ ○ ○ ○

祊筕䇮 ○ ○ ○ ○

磾筿窬禴 ○ ○ ○ ○

筿穙筳竌祊筕䇮 ○ ○ ○ ○

䆴秖箼祲箼䆴箐磕秖秇种 ○ ○ ○

磕秖秇种 ○ ○ ○ ○

禴磕秖秇种 ○ 絶滅危惧II類膅プブ䐢

䆴穪 䆴穪 䄅秖窹穪 ○ ○ ○ ○

磕礥窹穪 ○ ○ ○ ○

祊穖禴磾 祊穖禴磾 祊穖禴磾 ○ ○ ○ ○

穙穙穵箛 ○ ○ ○ ○

竴祲箼磾 竴祲箼磾 种箼竴祲箼磾 ○ ○ 希少種膅R䐢

穪箐竴𥞩祲 ○ 希少種膅R䐢

禴筿筿𥞩祲 ○ ○ ○

竴祲箼磾 ○

磕䇳穙窹䇮 磕䇳穙窹䇮 䆴箛礥磕䇳穙窹䇮 ○ ○ ○ ○

磕䇳穙窹䇮 ○ ○ ○ ○

𥫤穖䇦磾稊磾 祊ワ𥞴筿 祊ワ𥞴筿 ○ ○ ○ ○

筤穙祘种箐 筤穙祘种箐 ○ ○

䄅穙穙䄅 䄅穙穙䄅 磕箛䅈磹 ○ ○ ○ ○

筤䇳禩箐 ○ ○ ○ ○

磕祊禩箐 ○ ○ ○ ○

礥礥磕祊禩箐 ○ ○ 留意種膅N䐢

禴磕祊禩箐 ○ ○ ○ ○ 希少種膅R䐢

禴禩箐 ○ ○

䅈𥞩䇮 䆿窹箛 䆿窹箛 ○ ○ ○ ○

穙窹䇮 种𥮲磾穵磾穙窹䇮 ○ ○ ○ ○

穙窹䇮 ○ ○ ○

磹ワ穙窹䇮 ○ ○

𥞴䄅箵磹 穙䇮窂祘𥞴䄅箵磹 ○ ○ ○ 希少種膅R䐢

䄅𥞴䄅箵磹 ○ ○

䆴祲𥞴䄅箵磹 ○ ○ ○ ○

𥞴禕箼𥞴䄅箵磹 ○

竌ン𥞩磹 ○ ○

稛䆿窹箛 ○ ○ ○ ○

䆿䈇穵箛 䆿䈇穵箛 ○ ○ ○ ○
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目 科  種璈璈璈璈璈名 文献 ゲ 文献 コ 文献 ゴ 文献 サ 文献 ザ

環境省

ﾚ蕯藙ﾞﾘｽ藙

戻海道

ﾚ蕯藙ﾞ藘ﾞ䕃ﾀﾌﾞ蕯ｸ

備璈考

䅈𥞩䇮 筕𥞩 筕𥞩 ○ ○ ○ ○

磕祊筕𥞩 ○ ○ 絶滅危惧Iッ類膅テN䐢 希少種膅R䐢

礥礥筕𥞩 ○ ○ ○

箵ン秖筹祲 䄅箵ン秖筹祲 ○ ○

䆿箵ン秖筹祲 ○

祊ワ祘箐䅈 祊ワ祘箐䅈 ○

筿稊秇秌磹 筿稊秇秌磹 ○ ○

䆿稛䄅 𥧔秂䇳 ○ ○ ○ ○

禴䈎箛 ○ ○ ○

䈎箛竌稛䄅 ○

秖𥮲磾竌稛䄅 ○ ○

𥧔竌稛䄅 ○ ○ ○ ○

䆴种禕箼䆿稛䄅 ○

䇳筿秖箼 ○

穪箐穙禕筿 ○

祲箼穙禕筿 ○ ○ ○ ○

磕祊䆴箐 ○ ○ ○ ○

种箼䆴箐 ○

䇳筿稸筹秖窂磹 ○

穙禕筿 ○ ○ ○ ○

筤𥫤秇䇮 ○ ○ ○ ○

磾禕磹䅈 ○ ○ ○ ○

礐稕𥞴ン窊筦磾 ○ ○

种䇳𥞴ン窊筦磾 ○ ○ ○ ○

䇳䄅𥧔𥞴ン窊筦磾 ○ ○ ○ ○

禴䈇种䄅箛 ○ ○ ○ ○

礥礥䈇种䄅箛 ○ ○ ○ ○

䇮笯稊筁种祲磹 ○

礐稕筁种祲磹 ○ ○

𥞴ン䅣磹筁种祲磹 ○ ○ ○ ○

䄅祲磹稛䅣䄅 ○ ○

䄅竌稛䄅 ○ ○ ○ ○

礥礥䈎箛 ○ ○

礐稕竌稛䄅 ○ ○ ○ ○

禴秇䇮竌稛䄅 ○ ○ ○ ○

礐窂祘 礐窂祘 ○ ○ ○ ○

种秖筦磾祊箐 䆴种𥫤穪祘箐 ○ ○ ○ ○

禴祘箐 ○ ○ ○

䆿祘箐 ○ ○

种秖筦磾祊箐 ○ ○ ○ ○

秂秖筦磾祊箐 秂秖筦磾祊箐 ○ ○ ○ ○

䄅窹种箛 䄅窹种箛 ○ ○

䇮秖箼 䇮秖箼 ○ ○ ○ ○

笮礥秖箼 种箐祘笮礥秖箼 ○ ○

笮礥秖箼 ○ ○

笮礥磕祊 ○ ○ ○ ○

祊种箐䅣祊 ○ ○

筿筤䇳笮礥秖箼 ○ ○ ○

种䇳磕礥秖 ○ ○ 絶滅危惧Iヂ類膅ツR䐢 希少種膅R䐢

磕礥秖 ○ ○ ○ ○

礥礥秖筦箛ン ○ ○ ○ ○

穙䇮窂祘笮礥秖箼 ○ ○ ○

筳䄅笮礥秖箼 ○ ○ ○ ○

磕穪箛 磕穪箛 ○ ○

祊ワ箐䆿ワ ○ ○ ○ ○

䇳䆿ワ ○ ○

笽窊䆿ワ ○ ○ ○

䆴祧䇳种禴 ○

磕祊䇳种禴 ○ ○

礥礥䇳种禴 ○ ○

祧ン秌ン䇳种禴 ○ 希少種膅R䐢

笽窊䇳种禴 ○ ○ ○ ○

磾稊 ○ ○

磹祊䈎 ○ ○

种䇮 ○ ○ ○ ○

䆴稛礥箛穵箛 窊筦磾窂磹䅈𥞩䇮 ○ ○ ○ ○

䅈𥞩䇮 ○ ○ ○ ○

筁祲穵箛 禴筁祲穵箛 ○ ○

笮种筁祲穵箛 ○ ○ ○

筁祲穵箛 ○ ○ ○ ○

祊箐䅈 祊禡䅈 ○ ○ ○ ○

笮种祘箐䅈 ○

筿筤䇳祘箐䅈 ○ ○

䆴种笯稊祘箐䅈 ○ ○ ○ ○

䆴种𥫤穪祘箐䅈 ○ ○ ○ ○

ワ稛箛祘箐䅈 ○

璈※ 文献 ゲ セ 知床博物館研究報告璈第ゲス集璈別冊 81走滲籗小清水か籗斜里か癉おけ矞礥笮籞穙祲海沿岸部周辺癮鳥類璈烋成ズ烝

璈※ 文献 コ セ 知床博物館研究報告璈第ココ集璈別冊 81走支庁管内鳥類目録璈－戻海道籗礥笮籞穙祲圏𤹪確認さ矟た鳥類－璈烋成ゲゴ烝

璈※ 文献 ゴ セ 知床博物館研究報告璈第コザ集璈別冊 81走地方癉おい瘳近烝記録さ矟た稀少祊筕目鳥類璈烋成ゲシ烝

璈※ 文献 サ セ 濤沸湖周辺膅除く海域䐢𤹪観察さ矟た鳥類一覧 －藾鳥祘磹穵𤩍81走癮野鳥コジジ他－璈昭和シケ烝

璈※ 文献 ザ セ 㿉うふつ湖癮野鳥一覧璈烋成ゲス烝

璈※ 特別天然記念物 セ 文尤庁 文尤財保護法璈昭和コザ烝

璈※ 天然記念物 セ 文尤庁 文尤財保護法璈昭和コザ烝

璈※ 国内希少 セ 絶滅癮おそ矟癮あ矞野生動鶇物癮種癮保存癉関す矞法律璈烋成サ烝璈国内希少野生動鶇物種
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4 魚＞類 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

濤沸湖

内

浦士別

川

濤沸湖

内

丸万川

礥ン窬

窂磹川

磾祊䈎种筦

笽穙川

浦士別

川

脊索動物門 硬骨魚類

筤穙䇮磾窂祧 筤穙䇮磾窂祧 祊ワ筤穙䇮 ○ 絶滅危惧膻類膅プブ䐢

窊种ン 窊种ン 窊种ン ○ ○

秇禡 秇禡 磹穪磾 ○ 絶滅危惧Iッ類膅テN䐢 絶滅危機種膅ツr䐢

磕䇮䇳䅈 ○ ○ ○ ○

䆿䇮䇳䅈

膅笽窊秌禡癮陸封籗湖沼型䐢

○ 絶滅危機種膅ツr䐢

祊箐竴穪䇳䅈 ○

秇禡 ○ ○

秇祲箐䇳䅈膅筤䇳䇮含む䐢 ○ ○ ○ 準絶滅危惧膅Nフ䐢 留意種膅N䐢

磕䇳秂 ○

窊秖䇳䅈 ○ ○

䄅筦磾箛磾礥 ワ祊秇祧 ○ ○ ○

种箐磾礥 种箐磾礥 ○ 希少種膅R䐢

禴磹 禴磹 磾禕磹 ○ ○ ○

䇳䈎稛磾禕磹 ○ ○ 留意種膅N䐢

禴磹 ○

祧ン𥫤窂 ○

竴窂 ○

穵秖𥮲磾 竴祲穵秖𥮲磾 ○

䅣穙 秇䈇箛 秇䈇箛 ○

穪禩磾礥 穪禩磾礥 磹穪䈇 ○ ○ ○

穪筿䈇 ○ ○ ○ ○ ○ ○

䈇磾秖磾礥 䈇磾秖磾礥 ○

笯箐 笯箐 䇮窂䅣 ○

䅈𥞩䄅 秇窹 秇窹 ○

䆴䅏 稸稸𥫤 ○

窐䇳稸稸𥫤 ○ ○

磕种种箼䆴䅏 ○ ○

磾䄅秂箛 ○ ○ ○ ○ ○ ○

磹秇秌 ○

竌箛ン秂 ○ ○

秖筦𥞩祊禡䆴䅏 ○

窐磹䇮祘秖 窐磹䇮祘秖 ○

祊秇秂 竴秇祊秇秂 祲箼稊磹 ○ ○

磕磹窂䇮 磕磹窂䇮 ○ ○

禡筁种祊秖祊 磹稊窹穟ン禕 ○

祲秇磾礥 祲秇磾礥 ○

祊箵磹 祊箵磹 祲箼祘种箐祘箵磹 ○

窐䇳祘箵磹 ○ ○

穪磾祘箵磹 ○

稛箐 稛箐 禴䇳磹 ○ ○

節足動物門 軟甲80

礐竌 穟窂祘礐竌 䅈秖礐竌 ○ ○ ○ ○ ○

磹稊䅈秖礐竌 ○

礐竌秖筹禴 礐竌秖筹禴 ○

磹ワ祘窊 筕祲𥞩祘二 ○

軟体動物門 腹足81

窊窂 磾筿窊窂 笮稊磾筿窊窂 ○

軟体動物門 二枚貝81

䇳䈎䅈䅣箵祘磹 䇳䈎䅈䅣箵祘磹 磕秇箛 ○

䆿䇮磕秇箛 ○

种秖筿 筤䇳穪种秖筿 ○ 準絶滅危惧膅Nフ䐢

璈※ 文献 シ セ 烋成ザ烝度 斜81西部地区璈濤沸湖漁業影響調査報告書璈烋成ザ烝ゲコ月

璈※ 文献 ジ セ 斜81西部地区璈濤沸湖影響調査報告書膅濤沸湖䐢調査資料編璈昭和ザゴ烝コ月

璈※ 過去癉蘋捕さ矟た記録があ矞種癉つい瘳記載

目  名

戻海道

ﾚ蕯藙ﾞ藘ﾞ䕃ﾀﾌﾞ蕯ｸ

環境省

ﾚ蕯藙ﾞﾘｽ藙

文献 シ 文献 ジ

種  名科  名
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5 底生動物 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

文献 6 文献ゲコ-コ 文献ゲコ-ゴ

浦士別川 濤沸湖 浦士別川 丸万川

礥ン窬

窂磹川

濤沸湖 濤沸湖

璈節足動物門

昆虫81 祊禩箼磾 竴稛礥祊禩箼磾 䇳礐禕箼䆿䇮竴稛礥祊禩箼磾 ○

禴祊禩箼磾 种箼䆴箐禴祊禩箼磾 ○ ○ ○

禴祊禩箼磾属 ○

竴稛窹禴祊禩箼磾属 ○

稸箐祊禩箼磾 稸箐祊禩箼磾 ○

䆿箐稛祊禩箼磾 筿筤䇳稛窊祘ワ祊禩箼磾属 ○ ○

稛窊祘ワ祊禩箼磾属 ○ ○

筳筿筕ン䆿箐稛祊禩箼磾 ○

礐䈎筕ン䆿箐稛祊禩箼磾 ○ ○

磾礐𥧔䆿箐稛祊禩箼磾 ○

䆿箐稛祊禩箼磾属 ○

䆿䇮䆿箐稛祊禩箼磾 ○ ○ ○

䆿䇮䆿箐稛祊禩箼磾属 ○

穪竌磹箼祊禩箼磾 窂筿穪竌磹箼祊禩箼磾 ○

穪竌磹箼祊禩箼磾属 ○ ○ ○

筕ン祊禩箼磾 竴稛䅈秖筕ン祊禩箼磾 ○

筕ン祊禩箼磾属 ○

䇳䅣箐祊禩箼磾 祲箼䇳䅣箐祊禩箼磾 ○ ○ ○

竴稛䇳稛䇳䅣箐祊禩箼磾 ○

䈇种𥧔䇳䅣箐祊禩箼磾 ○ ○ ○ ○

筿穙穪禩䇳䅣箐祊禩箼磾 ○ ○

䇳䅣箐祊禩箼磾属 ○ ○ ○ ○

祲种禩䇳䅣箐祊禩箼磾 ○

磕祊䇳䅣箐祊禩箼磾 ○ ○ ○ ○

穪ン笯 秇窂礐穪ン笯 秇窂礐穪ン笯科 ○ ○ ○

祊ワ禩箐 筿秖祊礥祊ワ禩箐 筿秖祊礥祊ワ禩箐科癮数種 ○

礥窂种祊ワ禩箐 竴秇礥窂种祊ワ禩箐属 ○ ○

礥窂种祊ワ禩箐属 ○

筳竌礥窂种祊ワ禩箐属 ○ ○ ○

礥窂种祊ワ禩箐科癮一種 ○ ○

磕筿䇮祊ワ禩箐 磕筿䇮祊ワ禩箐筕穵䄅属 ○

磕筿䇮祊ワ禩箐科 ○ ○ ○

祊ワ禩箐 禴祘稛竴稛穙䇮祊ワ禩箐属 ○

穪磾秂磾祊ワ禩箐属 ○

祊ワ禩箐属 ○ ○ ○

筿穵箛祊ワ禩箐 筿穵箛祊ワ禩箐科 ○ ○

禴磾稸筦磾 祘筁种 祘筁种科癮一種 ○

䆿䇮穵箼筁种 䆿䇮穵箼筁种科 ○

窂祘穵箼筁种 窂祘穵箼筁种属 ○ ○ ○

䆴礐 祘祘ン笯 フiヱヶla属癮一種 ○ ○

䆿䇮磾䅈窹祘祘ン笯属 ○ ○ ○ ○

ヅicraワヰヵa属 ○

䅣磹筿𥮲磾祘祘ン笯 ○

礥礥䆿禩窂祘祘祘ン笯属 ○

祘祘ン笯科 ○ ○

磕筿祊 磕筿祊科 ○ ○

𥫤筳 𥫤筳科癮一種 ○ ○ ○ ○

窐祊祊 窐祊祊科癮一種 ○ ○

筳䅈箛祊 礥礥筳䅈箛祊 ○ ○

筳䅈箛祊類 ゲ

筳䅈箛祊類 コ ○

筳䅈箛祊類 ゴ ○

筳䅈箛祊類 サ ○

筳䅈箛祊類 ザ ○

筳䅈箛祊類 シ ○

筳䅈箛祊科 ○ ○ ○ ○

筿𥞩磕𥫤 筿𥞩磕𥫤科 ○

种祧磕𥫤 种祧磕𥫤科癮一種 ○ ○

窂祘箵磕𥫤 窂祘箵磕𥫤科 ○

磕𥫤 磕𥫤科 ○ ○

礥穵箛窹礐 礥穵箛窹礐科 ○

穪竌禡箐 筤䇳穪竌禡箐 禴筤䇳穪竌禡箐 ○

磹𥧔𥫣䅈筤䇳穪竌禡箐 ○ ○ ○

筤䇳穪竌禡箐属 ○

窂祘箵穪竌禡箐 䆿箼磕稛䇳窂祘箵穪竌禡箐 ○ ○

笮穖祊磹穵磾窂祘箵穪竌禡箐 ○

祊ワ筁箐窂祘箵穪竌禡箐 ○

筁窂禕箼窂祘箵穪竌禡箐 ○

穪箐ン䅈祲磦箐窂祘箵穪竌禡箐 ○ ○

窂祘箵穪竌禡箐属 ○ ○

穙䇮窂祘窂祘箵穪竌禡箐 ○

䆿禩窂祘祊ワ穪竌禡箐 䆿禩窂祘祊ワ穪竌禡箐 ○ ○ ○ ○

种䇳穪竌禡箐

磕筿䇮种䇳穪竌禡箐属

膅种箼竴穙筤穪竌禡箐属䐢

○ ○ ○

种箼竴穙筤穪竌禡箐 ○

禴祘稛种䇳穪竌禡箐 ○ ○ ○

磾䈎䇳籞种䇳穪竌禡箐 ○ ○ ○ ○

种䇳穪竌禡箐属 ○

筿筤䇳种䇳穪竌禡箐属 ○ ○

門籗81 科目

戻海道

ﾚ蕯藙ﾞ藘ﾞ䕃ﾀﾌﾞ蕯ｸ

環境省

箵穖穵箛䅈穪

種名

文献 7
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文献 6 文献ゲコ-コ 文献ゲコ-ゴ

浦士別川 濤沸湖 浦士別川 丸万川

礥ン窬

窂磹川

濤沸湖 濤沸湖

昆虫81 穪竌禡箐 礐禕箛穪竌禡箐 窊ン祧𥮲磾穪竌禡箐 ○ ○

窊ン祧𥮲磾穪竌禡箐属 ○ ○

秖𥮲磾秌ン礐禕箛穪竌禡箐 ○

禴礐禕箛穪竌禡箐属 ○ ○

磕穙窹礐禕箛穪竌禡箐属 ○

穪竌筕ン礐禕箛穪竌禡箐 ○ ○ ○ ○

礐禕箛穪竌禡箐亜科 ○ ○

祊祲穙穙穪竌禡箐 禴祊祲穙穙穪竌禡箐属 ○

祊祲䅈磹穪竌禡箐 磕䇮箛祊祊祲䅈磹穪竌禡箐 ○

祊祲䅈磹穪竌禡箐属 ○ ○ ○

䇳䈎穙穙穪竌禡箐属 ○ ○ ○

穪竌禡箐目 ○ ○

甲殻81 ワ箐秖筁种 禴穙𥫤筁种 磹稊禴穙𥫤筁种 ○ ○ ○

䈇禴礐竌 筳ン笯稊禴礐竌 窊笮ン穵箼稊禴礐竌 ○ ○

䄅稛䈇禴礐竌 穪禩礥䈇禴礐竌 ○ ○

䈇禴礐竌類 ○ ○ ○

璈袋形動物門

無針81 無針81 ○

璈環形動物門

多毛81 多毛81 ○

磹穪秂祊磹 秂祊磹 秂祊磹 ○

磹穪秂祊磹 磹穪秂祊磹 ○

貧毛81 貧毛類 ○ ○ ○ ○ ○

璈扁形動物門

渦虫81 磾𥞩筁种 𥫣箐窂箛磕類 ○ ○

璈軟体動物門

腹足81 窊窂 祊ワ秇ン种𥮲磾祘磹 祊ワ秇ン种𥮲磾祘磹 ○

盤足目 稛䇳䄅竌祘磹 稛䇳䄅竌祘磹 ○

磾筿窊窂 笮稊磾筿窊窂 ○

二枚貝81 䇳䈎䅈䅣箵祘磹 䇳䈎䅈䅣箵祘磹 䆿䇮磕秇箛 ○

磹种祘磹 祊ワ种ン秖筦祘磹 祊ワ种ン秖筦祘磹 ○ 絶滅危惧II類ォプブオ

䆴䇳禕箛 䇳䇮种秖筿 䇳䇮种秖筿属 ○

璈※ 文献 シ セ 烋成ザ烝度 濤沸湖漁業影響調査報告書璈烋成ザ烝ゲコ月璈社団法人 戻海道栽嫺漁業振興公社

璈※ 文献 ジ セ 斜81西部地区 漁業影響調査報告書膅濤沸湖䐢 調査資料編璈昭和ザゴ烝コ月璈社団法人 戻海道水産資源技術開発協会

璈※ 文献ゲコ-コ セ 81走滲水産振興嫻本計き膅礥笮籞穙祲籗䇳箛ン籗𥫣箼秖𥖧祲穪磹ン81走䐢璈烋成元烝

璈※ 文献ゲコ-ゴ セ 81走４湖沼癮底生動物膅䇳祲箼笽ン穪䅈䐢癮分漱璈81走滲湖沼環境総合調査成果最終報告書璈烋成ゲコ烝

門籗81 目 科 種名

文献 7

環境省

箵穖穵箛䅈穪

戻海道

ﾚ蕯藙ﾞ藘ﾞ䕃ﾀﾌﾞ蕯ｸ
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目 科 検索種名 文献 ゲゲ

環境省

ﾚ蕯藙ﾞﾘｽ藙

戻海道

ﾚ蕯藙ﾞ藘ﾞ䕃ﾀﾌﾞ蕯ｸ

穪ン笯 磹穪穪ン笯 祲箼磹穪穪ン笯 ○

𥞴䅈秖磹穪穪ン笯 ○ 希少種膅Ｒ䐢

䄅稛磹穪穪ン笯 ○

礐稕磹穪穪ン笯 ○

䈎箛磹穪穪ン笯 ○

秂穪磾磕祊䇮磹穪穪ン笯 ○ 準絶滅危惧膅Nフ䐢 絶滅危急種膅Ｖｕ䐢

礐稕䈎箛磹穪穪ン笯 ○

磕礥磹穪穪ン笯 磕礥磹穪穪ン笯 ○

礥穙窬ン穪ン笯 ○

筤ン䇳 䈎箛笯种筤ン䇳 ○

礥礥䈎箛笯种筤ン䇳 ○

祧ン筤ン䇳 ○

礐稕穪ン笯 䄅窹窬筕箛穪ン笯 ○

礐稕穪ン笯 ○

穪ン笯 䈇穙笯种穪ン笯 ○

种礥祊箐穪ン笯 ○

种礥筤穪ン笯 ○

磾䅈窹䄅穪ン笯 ○

筁穙磕祊窬 ○

窂穙磕祊窬 ○ 希少種膅Ｒ䐢

䇳筳稛穟磕祊窬 ○

礐稕磕祊窬 ○ 準絶滅危惧膅Nフ䐢 希少種膅Ｒ䐢

磕䄅磕祊窬 ○

𥧔种䇮穪ン笯 ○

筿筤䇳磕祊窬 ○

窹穖稛 祊䇳穵磾䇳 䇳䅣箐祊䇳穵磾䇳 ○

禡箐 禡箐 ○

祊ン稛ン 祊ン稛ン ○

䄅箛祧箛䅈 礐稕穙筳筁种 ○

穙筳筁种 ○

䆴窬窂祘䄅箛祧箛䅈 ○

磹𥫤䄅䆿䇮祧䅈 ○

磾䅈磹箼秇秇䄅箛 ○

䆿䇮祲秇䄅箛 ○

祊箐竴穪䄅箛祧箛䅈 ○ 希少種膅Ｒ䐢

窹穖稛 䆿窂窹穖稛 ○

稸种䇳䆿窂窹穖稛 ○

穪𥧔秇䇳窹穖稛 ○

竴䄅窹穖稛 ○

筿筤䇳竴䄅窹穖稛 ○

䆿种窹穖稛 䆿种窹穖稛 ○

䆴秇筿筁种 祲祧窐䄅䆴秇筿筁种 禴𥫤䆴秇筿筁种 ○

祲祧窐䄅䆴秇筿筁种 ○

祊䇮筁种 𥞴筿 礐稕䆴䈎䅏筿 ○

禴礐稕䅏筿 ○

磕ワ竴䄅筁种 䇳䈎磕ワ竴䄅 ○

磕䇮ン笯 磕䇮ン笯 ○

𥞴磕祊磕䇮ン笯 ○

禴礥磹筁种 礥礥禴礥磹筁种 ○ 希少種膅Ｒ䐢

稛磹禴磾稸 筿𥞩祊䇳䄅箛 ○

祊䅈筿祊䇮筁种 䆴窂磕祊祊䅈筿祊䇮 ○

笮稊𥫱箛祊䇮筁种 䄅笽箛𥫱箛祊䇮筁种 ○

𥫱箛祊䇮筁种 𥫱箛祊䇮筁种 ○

祊䇮筁种 磕祊䅈秖祊䇮筁种 ○

筁箐秇䄅祊䇮筁种 ○

𥫤稸䆿禩祊䇮筁种 ○

窂祘䇮 ○

礥礥穪禩种箐笮种祊䇮筁种 ○

礐稕磕礥祊䇮筁种 ○

穙𥧔磕礥祊䇮筁种 ○

禴磾稸筦磾 䆴ン筿𥮲磾 窊ワ䆴ン筿𥮲磾 ○

筿筤䇳䆴ン筿𥮲磾 ○

礥秇筁种 礐稕祊稛竌箼礥秇筁种 ○

礐稕䇳磹䇳磹祊𥫤箛 ○

𥞴䅈秖磕祊祘窬礥秇筁种 ○

䄅ン窂祘秂筿筁种 ○

礥礥䄅ン窂祘秂筿筁种 ○

礐稕䄅ン窂祘秂筿筁种 ○

𥞴笯种䆿箐稛秂筿筁种 ○

䇳䈎祘稛秂筿筁种 ○

秂筿筁种 ○

禴䈇穙笯种秂筿筁种 ○

磕礥秂筿筁种 ○

禴穙𥫤禩ン秂箼磾 禴穙𥫤禩ン秂箼磾 ○

禩ン秂箼磾 祊箐竴穪种䇳禡种禩ン秂箼磾 ○

祲箼𥞩䇳䇮禩ン秂箼磾 ○

䇳䇮禩ン秂箼磾 ○

䄅笽箛祲箼䆿䇮禩ン秂箼磾 ○

䈇穙笯种祲箼䆿䇮禩ン秂箼磾 ○
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目 科 検索種名 文献 ゲゲ

環境省

ﾚ蕯藙ﾞﾘｽ藙

戻海道

ﾚ蕯藙ﾞ藘ﾞ䕃ﾀﾌﾞ蕯ｸ

禴磾稸筦磾 禩ン秂箼磾 䆿䇮禩ン秂箼磾 ○

禩ン秂箼磾筕穵䄅 ○

䇳䈎祘稛禩ン秂箼磾 ○ 準絶滅危惧膅Nフ䐢

祊箐竴穪䇳䈎祘稛禩ン秂箼磾 ○ 希少種膅Ｒ䐢

种䇳禩ン秂箼磾 ○ 希少種膅Ｒ䐢

禴种䇳禩ン秂箼磾 ○

筿𥞩䅈䇳种 礥礥筿𥞩䅈䇳种 ○

筿𥞩䅈䇳种 ○ 希少種膅Ｒ䐢

祘筁种 礐ン䇳䆴窹竌箼祘筁种 ○

䅈秖䆿䇮祘筁种 ○

礐稕禴祘筁种 ○ 準絶滅危惧膅Nフ䐢 留意種膅Ｎ䐢

祘筁种 ○

种穧筁种 礥礥筕筕𥫤穪种穧筁种 ○

䈇穙笯种䆿箐稛种穧筁种 ○

䆿箐稛种穧筁种 ○

䆴窬祊祲种 种箐礥竌种穧筁种筕穵䄅 ○

礥礥䆴窬祊祲种 ○

磕祊窹䆴窬祊祲种 ○

祲ワ祘稛筁种 穙筤䆴䅣祲ワ祘稛 ○

筿筤䇳祲ワ祘稛 ○

禴祲ワ祘稛 ○

䅈秖祲ワ祘稛 ○

磕祊磕种祲ワ祘稛 ○

礥窊祲ワ祘稛 ○

𥧔禴祧箛祲ワ祘稛 ○

𥞴ン稸禴祘窬 礥礥𥞴ン稸禴祘窬 ○

𥞴ン稸禴祘窬 ○

禴祘窬筁种 䇳礐祊穵禴礐ン䇳禴祘窬 ○

穙𥧔禴祘窬 ○

䈇穙笯种䇳禕稊禴祘窬 ○

穙䇳笽窊䇳禕稊禴祘窬 ○

䇳禕稊禴祘窬 ○

种箼䅈秖禴祘窬 ○

祊箐竴穪稸筹磹箼禴祘窬 ○

穵磾祘窬𥫤磹𥫤磹 ○

䆿䇮禴祘窬 ○

穙筤䅈秖禴祘窬 ○

䆿䇮䅈秖禴祘窬 ○

䄅ン䅈秖禴祘窬 ○

䅈秖禴祘窬 ○

䇳䇮禴祘窬 ○

穪箐䆴窂筁禕箛 ○

磕礥䆴窂筁禕箛 ○

磕礥祊窂𥫤ン ○

祊𥫤穪筁种 ○

稛䇳筁种 竴稛礥稛䇳筁种 ○

禴䇮穙䄅筁种 秇竌䄅禴箛 ○

笽窊禴䇮穙䄅 ○

礐稕䆿箐稛禴䇮穙䄅 ○

磕磹窐磕祊禴䇮穙䄅 ○

祊窹磹箼禴䇮穙䄅 ○

笽窊笯稛䈎 䄅稛笽窊笯稛䈎 ○

笮稊笽窊笯稛䈎 ○

笮稛䈎 𥫱磹禡笯稛䈎 ○

秖𥮲磾祊磹笯ン 秖𥮲磾祊磹笯ン ○

磕礥秖𥮲磾祊磹 ○

穟ン穪磾筁种 磕祊笮种穟ン穪磾 ○

祊䇮𥧔禴穟ン穪磾 ○

窂窂笮种穟ン穪磾 ○

窂筿穟ン穪磾 ○

窊秖筦磾筤笮种穟ン穪磾 ○

磕祊䆴窬筁种 磕祊䆴窬筁种 ○

穙稸䆴ン筿𥮲磾 䇳䈎祲竌穙稸䆴ン筿𥮲磾 ○

祊箐竴穪穙稸䆴ン筿𥮲磾 ○

秂筿筁种䅣䇳种 祊祲䅈窂秂筿筁种䅣䇳种 ○

笮窬秂筿筁种䅣䇳种 ○

笮稊祲竌䄅䇳ワ箛 ○

䄅䇳ワ箛 ○

祊筿䄅箛筁种 𥧔禴祧箛祊筿䄅箛 ○

礥礥祲箼祊筿䄅箛 ○

磕祊䆴窂祊筿䄅箛 ○

𥫤稸䆿禩䆴窂祊筿䄅箛 ○

䈇穙䅈秖䆴窂祊筿䄅箛 ○

礐禕箛穪箐祊筿䄅箛 ○

礐稕祊筿䄅箛 ○ 希少種膅Ｒ䐢

𥞴ン𥧔䄅祊筿䄅箛 ○

䆴ン𥧔䄅祊筿䄅箛 ○

䆴ン𥧔磕礥祊筿䄅箛 ○

种箐笮种祊筿䄅箛 ○

䆴筁种 䆴穖祊䆴筁种 ○

䈎箛䆴筁种 ○

䆴ン𥧔䄅䆴筁种 ○

磕秌筿礥礥䆴筁种 ○
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目 科 検索種名 文献 ゲゲ

環境省

ﾚ蕯藙ﾞﾘｽ藙

戻海道

ﾚ蕯藙ﾞ藘ﾞ䕃ﾀﾌﾞ蕯ｸ

禴磾稸筦磾 䆴筁种 祊稛祲箛䆴筁种 ○

䆿䇮秖ン祘秇䆴筁种 ○

礥穪种𥫤筿 礥礥䆿䇮禴𥫤礥穪种𥫤筿 ○

稕磾筁种 䆴窂磾穵稕磾筁种 ○

种箐竴䆿𥮲磾稛ン稕磾筁种 ○

礥礥秂笯磾稕磾筁种 ○

禴窂箐种祧稕磾筁种 ○

礥秇稕磾筁种 礥礥稕磾筁种 ○

䆴稸 磕箛 磕祊筤䇳磕箛 ○

祲箼筤䇳磕箛 ○

䅈𥞩䇮窹稸 穪祘箛竴稛筕ン磕种窂祘窹稸 ○

筕ン䅈𥞩䇮窹稸 ○

礥礥䅈𥞩䇮窹稸 ○

禡𥫤祊䅈𥞩䇮窹稸 ○

筿穙窹稸 礥礥䇳䈎䆴窂窹稸 ○

礐稕礥礥䇳䈎䆴窂窹稸 ○

𥞴磹䈇磾礥礥䇳䈎䆴窂窹稸 ○

穪箐䇳䈎䆴窂窹稸 ○

䈇磾种筦磾筿穙窹稸 ○

䆴礐 禡窹礐 䇮䅈磕祊禡窹礐 ○

磕𥫤 秂䇳竴磕𥫤 ○

磕祊磾种磕𥫤 ○

磾种磕𥫤 ○

䆴窂磕𥫤 筁穙筕ン笮稊䆿箐稛磕𥫤 ○

禴祘稛𥧔䆿箐稛磕𥫤 ○

筤䇳穪䆿禩窂祘䆴窂磕𥫤 ○

种箼䅈秖笽穖禴磾䆴窂磕𥫤 ○

礥礥种䇳䆴窂磕𥫤 ○

种䇳䆴窂磕𥫤 ○

䆴窂磕𥫤 ○

磕种𥫤穪䆴窂磕𥫤 ○

竴稛祘稛䆴窂磕𥫤 ○

䅈𥞩䄅窂祘䆴窂磕𥫤 ○

稸𥮲磾 𥞴𥞴箛稸𥮲磾 禴䄅䇳䅣箐𥞴𥞴箛 ○

礥礥稸筹窹窬𥞴𥞴箛 ○

禴稸筹窹窬𥞴𥞴箛 ○

磕禩䆴稸𥮲磾 祊箐䅈磕禩䆴 ○

筿筤䇳祊箐䅈磕禩䆴 ○

䄅磕禩䆴 ○

窂筿磕禩䆴 ○

䆿䇮磾䅈窹种箼稸𥮲磾 ○

种箼稸𥮲磾 穙䇳䄅稸𥮲磾 ○

礐稕种箼稸𥮲磾 ○

筕ン䄅稸𥮲磾 ○

礐稕䆿䇮种箼稸𥮲磾 ○

䅈秖禕箼种箼稸𥮲磾 ○

礐稕䅈秖禕箼种箼稸𥮲磾 ○

筕ン种箼稸𥮲磾 ○

礥礥筕ン种箼稸𥮲磾 ○

种秖筿稸𥮲磾 䈎箛种秖筿 ○

磕磹𥧔筿穵箛种秖筿 ○

穙窹䇮种秖筿 ○

祊窹磹箼种秖筿 ○

笽窊种秖筿 ○

秂䇳种秖筿 ○ 絶滅危惧II類膅プブ䐢

筿穵箛种秖筿 ○

䆿䇮种秖筿 ○

筁筕ン磕祊种秖筿 ○

稛穟䆴稸𥮲磾 禴䆿礥穵种 ○

禴筁箐秇䄅 ○

秇祊䆴稸稸𥮲磾 ○

磕祊䇳䅣箐 ○

筿穵箛䆿𥮲磾筕ン ○

磾箐祧ン䅈秖䆿𥮲磾筕ン ○ 準絶滅危惧膅Nフ䐢

禴䆿𥮲磾筕ン ○

祊箐竴穪䆿𥮲磾筕ン ○ 準絶滅危惧膅Nフ䐢

磾箐祧ン䆿𥮲磾筕ン ○

祲秖筹祲稸𥮲磾 ○

竴稛䅈秖稸𥮲磾 ○

禴筿䅈秖 ○

礐䈎稛穟䆴 ○

种籞稛穟䆴 ○

祧ン笯种䆿𥮲磾筕ン ○

秖筹𥧔䇮稸𥮲磾 种箼礥竌䆿䇮䆿祊禩 ○

祲箼䆿祊禩 ○

秖筹𥧔䇮稸𥮲磾 ○

秇穪䄅䇳䅣箐䆿祊禩 ○

礥礥䆿祊禩 ○

䆿䇮磾箐窂筿秖筹𥧔䇮 ○

筤䇳䇳筳祘 礥礥筿𥞩磕礥 ○

礥窂祘筿𥞩磕礥 ○

璈※ 文献 ゲゲ セ 㿉うふつ湖癮昆虫一覧璈烋成ゲス烝



 - 134 - 

7 参考文献へ]ぇ 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

文璈璈献璈璈隣 発行烝 編者籗発行元

地質調査所鏤報璈第ココ巻璈第ゲゲ号

戻海暑サロ䇳湖癮後氷期癮地史

昭和サシ烝ゲゲ鏤 経済産業省璈地質調査所

土木研究所彙報璈第ザゴ号璈河川癮総合ヅ荷褻調査実跖䇳窊筦ア䈎膅案䐢 烋成元烝 建設省土木研究所

国土数値情報璈烋成ズ烝璈土地利用䇮穖种筦璈ネケゴ－ケズノ 烋成ズ烝 国土交通省

▔地㿉私たち癮く瞢し － 環境省自然環境局

釧路㽷瞢始𥆩矞璈環境省釧路▔原自然再生宙業璈資料集 烋成ゲザ烝シ鏤

環境省自然環境局

東戻海暑地区自然保護宙務所

烋成ゲシ烝燵璈裴要生態系監視地域筕窊稛箛ン禕推進宙業

筕窊稛箛ン禕サイ穪ゲケケケ璈祘ン祊筕類調査業務報告書

烋成ゲジ烝ゴ鏤 環境省自然環境局

日本癮箐筁サ籞䈎条約▔地 烋成ゲジ烝 環境省

第コ回箐筁サ籞䈎条約▔地検討会議記録 烋成ゲシ烝ズ鏤 環境省Hパ

箐筁サ籞䈎条約▔地癮ワイ𥞩筳籞䅈 烋成ゲズ烝 環境省自然環境局

網走川汲水史 烋成シ烝 戻海暑開発局璈網走開発建設部

環癮暑 第シ号 烋成ゲズ烝サ鏤 環境省戻海暑地方環境宙務所

昭和シゲ烝燵璈研究成果報告書

寒冷地圏域癮海跡湖癉疢け矞環境保全癉関瘃矞研究

昭和シコ烝 戻海暑開発局璈土木試験所

烋成ゲゴ烝燵璈サロ䇳湖漁港湖内影響調査解析業務報告書 烋成ゲサ烝 戻海暑開発局璈網走開発建設部

網走管内癉疢け矞総合的𤺋湖笈環境保全推進業務璈調査報告書璈概要版 烋成ゲス烝ゴ鏤 戻海暑開発局璈網走開発建設部

褫鳥生息環境実態調査報告書璈穪磾竴穙湖 昭和ザゲ烝ゴ鏤 戻海暑

第コ回 自然環境保全嫻礎調査璈湖笈調査報告書 昭和ザサ烝 戻海暑

戻海暑湖笈環境保全嫻本指針 烋成元烝ゲケ鏤 戻海暑

烋成サ烝燵璈網走籗能取地区内陸工業開発環境保全総合宙前調査報告書 烋成ザ烝 戻海暑通商産業局

烋成ザ烝燵璈網走籗能取地区内陸工業開発環境保全総合宙前調査報告書 烋成シ烝 戻海暑通商産業局

戻海暑▔原保全䇳䅈稛籞𥫣箐ン 烋成シ烝シ鏤 戻海暑環境生活部

釧路▔原保全𥫣箐ン 烋成ス烝ゴ鏤 戻海暑保健環境部

サロベ穙▔原群保全𥫣箐ン 烋成ゲケ烝ゴ鏤 戻海暑環境生活部

戻海暑環境嫻本計き 烋成ゲケ烝ジ鏤 戻海暑環境生活部

祲穖稸筹ロ湖▔原保全𥫣箐ン 烋成ゲゲ烝サ鏤 戻海暑環境生活部

雨竜笈▔原保全𥫣箐ン 烋成ゲコ烝ゴ鏤 戻海暑環境生活部

烋成ゲジ烝版璈網走癮水産 烋成ゲズ烝ゲ鏤 戻海暑網走支庁産業振興部

戻海暑地域環境学習講燼璈ｅｃｏギア祊穧筿ア璈烋成ゲズ烝燵 － 戻海暑環境生活部

戻海暑内水面漁業振興跖設整備宙業実跖要領膅抜粋䐢 － 戻海暑

管内河川図 － 戻海暑網走土木現業所

統計礥ホ籞穙祲圏璈人旅膅住民嫻本台帳䐢 － 戻海暑網走支庁Hパ

公共用水域癮水質測定結果 － 戻海暑保健環境部

霞ヶ浦癉係矞湖笈水質保全計き膅第ゴ期䐢策定関係資料集 烋成ゲケ烝 茨城県生活環境部

網走滲水産振興嫻本計き膅礥ホ籞穙祲籗䇳箛ン籗𥫣ロ秖𥖧祲穪イン網走䐢 烋成元烝 戻海暑網走滲

能取湖海水交換調査業務報告書 烋成サ烝 戻海暑網走滲

濤沸湖漁業振興対策嫻礎調査報告書 烋成シ烝 戻海暑網走滲

網走滲総合計き璈ゲズズスギコケケジ 烋成ゲケ烝ゴ鏤 戻海暑網走滲企き調整部

網走滲総合計き璈ゲズズスギコケケジ璈䅣イ秖𥖧䅈穪版 烋成ゲケ烝ゴ鏤 戻海暑網走滲企き調整部

網走港港▉計き書璈改訂 烋成ゲケ烝ゲゲ鏤 網走港港▉管理者

網走滲都滲計き䇳䅈稛籞𥫣箐ン 烋成ゲザ烝ゴ鏤 戻海暑網走滲建設部

網走滲都滲計き䇳䅈稛籞𥫣箐ン璈概要版 烋成ゲザ烝ゴ鏤 戻海暑網走滲建設部

網走滲環境嫻本計き 烋成ゲシ烝ゴ鏤 戻海暑網走滲滲民部

網走滲環境嫻本計き璈概要版 烋成ゲシ烝ゴ鏤 戻海暑網走滲滲民部

コケケサ璈網走滲勢要覧 網走再発見 烋成ゲシ烝 戻海暑網走滲企き総務部

網走滲大曲湖畔農場利用嫻本計き 烋成ゲジ烝ゴ鏤 戻海暑網走滲経済部

小学校社会科房ジ本璈あばし瞤 烋成ゲジ烝ゴ鏤 戻海暑網走滲教育委員会

第ズ期璈網走滲農業振興計き璈コケケザギコケケズ 烋成ゲジ烝ゴ鏤 戻海暑網走滲経済部

網走滲観光振興計き 烋成ゲジ烝ゴ鏤 戻海暑網走滲経済部

網走滲環境白書璈概要膅第ゲ編䐢烋成ゲジ烝燵 烋成ゲス烝ゴ鏤 戻海暑網走滲滲民部

新網走滲水産振興計き璈ケシ 烋成ゲス烝ゴ鏤 戻海暑網走滲

網走滲景観㿉緑癮嫻本計き璈概要版 烋成ゲス烝ゴ鏤 戻海暑網走滲

網走滲環境白書璈調査･測定結果膅第コ編䐢璈烋成ゲス烝燵 烋成ゲズ烝ゴ鏤 戻海暑網走滲滲民部

烋成ゲズ烝燵璈網走滲予算癮概要璈こ㿉し癮𥆩ち瘼く瞤 烋成ゲズ烝サ鏤 戻海暑網走滲企き総務部

烋成ゲズ烝燵版璈滲民生活便利帳璈あばし瞤疰い癁盉瘥く 烋成ゲズ烝サ鏤 戻海暑網走滲企き総務部

烋成ゲズ烝版璈あばし瞤癮農業 烋成ゲズ烝ス鏤 戻海暑網走滲経済部

コケケジ璈網走滲癮教育 烋成ゲズ烝ゲゲ鏤 戻海暑網走滲教育委員会
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文璈璈献璈璈隣 発行烝 編者籗発行元

烋成ゲズ烝燵版璈商工労働観光概要 － 戻海暑網走滲経済部

網走滲勢要覧資料編璈コケケジ － 戻海暑網走滲企き総務部

烋成ゲジ烝燵璈水産統計 － 戻海暑網走滲水産港▉部

烋成ゲズ烝燵璈網走滲社会教育推進計き書 － 戻海暑網走滲教育委員会

䀹砉𤺋癮健康璈元気𤺋網走璈網走滲民健康瘼く瞤𥫣箐ン膻 － 戻海暑網走滲保健𥞴ン稛籞

網走滲地域福祉計き璈概要版璈コケケシ烝燵ギコケゲケ烝燵 － 戻海暑網走滲

網走港 － 戻海暑網走滲

網走癮都滲計き璈資料編璈コケケジ － 戻海暑網走滲建設部

網走滲湖笈環境総合調査成果最終報告書 烋成ゲコ烝 戻海暑網走滲籗東京農大

㿉う𥁊瘨湖癮昆虫一覧 烋成ゲス烝 網走滲立郷土博物館

㿉う𥁊瘨湖癮褫鳥一覧 烋成ゲス烝 網走滲立郷土博物館

㿉う𥁊瘨湖癮植物一覧 烋成ゲス烝 網走滲立郷土博物館

網走港港▉計き書璈軽易𤺋変更 烋成ゲズ烝コ鏤 網走港港▉管理者

第サ次小清水か総合計き璈後期嫻本計き璈烋成ゲス烝燵～ココ烝燵 烋成ゲス烝シ鏤 戻海暑小清水か

小清水か勢要覧璈コケケジ璈こし䀹瘘璈資料編 烋成ゲズ烝ゲケ鏤 戻海暑小清水か企きテ政課

小清水か勢要覧璈コケケス 烋成コケ烝 戻海暑小清水か

烋成ゲズ烝燵璈農業癮概要 － 戻海暑小清水か

小清水か璈観光祘イ穵𥫤穖祲 － －

斜網西部地区璈漁業影響調査報告書膅濤沸湖䐢 調査資料編 昭和ザゴ烝コ鏤 社団法人璈戻海暑水産資源技術開発協会

斜網西部地区璈漁業影響調査報告書膅濤沸湖䐢 昭和ザジ烝 社団法人璈戻海暑栽嫺漁業振興公社

昭和ザス烝燵璈藻琴湖漁業影響調査報告書膅种秖筿祘イ籗魚類䐢 昭和ザズ烝 社団法人璈戻海暑栽嫺漁業振興公社

烋成ザ烝燵璈斜網西部地区璈濤沸湖漁業影響調査報告書 烋成ザ烝ゲコ鏤 社団法人璈戻海暑栽嫺漁業振興公社

烋成シ烝燵璈斜網西部地区璈濤沸湖漁業影響調査報告書 烋成ジ烝 社団法人璈戻海暑栽嫺漁業振興公社

烋成ジ烝燵璈斜網西部地区璈濤沸湖漁業影響調査報告書 烋成ス烝 社団法人璈戻海暑栽嫺漁業振興公社

烋成ス烝燵璈斜網西部地区璈濤沸湖漁業影響調査報告書 烋成ズ烝 社団法人璈戻海暑栽嫺漁業振興公社

烋成ズ烝燵璈斜網西部地区璈濤沸湖漁業影響調査報告書 烋成ゲケ烝 社団法人璈戻海暑栽嫺漁業振興公社

烋成ゲケ烝燵璈斜網西部地区璈濤沸湖漁業影響調査報告書 烋成ゲゲ烝 社団法人璈戻海暑栽嫺漁業振興公社

烋成ゲゲ烝燵璈斜網西部地区璈濤沸湖漁業影響調査報告書 烋成ゲコ烝 社団法人璈戻海暑栽嫺漁業振興公社

烋成ゲコ烝燵璈斜網西部地区璈濤沸湖漁業影響調査報告書 烋成ゲゴ烝 社団法人璈戻海暑栽嫺漁業振興公社

烋成ゲゴ烝燵璈斜網西部地区璈濤沸湖漁業影響調査報告書 烋成ゲサ烝 社団法人璈戻海暑栽嫺漁業振興公社

烋成ゲサ烝燵璈斜網西部地区璈濤沸湖漁業影響調査報告書 烋成ゲザ烝 社団法人璈戻海暑栽嫺漁業振興公社

烋成ゲザ烝燵璈斜網西部地区璈濤沸湖漁業影響調査報告書 烋成ゲシ烝 社団法人璈戻海暑栽嫺漁業振興公社

烋成ゲケ烝燵璈藻琴湖環境調査報告書 烋成ゲゲ烝 社団法人璈戻海暑栽嫺漁業振興公社

烋成ゲゴ烝燵璈能取湖水産環境調査報告書 烋成ゲサ烝 社団法人璈戻海暑栽嫺漁業振興公社

烋成ゲサ烝燵璈サロ䇳湖生態系筕穧䈎作成業務報告書 烋成ゲザ烝 社団法人璈戻海暑栽嫺漁業振興公社

烋成ゲシ烝燵璈能取湖漁場環境調査報告書璈烋成ゲゴ～ゲシ烝燵癮総括 烋成ゲジ烝 社団法人璈戻海暑栽嫺漁業振興公社

烋成ス烝版璈流域別下水暑整備総合計き調査璈指針㿉解シ － 社団法人璈日本下水暑協会

烋成ゲゲ烝版璈流域別下水暑整備総合計き調査璈指針㿉解シ － 社団法人璈日本下水暑協会

網走湖癮流域調査癉瘨い瘳 － 戻海暑公害防止研究所

ア䇮䅣䅈観測烝報 － テ団法人璈気象業務支援𥞴ン稛籞

烋成ゲコ烝璈国勢調査癉関瘃矞地域䇮穖种筦統計 烋成ゲコ烝 テ団法人璈統計情報研究開発𥞴ン稛籞

烋成ゲゴ烝璈宙業所籗企業統計調査䇮穖种筦統計 烋成ゲコ烝 テ団法人璈統計情報研究開発𥞴ン稛籞

戻海暑滲か村勢要覧 － 戻海暑統計協会

烋成ゲジ烝燵璈網走管内癉疢け矞総合的𤺋湖笈環境保全推進業務 烋成ゲジ烝 テ団法人璈河川環境管理テ団

一級河川𤩍忠級河川里皨準用河川調書 烋成ス烝ザ鏤 社団法人璈戻海暑土木協会

戻海暑癮湖笈璈改訂版 烋成ゲジ烝ゴ鏤 戻海暑環境科学研究𥞴ン稛籞

宮島笈保全活用計き膅概要版䐢璈宮島笈ワイ𥞩筳籞䅈 烋成ゲサ烝ゴ鏤 戻海暑美唄滲

宮島笈保全活用計き 烋成ゲサ烝ゴ鏤 戻海暑美唄滲

東京農業大学璈網走農場㿉そ癮周辺癮植物

－農大植物園網走分園嫻礎資料㿉し瘳－

昭和シコ烝サ鏤 東京農業大学植物園

東京農業大学璈続璈網走農場㿉そ癮周辺癮植物

－東京農大植物園網走分園嫻礎資料コ－

烋成元烝シ鏤 東京農業大学植物園

礥ホ籞穙祲ゲケケ癮素顔璈もう皧㿉瘨癮祘イ穵𥫤穖祲 烋成ゲゴ烝シ鏤 東京農大出版会

大観山璈第ゲス号璈ワイ䈎穵璈窹籞穵璈濤沸湖 烋成ゲス烝ゲコ鏤 東京農大璈農離会礥ホ籞穙祲支部

戻癮大地癮生物生産璈ゲケケ癮挑戦 － 東京農大出版会

藻琴湖調査報告書膅筤䇳穪种秖筿籗水質籗底質調査䐢 昭和ザジ烝 網走漁業協輪組合

箐筁サ籞䈎籗䅈竨箛穖穪㿉▔原癮ワイ𥞩筳籞䅈

日本癉疢け矞▔地癮賢い活用宙例㿉評価嫻準試案

烋成ゲス烝ゴ鏤 日本国際▔地保全連合

箐筁サ籞䈎条約璈賢明𤺋利用䆴ン穵𥫤穖祲璈第コ版第ス巻璈▔地癮管理 烋成ゲズ烝ゴ鏤 日本▔地窬穖穪ワ籞祲
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戻海暑种籞窊穖祲窹イ磾𥖧イ宣言 －

种籞窊穖祲窹イ磾𥖧イ戻海暑サ䇦籞稛籞𥞩祲

箐𥫤

种籞窊穖祲窹イ磾𥖧イ戻海暑 －

种籞窊穖祲窹イ磾𥖧イ戻海暑推進協議会宙務

局

知床籗礥ホ籞穙祲観光立圏行動計き癮概要 －

知床籗礥ホ籞穙祲観光立圏行動計き策定協

議会

濤沸湖畔癮ア穖禡种草群落 － 山田璈訓忠

パrocクＡクSクＣクテ ズス SAコ 昭和サジ烝 パarkerキヅクSほ㽷

水産増殖慮書璈コズ
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VII 用語集 

 

鰺あ鯲 

┻ン』ろこへ』ろ 

┻ン』ろこへ』ろ┈┏ﾎﾘ自然遺産や文粟遺産┲通訳ベ┫バ┈ﾙ┲表ブﾎ自然ﾎ文粟ﾎ歴史鰺遺産鯲┎価値

┊┉┲ﾎ一方的┊解説┇┏┊ヂﾎ相互┎╊つねゅ╈ろ‶はン┲通プ┆ﾎわズ┪やベヂ伝え┫活動┲行う人┎バ

┈ﾏ 

NPO鰺NonProfit Organization鯲 

NPO┈┏ﾎそふンぃ┺┹活動┊┉┎社会箘献活動┲行うﾎ営利┲目的┈ブ┊い団体┎総称┎バ┈ﾏ 

 

鰺ズ鯲 

休来種 

休来種┈┏ﾎ人間┎活動┋伴┃┆意轄ベ┫れブ┊い┋褪わ┩ペﾎ｠┬┞┇｠┎生ゾ物ゼ生息ブ┆い┊ズ┃〞

場所┋持━込┞┬〞生物┎バ┈ﾏ 

国休ズ┩持━込┞┬定着ブ〞生物┎う━ﾎ島物┲懇粟島物ﾎ動物┲懇粟動物┈いうﾏ 

環境保全型農業 

食料れ農業れ農衷基筑法┋ジい┆┏ﾎ肖ゼ国農業┎持怦的┊冢展┲轄┫〞┡ﾎ農業┎ﾘ自然似環機能┎維持

増進ﾙゼÖ嬰背┇あ┫┈記ビ┬┆い┫ﾏ農業┏ﾎ食料供給┎機能┎┛ズﾎ国土や環境┎保全┈い┃〞多面的機

能┲談ブ┆ジ┪ﾎバ┎┨う┊機能┲将来┋わ〞┃┆冢揮ブ┆いヂバ┈ゼ必要┇あ┫ゼﾎ農業┎生産面┋┄い┆

┟┫┈ﾎ近裟ﾎ〞い肥等┎施用萪ゼ著ブヂ¬½ブ┆ゾ┆い┫等土┅ヂ┪ゼジ┭｠ズ┋┊┫一方┇ﾎ粟学肥料れ

農薬┘┎過度┎依存┋┨┫環境┎悪粟ゼ┟┩┬┫┊┉ﾎ環境┈調和┎┈┬〞持怦的┊農業生産ゼ立━行ズ┊い

～態┢生プ┆ゾ┆い┫ﾏ┞〞ﾎ農産物┎消篩面┋┄い┆┟┫┈ﾎ談機農産物等粟学肥料れ農薬┎使用┲栖え〞

農産物┋対ベ┫消篩者┎ゅろ〈ゼ高┞┃┆ゾ┆い┫ﾏ 

バうブ〞状況┋対処ベ┫〞┡┋┏ﾎ家畜排ボ┄物等┎談効利用┋┨┫〞い肥等┲活用ブ〞土┅ヂ┪┈ﾎ粟学

肥料れ農薬┎使用┎¬減┲行う農業生産方式┎譜透┲轄┫バ┈ゼ急務┈┊┃┆い┫ﾏ 

┞〞ﾎ国際的┋┢ﾎ粟学肥料れ農薬┎使用┎¬減等┲行う持怦的┊農業┲正進ベ┫バ┈ゼ農業遡策┈ブ┆菻

視ビ┬┆ゾ┆い┫ﾏ 

汽水湖 

地理学¿┎定義┇┏ﾎ塩類┎濃度ゼ 500mg/l鰺0.0鰄％鯲＃½┎場英┲淡水湖┈呼┖ゼﾎ岩塩ゼ広ヂδ甑ブ

┆い┫地域┇┏ﾎ塩水┎湧出┋┨┫湖┢存在ベ┫ﾏ汽水湖┈┏ﾎ芙水┈淡水ゼ入┪混プ┃┆い┫湖┎バ┈┇ﾎ

日筑┇┏浜疫湖ﾎ継膺湖┊┉ゼあ┫ﾏ 

国定公園 

国定公園┈┏ﾎ国立公園┋準プ┫卓勝地┈ブ┆ﾘ自然公園法ﾙ鰺昭和 32 裟鯲┋基┅い┆環境大臣ゼ指定ブ

〞公園┇あ┪ﾎ国立公園ゼ国┎直接管理┊┎┋対ブﾎ国定公園┏都膺府県ゼ管理ベ┫ﾏ 

 

鰺ビ鯲 

生物多様性国家戦略 

生物多様性国家戦略┈┏ﾎ私〞━┎子孫┎£┋┊┃┆┢ﾎ生物多様性┎恵┟┲唄デ嘘┫バ┈ゼ出来┫┨う┋ﾎ

生物多様性条約┋基┅ゾﾎ生物多様性┎保全┈持怦嬰能┊利用┋褪わ┫国┎遡策┎目標┈嘘┪組┟┎方向┲定

┡〞┢┎┇あ┫ﾏ遡府┏ﾎ鎖紹 7裟 10男┋ﾘ生物多様性国家戦略ﾙ┲決定ブﾎ鎖紹 14裟┋┏全面的┊見直

ブ┲ブ〞第‖肺┈┊┫ﾘ新れ生物多様性国家戦略ﾙ┲決定ブ〞ﾏ 

資源管理型剖業 

剖業┎主役┇あ┫剖業者ゼ主体┈┊┃┆地域や魚種パ┈┎資源状態┋応プﾎ資源管理┲機動的┋行う┈┈┢

┋ﾎ剖獲物┎付з価値向¿や経営╊]ぇ┎¬減┊┉┲轄┫バ━┋┨┪ﾎ将来┋わ〞┃┆剖業経営┎稽定ﾎ冢展

┲目指ベ剖業┲言うﾏ 

蔆親運動 

恂走腰┇┏汲都山山蹲┎花壇┲ﾎ腰民やそふンぃ┺┹団体ゼ蔆親┈┊┃┆育┆┫ﾘ┹【こぇこみ╇ふて汲都

山ﾙ┈いう嘘┪組┟┲行┃┆い┫ﾏ腰民┎胃力┇美ブい花園┲誕生ビボﾎ腰民┎憩い┎場┈ブ┆┢ﾎ新ブい観

ゲ]た｠ぇ┈ブ┆┢人気┲博ブ┆い┫ﾏ 
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似環型社会 

似環型社会┈┏ﾎ人間┎社会活動ゼペ┃┈持怦ベ┫バ┈ゼ嬰能┊ﾎ破惧ブ┊い社会┎概念┇あ┫ﾏバ┬┏ﾎ

生産→消篩→廃棄→再利用→生産┈い┃〞ﾎ資源ゼ似環ブ┆活用ビ┬┫バ┈ゼ必要┇あ┪ﾎ廃棄物┎冢生┲抑

制ブ〞┪ﾎ排出ビ┬〞廃棄物等┋┄い┆┏┇ゾ┫─デ資源┈ブ┆適柏┋利用ベ┫バ┈ゼ求┡┩┬┫ﾏ言い換え

┬┐ﾎ汲然資源┎消篩ゼ抑制ビ┬ﾎ環境┘┎筮荷ゼ極力¬減ビ┬〞社会┎バ┈┇あ┫ﾏ 

 

鰺〞鯲 

鳥獣保護区 

葭生鳥獣┎保護繁殖┈生息環境┎保全┲轄┫〞┡ﾎﾘ鳥獣┎保護鵜┓狩猟┎適柏粟┋褪ベ┫法脂ﾙ鰺鎖紹14

裟鯲┋基┅ゾ指定ブ┆い┫区域┎バ┈ﾏナ体的┋┏ﾎ集団渡来地ﾎ森林鳥獣生息地ﾎ身近┊鳥獣生息地┊┉┇

菻要┊区域ゼ指定ビ┬┆い┫ﾏ 

地球温暖粟 

地球┎鎖均気温ゼ¿他ベ┫バ┈┇世界ゼ直面ブ┆い┫深刻┊地球環境問題┎┒┈┄┈言わ┬ﾎ裟間鎖均気温

┎世界鎖均ゼ¿他ベ┫┎┇ﾎ｠┬┋伴い降雨え』ろンや気象変粟え』ろンゼ変粟ブ〞┪異常気象┎軋度ゼ¿ゼ

┃〞┪┈いうﾎ深刻┊気候変動┘┎影響ゼ懸念ビ┬┫問題┎バ┈┇あ┫ﾏ 

┞〞地球温暖粟┎原因┋┏ﾎ人妄的┊原因┈自然的┊原因ゼあ┫┈言わ┬┆い┫ﾏ人妄的┊┢┎┈ブ┆┏ﾎ

粟石燃料┎燃焼┋┨┫ CO2┎排出ﾎ交通乗┪物┊┉ズ┩排出ビ┬┫ CO2, NOx等┎増зﾎ工業生産┎排╃]

┋┨┫ CO2 ┎増з┊┉ゼあド┩┬┫ﾏ自然冢生的┊┢┎┋┏ﾎ火山活動ﾎ生物呼吸ﾎ芙水┊┉ズ┩┎ CO2

┎阻出等ゼあ┪┞ベﾏ 

地産地消 

地産地消鰺━ビ┳━ブ┧う鯲┈┏ﾎ地域生産地域消篩鰺━いゾボいビ┳れ━いゾブ┧う┒鯲┎略語┇ﾎ地域

┇生産ビ┬〞農産物や水産物┲｠┎地域┇消篩ベ┫バ┈ﾏ 

DMV(Dual Mode Vehicle鯲 

列車ゼ走┫〞┡┎軌膺┈ﾎ自動車ゼ走┫〞┡┎膺路┎丑方┲走行嬰能┊車両┎バ┈ﾏJR袷芙膺┇┏鎖紹 16

裟 1男┋DMV┎開冢┋紹жブﾎ鎖紹19裟 4男～11男┋浜小清水駅～藻琴駅間┇試験的営業運行ゼ行わ┬

〞ﾏ 

 

鰺┊鯲 

内水面剖業 

内水面剖業┈┏ﾎ河川れ湖膝れ池れ用水路┊┉┎内水面┇行┊う剖業┎バ┈┇あ┪ﾎバ┬┋対ブ┆ﾎ芙┇┎

剖業┲芙面剖業┈いうﾏ 

ゃ‶はゃほぇふ]ぇ運動 

ゃ‶はゃほぇふ]ぇ運動┈┏ﾎ貴菻┊自然環境┎保護や歴史的笹腓物┊┉┎保存┎〞┡┋ﾎ広ヂ一般┎方々

ズ┩┎支援┲募┃┆ﾎ土地や笹腓物┲買い嘘┪管理ブ┆至世┋残ブ┆いバう┈いう運動┎バ┈ﾏ 

農衷卓観整備～業 

国民ゼ┦┈┪ﾎ稽┩ダﾎ心┎豊ズビ┊┉┎価値観┲菻視ベ┫┨う┋┊┃┆ゾ┆い┫中┇ﾎ農業┎多面的機能

ゼ冢揮ビ┬ﾎ豊ズ┊自然環境や美ブい卓観ﾎ伝統文粟┋┕┬あうバ┈┎┇ゾ┫個性的れ特寺的┊農衷空間┋対

ベ┫国民┎理解┈期待ゼ高┞┃┆い┫ﾏバ┎┨う┊状況┲踏┞えﾎ農衷地域┋ジデ┫卓観れ自然環境┎保全れ

形紹等┋向デ〞地域┎嘘┪組┟┲支援ブ地域活性粟┲轄┫〞┡ﾎ棚于や農業用水路ﾎ防風林┎保全┊┉┋┨┫

卓観形紹┋対ブ直接支援┲行う農衷卓観れ自然環境保全再生え┻み｠ぇ～業┲公募方式┋┨┪実施ブ┆い┫ﾏ 

葭焼ゾれ火入┬ 

小清水原生花園┇┏鰕河川改修┎影響┇砂┎供給萪ゼ減┫一方┇鰕阻牧や葭火┈い┃〞人妄的┊攪乱ゼ強ヂ

┊┪ﾎ｠┎┨う┊自然┋対ベ┫詐平ゼうふン]┨ヂ存在ブ┆い〞〞┡┋鰕原生花園卓観ゼ良好┊状態┇維持ビ

┬┆い〞┎─┭う┈言わ┬┆い┫ﾏ｠┎〞┡実験等┲繰┪返ブ┊ゼ┩腰民そふンぃ┺┹┊┉┎力┲借┪┆ﾎ葭

焼ゾや火入┬ゼ現在┢怫怦的┋行わ┬┆い┫ﾏ  

 

鰺┏鯲 

か╁ぇろこ 

か╁ぇろこ┈┏ﾎぉ┻を語┇か╁鰺生ゾ物鯲┈ぇろこ鰺場所鯲┎英紹語鰺英紹語鯲┇ﾘ｠┬〝┬┎地域┎ﾎ

葭生生物┎生息空間ﾙ┎バ┈┇あ┫ﾏ 
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か[』ろ〉ン』ろ 

竌秖稛籞𥞴ン稛籞皕𤩍国立公園膅自然公園鯲┊┉┲訪┬┫方々┋ﾎ公園┎自然┲わズ┪やベヂ展示れ解説ブﾎ自

然┈┕┬あうゾ┃ズデ┲┄ヂ┃┆い〞─ヂ〞┡┎施設┇あ┫ﾏ例え┐ぇま｠╄ン╇や冩山ﾎ自然観察┋┄い┆

┎┹ぉう┻]┲行いﾎ自然情報等┲訪問者癉提供す矞㿉共癉𤩍観察会や学習𤺋癁も開催し瘳い矞璒 

坊砂 

坊砂鰺┒┧うビ鯲┏波┞〞┏芙┋冢生ベ┫様々┊流┬┋┨┃┆生プ┫土砂┎移動ﾎ┢ブヂ┏移動ベ┫土砂┎

バ┈┇ﾎ芙岸譜食や堆積┋深ヂ褪わ┫┢┎┇あ┫ﾏ坊砂萪┏通常ﾎ方向別┋衣∨長ビあ〞┪m3/s/m┇表ベバ

┈ゼ多いﾏ坊砂┎主┊供給源┏河川┇あ┫ﾏ｠┬┦えﾎ河川流域ジ┨┓坊砂┎移動ベ┫沿岸域┲┞┈┡┆ﾘ坊

砂系ﾙ┈呼称ベ┫ﾏ┞〞浜や崖┎背潰や沖英ﾎ 隣接芙岸┊┉ズ┩到来ベ┫芙中┎石れ岩礁耀れ坊着固形物┊┉

┢坊砂┈言うﾏ  

保稽林 

木虫┎生産┈いう経幣的┊機能┨┪┢ﾎ災害┎防拍ﾎ他産業┎保護｠┎他公共┎福祉┎増進┲目的┈ブ┆ﾎ

森林法┋┨┪一定┎制限や義務ゼ課ボ┩┬〞森林┲言うﾏ保稽林┋ジい┆┏ﾎ立木竹┎伐整等一定┎行妄┲行

う際┋┏ﾎ都膺府県知～┎許嬰ゼ必要┇あ┪ﾎ保稽林┎整備┋┄い┆┏ﾎ保稽林整備臨滞措置法┋┨┪行わ┬

┫ﾏ 

 

鰺┞鯲 

なゅ』へン╇ 

日常的ズ┄怫怦的┊茂検┎バ┈┇ﾎ調査やδ析ﾎ解析┲行い┊ゼ┩ﾎ監視活動等┲怦デﾎ問題┊┉ゼ冢生ブ

〞┩ﾎ褪Ｉ各∨ﾎ機褪等┇胃議┲行い対策┲施ベバ┈┇あ┫ﾏ 

木育 

鎖紹 18 裟鰤男┋褫議決定ビ┬〞森林れ林業基筑計亶┇┏ﾚ腰民や児童┎木虫┋対ベ┫親ブ┟や木┎文粟┘

┎理解┲深┡┫〞┡ﾎ多様┊褪Ｉ者ゼ連携れ胃力ブ┊ゼ┩ﾎ虫料┈ブ┆┎木虫┎良ビや｠┎利用┎意義┲学┖ﾎ

ﾘ木育ﾙ┈┢いう┙ゾ木虫利用┋褪ベ┫教育活動┲正進ベ┫ﾛ┈あ┫ﾏ 

バ┬┲唄デ┆ﾘ木育ﾙ┈┏ﾎ木虫や森林┈┎褪わ┪英いズ┩ﾎ知育ﾎ字育ﾎ体育┎鰒┄┎側面┲効果的┋育

┠嘘┪組┟┇あ┪ﾎ社会的胃液┋┨┃┆┢効果的┋実施れ瀧鵜ビボ┫必要ゼあ┫┈考え┩┬┆ジ┪ﾎ木┅ズい

運動┎一環┈ブ┆木育┎活動Ｊ進れ支援～業ゼ展開ビ┬┆い┫ﾏ 

 

鰺┩鯲 

ふて′ろほ条約 

ふて′ろほ条約┈┏ﾎ1971裟┋┻ふン┎ふて′ろほ┇開催ビ┬〞ﾘ暮地鵜┓水鳥┎保全┎〞┡┎国際会議ﾙ

┋ジい┆ﾘ特┋水鳥┎生息地┈ブ┆国際的┋菻要┊暮地┋褪ベ┫条約ﾙゼ整択ビ┬〞ﾏバ┎条約┏開催地┎地

疫┋━┊┟ﾎ一般┋ﾘふて′ろほ条約ﾙ┈呼┐┬┆い┫ﾏ 

筑条約┇┏ﾎ産業や地域┎人々┎生活┈うふン]┎┈┬〞保全┲進┡┫〞┡┋ﾎ暮地┎ﾘ賢明┊利用鰺Wise 

Use:ワ┻〈のろ]鯲┲提唱ブ┆い┫ﾏ賢明┊利用┈┏ﾎ暮地┎生態系┲維持ブ┄┄｠バズ┩得┩┬┫恵┟┲持

怦的┋活用ベ┫バ┈┇あ┫ﾏ 

ま｠ぉぅろ』け｠╆ 

葭生生物┎保全┎〞┡┋┏ﾎ絶滅┎ジ｠┬┎あ┫種┲的確┋把握ブﾎ一般┘┎理解┲広┡┫必要ゼあ┫バ┈

ズ┩ﾎ環境省┇┏ﾎま｠ぉへ]ぇ鰺日筑┎絶滅┎ジ｠┬┎あ┫葭生生物┎種┎へ]ぇ鯲┲作紹れ公表ベ┫┈┈

┢┋ﾎバ┬┲基┋ブ〞ま｠ぉぅろ』け｠╆鰺日筑┎絶滅┎ジ｠┬┎あ┫葭生生物┎種┋┄い┆｠┬┩┎生息状

況等┲嘘┪┞┈┡〞┢┎鯲┲刊行ブ┆い┫ﾏ 

葭生生物┎生息状況┏常┋変粟ブ┆い┫〞┡ﾎま｠ぉへ]ぇれま｠ぉぅろ』け｠╆┋ジデ┫評価┏ﾎ定期的

┋見直ベバ┈ゼÖ嬰背┇あ┪ﾎ環境省┇┏ﾎ昭和 61 裟度┨┪ﾘ緊急┋保護┲要ベ┫動島物┎種┎選定調査ﾙ

┲行いﾎ｠┎結果┲踏┞え┆鎖紹鰒裟┋ﾎ環境省葉ま｠ぉぅろ』け｠╆ﾘ日筑┎絶滅┎ジ｠┬┎あ┫葭生生物

鰔脊嶋動物慍ﾙジ┨┓ﾘ日筑┎絶滅┎ジ｠┬┎あ┫葭生生物鰔無脊嶋動物慍ﾙ┲作紹ブ〞ﾏ 
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ま｠ぉへ]ぇ 

鎖紹鰛裟度┨┪ま｠ぉぅろ』け｠╆┎第一肺見直ブ作業ゼ開始ビ┬ﾎδ類群パ┈┋ま｠ぉへ]ぇ┲作紹れ公

表ベ┫┈┈┢┋ﾎバ┬┲基┋ま｠ぉぅろ』け｠╆┲慍纂ブ┆い┫ﾏバ┎見直ブ┋ジい┆┏ﾎ鎖紹鰮裟┋ＩＵ鱶

Ｎ鰺国際自然保護連英鯲ゼ整択ブ〞ﾎ減少率等┎数値┋┨┫鶏観的┊評価基準┋基┅ヂ新ブい╂ぃ╋へろ┋従

うバ┈┈ブ〞ゼﾎ肖ゼ国┇┏数値的┋評価ゼ嬰能┈┊┫┨う┊ぅろ』ゼ得┩┬┊い種┢多いバ┈等┎理亞ズ┩ﾎ

定性的要件┈定萪的要件┲組┟英わボ〞新〞┊╂ぃ╋へろ┲策定ブ〞ﾏ┊ジﾎ無脊嶋動物ﾎ維管束島物＃休┎

島物┋┄い┆┏ﾎ絶滅危惧Ｉ鱠類ﾎ絶滅危惧Ｉ鱧類┲区別ボペﾎ絶滅危惧Ｉ類┈ブ┆い┫ﾏ鎖紹鰆鰈裟鰊男┞

┇┋ﾎ動島物全┆┎δ類群┋┄い┆ま｠ぉへ]ぇ┎見直ブ┲経了ブ┆公表ブﾎま｠ぉぅろ』け｠╆┋┄い┆┢ﾎ

鎖紹鰆鰥裟鰥男┞┇┋全┆┲刊行ブ〞ﾏ 

┞〞鎖紹 18裟 12男┋┏ﾎ鳥類ﾎ爬虫類ﾎ両生類ジ┨┓｠┎他無脊嶋動物┎鰊δ類群┎新〞┊ま｠ぉへ]

ぇ┲嘘┪┞┈┡┆公表ﾎ鎖紹 19 裟鰥男┋┏ﾎ残┪┎哺乳類ﾎ汽水れ淡水魚類ﾎ遜虫類ﾎ貝類ﾎ島物号ジ┨┓

島物司┎鰮δ類群┋┄い┆ﾎ新〞┊ま｠ぉへ]ぇゼ公表ビ┬┆い┫ﾏ 
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